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3 「青銅の巨人」中巻
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは関係がございません。
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　青銅の巨人───

　その名を口にしたすばる姫の佇たたずまいには、調査官たちの心中を張り詰めさせる、強い警告のメッセージが表あらわれていました。

　緑深い山と渓谷に囲まれた城下。探検部の皆で作り上げたログハウス〝桃山荘〟の庭で、日ひノの岡おか穂ほ群むらを含む十一人の調査官と一機の虚惑星探査機が、続く姫の言葉に注意を注いでいました。

　ごくりと喉を鳴らして、ほむらが当て推量をもらします。

「……巨人っていうとアレ……ですか？　和食の巨人とか中華の巨人とか洋食の」

　転がりはじめた軽口をぐいと押しのけ、日ひ吉よし坂ざか校部長の上かみ狛こま倖さちが尋ねます。

「それは比喩じゃなくって、巨大な傀儡くぐつってことですか、すばる姫？　人間よりずっと大きなサイズの？」

　小柄な上狛が、指を組んだ両手をせいいっぱい頭上に振り上げながら問うと、すばるはうなずきました。

「左様。あいにく言葉通りの意味じゃ。お手前たちの使い慣れた言葉で言うならば、さながら、《巨大ろぼと》じゃな」

　おおっと、そんなまさか……と部員たちがどよめきます。

「身どもの遠とおつ祖おや───智ち慧えある人々は彼かの者たちを《ギガンテス》と称して、甚いたく畏おそれた。それはまだ、身どもがこの地に生を受けるよりも遥はるか過去のこと」

（ギガンテス……）

　猛たけ々だけしく壮烈な響きを持つその呼び名は、すばるの憂うれえる面持ちと共に、ほむらの胸へ染み入りました。

「……彼の者たちとおっしゃったようだが」

　そう鋭く指摘した大おお嵐ぞれ岬みさきには、青藍校部長の御みさ陵さぎ真ま世よが応じました。どこかしら感慨深く熱心そうに。

「ギガンテスは、ギリシャ神話として伝えられる巨人族の名前でもあります。単数で呼ぶ時は、たしか……ギガス」

「ふむ」

「そうだ。ローマ神話ではジガンティGigantiとジガンテGiganteにあたる」さらにギャビーこと、ガブリエッラが言葉を継ぎます。今この時は少年の姿を持つガブリエルとして。「巨人族はオリュンポスの神々と戦い敗北を喫した……けれど本来は、神々すら凌りょう駕がする力を誇っていたと云いう、自然を象徴する荒ぶれる者たちだ」

「どっちにしてもキリスト教的世界観とは相あい容いれない情報ね」

　そう聞こえよがしにつぶやいた鼎かなえ結ゆ理りを、ギャビーは眉をひそめて見返しました。

「自分はそう思ってはいない。今はそのことを議論するときでもない」

「そうね。失礼。どうせ議論で答えが出る話でもないし」と、鼎はあくまでぶしつけな態度です。

「ちょちょっ、ユリちゃん？」

　ほむらは二人の間に割って入り、とりなそうとします。むっとしているギャビーの脇では、神学生姿のネイトが、痛快な事態を見たように薄笑いを浮かべていました。

　思索の間をおいてから、大嵐は地球の調査官を代表する毅き然ぜんとしたそぶりで、虚ヌ惑テ星ラの姫に真相を迫りました。

「すばる姫は、青銅の巨人が目覚めたと判断された、つまりそれは、古代の魔法兵器が、この虚惑星上で再び起動した───そのように受け取ってよいのですか？」

　すばるは神妙に頷きました。

「うむ……ひとまずはそのように承知してくれぬか、大嵐殿。他の者たちも。迫る危難と、行く手にある危機を見誤らぬように」それでもまだ腑に落ちていない様子の大嵐を、すばるが心苦しそうに見返します。「兵器か……そうじゃな。武具や銃砲のような、命を持たぬ器物であれば、ただ使われるだけの道具であれば、身どもの父祖たちも、苦しめられはしなかったろうに」

　ぎごちなくすばるは胸の内を明かします。

「この城で働かせておるような傀儡どもは、心を持ってはおらぬ───されど、巨人たちは心を備えておる。なればこそ、彼らは巨人と呼ぶに値する」

「……心を、ですか？　ただ巨大な傀儡、というだけではなく？」

　心を持つ傀儡。それこそが巨人である、と───

　御陵は手を胸に置いて、明かされた秘密の意味と意図を汲くもうとします。そんな御陵と顔を見合わせたほむらの胸にとっさに浮かんだのは、地球で待機する雨あめ乃ののことでした。そして、まだ自意識を持ったばかりの幼い沙さ毬まりのことを。どちらも巨人のイメージとは程遠い二人です。

　バチカン市国の調査官にして、ローマ教皇に仕える修道士でもあるガブリエッラ・ベルニは、自分のパートナーのネイトを気遣わしげに見ましたが、彼は冷ややかに静観しています。

　ほむらはふと浮かんだ思いつきを、すばるに尋ねてみたくなりました。一足飛びな内容であることはわかっていますが、それでも聞かずにはいられません。

「あの、それってひょっとしてギリシャ神話のなかの超スペクタクルなドラマが、この虚惑星と関係があるってことですか？　この虚惑星でずっとずっと過去に起きた出来事が、地球では神話となって語り伝えられてる……とか!?　ねっ、どうです？」

「すぺ……どら？」

　すばるが小首を傾げ、見るに見かねた東とう野やが口を挟みました。

「それはいくらなんでも突飛すぎねーか、日ノ岡。まだ俺たち、巨人のことを聞かされただけだぜ」

「でもでも虚惑星で見つかってる遺跡には、古代ローマや古代ギリシャの建築とすごく共通点があるんでしょう？」

「それは確かにそうだけどよ」

「あながち突飛とばかりは言えないな。だが、同時にこう公言しているも同然だ」

　と横やりを入れたのはネイトでした。尊大な調子で続けます。

「───仮に、虚惑星文明から、やがてギリシャ神話を形成する口承文学が地球へ流入したとして、地球史で確認されているギリシャ神話の成立は、最も最近と見積もっても紀元前八世紀末までさかのぼる。地球時間で二千七百年前だ。ということは、虚惑星の時間の流れでいえば、一万六千年以上も過去の出来事になる」

　ネイトがまくしたてる脇で、ギャビーは不穏な表情で少年を観察しています。そして案の定はじまる放言。

「一万六千年だぞ？　文明が勃ぼっ興こうして滅ぶには充分な時間だ。その間、虚惑星人ヌテラリアンは何をしていた？　こんなクソ田舎にひきこもって自分たちが滅ぶのを待ち惚ぼうけていたのか？　まさしく神話級の愚ぐ鈍どんだな───」

　ネイトがまくしたてるのはそこまででした。すっとんで来た上狛とギャビーが彼を押さえつけて黙らせたからです。

「た、大変失礼しました、すばる姫。無礼をお詫び申し上げます……」

　放言の主にかわって、申し訳なさそうに長なが篠しの冬ふゆが頭を下げました。

　すばるは一見、気分を害した様子はなく、それよりも城を初訪問した新顔の少年を興味深く見据えています。

「ふむ……身どもの見立てに間違いがなければじゃが、どうやらその者も《ろぼと》のようじゃな……また雨乃とは随分と異なっておる」

　ギャビーが膝をつき、深く頭こうべを垂れて答えます。

「はい、紹介が遅くなりました。この者は虚惑星探査機のナサニエルと申します。ご推察の通り、地球で作られたロボットの一体で、自分たちはネイトと呼んでいます。ただ性格設定に問題が……」

「いや、異なっておるのは、その悪たれ口ばかりでは無いようじゃがの……ともあれ身どもの城に立ち入るのなら、雪ゆき割わり丸まるや初はつ雪ゆきの牙には気をつけるのじゃな。なにかあれば、その時はじっくり検分させてもらおうかの」

　冗談ともつかぬ言葉と、冷え冷えとした薄笑いを向けるすばる。上狛から口をふさがれたネイトは、ニヤついたままそれを見返します。

（うわあ、すばるさんめっちゃ怒ってる……）

　過去の敵対関係がよみがえってきたように、ほむらの肝が冷えます。

　そんな空気の悪くなった会話の輪に割って入ってきたのは、しばらく成り行きを静観していた稲いな荷り直すなおでした。

「まーまーまー、みんなそんなにヒートアップしなさんなって」

　両手を広げ、たしなめる稲荷。その場にとん、とかかとをついてクルリと廻まわると、バランスをとって揺れた尻尾しっぽが波を打ちます。

　すばる姫を前に緊張を高めていた面々は、すこし肩の力を抜きました。

「大嵐先輩たちは、長々距離転移試験を終えてきたところだし、少し休憩したほうがいいんじゃない？　勿論ブラジル側から到着したばかりのギャビーたちもね。すばるさんは、あとで傀く儡ぐつ師しと引き合わせていただけるんだったら、その時にまた、詳しいお話を聞かせてもらえるんでしょう？」

　稲荷の申し出に、すばるは納得して頷きました。

「承うけたまわった。夕ゆう餉げの後を見計らって、こちらより招こう」




　───その後、各校探検部パーティのリーダーは、すばるとの正式な面会の約束を交わして、部員たちを解散させました。東野と稲荷の二人の仲間の面倒を、長期間にわたってみてくれた彼女へ感謝を伝えるのも忘れません。

　すでに昨晩、御陵からも感謝は伝えていましたが、東野たちが虚惑星で遭遇した異変と危険は、決して小さいものではありませんでした。調査官にとっては、すばるや鈴すず蘭らんと遭遇を果たしたファーストコンタクトよりも、今後の調査に影響を及ぼす可能性が高い、強いインパクトがあったのです。

　丸太組みのベランダで話し込んでいた青藍探検部の一同のもとに、御陵が戻ってくると、稲荷は開口一番、彼女をたしなめました。

「謎の敵とか、古代の神秘とか、やたらと食いつきすぎなんだって、みんなさぁ！　マヨ部長さんもそうだけど、ほむらも！　スペクタクルってなによ」

「ごめんなさい」「スンマセーン」

　御陵とほむらが並んで稲荷に頭を下げます。

「こっちが先入観を持って話したら、すばるさんだって警戒しちゃうでしょ？　地球ではすばるさんの言葉は、虚惑星を代表する談話として受け取られかねないんだから」

「ああそっか……ほんまスンマセン。でもぉ、稲荷先輩だって、青銅の巨人だなんて聞いたら思わず興奮したでしょう？」

「……ふぅ」と溜め息をつく稲荷。

　隣では手すりにもたれた東野が苦笑しています。

　桃山荘の庭を見やれば、上狛たち日吉坂探検部の四人、そして大阪府立南な雲ぐもの大嵐と長篠が、それぞれかたまって思い思いに語り合っています。

　ギャビーは、暴言を吐いたネイトに向かって厳しい調子で叱責していました。それでもネイトは蛙かえるの面つらに水とばかりにしゃあしゃあとしています。

　再び稲荷は部員たちに向き直ります。

「……気持ちはあたしもわかるけど……でも、ただでさえ、あたしたち探検部はどんどん危なっかしい方へ首突っ込んでっちゃうんだから、すばるさんにちゃんと信頼してもらえなかったら、教えてくれるものも教えてくれないよ？」

「うっ」とのけぞるほむら。

　並んで諭さとされながらも、御陵は優しく稲荷に微ほほ笑えみ返します。

「そうですね、スナオちゃんの言う通りです。今夜のお話では、しっかり気をつけて聞いてきます」

「はぁ？　言う通りって……マヨがそんなんじゃ、ど、どっちが部長かわからないでしょ？」

　先ほどの緊迫から、ちょっぴり調子のくだけてきたやりとりを前に、一人きょとんとしているほむら。

「あれ？　私はそのお話に一緒に行ったらいけないんですか？」

「傀儡師との面会にか？」と東野。

「うん」

「おい、何をさも当然、みたいな顔してんだよ。またさっきみたいなもめ事になるのは願い下げだかんな」

「あれはだってネイトくんがさー！」

「それに、相手はまだ怪け我がも治りきってない怪我人なんだから、そんな大人数で押し掛けるわけにはいかないだろ。部長たちにまかせようぜ」

「……っ……はいはい。わかりました、わかりました！」とほむらは唇をとがらせます。「私はアヴギスちゃんと遊んでます……って、アヴギスちゃん見当たりませんね？」

「あれ、ほんとだ」と首をかしげる稲荷。

　仔虎の行方をさぐり始めたほむらたちを背に、御陵は静かに東野に語りかけました。

「東野くん……大丈夫ですか？」

「え……俺ですか？　俺は、別に」

　御陵は小さく微笑み、東野の隣に腰をおろします。

　まだ熱気の残る、猛暑の虚惑星の午後。果樹園の木立からジィーチチチチ……と蟬せみたちの声が届きます。

「スナオちゃんから聞きました。傀儡師さんの付き人のブロンテさんを救助できたのは、東野くんのおかげだって」

「……稲荷先輩には、相談もしないで飛び出していくなって、どやされちまいました」

「ふふっ。今回は結果オーライです。火傷やけどを負った傀儡師さんだけでなく、ブロンテさんの方も遠からず回復するだろうと、すばるさんがおっしゃっていました」

「マジっすか？」

「はい」

　御陵がしっかりと頷き返すと、東野は歯を食いしばったまま、何ともいえない安堵の顔色を浮かべました。

「全身の打撲の腫れがかなりひどいそうですが、彼女自身の回復力はとても強くて、このまま手当と静養を続けていれば平へい癒ゆするでしょうと」

「……は……ははっ……」

　動揺を見透かされてしまった恥ずかしさと、せめてやせ我慢をつらぬいて彼女に笑い返せなかった自分への落胆で、東野は掌てのひらに顔を落としてうなだれました。

　少女の冷え切った小さな体を、浅瀬から抱き起こした時の、あの拭いきれない恐怖がまだ胃にわだかまっているようでした。

　肩に触れた御陵の手で、かすかに自分が震えていたことに気付かされます。

「もっと早くに自分が駆けつけていれば……と悔やんでいるの？」

「…………」

　そこまで想いを推し量られてしまっては、東野も素直に頷くしかありません。

　寂しい微笑みを浮かべて、御陵は語りました。

「わたしもそうです。わたしも、いつも後悔してばかりです。わたしには、稲荷さんや、日ノ岡さんのように、東野くんを明るく励ますのはとても難しいことです。だからこうして東野くんの不安を、言葉にして聞いてあげるくらいしかできません」

「そんなことは……ないです。先輩は俺の目標ですから」

　首を振る御陵。

「わたしはまだまだ全然ですよ。東野くんが、火蜥蜴サラマンダーに襲われて大怪我を負った時には、目の前が真っ暗になりました。あの場所にギャビーがいてくれなかったら、どうなっていたことか……」

「あの時は……ほんとすいませんでした」

　しかし東野本人は朦もう朧ろうとしていたためか、周囲がびくびく語るほどのきわどい場面だったとは、どうもいまだに実感がありませんでした。そんなふうに考えると、東野がかられている後悔の念ほどは、からくも窮地を脱したブロンテ自身のほうは苦にしてはいないのかもしれない……。

　そんな物の見方が心に生まれたことで、ほんのすこし気が楽になりました。

　御陵も東野から不要な力が抜けたのを察して微笑みます。

「東野くん、わたしたちは一人きりではたいしたことは出来ないんですよ。わたしたちは小さくて弱いです。小さな勇気や思いやりが、繫つながって、積み重なって、そうして今があるんです。あなたは自分の出来ることを精一杯しました。傀儡師さんやブロンテさんは災難でしたが、それでも、あなたとスナオちゃんが無事でいてくれたことは、わたしは嬉しく思っています」

　沈黙の感謝と共に、東野は御陵の言葉を胸に留めました。

　そのうちに、夕食の準備が始まったらしく、桃山荘の炊事場からは、ほむらの騒がしい声が聞こえてきます。仔虎の探索はあきらめたようです。

　水汲みに向かうために庭に現れたほむらは、ぼんやりとベランダから見下ろしていた東野を見つけると、あんたも手伝いなさい！　とばかりに鍋をふりまわして睨にらみつけます。

　ほむらの後方に続いていた、泥つきの野菜の籠かごをかかえた鼎と長篠が、その鍋を危なっかしくかわしました。

　ぺこぺこと二人に謝っているほむらのもとへ、嘆息しつつ東野が降りていこうとすると、ベランダから夕映えの風景を見据えたまま御陵がぽつりと呟きました。

「でも……いったい何者なのでしょうね。傀儡師さんを襲い、すばるさんに乱暴な警告を送りつけてきた放浪者とは……」




　その夜。

　すばる姫から城内に招かれたのは五人の調査官───青藍の御陵真世、日吉坂の上狛倖と桃もも山やま雅まさ巳み、府立南雲の大嵐岬、そしてバチカン市国のギャビーでした。ギャビーの他は、それぞれ各校パーティの年長者です。

　若き白狼の初雪のあとに続いて、立体的な城の中をたどると、廊下の先から灯りの漏れる、風通しのよい寝室の前に案内されました。

　礼を交わして彼らが部屋に招き入れられると、薬液の臭いがつんと鼻をつきました。石造りの部屋の奥には鉄製の寝台が置かれ、一見洋風のベッドになっています。

　寝台の傍らには、すばる姫が椅子にかけながら振り返り、夜の見舞い人たちを手招きしていました。

「遠慮は無用じゃ」

　ベッドの上には、一人の男が上半身を起こして横になり、こちらをじっと見つめていました。湿布を留める包帯の上から、汗とりの襯しん衣いをまとっています。

「これは見み目め好よい若衆がおいでになられた」

　さんざんな有様のわりには、平然とした調子で男は軽口を叩きました。すばるが訪れた彼らを軽く紹介すると、ベッドの上ながら男もまた頭を下げて名乗りました。

「やつがれは名を《アルレッキーノ》と申しまして、かようにつまらぬ旅の商人あきうどでございます。北の地ではもしくば《フォールスタッフ》。西方ではひょっとすると《オイレンシュピーゲル》などと号せし者。若衆様がた、どうぞよろしければ、より伊だ達て男おとこにふさわしいとお思いの名で呼んでいただきますれば」

　男は頭を低くしながら、流れるように口上を述べました。まるで舞台上の役者のように。されどもそんな傍ぼう白はくめいた言葉の流れを、

「ハッ───面倒じゃから《傀儡師》でよい」

　と一言で切り捨てるすばる。

「お手前もそれで構わぬと先から申しておったろう。なにが伊達男じゃ。馬鹿を申すでない。そんな総身に膏こう薬やくをまとった蓑みの虫むしのような形なりをして」

「では《みのむし》も渾あだ名なに付け加えて」

　ハッハッ、と傀儡師は笑ったかと思いきや、一転、自分の脇腹を押さえて顔をしかめました。骨に響いたようです。

「どうかご無理をなさらないでください」

　いたわりの声をかけた御陵を、傀儡師はしげしげと見つめ返します。

「……ほぉう……いや、これは確かに姫ひめ御ご前ぜんの面影がおありになる」

　御陵真世がすばる姫の血統に連なる者だと既に伝えられていたのか、傀儡師は仰々しく息を吐いて感心してみせました。

　陽が落ちてその髪色が黒がちに戻っていた御陵は、男に見つめられながらはにかみますが、すばると似ている、と言われたこと自体は嬉しそうです。

「姫御前に比べてお優しそうだ。麗しい。初々しく春秋に富んでいらっしゃる」

「身どもの縁者に色目を使うなら、替えの湿布に辛子を練り込むので心しておけ」すばるは少々啞あ然ぜんとしている調査官たちを振り返ります。「油断をすると、この男が無駄口を叩いている隙に夜が明けるぞ」

　だから早く本題に入るがよい、とすばるは促うながしているのでした。飄ひょう々ひょうとした態度の傀儡師ではありますが、重い怪我人には違いなく、充分な質疑の時間は期待できません。

　互いに目配せしたあとに、調査官たちを代表して大嵐岬が傀儡師に語りかけました。

「災難でした。こうしてお話の機会を持つことが出来、しかも言葉が通じるということは奇跡のようです───早速ではありますが、傀儡師どのは傀儡を商っておられるというのは本当なのですか？」

「然さ様ようで」

　あくまで傀儡師は腰を低くして応じます。

「傀儡の修繕だけではございません。鋳い掛かけに、羅ら宇おのすげ替え、箍たがの締め直し、錠前直し、などなど、なんでもやらせていただきますよ」

　大嵐だけでなく、他の調査官たちもその言葉一つ一つに真剣に耳を傾け、息を吞のみました。それは無人の荒野と思われていたこの虚惑星の何処いずこかに、生きた文化が残っている事実をはっきりと示していたからです。

「……お仕事ぶり、大変興味があります。ぜひいずれ詳しくお話を伺いたいのですが、今はまず、とにかくお聞かせいただきたい事柄があり、そのために失礼とは知りながら、療養中のところを押してお訪ねしました。

　一つは、この地を旅する傀儡師どのが、商いを通じて交流をはかっている人々のことです。そしてもう一つは……貴方あなたがたを襲ったという者について、詳しくお教え願えないかと」

　大嵐らしい単刀直入な問いかけでした。ですが……

　傀儡師は、ほんの一瞬冷ややかな眼差しを浮かべながらも、すぐに柔和な表情を取り戻します。

「得意先をしたためた帳面というのは、やつがれのような商人あきうどにとっては、命よりも値打ちのあるものでして。おいそれとは人様にお見せするわけにはまいりません。今もこの懐ふところに用心深く吞のみ込んでおります」

　そういって傀儡師は包帯を巻かれた自分の胸板を指で突きました。あくまで記憶の内にしまい込んでいる、と言っているのです。

「どうか教えてください。大切なことなんです。あたしたちにとっても」

　熱のこもった調子で上狛が前に出ました。

「過去に、地球から来た人間を見たことは？　すばる姫の父上のように、地球からの遭難者がいたはずです。傀儡師さんの見聞きなさった虚惑星の街や村で、地球から転移した人たちが生き延びているはず。それが、たとえ故人であっても───」

「お若いご主人、お解わかりになっていない」

　傀儡師はゆっくりと首を振りました。

「確かに知っておりますとも。この地レ母イ星アに拓ひらかれた城しろ邑ざとや村むら邑ざとを、ええ、ちらほらと。しかし、そのすべての郷さとたちが満足な兵力を備えているわけではございません。そういった裸同然の郷の場所を外の者に明かして危険にさらすとあれば、この傀儡師めもまた危ない橋を渡らねばなりませんのでねえ」

「そんな敵対的な意志は、あたしたちにはありません。救助を求めている遭難者たちを見つけたい。そして不要な衝突の無いように、虚惑星に住む人々と平穏に接触し、交流をはかりたい、そう願っているだけです」

　上狛の熱弁に傀儡師は何度も頷き返しました。

「ええ、ええ。あなた様ご自身が今そう確信されていることは、やつがれも疑ってはおりません。ですがねえ、そのような不戦の誓いに効力を持たせるには、地球におわす諸侯の方々の発した証しょう文もんが入いり用ようです。それすらも端はなから認めず、受け入れぬ郷もありましょう。となればそうですな、もっと実際的な……」

　男は思案げな様子で、部屋を照らす角燈ランタンへわき目を向けたかと思えば、こう切り出しました。

「地球は日の本よりいらっしゃった調査官とおっしゃいましたな？　皆様方のお仲間の本拠地をすべて明かしてくださるというのなら、やつがれも勘案いたしましょう───如何いかがです？」

「そ、それは……」

　返す言葉を失った上狛は、不安そうに隣の大嵐を見上げました。御陵や桃山もまた、傀儡師の申し出に息を吞みます。

　ＵＮＰＩＥＰアンピープ日本支部の持つ、虚惑星上のすべてのベースキャンプの所在を、虚惑星人に対して明らかにする。その意味するところは、転リ送ン環グの出現地点をすべて相手に押さえられる、という事態に他なりません。

　大嵐はあくまで冷静さを崩さず、しばし思案の間をおいてから傀儡師に応じました。

「商人ならではの取引をお求めになる、とおっしゃるのですね」

「ごもっともにござります」

　傀儡師はうやうやしく頭を垂れました。

　有益な情報には、その対価となるだけの価値の情報をもって売り買いする───

「…………」

　御陵真世は良くないと感じつつも、すがるような困り顔を浮かべながら、すばると目を合わせてしまいました。しかし、交渉を一歩引いて静観するすばるもまた、傀儡師の言い分はもっともだと納得している様子でした。

　探検部に協力し、自分の城の一部をも譲り渡すというすばるの決意が、どれだけ重大なものだったか、御陵真世は今更ながらに強く実感しました。

　大嵐は仲間たちの顔を振り返って各自の意志をみてから、また慎重に返答します。

「……私の一存では決められないことです。出来ればお時間を頂きたい」

「それがよろしいでしょう」

　薄い微笑を絶やさぬまま傀儡師は頷きました。

「傀儡師どのは交易の旅で各地を遍歴される身だ」と言葉を挟んだのはギャビーでした。「またいつこの城にいらっしゃるかは分からない。これは千載一遇の機会と見受けます」

　そう言ってギャビーはいつぞやのようにまた片膝をつきました。

「改めて名乗らせて頂きます。自分は名をガブリエッラ・ベルニ、わけあってこの地ではガブリエルと申します。自分はローマ教皇庁より、教皇聖下からの信任を受けてこの地に参っております」

「ほう、ローマ？　ああいやいや、やつがれにそのような礼儀などは無用です───えー、要するに他の若衆様がたとは、立場が異なられると？」

「その通りです。街の所在を示す情報も、また交易の商品とおっしゃるのでしたら、金品との交換を受け入れてはくださいませんか？　自分にはその用意があります。宝石、貴金属、それらを含む工芸品。ある程度でしたらば、医薬品の持ち合わせもあります」

「……地球の宝と交換していただけるとおっしゃる？」

「はい。こう言って正確に伝わるかはわかりませんが、概算して二百万ユーロ……地球ならば、一家族を一生養えるだけの価値を持つ宝です」

「ギャビーくん、そんな高額な物品をいつも携行して？」と桃山が驚いて尋ねます。

「自分には伝道の使節としての役目があります。常にとは限りませんが、出来る限り備えています」

　自分に負わされた任務ミッションを誇らしげに語るギャビー。ところが、

「…………ふっ……」

　傀儡師は肩をふるわせていたかと思うと、声をあげて笑い出しました。ギャビーも、他の調査官たちも呆あっ気けにとられてそれを見返します。やがて嘆息したすばるが、

「これ、笑うな」

　と、扇子でぴしりとあばらをはたきました。傀儡師は、ぐえっと呻うめいて脇腹を押さえながらも、必死に笑いをこらえています。ギャビーはじっと我慢していましたが、少なからず侮辱と感じたのでしょう。顔は赤く、怒気の色がありました。

「いや、これは失敬をいたしました。ローマよりいらっしゃった、バチカンの使者どの。この傀儡師めにも教皇聖下の御名は届いておりますよ。しかしもうヨハネ・パウロ二世聖下においては、さすがにご存命では無いでしょうなあ」

　ギャビーはその名を聞いた途端に、はっと息を吞み、怒りを忘れました。

「あの方はすでに列聖されて……いえ、それよりも、キリスト教徒の遭難者をご存じなのか？」

　含みのある微笑のまま、その問いかけには答えず、傀儡師はいくらかまだ尊大な調子で続けます。

「───地球ごときの財宝では、子供を喜ばせるが限度でしょう。しかしそのように見み縊くびってかかられるのも無理はございません。若衆様がたはまだまだお若く、この地を知って間もない」

　傀儡師はよろめきながら寝台を立ち、上に羽織の紐ひもを締め直すと、開放された寝室のベランダへと向かいました。ほんのりと夜明かりに照らされた城下の風景の前に立ち、訪れた調査官たちを振り返ります。

「この地レ母イ星アの広さをご存じか？　半生をかけて歩き詰めても、すべての大陸を渡り歩くことなど決してかなわぬでしょう。ましてや、すべての街を地図に網羅するなどは夢のまた夢です」

　傀儡師の弁には、大嵐が感慨の込もった呟きを返しました。

「……虚惑星の赤道全周は約四十五万キロ。一日八時間を移動に充てたとしても平均速度で約三十八年。それも何の障害も無い直線の経路が用意されていればの話だ。実際はその何倍もかかるだろう。人の短い一生で、この星のすべてを見尽くすことは……無理だ」

　上狛と御陵、桃山は無言のまま大嵐に同意して頷きます。

　高校生活の三年間を、探検部に全力で注ぎ込んできた彼らには、それは痛いほどに感じられていた事実でした。あまりにも膨大な虚惑星のスケール。新入生として触れた当初は彼らの夢であったその広さが、やがて徐々に絶望と徒労に近しいものとなってくる厳しさを、彼らは共有しています。後輩たちには語りえぬ、秘めた感情───。

　だからこそ、せめて目標となる目的地を見つけてやれたらと、焦りがつのるのです。

「目先の黄金こがねや、貴き石せきなどにご執心なされるのは、地球よりいらっしゃった御ご仁じんたちが、なかなか抜け出せぬ悪い病気ですな。この傀儡師めは若衆様がたより多少の長生きをさせて頂いておりますが、このやつがれも知らぬ驚異に、地レ母イ星アは満ちております───」

　また芝居がかった仕草を交えて、傀儡師はこう締めます。

「地球の些さ細さいな宝などは問題になりません」

「……まあ単純に言えば、地球の百二十倍の国土を持つ大国を相手にしているようなものですから……そうかもしれませんね」と桃山は肩をすくめます。「虚惑星にしてみれば、地球は島の一つ程度。地球に置き換えて例えると、排他的経済水域EEZを含めた日本くらいの存在ですから」

　そんな自嘲の言葉を発した彼を、すばるがその青い瞳でじっと見つめたものですから、桃山は思わずどぎまぎしました。

「少々意地が悪いぞ、傀儡師。身どもの客人たちを、あまりからかってくれるなよ」

　すばるが扇子の先を鋭く男に向けます。

「そういうお主こそ、日々の稼ぎで糊こ口こうを凌しのぐ小こ商あき人うどではないか」

「すばる姫。構いません。我々が未熟な若輩者であるのは事実です」

　大嵐は変わらぬ真しん摯しな態度で接します。

「傀儡師どのの保有されている虚惑星の人里に関する情報───得意先についての取引は、やはり我々の一存では決められません。地球側でも協議を要します。また伺う機会があることを期待します。しかし、もう一件の襲撃者については、悠長ではいられません。この件についても、傀儡師どのは、なんらかの対価をお求めになると？」

　傀儡師は再び寝台に戻って、端に腰を下ろします。

「やつがれの荷を積んだ傀儡たちに火を放ち、こっぴどく追い回してくれた凶漢についてですな？」

「そうそう。あの《ブロンテ》とかいう娘を崖から突き落とした輩やからじゃ」

　───のう？　とすばるは傀儡師に軽く顎をしゃくって、何か言いたげです。

　彼女の様子に傀儡師はぎくりと首をすくませました。

「ハハ……は、話を伺っておりました稲荷直どのと東とう野や巧たくみどのは、今宵はいらっしゃらないので？　ぜひ礼を伝えねばなりません」

　御陵が彼らは桃山荘に待機している、と告げると、傀儡師はぜひ出立する前に会いたいと云いました。

「聞けば、稲荷どのと東野どのは、ブロンテの命を救ってくださった恩人とのこと。あの娘は、やつがれが目を掛けている付き人でしてな」

「それはどうかのう……」すばるが目を細めます。「傀儡師よ、お手前はあの娘を放り出し、捨て石にして逃げようとしておったのではないか？　お手前はあの小さな者の命よりも、自分可愛さと、値打ちのあるものの方へ走ったのではないか？」

「そ、そんな、滅相もございません」

「値打ちもの……？　なんです？」

　ストレートに尋ねた上狛に、ニヤリとすばるが微笑み返します。

「ふむ……おおかた、これじゃろうの」

「姫御前？　いや、ご勘かん弁べんを！」

　相手に有無を言わさず、すばるが寝台の布団の下に手を差し入れ抜き出すと、革紐に結ばれた小さな木札が、からからと音を立てて現れました。

「あっ……《力の石》！」

　見覚えのある品に、上狛も、他の者たちも目を見張ります。

　すばるの指先に提げられた名刺大の三枚の木札には、Ⅱ、Ⅳ、Ⅶ、とローマ数字が刻まれ、中央には青く透き通った精霊石がはめ込まれていました。

　地球でよくサンプルを観察していた御陵の目には、その石は準位四相当の結晶のように映りました。すばるが日常的に使役している傀儡と同じ石です。

　革紐や木札は、各所が焼け焦げ、かなりの火勢のなかから取り戻された様子が窺えました。すばるの手から、傀儡師が慌てて木札を奪い返します。

「ご、ご堪かん忍にん願いたい、姫御前。こいつぁ大事な商売道具だ」

　ふん、と白い目で傀儡師を見るすばる。御陵真世が隣でこう呟きました。

「傀儡を働かせる為に必要な《力の石》……それさえ残っていれば、傀儡の体が燃えてしまっても再建が可能、ということでしょうか？」

「うむ、よいぞ真世。その通りじゃ」御陵真世の推察にすばるが満足して頷きます。「傀儡どもの絡から繰くりの肢体は替えが利くが、《力の石》が火勢で割れてしまっては、もはやどうにもならぬからの。さて……身どもにも、お主に一つ聞きたいことがあった」

　すばるは傀儡師にすごみました。

「ブロンテは、奴隷じゃな……？」

「奴隷とは人聞きの悪い！　あの者はやつがれが大枚をはたいて雇い入れた、用心棒ですとも」

「たわけが。そんな妄言は、初見の東野殿ですら見破っておったぞ」

「その彼女は、何処に……？」と尋ねる真世。

「隣室じゃ。ようやく回復の兆しはみえてきておるが、痛手は臓腑に達し、一向に目を覚まさぬ。ひどくやられたものじゃ……。まだまだ静養が必要じゃ。稲荷殿と東野殿の二人には、あの者が目を覚ましてから引き合わせたいと考えておった」

　すばるは、二つ繫がりの隣室へ通じる扉に、陰りのある眼差しを向けました。それを知らぬうちに会話の声を高くしていた調査官たちが恐縮します。

「身どもは、手当をしつつあの娘をよく検分させてもらった」

　責めるがごときすばるの前で、傀儡師は臍ほぞを噬かみます。

「ブロンテは身どもの同族、智慧ある者ソロンじゃ───おそらくは、口にするのも忌まわしい術で……呪われておる」

　苦々しげに語るすばる。

　すばるの同族、という報告もショックでしたが、呪われている───という言葉には、御陵真世は心あたりがありました。その意味について教えを乞おうとすると、

「さて」と膝を打って、すばるは一度椅子から立ち上がりました。「お手前たちを襲撃した者───放浪者について、そろそろ話してもらわねばな。傀儡師よ」

「そ、そいつは……」

「長話をするのも体に毒じゃ。きりきり話すがよい」

　慌てて詰め寄ろうとした傀儡師を、すばるは指一本で寝床に押し返しました。

「……じゃがその前に、一度、お主の用心棒の具合を診させておくれ。先ほど重おも湯ゆをふくませたからの、そろそろ寝汗をかく頃合いじゃ」

「年頃の子の看病に慣れていらっしゃるのですね」

「まあの」御陵の言葉に、すばるは穏やかに微笑みました。「あれが見かけ通りの齢よわいとは限らぬが……」

　彼らにとって初対面の虚惑星人がすぐ近くにいる、と聞いて、調査官たちは好奇心を隠せません。わかりやすく隣室へ向かうすばるの背を目で追います。

　手て燭しょくに火を移して明かりを作ったすばるは、興味津々な若者たちの気配に振り返りました。

「……娘むすめ子ごたちならば来てもよいぞ。殿方は駄目じゃ」

　大嵐と桃山は肩をすくめ、ギャビーは微妙な表情を浮かべながらも、その場に留まりました。御陵と上狛の二人の女子調査官が、傀儡師に一礼してすばるの後に続きました。

　───ところが彼女たちが、そろそろと沈黙を保って隣屋に入るなり、異変を察したすばるが唸うなりました。

「むっ……!?　これは……」

「どうされました？」「どしたの？」

　御陵たちも何事かと部屋を覗のぞき込みます。

　手燭の明かりに照らされた部屋の石床には、ほどかれた包帯が乱雑に散らばり、夜風に波打ちながら揺れていました。閉められていたはずの窓は、開け放たれています。

　少女が昏睡していた筈はずの、すでに無人となった寝台の前ですばるは、肌はだ掛かけ布団をつまみ上げながら嘆息しました。

「おらぬ。もぬけの殻じゃ」




　その同時刻。

　陽の落ちた桃山荘。ベランダや庭先で、涼みながら探検部員たちが語らっています。

　庭に置いたベンチで、一番、騒がしい声をあげているのは、虚惑星探査機のネイトです。夕食後からの大げさな自慢話と、そこから始まった自分のパートナーへの長々とした愚痴が、ギャビー本人が城へ向かった今もまだ続いています。

　しばらくは他の部員たちも耳を傾けていましたが、いまやそばで話を聞いているのは長篠冬ひとりだけです。

　ほむらは、ベランダへ続く屋外の階段の途中に腰をおろし、頰杖をつきながら二人を見下ろしています。

「同じロボットなのに、アメちゃんや沙毬ちゃんと、これほど違うとは……」

「長篠は面倒見がいいというか、災難だな」

　同じく階段の手すりに背をもたれながら、同情の眼差しを向ける東野。

「長篠さん自身は、やんちゃな弟たちで慣れてるって言ってたけど。それはともかく、私たちはラッキーだったね！　アメちゃんみたいな可愛くて素直な子が来てくれて」

「……そうか？」

　ほむらが求めた同意ではなく、ひねくれた疑問の声が東野から返ります。

「雨乃はどこか無理してるんじゃねーか、って思う時がある。俺は」

「その意見ってどこから出てくるの？　東野くんは同じクラスで、学校でのアメちゃんもよく見てるから？」

　まあそう、と東野は頷きました。

「ネイトは確かに厄介そうな奴だけど、多少、付き合いづらいくらいの方が、本当は自然なんじゃねーか。ロボットだって」

「アメちゃんが楽しそうにしてたら不満なの？　東野くんは」

「あ？　そうは言ってねーだろ」

　東野もほむらも、赤あか土ど石つ蕗わ子この葬儀で雨乃がみせた虚ろな表情と、その後のちぐはぐな態度を見ています。ほむら自身は、鼎結理に相談まで持ちかけた雨乃の不調でしたが、東野は肯定的なとらえ方をしていました。

「ふうん。そういう考え方もあるか」眉をひそめ、また頰杖をつくほむら。「……ん？」

　気付けば東野は、じっと中庭の向こうに視線を注いでいました。首をめぐらして視線を追うと、細い人影が一つ、木立の暗がりへと消えていくところでした。

「誰……？」

「たぶん、鼎だ。稲荷先輩と早はや瀬せ先輩は広間で話してたし」

「ちょっと来て」

「え？───おい？」




　二人は長篠に断って、鼎の後を追いました。背後からはネイトが、避妊がどうのとお節介な注意を投げつけてきて、長篠を真っ赤にさせています。

「ただの散歩だろ、ほっとけよ。べつにこの城下で危ないことなんかねーって」

「なんか昨日の昼間、おかしかった。ユリちゃん」

「おかしいのはお前だ、日ノ岡。お前が予定を曲げて今回のミッションに無理矢理参加したのは、俺はまだ納得してねーんだからな」

「…………」

　本来なら、すばるの招待を受けて、東野と共に虚惑星に長期滞在しているところを、ドタキャンしたのはほむらです。

　東野たちにとっては一月ぶりとはいえ、また期間をあけずに虚惑星へ現れたほむらを、東野は気まぐれすぎないかと非難しているのでした。

　即答も出来ませんが、黙ったままではいられないのがほむらです。

「……御陵部長だって予定外で来たじゃない」と唇をとがらせます。

「それは先輩ならではの考えがあるんだろ」

「先輩はよくて、なんで私は考え無しなの？　そういえばさっき、先輩と何話してたのよ？」

「話をそらすなよ」

　言い合っているうちに二人が近づいたのは、農園の端に建てられたはなれでした。

「ユリちゃんは……？　ここって農具小屋だよね」

「傀儡置き場でもあるけどな。何の用だ？　鼎の奴。ほんとうにこっちに来たのか？」

（傀儡に興味があったのかな……）

　主要な先輩たちがほぼ全員、城へと出払っている今は、傀儡を観察するなら絶好の機会ではあります。

　ほむらは、ふと傀儡に使われている精霊石について思い出しました。沙毬の問題が解決する以前は、鼎は精霊石をとても欲していました。とはいえ傀儡たちの備えている石は、そこまで準位の高い──高度な複雑さと応用性を備えた──ものではなかった筈です。

「傀儡……傀儡かぁ」と呟くほむら。「私さ、なんだか傀儡師さんの所に行かなきゃいけなかった気がするんだけど……」

「あの人らが現れてからは、文化交流どこじゃなくなっちまったな」

「……そうだね」

（あれ……ほんと何だろう……傀儡師……？）

　ほむらは自分の心にふっと湧いた、既視感とも違和感とも言えない、曖昧な想いを、もっとつぶさに見つめて、はっきりと言葉に置き換えたかったのですが、また東野に自分の心変わりを責められそうで、つい言葉を控えてしまいました。

「───ん？」

　小屋の木戸に手をかけた東野が、その手応えに首をかしげます。

「日ノ岡、魔法光ローソクつけてくれよ。確かに何か変だ」

「えーっ、い、いいけど。ユ……ユリちゃーん？　いないの？」

　おそるおそる呼びかけながら、心中で正四面体テトラモデルを操り、魔法光のパターンを唱えます。自分の頭上と、東野の視界を邪魔しない位置へ、二つの魔法光を飛ばします。

　ためらいなく、がらがらと木戸を開け放つ東野。

「やっぱ、鍵がバカになってんじゃねーか……傀儡たちがかけそこねたのか？」

　魔法光の下で木戸の閂かんぬきを観察する東野。その閂は、害獣が入ってこないようにしてあるだけの簡易な鍵でしたが、壊れて役目を果たさなくなっていました。

「と───東野くん東野くん！　な……なにこれ!?」

「何って、傀儡だろ。それとも熊でもいたのか」

　馬小屋であれば六頭ほども収容できそうな小屋の中。青白い魔法光に照らされ、浮かび上がったのは───

「うっ……」

　振り返り絶句する東野。

　確かに、熊くま五ご郎ろうや八はち五ご郎ろうといった見慣れた傀儡たちは、壁際の定位置に戻っていました。が、さらにその前に背高い影が、音も無く、のそりと立っていました。

　一体の大型の傀儡です。ずんぐりとした人型で、身長は二メートル半近くあります。すばるの傀儡たちと同じく、そのすべてが木製で作られているように見えました。しかしはるかに肉厚で、各部も頑丈そうです。

「……っ……」

　警戒心から思わず自分の腰へと手を伸ばした東野は、あてがはずれます。何日も城下で過ごして安心しきっていたため、得え物ものの一つも、木刀の一本すら携帯していませんでした。心こころ許もとなく傀儡を見上げる彼の背に、ほむらは息を殺して擦すり寄よります。

「く、傀儡……なんだよね？」「だよな……いつの間にここに……」

　初めて見る大型タイプの傀儡の迫力に、二人とも圧倒されています。

「ああびっくりしたなぁ……そっか、わかった！　東野くん、これはきっと傀儡師さんの傀儡だ」

「うん、俺もそう思った。でもよ───狩猟小屋のある山から、傀儡師を背負ってこっちに戻ってきた時は、こんな傀儡は見なかった。すばる姫も、傀儡師の荷運び用の傀儡は、放浪者たちに全部壊されたに違いない……って言ってた」

「だったらどなた様の？」

　おぼろげながらも事態が察せられてくると、二人も落ち着きを取り戻してきます。胸を押さえ、ほむらも深呼吸します。

「それはともかく……こんなマッチョな傀儡もいるんだね」

「用途が違うんだろな。農作業向きには見えねーし。まさか……戦闘用とか……？」

「ええ……？　熊五郎たちみたいに、どこかに名前とか無いのかなあ」

「そっか、なるほど」

　さらにつぶさに観察しようと、東野が一歩、未知の傀儡の前に足を運んだ、その時でした。

　───物陰から影が躍り上がり、東野に襲いかかりました。

「ぐっ……うっ！」

　上半身に巻きつく小柄な影が、払いのけようとした片腕を、逆に捉とらえてひねりあげます。

　そのまま背面から体重をかけて、うつ伏せに押し倒されました。魔法光の死角となる暗がりの下、ほんの一呼吸の衣きぬ擦ずれのなかですべてが終わっていました。

「え……っ」

　ほむらが我に返った時には、東野は乾いた地面に這はわされ、相手に自由を奪われた状態にありました。

「……東野くん……っ！」

　ほむらは、さらに息を吞みます。彼の喉元には、逆手に突き立てられた短刀の刃が光っていました。その一方では、ぎりぎりと肩肘の関節を締め上げられています。

　魔法光で浮かび上がったのは、薄手の着物をまとった褐色の肌もつ少女でした。乱れた銀髪が肩に広がっています。

「だ、誰!?　放して！」

　すばるに似た透き通る淡い色彩の瞳が、じっとほむらを見上げます。

「ヨる───な」

　少女が低くかすれた声を発しました。東野を拘束したまま、唯一自由な片足の先で、器用に、こちらに退さがるように促うながしてきます。

「ヨらば、ツブす」

　と一層強く、白刃を食い込ませます。

「……そんな！……やめてったら！」

「コトバ───ワカる、な？」

　感情の無い、片かた言ことの警告。

「……う、うん……解る……けど……っ」身動きのとれない東野を前に、ほむらはぎごちなく頷き返しました。

（この傀儡を守っているの……？）

「ちょ……ちょっと待って！」と怖じ気づきながらも、ほむらは自分のポケットをさぐります。

「なにやってんだ、逃げろ……って……誰か人を……うぐっ」地面に押しつけられたまま、東野が呻きます。

「東野くんは黙ってて！」

　ほむらは、相手を警戒させないようにポケットからそろそろと取り出した紙包みを、少女の眼前に差し出します。

「…………？」

「これ、私の作ったクッキーもどきだけど……」

　ほむら自作のクッキーです。行動食のレパートリーに加えられないかと、長篠と一緒に相談しながら、虚惑星で入手できる材料で試作してみた菓子でした。

「くっき……？」

「見た目はアレだけど、まあまあイケると思うから！　ホラね───」

　と、少し焦げ跡のあるクッキーを、自分でも一つ口にしてみせます。

　少女は怪け訝げんな顔で、チラチラとほむらの顔と手元を見比べ、睨み返してきました。すると、ほむらの背後から声がありました。

「───その人は盗ぬす人っととかじゃないから」

　届いたのは、ほむらの焦りぶりとは正反対の落ち着いた声。鼎結理です。

「……ユリちゃん!?　何処にいたの？」

「得え物ものを置きなさい───ブロンテ」

　ゆっくりと小屋の中に入ってきます。その彼女の側頭部に、赤い角が出現しているのにほむらは気がつきましたが、今はそれどころではありません。

「……っ……ヨるな……大オオ傀儡クグツに、サワるな」

　ブロンテが鋭く制止します。鼎がほむらに耳打ちします。

「退がってほむら。この子、魔法を警戒してるわ」

「でも……う、うん」

　使用中の魔法光は無害なものだとほむら自身は理解していますが、それでも光をすべて後退させます。

「そうだ、日ノ岡……離れてろ」東野が呻きました。「俺は、大丈夫だ……いでっ……っ！」

　さらに鼎が語りかけます。

「その人は盗人じゃないわ、ブロンテ。あたしたちの仲間の東野巧。川の瀬に倒れていたあなたを、助けたって聞いている」

「……シったコトか」

　少女は苦々しく言い捨てます。

（そう、そうだ……ブロンテ！　傀儡師さんの付き人の……大オオ傀儡クグツって……？）

　初めて見た虚惑星人らしき少女の素性に、ほむらはようやく思い当たります。

「傀儡師にとって、恩人でもあるのよ」

　鼎の口から傀儡師の名を聞かされると、ぴくりとブロンテは反応します。

「万が一にも、東野巧を傷つけたらあなたの主人の意志に背くことになる」

「傀儡クグツ師シ…オン……ジン？……トーヤ……？」

　混乱した様子の少女。

　そんな隙を見計らい、ひそかに鼎が背後にまわした手に、赤く鋭い刃が現れたのを見てほむらは目を見張りました。

　それはテッセラクト正八胞体の魔法───擬似的な物質を創造する彼女独自の魔法です。鼎の指の先は、猛もう禽きんのような凶悪な爪と化していました。

「ちょ……ユリちゃん……？」

（じ、自分で魔法を使うなって、言った端はしから！）

　無言の睨み合い。小屋には押し殺した少女の浅い吐息が響きます。そうして緊張が高まった直後───

　ふいに事態は転換点を迎えます。

　うつ伏せにされながらも、じりじりと少しずつ姿勢をずらしていた東野が、無言で起き上がり拘束から逃れたのです。

「アッ」

　小さな叫びをあげて、その場でひっくり返るブロンテ。

　ヒュッと闇雲に払われた短刀の先を、東野はきっちり見届けながら、上体をしならせて避けると、少女を背後から両腕ごと締め上げました。

「よっと───」

　そのまま姿勢を起こして、その場に座った東野。

　腕のなかでもがく少女を、傷つけないように慎重に締め上げると、堪たまりかねて少女の手から短刀が落ちました。

　駆け寄ったほむらは、暴れる足に蹴飛ばされながらも、慌ててその短刀を拾い上げて背後に隠します。

「くっ……ハナ……せ……」

「お前……病み上がりで無理すんなよな？　義手でひねられた時はやべえと思ったけど、こっちの腕はそれほどでもねえな」

「えっ……義手なの？」

「ああ、うん。右手側が義手になってる。絡繰りの義手だ」と東野。

　ほむらはおそるおそる東野の腕の中の少女を覗き込みます。

　ずれた着物の下、義手の付け根から喉元にかけての火傷跡にぎょっとしましたが、これは古いもののようです。

「だ、大丈夫なの……？　ちょっと、ぐったりしてきてない？」

「当然だろ。寝たきりが急に暴れるからだっての」

「二人とも、そのまま動かないでよ」

「暴れてんのは、こいつだ……っと」

「…………ぅ……」

　苛いら立だちながら後頭部で頭突きをくらわせようとする少女の一撃をかわす東野。

　少女に関しては、疲労の色が濃いほかは早急には問題ない、と見てとると、今度は東野に外傷が無いか、短刀があてがわれていた彼の首筋を覗き込みます。うっすらと切り傷の線はありますが、出血は無く、こちらも大事は無いようでした。

　魔法光を浮遊させて確認しながら、突然の出来事に、自分の心臓の高鳴りにほむらはあとから気付きました。

「東野くんのほうが、筋力があるのは当然でしょ」と何事もなかったかのように鼎。

「いでっ！……そうでもねーぞ。まあ来てくれて助かったよ、鼎」

「……え？　私は？」と食ってかかるほむら。

「お前は見てただけだろ？」

「はあ？」

　むっとするほむらの前で、東野はタイミングを見計らって、立ち上がりました。両膝、そして木製の義手を押さえ込みながらの、いわゆるお姫様だっこです。

「オロせ……カタナ、カエせ」

「暴れんなって。あー油断したぜ。よりによってまた盗人に間違われるとは」

　抱き上げられながらも、ブロンテはまだ抵抗して、東野を押しのけようとしていますが、力尽きたのか、先ほどのような瞬発的な力はもう発揮できないようでした。

　そのまま小屋の外に出ると、ブロンテの胸元で何かが光りました。一瞬、また武器かと思いきや、それは、力の石をはめ込まれた木札のようでした。

（傀儡の制御用の力の石……？）

「一人で戻すわけにもいかねーな。このまま城まで連れてくか」東野の言葉にほむらも頷きます。「鼎、お前も一緒に来てくれよ」

「なんであたしまで……」

　と反発はするものの、有無を言わさぬ東野の表情に、鼎は渋々と従います。彼女は大傀儡と呼ばれた新顔の傀儡を、未練がましく観察しています。

「……ところで鼎、お前、何してたんだ？　俺たち、お前を捜してこっちに来たんだぞ」

「夜の散歩」と挑発的な微笑を浮かべる鼎。

「はぁ、噓つけよ。まったく……」嘆息する東野。

　鼎は責める視線をほむらに向けますが、それも束の間、すぐに顔を逸そらしました。

（ブロンテはこの傀儡が目当てで……力の石を回収に……？　だったら……）

「まさかユリちゃん、また……んむぅ？」

　鼎はほむらの手元から紙包みを取り上げると、その場にいる者たちの口に順番にクッキーを放り込んで黙らせてしまいます。

　ブロンテまでも、東野に抱き上げられたまま憮ぶ然ぜんとしながら口をもぐもぐさせています。

「味はともかく、食感はそれっぽいじゃん。オーブンも無いのによく焼けたな」と東野。

　城へと登っていく道を辿たどりながら、ようやくおとなしくなったブロンテに、「ブロンテ、それにお前、だいぶ汗くさいな。あと、これって薬の臭いか？　すばる姫の薬草の───」

「クサく、ない」と低い声で抗議するブロンテ。「……クサく、はない」

「わーったよ」と観念して嘆息する東野。

「臭クサいとか……女の子に向かって……」

　と東野にジト目を向けるほむら。前方からは、遅ればせながら、すばるの従えるヤマイヌたちが駆けつけてきました。




　一方、城内のすばる姫と探検部の先輩たち。

「なにやら騒がしいの……」

　寝ているはずの怪我人が消えた寝室の窓から、身を乗り出し城下を眺めるすばる。

「また佐さ保ほ殿か？」と、振り返ると、部長の上狛は首を振りました。

「今回のミッションはあいつ不参加で」

　まあ解っていたがと納得しつつ「まだ腕の怪我が癒えておらぬのか。となれば……」

　傀儡師のもとに戻り、すばるは詰問の眼差しを向けます。

「心当たりは無いとは言わせぬぞ、傀儡師よ」

　喉元に扇子を突きつけられながら、露骨に目を泳がせる傀儡師。

「……そういえば、放浪者の襲撃の気配があった直後に、手持ちの傀儡を一体、先に逃がしましてな」

「ほう。とにかく一番肝心な商売道具だけは護まもったということじゃな。他の傀儡を囮おとりとして。商売人としては見上げた心がけと言いたいが───ふむ、それで？」

「二日ばかり迎えに来ないようであれば、手前勝手に屋根のあるはなれに向かうように符丁を打った。うまく逃げおおせていたのなら、昨日の朝方にはこちらに着いていた頃ですな」

「それで、身どもの城にか？　勝手に送り込ませたのか？」

「生あい憎にくこの近辺には、隠れ家を持っておりませんので、一か八かで」

　と少々卑屈な笑いを浮かべる傀儡師。その鼻の先で、ぱんと扇子を開いてすばるは嘆息します。

「なるほどの。それを先に申せ。侵入するなり、雪割に壊されておっても身どもは弁償などせぬぞ」

「やつがれの付き人も、その事態を懸念していたようで」

「ふん」

　鼻を鳴らすすばる。やりとりを傍はた目めに見ていた御陵からは、むしろ彼女の方が、傀儡を壊す機会を逃したことを残念がっているようにも映りました。

「まあよかろう───さあ、放浪者の件じゃ」

　促されると、傀儡師は少々もったいぶりながら語り始めます。

「……やつがれが襲われ、傀儡に火をかけられたのは、故無きことでは無いでしょうな。連中はただ盗み、犯し、殺す、そこらの夜盗の類たぐいとも違います。姫御前のお膝元に出入りする御用聞き商人として目をつけられたのでしょう」

「いいや、べらぼうめ。そのような自明のことは聞いておらぬ！　この者たちもお手前に比べれば若衆には相違なかろうが、薄うす鈍のろではないぞ。尋ねたいのはその先じゃ！」

　すばるの厳しい追及ぶりには、当の傀儡師だけでなく、御陵たちも面くらいました。

「放浪者どもは、おそらくブロンテは見せしめに殺すつもりであったのじゃったろう……お手前の荷や傀儡に火を放ったように、辛しん辣らつな警告としてのう。稲荷殿や東野殿から聞いた状況はそれを物語っておる。広がる山火事を捨て置いたのも、はっきりと身どもに事態を気付かせる為じゃ……それだけの手間をかけ、なぜ殺さぬ？　お手前をさんざん甚いた振ぶり、身どもに近づく者に容赦はせぬという主旨の警告ならば、殺すは造作も無いじゃろう？　故に、身どもはこう睨んでおる。のう、傀儡師よ、お手前はその放浪者とは以前より知ち己きであろう？」

　痛いところを突かれ、傀儡師は、うっと、のけぞりました。

「詳細は勘ぐるほかは無いが、何かしらの商談をこじらせて冷遇を受ける羽目になった。たとえば、身どもとの取引を反ほ故ごにするように迫られたとかの」

「…………」

　返答しにくそうに傀儡師は言葉を詰まらせてしまいました。

「……どういうこと？」

　と神妙な顔でうかがう上狛。大嵐が腕組みしながら思案げに口を開きます。

「それは……放浪者が、すばる姫への警告を行うと同時に、傀儡師どのに対しても何かの選択を迫った、ということでしょうか」

　───それ見たか、この察しの良さを？　とでも言いたげに、すばるは自慢そうに傀儡師に流し目を送ります。しかし相手はそれに感心するどころではなく、さらに顔を曇らせました。

「それは……では、その選択とは、わたしたちのことですね……？」

　はっとした御陵は、その徐々に判明するところに顔をこわばらせます。

「あたしたち、って……それって……」

　不安そうな上狛の呟きを、ギャビーは臆せずに補足します。

「我々、調査官たちに対して、いや地球人に対しての態度を選べ───そう傀儡師どのは決断を迫られた。すばる姫もおなじく」

「うむ」

　すばるが頷きます。

「そのように、身どもは推察するが……」

「放浪者はあたしたち調査官を意識している、ってこと？」と振り向いた上狛に、「意識というより、これはもう、敵対……に近いのかな」と桃山は苦笑いを浮かべます。

　それまで軽妙な口上を並べたてていた傀儡師ですが、眉をひそめて口を閉ざしてしまいました。

「襲撃者の情報は緊急を要します。今までこのような事態は、我々調査官の周囲ではありませんでした。できるだけ多くの情報を得て、地球に戻り、協議したいのです」

　大嵐が真剣に申し出ますが、傀儡師は口ごもります。

「ふむ、この期に及んで吹っ掛けるつもりのようじゃな」

「いやいやいや」

　すばるの推量に傀儡師は大げさに首を振ります。その額には汗が浮かんでいます。

「軽率に話したとあっては、今度は我が身に危険が及びます」

「…………ほう？　では尚更、聞かせてもらいたいのう」

　まるで、かつて魔女として対面した時のように、すばるの声音は冷たい刃の先のように研ぎ澄まされていました。

　しかし───大きな動揺をみせる傀儡師の前に、御陵真世がその身をかがめると、その手を取ってこう言いました。

「ごめんなさい、傀儡師さん。まだ充分に回復されてもいないのに、こんな話をしてしまって」

「…………」

　傀儡師は黙ったまま彼女を見つめ返しています。

「もしわたしたち、虚惑星調査官のために襲われたというのが本当なら、謝ります。失われた財産についても、わたしたちに出来うる限り、補償させていただきます。傀儡師さんにとって魅力的な物品を用意できるかどうかはわかりませんが、努力します」

「……真世」

　傀儡師をいたわる彼女を咎とがめるように、それが不要な気遣いだと気付かせるように、すばるがその名を呼びましたが、御陵はそのまま穏やかに言葉を続けました。

「今夜はもうお疲れでしょうから、また後日、お話の機会を設けさせてください」

「……っ……それでは……」

　明らかに不服そうにギャビーが何かを言いかけました。

　しかし、この場の代表である大嵐が、彼女の言葉を即座に訂正することなく、自分の焦りに抗うかのように口を結ぶその横顔を見てしまっては、ギャビーも口をつぐまざるをえませんでした。上狛や桃山もまた同じです。

「大嵐くん……今夜は……」

「ああ」

　傀儡師、そして不満な態度を隠さぬすばるに挨拶して、その場を離れようとすると、彼らの背後から労ねぎらいの声がかかりました。

「地球の若衆様がたは礼儀正しゅうございますな」

　振り返り、今ひとたびその場で頭を垂れた真世を見て、ふぅ、と嘆息しながらすばるは言いました。

「傀儡師よ、お主も苦境にあるようじゃな。とまれ、ただの情ごときでは、ほだされぬことも承知しておる。放浪者になにがしかの質しち種だねを差し押さえられておるのか。はたまた、通商の路みちを槍やり衾ぶすまで閉ざされる懸念でもしておるのか……そこまでは読み取れぬが……」

　すばるは袂たもとに手を差し入れます。

「お主の被こうむる危険に見合った対価を、身どもが払うとしよう───これで手て付つけを打うつ」

　取り出された品は、チャリ……と、かすかな音を立て脇机に置かれました。

　それは手のひらに隠れるほどの小さな巾きん着ちゃく袋ぶくろですが、傀儡師はまだ手にも取らず、その中身も見えないうちに大きく表情を変えました。

　怪訝な顔でとまどう調査官たちに、すばるがきっぱりと告げます。

「この者が、身どもの城に出入りする理由はただ一つ───《力の石》じゃ。傀儡に必須なこの石が無くては、この者の商いは成り立たぬ」

「……見せてもらっていいですか？」

　好奇心を抑えられずに尋ねた上狛に、すばるは承諾します。

　同じく興味を惹ひかれた桃山と連れ立って脇机に向かった上狛が、巾着をそろそろとひっくり返すと、淡く輝く青い石が手のひらに転がり出ました。

「精霊石……」

　それは確かに、調査官たちが精霊石と呼ぶ透き通った鉱石でした。

　傀儡たちの木札に嵌はまっているものと同じ石が、四つ。そしてさらに大きなサイズの石が二つ。計六個の精霊石です。この場の調査官たちの誰も、それだけの数の精霊石をいっぺんに見たことはありません。

　提示された傀儡師にとってもまた、火傷を顧みず取り戻したほどの貴重な宝でした。

「……うっ……」

　上狛の手の石を凝視し、震える手で指を伸ばそうとする傀儡師。しかし、

「もう充分見ただろう。今夜は引き上げよう、上狛、桃山も」

「えっ」

　大嵐は、すばるの心厚い申し出にも淡泊に応じました。魔法使いの彼が一番に興味を持ちそうな品への薄い反応に、上狛は驚きます。

「すばる姫。ご厚意には心から感謝いたします。ですが、そのようなお心遣いは不要です」

「……受けられぬと申すのか？」

　はい、と頷き返す大嵐。

「我々が自分自身で解決できないことを、すばる姫に頼ることは出来ません。放浪者の問題は、我々地球の調査官全員の将来に関わってくる、大きな問題となります。その場しのぎの手段をとっても、問題を先送りするだけです」

「…………」

　無言で見つめるすばるに、御陵真世は同意の表情で頷きます。

「すばるさんにはもう、お返しできないほど力を貸していただきましたから」

　上狛と桃山の二人もまた、顔を見合わせると、大嵐たちの意見に納得し、巾着袋に納めた石をすばる姫に差し戻しました。

「…………そんなまさかÈ incredibile……」

　日本調査官たちが出した信じがたい結論に、ギャビーは言葉を控えながらも、不満をくすぶらせました。自身の安全に密接に関わるような、貴重な機会を逸してしまうなど、責任ある者のすることでは無いと、大嵐や御陵にくってかかりたい気持ちで一杯です。

　けれど彼らのとった決断を、あとに続く後輩たちが、確かに見倣うであろうこともまた痛感していました。

　交易の品まで常備しながら肝心な場面で役に立たず、肩を落としたギャビーに、御陵は申し訳なさそうに微笑みかけました。

「───お待ちあれ、若衆様がた」

　今ひとたび、傀儡師が声をあげて呼び止めます。

「なんじゃ。もうただではやらぬぞ。掛け値は振り出しじゃ」と脇からすばる。

「いや、それはまた別の取引といたしまして……」

　あらためて、御陵たちに向き直る傀儡師。

「それではいかがですかな？　地球の重大な情報を一つだけ教えていただきたい。それでやつがれの知る、一人の放浪者の情報と交換といたしましょう」

　不安げに仲間と顔を見合わせながら御陵が答えました。

「地球の情報と交換……ですか？　それは一体何でしょうか」

　虚惑星の商人はこんなことを尋ねました。

「鈴蘭は息災かな」

　鈴蘭───すばるが実の娘同然に育て、ほむらや東野たちの頑張りによって地球の家族のもとに帰還させることのできた少女。

　意外な名前が飛び出し、束の間、部屋に居合わせた一同は皆、呆気にとられましたが、御陵が微笑みを浮かべて答えました。

「はいっ、元気です。母親と一緒に平和に過ごしています」

「……左様で。それをお聞きしたかった。実に幸いでございますな。あの尻尾の無いヤマイヌのような子に、道祖神ヘルメスの恵みがありますように」

「オホン……これ、傀儡師よ……」

　うやうやしく頭を垂れた虚惑星の男の脇から、ひどく恨みがましい声ですばるが尋ねます。

「お主のことを鈴蘭に語ったことは無論ある、が……もしやお主、身どもの預かり知らぬうちに、鈴蘭と密会しておったか？」

　真実を知るのが恐ろしく顔を歪ゆがめるすばるに、平然と返す傀儡師。

「そりゃあまあ。鈴蘭はよく野山を駆け巡っておりましたからな。道どう中ちゅうのやつがれを見つけて声をかけてくることは幾度かございました。もっぱら金こん平ぺい糖とうなど目当てに。勿論、姫御前には秘密で通すという互いの了解でしたが、もうよろしゅうございましょう」

「なんと……あのてんば娘め…………信じられん……」

　手のひらに顔を伏せ、首を振るすばる。

　御陵や大嵐たちは、思ってもみなかった話の成り行きに、顔を見合わせて微笑みました。
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　翌日の朝。桃山荘の中庭。

　調査官たちは慌ただしく、出立の準備を進めていました。

　当初の予定を早めて、急きゅう遽きょ、地球へ帰還することになった彼らですが、そこに疑問の色はありません。

　大嵐岬はこの変則的な帰還の段取りについて、簡潔に説明しました。

「申し訳ないが、俺と御陵は一足先に地球へ帰還し、この情報を一刻も早くＵＮＰＩＥＰ日本支部に報告しなくてはならない。ガブリエルとナサニエルも一緒に帰還する」

　つまり、大嵐たち四人は、すばる姫の城下にある桃山荘からの転送ルートを使って、最短時間で地球へ帰還するということです。

「残りの皆はあたしと一緒だ」

　と上狛倖が、中庭に集まった調査官の前に立ちます。

「八人が全員一団となって、日吉坂キャンプへ向かう。このまま天候が保もつようなら、旧青藍キャンプへの経由はしない。直接に日ひ吉よ坂こ高ーベースキャンプを目指そう」

　上狛は同行するメンバーを順に見廻して、最後に長篠冬に向かってこう言いました。

「冬ふゆちゃんは昨日の今日の移動で大変だけど、頼むね」

「は、はいっ。大丈夫です！」

　背筋をのばす長篠。他の探検部員たちにも異存はありません。ただ一人、挙手して発言を求めたのはギャビーでした。

「大嵐副部長バイスリーダー！　自分はホムラたちと一緒に帰還したい。お手数をかけるがネイトをお願いしたい」

「へぇ？」

　突然名前があがってほむらはきょとんとします。

「ハッ、厄介払いをしてデートにでも洒しゃ落れ込こむつもりか？」

　腕組みしつつネイトが、パートナーをあざけりました。

「バチカンへの速報は、きみにでも出来る仕事だ、ネイト」

「当然だ」

「というか、きみはもうバッテリーがギリギリなんだ。ヤセ我慢するな」

　嘆息しながらギャビーが続けます。

「今後を考えて、この重要拠点となるベースキャンプの転送枠は、是が非にも倹約していかねばならない。ましてや今は、何が起こるかわからない非常事態だ。だから、自分にも、貴方がたに協力させてほしい」

　大嵐と御陵が視線を交わしました。大嵐は日本探検部代表の代理として、御陵にはギャビーを預かる青藍探検部の部長として。二人にはそれぞれ、ローマ教皇庁の直属調査官であるギャビーの安全を監督する義務があります。

　けれども、経験豊富な調査官であるギャビーが、自ら判断して主張したことには、たとえ年下の相手とはいえ、真剣に受け止めねばならない重みがあります。

「……わかった。ありがとう、ギャビー」と大嵐。

　そして御陵も、「あなたがコマちゃんたちに同行してくださるなら、わたしも心強いです。よろしくお願いします」

「感謝をグラツィエミーレ。これが、長々距離転移試験に力を貸して頂いた返礼となれば何よりだ」

　二人に意志を受け入れられ、片膝を折って時代がかった返礼をするギャビー。

　そんな部長たちのやりとりを見ながら、東野巧はひそかに緊張を高めていました。

　斧槍術、さらに治癒の魔法を持つギャビーを同行させるということは、大嵐たちが平常では考えられない厳しい事態を想定しているということです。

「……お前、何ニヤけてんだ？」

「えっ？　ニヤけてなんかないって」

　東野の指摘に、ぎくっとして頰を押さえるほむら。その向こうには、鼎結理の無関心そうな横顔がありました。




　彼らの出発の準備が整ったころには、すばる姫が桃山荘に顔を出しました。若き白狼の初雪を従えています。

「すばるさん───」

「うん？」

　その場にザックを放り出し、稲荷はすばるに駆け寄りました。ほんの少し躊躇ためらいの表情を浮かべてから、すがるようにすばるの胸元に飛び込みました。

「おっと」

「ありがとう、すばるさん。また……また来るからね？」

「うむ。今年はよい夏じゃった。このひと月は、暑さも寂しさも、忘れておったな。身どもの言葉や、智慧ある者の習いを、地球の人々に善よく伝えておくれ」

「オーケー。頑張って毎日、活動日誌つけたから。ばっちりだよ」

　頷き返す稲荷。背の高いすばるに、背伸びをしながら抱きつきます。その耳はぎゅっと伏せられ、尻尾は別れを告げるように、ゆっくりと左右に揺れていました。

「へ、へえ……」

　ふだんはあまり見せない、稲荷が想いをほとばしらせる姿に、ほむらは目を見張りました。照れ隠しするように東野に耳打ちしました。

「ちょ、ちょっと大げさだよね、稲荷先輩ったらさ」

　東野はきつくほむらを睨みました。

「大げさじゃねえよ。しばらく虚こ惑っ星ちに来られなくなるかもしれねえんだから」

「えぇ～？　そんなまさかぁ」

「日ノ岡、お前なぁ───」

　額をぐいと突き出してくる東野の剣幕を抑えつつ、気付けばすばるがこちらを手招きしています。

「東野殿、ほむらもじゃ」

　呼ばれるまま、二人はすばるの元へ参上します。青藍高校の三人を前に、親身に彼女は語ります。

「もはや慣れた道であろうが、帰路には用心をせい。《りいだあ》の上狛殿の言うことをよく聞いて参るがよい。念には念をじゃ、ヤマイヌたちを数頭つける。本来なら、身どもみずから送ってやりたいところじゃが、怪我人を単身、城に残すわけにもいかぬ」

「わかってるよ。そこまでしなくてもいいって」

　潤んだ目をこすりながら、稲荷はすばるの取り越し苦労を笑います。

「うむ。なあに、東野殿がおれば、平穏無事であろうがの」

「長い間、お世話になりました」

　東野が深々と頭を下げます。

「昨晩もブロンテを連れ戻してくれて手間をかけたな」

　東野の足下から顔へ、ゆっくりと視線を沿わせて見つめる、すばる。

「どうかしました？」とほむらが問うと、すばるは謎めいた微笑を返します。

「わごりょは気付かぬのか……まあよい。ほむらには宿題じゃ」

「宿題ぃ？」

　ぽんと、ほむらに渡されたのは、丸めて紐で縛った端は切ぎれのようなもの。コースター大の編み物を巻いて紐でしばってあります。

「それを一度ばらして、また編み直してくるがよい。助太刀を頼んでもよいが、それを他人に触らせることは決してならん。よいな」

「ええ……っ……は、はーい……」

「《斗ます織おり》ですか」

　東野の呟きに、すばるは頷きました。

「藤ふじ森もり殿には、お手前たちからも、くれぐれもよろしく伝えておくれ。それと雨乃にも」

「ねえ、ところですばるさんアヴギスは？　朝からいないんだけど。雪割丸と一緒じゃなかった？」

「それがここ数日は、アヴギスあれにとって見知らぬ来客が続いたせいか、すっかり引っ込んでしまったの」

「……そっか……ちぇー……」

　仔虎に別れを告げられないことを残念がりながら、稲荷たちは出立の準備に戻ります。

　他の調査官たちとまた挨拶を交わす合間に、すばるは、ほむらを捕まえてこそこそと耳打ちします。

「それはさておき……ほむら、佐保殿の癒え具合はどうじゃ」

「秋あき穂.ほくんだったら、腕以外はピンピンしてます。全然大丈夫ですよ。まあ利き腕がふさがって、不便でしょうがないとはボヤいてましたけど」

「五ご指し娘ろうの不自由でも嘆いておるのじゃろ、あの世よ之の介すけは」

「ゴシロー？」

「い、いやなに、忘れとくれ。身どもの処方した膏薬が、地球人の肌に合わずかぶれておったりしては御陵の名折れじゃからな」

　すばるは彼女自身が地球人の血を引いているのですから、勿論そんな心配は杞き憂ゆうなのですが。




　間もなく、ほむらたちは出発しました。

　上狛の率いる九人の混成パーティです。城下に残り彼らを見送る大嵐、御陵、ネイトの三人も、間もなく転送環で地球へと帰還します。

　野外のテントに比べれば、圧倒的に過ごしやすかった桃山荘に別れを告げて、猛暑の虚惑星の森へと向かいます。

「今日もムシ暑……」

　移動を開始して、はやくも汗ばんできたほむら。それでもこの高原地帯はまだ虫が少なく助かるのですが、山を下りていくと次第に、足を刺すブユが増えてくるのは気が重いです。

　稲荷は、四頭の狼を連れ添っていました。すばるが申し出たヤマイヌたちです。

　すでに何頭かはほむらも特徴をおぼえた灰色狼───好奇心旺盛で人懐こいキリマルとコロク、落ち着いた年かさの狼のジュウゾウ、そして最も若い白狼の初雪です。

　稲荷は、先頭を切る上狛に依頼された通りに、時折狼たちを先行させて、一行の周囲を警戒させました。とはいえ、その稲荷自身がそれほど危機感を持っていないのが伝わるらしく、狼たちは散歩のような楽しそうな雰囲気でした。

　───まだ休憩も挟まぬ、二時間ほど後。城の滝の下流にあたる、谷川沿いのルートを離れて、やや急きゅう峻しゅんな山を一行が越えようとしていた時です。

「……ん……？」

　ふっと立ち止まった稲荷にほむらが気付きます。

「どうかしました？　先輩」

「…………」

　大きなキツネの耳をめぐらせ、じっと耳を澄ます稲荷。ほむらが先頭の上狛に向かって合図すると、一行は林の中で停止しました。

「初雪たちが呼んでる……後ろのほうで何か見つけたみたいだ」と呟く稲荷。

「後ろですか？」

　全員が立ち止まり、林の中に静けさが戻ってくると、確かにほむらの耳にも、かすかな吠え声が聞こえてきました。

「戻ってこないな。ちょっと見てくるよ、コマさん」

「ＯＫ。誰が行く？」頷いた上狛の脇で、ギャビーがハルバードを納めたケースをすばやく手に取りました。パーティの後方を預かる早瀬はもう、自分の弓を取り出しています。

「えっと、そだな……早瀬くんとギャビーはここ頼むよ。東野は一緒に来て。あともう一人……じゃあ、ほむらでもいいや来て」

「はいはい」

　三人はその場に荷物を置くと、パーティを離れて駆け出しました。

「まさか……また？」

　併走しながら東野が不安気に尋ねますが、稲荷は首をかしげています。

「そこまで攻撃的な吠え方じゃないんだけど、よくわかんないな……」

「……？」前方の下ばえをかきわけて、戻ってきた獣の影に一瞬どきりとするほむら。しかしそれは彼らも見慣れた狼でした。

「あっ、戻ってきた。ジュウゾウかな？」

　稲荷のもとにジュウゾウが駆け寄ると、すぐさま案内するように先に立ちます。

　他の狼たちの吠え声のする場所に、彼らが辿り着くと、そこには見覚えのある大柄な姿がありました。

　それは傀儡師の仕事道具の大おお傀儡くぐつ───ほむらたちがはなれの小屋で目撃した、かっぷくのいい傀儡です。

「シッ───シッ───バカ、あっちイけ」

　傀儡の広い肩にちょこんと小さな尻をおろし、狼たちを追い払わんと躍起になっていたのは、やはり見覚えのある褐色の少女でした。

「……え？　ブロンテ!?」と目を見張るほむら。

　相手が何者かわかると、「なんだ……」と稲荷も安堵の息をつき、身を隠していた場所から出て行きました。昨晩は単なる木製の立像に過ぎなかった大傀儡が、幅広い足取りで悠然と闊かっ歩ぽするさまには独特の迫力がありました。どうやら城からずっと歩いてきたようです。

　興奮する狼たちを落ち着かせながら稲荷が問います。

「ブロンテ、あなた、お城で療養していたんじゃ？」

「なんでついてきちゃったの？」

　と、傀儡の足下に爪を立てようとする初雪を押さえながら、ほむらも。

「……………………」

　揺れる傀儡の上から少女は、稲荷とほむらをじっと見返します。

「また、勝手に城を出てきちまったんじゃねーだろうな？」

　と東野が、いかにも呆れた声でぼやくと、ブロンテはばつが悪そうに、傀儡の太い首にすがりながら顔をそむけました。

　そうする間も傀儡は歩みを止めず、しっかりとした足取りで先へ向かいます。




　間もなく、稲荷たちは上狛たちのパーティに追いつきます。

「───送ってくれるの？　その傀儡で、あたしたちの荷物も担いで？」と上狛が、ブロンテのぎくしゃくとした言葉をまとめて繰り返しました。

「もし、ミつかったら、そうイえと、傀儡師が───」

　傀儡の前で、気落ちした様子で語るブロンテ。

「あっはっは。そりゃいいな。手ぶらで帰れるじゃん」

　と軽い調子で請け合ったのは早瀬ですが、リーダーの上狛は困り顔です。

「まさかとは思うけど、こっそり後をつけてこようとしてたんじゃないでしょうね？」

「……チガう……」

　詰め寄られると、ブロンテはまた顔をそむけます。

「傀儡師さんは何を考えてるんでしょう」と困惑する長瀬。

「それはたぶん……」と桃山。「傀儡師さんは、僕らに見つかるのは承知で送り出したのだろうね。だから傀儡師さんとしても、僕たちを手助けするつもりだったんじゃ」

「それはまあ、こんなものが後ろから追ついてきてたら、我々でもいずれ気付きます」とギャビー。

「少なくとも、すばる姫は了解してないだろうな。桃山荘に御陵部長たちの見送りに向かった隙を見計らって出てきたんだろ」と東野。

　いろいろな思惑を措おいて言えば、ほむらから見る限り、ブロンテの体調はどうやら問題ないようでした。まだ幾ばくかの包帯も残していますし、骨の痛む場所もあるのでしょうが、当人はそれが日常であるかのように平然としています。

　それでもその幼い姿には、不安を抱かずにはいられません。この虚惑星では尚更です。昨晩のこともあります。

「仕方ないな……一度連れ戻そうか？　どうする？」

　頭を悩ませながら上狛が部員たちに意見を求めます。

「もちろん」

　東野やギャビーたちは、彼女の保護を考えてそれを望みましたが、反論を唱えたのは鼎でした。

「好意を受けても構わないと思う。ブロンテは確かに見た目は子供だとしても、虚惑星人だし、あたしたちより旅慣れてるに違いないもの。なにより、ここからまた戻るなんて合理的じゃない。もうすぐ夕刻よ。一日つぶれるわ」

　ブロンテは東野に向けて、びしっと指先を突きつけます。

「カリは、カエす───ワカったな、トーヤ」

「まーたそれかよ」

　昨晩、城へ戻した際に少女から挑戦的に告げられたセリフをまた聞かされ、東野は頭をかきました。

「ブロンテちゃん、もし、もしもさ、ここから一人で追い返しても……勝手についてくる気？」とほむら。

「ぶろんてちゃ？　ブロンテ、だ。この大オオ傀儡クグツは、ブロンテと傀儡師のフチョウしか、キかない」

「あ、そう」

「うーん……」

　自分よりも小さなブロンテと、大きな大傀儡を見比べながら腕組みする上狛。

　最終的に決断すべきリーダーである彼女は、稲荷に意見を求めて、視線を向けました。稲荷はその議論に口を挟む気は無かったようですが、促され、気後れした様子で言います。

「あたしたちはなるべく急いだほうがいい、と思う。悪いけど、ブロンテの安全は二の次だよ。この子がどうしてもついてくるなら、それはもう仕方ないんじゃない。あたしはこの子のことを何も知らないけれど、少なくとも傀儡師の指示だけじゃなく、本人が来たくて来ているみたいではあるし」

　それまで、それほど深刻な態度は見せなかった稲荷でしたが、傀儡師までが自分たちのことを何らかの形で慮おもんばかっていると気付かされ、少し態度をあらためたようでした。




　───結局、彼らはブロンテを一時的にパーティに迎えて、そのまま帰還を急ぐことにしました。

　荷運び用の傀儡だという大傀儡の売り文句は噓ではなく、背しょ負い子こに彼らの荷物をあらかた括くくりつけたまま、平然と闊歩しています。

　これは多た賀が先輩よりも怪力なのでは？　とそのパワーに感心するほむら。

「すごいね！　すっごい力持ちだね！」

「アたり、マエだ。バカ」

「はぁ？　にゃにぃい!?」

　ブロンテは興味を持って話しかけてくるほむらには関心をはらわず、東野の後方をひたすら、気持ち悪いくらい無音の足どりでひっそりとついていきます。

「…………あ？」

　殺気にも似た気配を感じて東野が振り返ると、ついっと顔をそっぽに向けるのですが、東野が前を向くと、また、すぐにその背をにらみつけながら、後ろをついていくのでした。

「餌を狙っている猫みたいですね……」

　そうこっそり呟いた長篠とほむらは、顔を見合わせ苦笑しました。




　その後はなにごとも無く、やがて陽は落ち、移動初日のキャンプを迎えました。

　青藍と日吉坂の二校の探検部仲間とはしゃいだ記憶も多い、お決まりのテン場です。

　荷物を傀儡に託したおかげで、彼らの体力もあり余っていましたが、さすがにその夜は騒ぐ気分にはなれませんでした。楽しみにしていた上狛部長のリュートの演奏も無しです。稲荷から指示されたほむらも、調理に使う火を最小限にして晩の食事を用意しました。

（誰のせいってわけでもないけど……いつもと違ってやりにくいなあ……）

　早急の帰還を優先しての、予定外の連続───。

　東野と稲荷は、すばる姫の城の滞在を、日程半なかばで切り上げての帰還となりました。

　日吉坂高のメンバーにしても、城に立ち寄ったのは青藍高のバックアップの一環であって、本来は自分たちの調査ミッションの途中でした。その調査のための機材も、役立てられず無駄に運ぶ羽目になり、不満と、見えない脅威への不安が、じりじりとくすぶっているようでした。

　テン場の暗がりには、同行してきた狼たちが地面に伏せ、体をやすめています。稲荷が道中で採っておいた果実と、たまたま遭遇してその場で狩った獲物にありついてからはおとなしくしています。

　いつもなら、移動の疲れですぐ寝付いてしまうほむらが、手持ち無沙汰にしていると、

「さてさて、ちょっと皆にも話しておこっか───」

　と上狛、そして桃山が、全員をランタンの下に呼び集めました。

　出発準備を優先し、詳細を伝えることのできなかった、昨晩の傀儡師との対話の内容を伝えようというのでした。

（……あの子……ブロンテは？）

　仲間たちの輪に加わりながら、ほむらは、ふとブロンテの姿を目で追いました。

　東野や鼎と共に、昨晩彼女を城に送り返した際に、すばるから彼女の発見と介抱の顚てん末まつを聞かされ、ひどい渋面を作っていた彼女を。

　少女は一同からは離れた場所で、座らせた大傀儡に寄りかかり、持参の弁当を口に運びながら森の闇に目を向けていました。

「……！」

　そのブロンテが、上狛が口にした名前に反応して、ほむらたちの方に、きっと厳しい眼差しを注ぎました。ほむらもまた上狛の語りに、意識を引き戻されます。

「───傀儡師やブロンテたちを襲ったのはね、どうやら《トラコサリス》と呼ばれる、とある放浪者集団の一派の首領だそうだ。えーと、なんだっけ名前の意味は……」

「《トラコサリス》は『三百歳の男』、または、ただ『非常に長命の男』という意味でもある、と傀儡師さんが教えてくれた」と補足する桃山。「地球で言えばギリシャかトルコ風の名前かな。地球に戻ったらまた調べてみたい」

（……トラコサリス……）

　その男の名は、ほむらにとって、いずれ胸をしめつける不安と恐怖を持って刻まれる、忘れられぬ名前となるのですが、今はまだ漠然と流し聞くばかりです。

　上狛と桃山からの重大な伝達が続きます。




　《放浪者》たちは、その名の通り、虚惑星の大陸を広く旅する一族で、定住地を持ちません。

　虚惑星に点在する村は、武力に秀でる彼ら放浪者によって間接的に支配されている村もあれば、それを嫌って徹底的に支配をはねのけている村もあるのだそうです。

　さらに放浪者は、各地に残る智慧ある者ソロンの遺跡を大規模に盗掘し、それを商品として交易することで生計を立てるのだと。

　傀儡の核となる《力の石》──調査官たちにとっての精霊石──は、彼らの重要な交易品の一つでした。

　傀儡師は、村々で働く傀儡の修繕をしてまわり、時にはガタが来て廃棄される傀儡から、精霊石を買い取ることもあります。買い取った石は、また別の村に売りつけて、新しい木彫の体を与えて、傀儡として再生するのだとか。

　そうなれば、傀儡師と放浪者の行動範囲が重なってくるのは当然です。利害関係が生じることもあります。

「すばる姫の城では、なにげなく何体も働いていた傀儡だけど、虚惑星の村ではすごく貴重な存在らしい。精霊石を買い取って、いちから傀儡を新造しようとすると、村コムーネの公会堂が建つとか、花嫁十人分の結納金が必要になる、とか言ってたよ」

　上狛の説明に、東野は興味津々で聞き入りながら、推測を述べます。

「やっぱりあの石は高級品なんだな。そんな貴重な精霊石を、すばる姫から受け取る傀儡師は、放浪者にとってはまさに商売相手だし、放浪者たちが管理したがる石の相場が崩される……ってことでもあるのか」

「そう、そうなのじゃ！」と、突然すばるの口調を真似る上狛。「奴らめは、父祖たちの墓をあばくばかりか、身どもがよかれと思うて供きょうした《力の石》を取り上げてしまいおる！　許さん、ぶっ殺してやる！……ってね」

「いや、ぶっ殺すとは言ってませんでしたけど」と桃山が苦笑します。

「あはは。まあでもね、傀儡師のような、傀儡の修復技術を持つ職人もまた貴重で、放浪者にとっては持ちつ持たれつな関係だから、おいそれと手出しは出来なかったそうなんだ。これまではね」

「交易と暴力かあ……なんだかパーキングみたいですね」

「……？　もしかして、ヴァイキングでは、ホムラ？」とギャビー。

「そ、それ」

（そう……なんだか、陸おかのヴァイキングみたい）

　そこまで聞かされた話から、ほむらが受けた印象は、世界史の授業で出てきた北欧のヴァイキングたちの遠征ぶりと重なりました。

　ロングシップという突出した機動力をもってヨーロッパを席巻した彼らは、略奪者であると同時に交易者でもあった……戦いと交易を両立していたそんな彼らの立場について、ほむらはいまいちピンと来ませんでしたが、戦う相手の備える武力によって態度を変えるということなら、なるほどと思えました。相手が欲しがるような重要な交易品を持っていることが、無用な戦いを避ける理由にもなるわけです。当のヴァイキングは襲撃者のイメージに反して、むしろ交易活動が主だった、とも教師は語っていましたが。

　それでも解らないのは、なぜ放浪者たちが放浪するのか、という部分です。

　上狛が説明を続けます。

「その話で驚きだったのはね───傀儡師が知る虚惑星の村落コロニーには、少なからず放浪者たちが拓ひらいた村があって、定住を選んだ者たちもちゃんといたってこと。放浪者たちはそうした定住を選んだ村にとって、本来は宗そう主しゅ……貴族階級にあたる者たちなんだって。なんか逆だよね、放浪しているほうが偉い、だなんて」

　長篠が、ちらりとギャビーを意識しながら、疑問を口にします。

「ローマ帝国の征服者たちが、遠方のブリタニアに植コ民ロ都ニ市アを興おこしながら、帝国の弱体化に従って段々と支配の手が及ばなくなった……みたいな状況なんでしょうか？」

「どうかな。あたしたちはまだ、その帝国の名残なごりを見つけられないでいる」

「生きた文明としてはね。でも、それこそローマのフォロ・ロマーノみたいな、規模の大きな遺跡群はあるんだよ」

　桃山の弁に、ギャビーが頷きます。

「その一つを存じています。代表的なものはイタリアの、シラクサ担当区域で発見された巨大遺跡群ですね。自分は一度、あの場所へ、ＥＵ合同調査官たちと共同で遠征に向かったことがあります」

「本当かい。いいなあ……嗚あ呼あ、いいなあ……」

　ギャビーの言葉に、桃山は羨せん望ぼうの声をあげました。

　長篠がさきほど発した『植コ民ロ都ニ市ア』という用語は、虚惑星遺跡と関連してよく聞かれます。

　古代ローマと共通する建築を持つ遺跡が多数見つかっている虚惑星では、各遺跡がそういう強大な帝国支配による残ざん滓しである、という通説は以前からありました。

　まだ見ぬ遺跡に部員たちが思いを馳せる一方───ほむらはといえば、北の神殿遺跡で自分たちが発見した、盗掘の村の光景を思い出していました。なぜか突然に捨てられ、誰もいなくなってしまった死んだ村を。

（遺跡の推定年代のその後も、何千年というとても長い時間がたっているのに、この虚惑星が地球みたいに人間で満ちていないのは……ただ広大だっていう以外にも、何か理由があるに違いないのだけど……）

　上狛が続けます。

「ここからは、すばる姫の教えてくれたことも加わってきてね───」

「それはすなわち」ギャビーが内容を察します。「昨晩、すばる姫の口から語られた、虚惑星を放浪し続ける呪い……の件ですね」

　いっそう神妙な表情を浮かべ、上狛は頷きました。

「そう。その呪いについて───これは、すばる姫も語るか語るまいか、随分悩まれていた。けれど実際にあたしたちの身近に放浪者が現れたことで、明かすことを決心したんだって。あたしたちにとっては、いいんだか悪いんだか！」

（…………出た……呪い……）

　ほむらはおそるおそる東野の横顔を盗み見ます。彼は唇を引き結び、すばる姫に代わって語る上狛に、一心に耳を傾けていました。

　放浪の呪い───それは、古代の虚惑星において、有力氏族間の戦乱の終幕に起きた悲劇でした。

「すばる姫の祖先である智慧ある者ソロンは、魔法を使う。放浪者の祖先もそうだった。エスカレートする魔法が、戦いをより残酷で激しいものにしていた。そんなある時、智慧ある者ソロンは、敵に対して、その魔法が自分自身の毒となるように、その血筋に呪いをかけた。消えない呪いだね。消えないから、呪いなんだろうけど」

「自分自身の毒、となる……？」

「呪いを、血筋に……って？」

　口々にあがる疑問の声に、まとめて上狛が応じます。

「魔法が自分への毒となって跳ね返ってくる。だから、放浪者は基本的に魔法が使えない。正確に言えば使わない、ってことだね。これが具体的にどういうことなのかはあたしもわからない───それだけじゃない。虚惑星人は、意識して魔法を使わなくても、自分から少しずつ魔力を生じている。その魔力が体をむしばんで、結果的に寿命を縮める。

　ただ呪いそのものは解けなくても、その自じ家か中ちゅう毒どく症しょうだか自じ己こ免めん疫えき疾しっ患かんだかみたいな症状を低減する方法が一つだけあって、それが───」

「放浪すること」と鼎。

「そう。同じ場所に留まらないこと。常に移動し続けること」

　それが、古代より続く、放浪者に科かせられた、大いなる呪い。

　上狛の口を通して語られた深刻な事情が、調査官たちに重く覆い被さります。

　それはほむらも例外ではなく、放浪者たちを暴力的な襲撃者だと思っていた主観がゆらぎます。

　事実だとすれば、放浪者たちにとっては、すばる姫たちの氏族を憎む充分な理由といえるでしょう。

（けれど……私たちはすばるさんと出会ってしまった……）

　けっして平穏ではなかった、すばる姫とのファーストコンタクトを、ほむらが思い返そうとしたその時、

「───アルゴナウタイ」

　唐突にブロンテが呟きました。

　彼らがランタンを囲む輪の背後の闇に、いつのまにか少女は寝転んでいました。虫よけの敷布にくるまり、物憂げで退屈そうに。

「その言葉は昨晩は聞かなかった、というか虚惑星では完全に初耳だ……で、でも意味はわかるよ！」と身を乗り出す桃山。「アルゴナウタイは、アルゴー号に乗って、金羊毛ゴールデン・フリースの探索の冒険に出た船乗りたちの通称だね。神話の話だけれど」

　桃山の言葉には、ブロンテはきょとんと首をかしげましたが、そのまま続けます。

「アルゴナウタイの四氏族───フィクシスの智慧ある者ソロンも、カリナの放浪者トラコサリスも、どっちもアルゴナウタイの血をひくシソン」

「それさあ、もっと詳しく教えてくんない？」とぶしつけに切り出したのは早瀬。「そういうきみはなんなの？　そのアルゴなんとかの四氏族っていうのと関係あんの？」

「…………」

　問われたブロンテは、瞳を揺らし、混乱した表情を浮かべると、ぷいと寝返りをうってあちらを向いてしまいました。

「ハイ、早瀬くん、減～点～」

「えー。俺が悪わりぃのー？」上狛から茶化され、早瀬はその場で後ろにひっくり返ります。「じゃあさ、旅商人の傀儡師も、本当は放浪者ってことなの？」

「いや、傀儡師はそうではないって。好きで放浪している。その、ブロンテの言う、アルゴナウタイの子孫……ってことになるのかな。だから、放浪者たちからは目の上のたんこぶみたいに思われて嫌われている、って言ってたよ」

（……でも、早瀬先輩の言う通り、確かにブロンテあの子は何者なんだろう？　傀儡師さんの従者とか用心棒だとか、言っていたけれど……解らないことがたくさんある。でもそれを一個一個聞いていたら切りが無いか……）

　やはり病み上がりで疲れたのか、それとも普段の睡眠時刻が早いのか。自分たちにつきあって無理に起きていたらしい、少女の寝転ぶ背を見つめるほむら。

　ふと視線を感じて見ると、そんなほむらを鼎が見ていました。そんな鼎もまた、ついと顔をそらしてしまいます。

「なんだけど、さ───」一転、肩の力を抜いて語る上狛。「どうやらね、寿命が縮むって言っても、それでもあたしたち地球人と同じか多少長いくらいなんだって。傀儡師さんがおっしゃるには」

「えっ」と他の者たち同様に驚いたほむら。「それはまたフクザツな気持ちなんですけど……」




　翌朝。

　出発の直前、ほむらは仲間たちに呼びかけました。

「じゃじゃーん、寝ている間に、地球では二月十四日になりましたー！　さあて、何の日かな？　というわけで、皆さんこれどーぞ！」

　と、にぎやかにラッピングした小箱をくばってまわるほむら。

「まずは男子からね！」

「そんなもの持ち込んでたの？　用意よすぎ、ほむら。お腹なかこわしたりしない？」

　なかば呆れ気味に、上狛が念を押して確認してきます。

「大丈夫ですって、人体実験も済んでますから。行動食がわりに食べてください」

　早瀬などは早速、包みを開いて中身を取り出しています。

「おっ、チョコじゃん？　すげー」

「って、もう食べてるし!?」

「虚こ惑っ星ちでチョコなんて初めてだなー。さっすが日ノ岡さん、気が利くじゃん」

　と早瀬におだてられて照れるほむら。

「もしかして、聖ヴァレンティーノの殉教日ですか？」とギャビー。

「わわっ、本場が来た！　そう、バレンタインデーだよ。ギャビーももちろんどうぞ」

「ああ、ありがとう、ホムラ。すごく嬉しい。ちゃんとお礼もしよう。イタリアではもっぱら『恋人たちの日』、フェスタ・Festaデッリ・degliインナモラーティinnamoratiと言われている」

「へえ、そうなんだね。う、うん、もう手を放してくれていいよ？」

　興味を示して、彼らが手にしている品に鼻を寄せてくる狼たちを「だめだめ」と引きとどめながら、稲荷が尋ねます。

「もしかして、エストレーリャから貰ったココアパウダー？」

「そのとーり正解、稲荷先輩。ブラジルのチームリーダー、エストレーリャ調査官からのおみやげ、使わせてもらっちゃいました。本当はちゃんとしたチョコレートを作りたかったんですけど、やっぱり難しそうだったので、濃厚ショコラケーキって感じに。長篠さんにも手伝ってもらったので、男子陣は大いに感謝するように」

　と長篠の隣に立ち、ほむらは胸を張ります。

「なんか厨房でやってると思ったら、これだったの」と稲荷。「まあエストレーリャも元気が出るって言ってたし、行動食としてはアリか」

「虚こ惑ち星らの夏向けじゃないのがちょっと難点ですけど……お口に合いましたら、お早めにどうぞ」

　長篠がはにかみます。桃山も礼を言いながら、恥ずかしそうにほむらから受け取ります。

「ありがとう。先輩からもう聞いたことあるかもしれないけど、虚惑星で試験的に栽培している食品類を、外国の調査チームとも交換できるよ」

「へえ。虚惑星産の植物とか食べ物って厳重に管理されてるんじゃ？」

「生産品の交換トレードプログラムってのがあってね。以前、青藍高あおこーが作っていたチリペッパーとか好評だったそうだよ」

「あ、前部長の作っていた唐辛子ですね」

　桃山からの説明を聞くほむら。

　その傍らで長篠は、食べやすくしたショコラケーキを、ブロンテに差し出しています。朝から始終無言で、朝食も別に摂とっていたブロンテは、手渡された紙包みの匂いを嗅いでいましたが、結局長篠に押し返してしまいました。

　残る最後の男子をほむらが捜していると、すっと手を差し伸べてきたのは鼎です。

「ちょうだい───チョコなんでしょ」

「うわっ、めずらし。もちろんですとも。ユリちゃんには、こっちの友ともチョコバージョンをどーぞ？」

「虚惑星で甘い物は貴重でしょ。一昨日のクッキーは練習ってことね」と鼎。

「それもある。ねえ、ユリちゃんは、早瀬先輩には何か贈らないでいいの？　これから地球に戻っても、まだ十四日のうちだから全然間に合うよ」

「あたしが？　なんで？　リョウにくれる女なら、放っといたって何人もいるわ。昔からそう」

「そ、そうかもですけど」

　受け取っても礼もなく、そっけない鼎の反応には、逆にいつも通りかと納得してしまうほむら。そのうちに、ようやく目当ての彼の姿を見つけました。

「……東野くん？」

　見れば彼は、本来は、ほむらが率先して始めるべきだった、かまどや廃棄物の後始末を引き受けて、既に済ませてしまっていました。

「ごめんね、やらせちゃって」

「別に構わねーよ。今回の移動じゃ、日ノ岡の担当にばっかり仕事が偏ってるからな」

「……うん……」

　───それを、東野巧本人は、至極平然と言ってみせたつもりだったのでしょう。

　もっと違う場所であれば、それは、一人暮らしに慣れている彼らしい、気の利いた配慮として、ほむらの目に映ったかもしれません。

　けれど、その時ばかりは───

　日常を装って彼が隠した苛立ちに、この自分が気付かないでいる───長くはないけれど、けして短くもない時間を一緒に過ごした自分を、まだ、一方的に気遣われる側だと思っている。そんな彼の態度が透けて見えた言葉に、聞き捨てならないものを覚えてしまったのでした。

　いけないと思いながらも、自分の中の挑発の衝動を抑えきれません。

「じゃあ、お礼ってわけじゃないけれど……東野くんも、ハイ」

「……いらねーよ」

　と、無関心そうに一いち瞥べつするだけの東野。

「またまた、恥ずかしがっちゃって。このまま貰い手が無くても、賞味期限切れちゃうんだからさ」

「いらねえ、って言ってんだろ」

「…………せっかくモリちゃんの目を忍んで色々持ってきたんだから。ただのお菓子だと思って食べればいいじゃない」

　街のギフトショップで選んだラッピングのセット。夜中にこっそりと組み立てた、ボール紙の細い箱。緑の濃淡のストライプの包装紙でくるんで、細い金色のリボンを斜めにかけた、心ばかりの贈り物。

　その小箱を突きだしたポーズのまま、東野を見るほむら。

　こんないたたまれない時には「真世先輩のだったら喜んで貰うくせに」だとか「チョコより砥石の方がよかった？」とか、そんな他愛の無いジョークで、いくらでも取り繕うことができるのに───

　あえてそれを口にせずに、彼の言葉を引きだそうとしたのは、なぜだったのか。

「つきあってらんねえ、って言ってんだぞ。日ノ岡、お前何考えてんだ？　今がどういう時かわかってんのかよ」

　がさつな口ぶりでも、声は少しも荒らげず、けれど手加減をすることもなく。

　興奮を愉たのしむ怒りや、相手を言い負かそうとする野心の無い……静けさすら感じる透き通った瞳の色。

　竹刀を振るう試合でしか見せたことのない、あの眼差しで。

「───何も感じてないんだな？」

　鋭く斬り込まれた言葉は、ほむらの懐深くに刺さりました。

「…………っ……」

　夏季の虚惑星のぬるい朝。

　二人の険悪な雰囲気が、周囲にも伝わりだしたのを肌で感じます。それでも、ほむらは動けずに、その場に立ち尽くして───

　ぐい、と東野を押しのけるように前に出たのは、戻ってきた鼎です。

「要らないなら、貰うわ。チョコレート」

「あ？　勝手にどうぞ。つーかまた鼎か」と平然と答える東野。

「なんだか邪魔だった？　取り込み中？」

　ふっと笑む鼎に、ほむらは、

「ユリちゃんには……もう、一個あげてるでしょ」と渋い顔。

「リョウにあげるわ？」

「え……え～、リサイクル？」

　ぐい、と鼎は強引に小箱を奪っていきます。おかげで、差し出した手を下におろす口実を得て、ほむらがほっとしたのも確かでした。

「ちょっと見てたけど」いつからこちらの様子を察していたのか、鼎と入れ替わるように顔を出したのは稲荷です。「あなたたちが喧けん嘩かしてるのは、べつに珍しくはないけどさ。そんなにきつく言うことはないんじゃない、東野ちゃん？　ほむらはさ、あたしたちを和なごませようとしてくれてるんでしょ」

　自分自身も少々おどけながら、稲荷は二人を気き遣づかってくれます。

　東野は、そんな先輩の姿に束の間視線を注ぎながら、どこか落胆したように顔をそむけて首を振りました。

「───違う。日ノ岡は、自分の都合を優先してるだけです。そうでなかったら、虚こ惑っ星ちでバレンタインごっこだなんて思いつくわけない」

「…………っ……」

　何か言いたげながらも、吞み込んで眉をひそめる稲荷。

「……トウヤ？　対話もなく、決めつけるのはよくない」

　会話の輪に加わったギャビーも、彼をいさめるように、力の入る肩へ手を置きます。

「ホムラは、虚惑星での事態がこれだけ急変することを知らずに来た。それを責めるのは不合理だ」

「……こいつはわかってない。誰かが、どうせそのうち、どうにかしてくれるって思ってる。他ひ人と事ごとなんだ」

「ちょっと……なんでそこまで言われなきゃいけないの？　私だって……」

　口論がそこまで続く頃には、仲間たちが皆、心配そうに近寄ってきたり、出発の手を休めてこちらに注目を向けていました。

　東野はそれをまるで気にせずに、ただほむらを見返しています。

　そんな東野を前に、ほむらは胸がふさがれたようになって、言葉を継げませんでした。

「ハァ……もどかしいのは、あんただけじゃないって、東野」

　大きく溜め息をつきながら稲荷が言いました。

「あたしたちじゃ、どうにもならないことが始まろうとしてる。みんなもうわかってるよ。ほむらだって、ちゃんとわかってるよ。でもさ、あたしたちは高校生なんだから。地球に戻れば学校生活が待ってる。そんな場所でまで、自分ならどうにか出来る、だなんて悶もん々もんとすることは無いんだ」

「…………ええ」

　不承不承頷きながら、東野は了解を示す手を挙げます。

　それでも、その場ですれ違いながら、彼から「これで満足か？」とでも言いたげに投げかけられた視線が、再びほむらに刺さりました。

　それはあたかも、大人げない血気盛んな彼と、空気を読まずはしゃいでしまった自分、というお決まりの解りやすい構図で、みんなが心配してくれてよかったな───そう冷たく告げているかのようでした。

（………………）

　気まずさに、ほむらが放心していると、

「おい、コワラワども───」

　重々しい軋きしみの音を立て、ぬうっと現れた大傀儡の肩の上から、ブロンテが呼びかけました。ちぎった葉を空に投げ上げています。

「ハヤく、シュッパツ、しろ───アメが、クる」

「マジで？」

　晴空の彼方かなたをにらみながら頷くブロンテに、げんなり顔になる上狛。

　慌てて一行は腰を上げて、キャンプ地をあとにします。

　ほむらの視線の先で東野は、頭を摑つかんで乱暴に茶化す早瀬と、女性の扱いについてこんこんと説教をするギャビーに挟まれて居心地が悪そうにしていました。




　一行は、目的地となる日吉坂ベースキャンプを目指し、午前中を歩きつめます。

　やがて虚惑星人の少女が予見した通りに、空には足早な灰色の雲が幾重にも立ちこめてきました。分岐点となる、旧青藍ベースキャンプへのルートの入り口は、すでに通り過ぎています。

　空が薄暗くなり、それまでじっとりと、うなじをローストしていた陽光が届かなくなったのは何よりでしたが、山肌をつたい降りる、生ぬるく湿った空気はそれはそれで不快でした。




　───そして、とある山肌の中腹。

　広くなだらかな斜面を横切るように横断トラバースしていた時のこと。

　隊列の中央を進んでいた、大傀儡がバランスを崩し、ずしっ───と、重々しい音を立て、前のめりに手をつきました。

「どう、しタ」

　駆け戻ったブロンテが、傀儡の背に飛び乗り、片側に寄った荷物の固定紐を直そうとしていますが、いかんせん非力で、早瀬や東野たちが手伝っています。

　大傀儡は、足下に転がっていた岩をみずから避けようとして、足を運び損じたようです。

　ほむらも山道の状態が気になっていた矢先の出来事でした。

（確かに歩きにくいな……前を向いてないと、樹の枝に顔をはたかれるし、かといって足下も見ないと変なところに岩が転がっているし）

　近くにいた桃山に声をかけます。

「あの、桃山先輩。ここって以前も通った道ですけど、よく見ると、あちこち、岩が転がってますね」

「もっと上の斜面のほうが見通しもよさそうで、歩きやすかったんじゃ？」

　と重ねて聞いたのは長篠です。

　さきほど、先頭を行く上狛が、途中からぐっと迂う回かいのコースをとって、山を下りてきたことを気にしての発言でした。

「そうだね。ここは仕方ないね。ちょっとした難所なんだ」水筒をあおりながら桃山が言いました。「この下は斜面のきつい森だし、上の方はゴーロになってて」

「ゴーロ？」

「沢とか斜面に、石が溜まった〝ガレ場〟は知ってるよね。〝ゴーロ〟はガレ場よりも、もっと大きな岩が転がってる場所のこと。登山用語だね」

「大岩がそこら中にゴーロゴーロしてるからゴーロ、ですか？　ずいぶん直球な……」

　ほむらたちに頷く桃山。

「もっと以前は、上のゴーロの方をルートにしてたんだ。けれど、とても歩きにくいし、岩が溜まりやすいだけあって、しょっちゅう落らく石せきがあって危なかった。こちら側から抜けられると解ってからは、ルートを移したんだよ。そのゴーロからは、ここも離れてはいるけど、上から転がってくる石も多少はあるみたいだから、一応気をつけていないと」

「さっさと抜けてやりすごすに限る。でもまあ───」

　と、戻ってきた早瀬。

「稲荷さんに聞いたぶんなら、このところは大雨は無かったみたいなんで、そう心配は無いっしょ」

「やっぱり雨の数日後は、地盤が緩んだり、水が溜まったりして危険なんですね」と長篠。

　一行の態勢が立て直された頃合いをみはからって、上狛が出発の合図の手をあげたその時、狼たちが鋭く吠えました。

「……ひっ……！」

　突如響き渡った吠え声に、ほむらも長篠もびくりと体をすくめます。

　周囲に警戒を走らせながらも、狼たちの警告とあって、一同の注目は稲荷に集まります。

　しかしその稲荷にも、すぐには元凶がわかりません。吠えやまぬ狼たちが注意を向ける方向に、とっさに顔を向けます。

「上に、何か───」

「ラーク!!」

　稲荷が動いたのと、斜面を指差して東野が叫ぶのは同時でした。

　隊列の進行方向の右側。薄暗い木立の斜面。

　バレーボール大の岩が、樹々の間をすりぬけ、飛び跳ねながらこちらに迫ってきていました。

「…………っ……！」

　下草を破って飛び出した岩に、息を吞むほむら。

　それは誰も身動きが取れぬほどの猛烈な速さで、砲弾のようにパーティの真ん中を突っ切ります。そしてガッ、ガッと、木の幹への衝突音を立てながら、さらに下方へと転がり去っていきました。

「今の、落石!?　大丈夫？　誰も怪我してない!?」

　確認の声をあげる上狛に、一番後方から隊列全体を見ていたギャビーが返答します。

「誰も当たっていない！　ただ、上狛部長リーダー……彼女が、何か！」

　ギャビーが指し示したのはブロンテです。狼たちがまだ唸るのを止めないでいる中で、その場に伏せて地面に耳を押し当てていたブロンテが、ぱっと起き上がりました。

「大傀儡の、カゲに、ハイれ」

「……それがいい！」

　察した桃山が、目前にいたほむらと長篠の二人を、大傀儡の方に押し出しました。

「鼎くん！　きみも！　荷物はそのままでいいから！」

　座りこんで休んでいた鼎も、桃山の珍しく焦った様子を見てただごとではないと感じたのか、すぐさま走り寄ってきました。

　そうしている間にも、ただならぬ気配が迫ります。

　見通せぬ木立の奥から、ココーン、カーン、と打楽器のような音が響きながら接近してきたかと思うと、すぐにその音色も、バリバリと枝が折れる音と、ドロドロと低い響きに覆われ吞み込まれていきます。

（……っ……！）

　思わぬ角度から、軽い早い岩が飛び込んできて体の周囲をかすめていきます。

　わずかばかりの安全地帯で、肩を触れ合わせている長篠が、緊張に張り詰めているのがわかります。雪山で雪崩に見舞われたことのあるほむらも、どこから来るかわからない落石の脅威には生きた心地がしません。

　次々に傀儡の体にぶつかる大小の岩のつぶて。かすかに迫る地響き。

　傀儡の陰から、隊列の先頭方向を窺うほむら。ぞくぞくと鳥肌の立つ腕で顔面をかばいながら見た先に、上狛と東野が目に入りました。

　二人は大きな落石に身構えながらも、危険を顧みずに斜面上方に目を凝らし、落石の規模を見定めようとしていました。

「地震も無かったのに、こんな急な落石───コマ先輩!?」

「あいよ。ゴーロの端で、突発的な山崩れでも起き……うひっ……かもな！　つったって、この辺に身を隠す場所なんか無いし」

「ここにいちゃ、すげーマズい気がするんスけど！」

「同感だけど……！」

　隊長である上狛に決断を急せかしたのは、狼たちの吠え声でした。

　後方にいた彼ら狼が、まるで自分たちを呼び立てるように叫んでいます。

　初雪が、岩を跳躍してかわして上狛のもとまで走り、すぐにまた後方へとＵターンして駈け戻っていきます。その意味するところは、獣使いの稲荷でなくても理解出来ました。

　さらに「コマさん、引き返そう！　前進するとヤバそうだよ！」と呼びかける稲荷に、上狛が頷きました。

「全員後退！　みんな稲荷に続いて！　ブロンテ───」

　意図を察して頷いたブロンテが、符丁の言葉を唱えると、大傀儡もまたのっそりと動きだしました。

「ついて、コい」

　ほむらたち三人の一年女子を庇かばい、かろうじての楯となってくれている大傀儡。その人形が、ぐっとかがみ込んだかと思うと、その場に転がっていたリュック二つほどもある岩を木製の両腕で抱え上げます。

　そのまま、ぎしぎしと関節をきしませ歩行する大傀儡。

　ほむらたちの後方では、大だい刀とうを握る東野が上狛の楯となりながら、一緒に引き返してきます。

「ブロンテ……っくん───危ない！」

　先を進む桃山が示した方向に、ブロンテがさっと意識を向けます。地面をバウンドして一直線に迫ってくるバスケットボールほどの丸岩。

　ぎょっとしてたじろいだほむらたちを、制止するようにブロンテが叫びます。

「コイツを、置オき盾タテにして、シノぐ」

　大傀儡は抱え上げた先ほどの岩を振り下ろし、落石を前方へとはじき返しました。

　するどい衝突音と火花。石の粉がぱらぱらと飛び散ります。

　大傀儡は、そのまま大股で稲荷の後をついていきます。

（あっぶな……意外と素早くも動けるんだ）

　この大柄な傀儡といえど、直撃を受ければ腕や足の一本は、破壊されたに違いない衝撃でした。ましてや人間の身では───。

　そんな予断を許さぬ事態のなかで、鼎はブロンテに疑いの眼差しを向けました。

「ブロンテ……あなたまさか、あたしたちを？」

「チガう───シら、ない」

　ブロンテは不満そうに首を振り、傀儡の体にかかる木札を摑むと、重ねて幾つかの符丁を叫びました。傀儡がさらに歩行速度を上げます。

「鼎さん？　今、彼女の邪魔をしては……！」

　と怪訝そうにたしなめた長篠を無視して、鼎はブロンテを睨みます。




　稲荷やギャビーたちと共に、進路の確保に向かった早瀬が、ほむらたちの元に走って戻って来ます。

「桃山先輩！　百メートルほど先に、大木が密集している場所がある。そこまで行けば───」

「わかった！　みんな頑張れ！」と桃山。

　大傀儡の陰からダッシュして、一足先に避難しようとしても、落石の波は、繰り返し押し寄せました。

　あたかも、何者かが無尽蔵の岩々を斜面に突き落としてくるかのように。

　そのおぼろげな疑念が確かとなったのは、ひときわ大きな巨岩の落石が端たん緒しょでした。

　質量にして二十トンはあるだろう、小型トラックほどのサイズの巨岩が、文字通り、木立を真っ二つに割りながら、地面を揺るがし転がり降りてきた、その瞬間───

（……あれって!?……ロープ……!?）

　間一髪、たった今まで彼らがいた場所を、土つち塊くれと木っ端をはねあげながら、猛然と転がり落ちていく大岩に、荒縄が何重にも掛かっていたのです。

　それはまだ新しい、明らかに人の手によるものでした。

　落石の軌跡を挟んだ向こう側で、東野もそれを見たに違いなく、下方に姿を消す巨岩に一瞬目を奪われながらも、険しい表情を浮かべています。

「……っ……」

　ほむらは総毛立ちます。

　一方では、巨岩を前にたじろいだ上狛が、つまずいて膝を突きました。

　全部の荷物を放り出してきた上狛が、唯一手放さずに抱えてきたリュートのケースを、その拍子に取り落としてしまいます。

「あっ、やば」

　ケースが開き、反響した不協和音に気付いて、ほむらが振り返ります。

　起き上がろうとする上狛めがけ、運悪くまた速い岩が迫っていました。

「コ、コマ先輩、こっちへ！」

　思わず叫んで飛び出したほむらを、

「ばっ、来んな、日ノ岡！」と東野が制止します。

　斜面の段差を飛び越え、上狛の前に着地した東野は、落石の軌道を見据えながら、地面に深々と剣を突き刺しました。

　金属のひしゃげる異音───

　東野の固定した両手の下で、膝の高さほどもある岩は見事に食い止められていました。しかし剣はその鞘さやごとくの字に。樹脂製の鞘は割れ、衝撃を受け止めた刀身はぐんにゃりと曲がってしまいました。

　それでも、上狛と東野自身は無事です。

「ナーイス」

　緊迫したなかに、間延びした早瀬の声が届きます。上狛の手を取った東野が、振り返らずに走ります。

「早く、コマ先輩！　日ノ岡もそっちに戻れって！」

「スマン、助かった東野！」

　それでもちゃっかりと上狛は自分のリュートだけは回収していました。




　早瀬に先導されながら、大傀儡と共にルートを後退し、合流した一行。

　懐に巨岩を抱えながら枝分かれして育った大木が、うってつけの壁となり、彼ら全員を護る楯となってくれました。

　冷静さを取り戻すと、落石は、彼らを押し戻すように進路前方から迫ってきていたように思えました。後退を促した狼たちの危き惧ぐと警告は正しかったようです。

「全員いるね？　初雪たちも無事？」と確認をする上狛。

　山麓に響く落石の音はおさまりつつあるものの、彼らはまだ生きた心地がせずにいます。

「岩に結ばれたロープを見た……？　それマジ？」と上狛が眉をひそめます。

　ほむらが同意を求める視線を向けると、東野も頷きました。

「俺も確かに見ました───あのとびきりデカい岩を、こっちに引きずり落とそうとしたなら、ちょうどあんな風にロープを掛けるはず」

「…………」

　絶句する上狛。すでにハルバードを組み立て、地面に突き立てているギャビーが、周囲に警戒の目を光らせます。

「自然災害とは思えない執しつ拗ようさを感じた。これが罠だというなら、まだその相手は近くにいる」

「おいおい、マジかー」と笑い飛ばしながらも、早瀬は素早く自分の折りたたみの弓を背面のケースから取り出して展開します。

　東野は、廃棄した大刀のかわりに、手元に残された小刀を意識しました。

「……罠って……」

　と呟いたほむらは、つい先ほどの、鼎とブロンテのやりとりを思い出します。

　その時は意味がわかりませんでしたが、鼎は、ブロンテが自分たちを騙だまして罠の場所に連れてきたのではないか、と少女を疑っていたのでした。

（こんなことが、神殿遺跡での雪崩の時にもあった……あの時は結局、予想がつかない自然の脅威だって納得したけれど……本当はおかしな状況だった。もしかしたら人為的に起こされたんじゃないかっていうギモンはあの時もあった───たった今、私たちを襲った落石はギモンどころじゃない……！）

　そんなふうに推理をめぐらせる余裕は、ほむらたちには与えられませんでした。

　彼らの頭上。先端に分銅のついた長い丈夫な組紐を、木の幹にまわしたり、枝に絡ませたりして彼らの頭上に登ったブロンテが警告の叫びをあげました。

「キたぞ……コワラワども」

　他の狼たちに先んじて、白狼の初雪が、低く唸りながら前に出たことに、稲荷はまた身を緊張させます。

「来たって、何がだよ!?」と東野。

「傀儡、だ」

　と、忌いま々いましそうに叫んだブロンテが望む木立の奥に、東野も目をこらします。

　数秒もせぬうちに、カチャカチャと木製の玩がん具ぐじみた音を立て、木立の中から数体の傀儡が姿を現しました。城で働く傀儡によく似ていますが、各所が鮮やかな赤色で塗られています。

　その手には農具ではなく、槍の刃が輝いていました。

　傀儡は、ほむらたちの姿を見つけた途端、まっすぐにこちらに向かって来ました。

「放浪者の、ツカう、傀儡だ。ぶっコワせ」

「て、敵襲ってこと!?　うぇぇぇ」と渋面で唸る上狛。しかしすぐさま、真顔に戻り、部員たちへ指示を飛ばします。「この大木と岩を背に、身を守ろう！　早瀬！　東野！……ギャビーも頼む！」

　呼ばれた彼らはそれぞれの武器をとると、背後の女子部員たちを護りやすい位置をさぐって三方に分かれました。

「───ディドロ！」

　そう叫んだのは、頭上より幹をつたって飛び降りたブロンテです。

　大傀儡が高く掲げた腕に、少女が軽やかに着地すると、大傀儡は少女の言葉を合図に、その体を変形させました。

　甲殻類のようにまとっていた肩部と太ふと腿ももの木製の殻が、ずしゃりと、はねるように浮き上がり、機構が剝むき出しになった四肢がスライドして伸長します。

　ずんぐりとした体格の大傀儡は、今や三割ほどかさを増し、三メートル近い巨きょ軀くを持つ異形の傀儡となりました。

　変形機構によって開放され、空間の生じた胴部に、さっと滑り込んだ少女は、傀儡の懐ふところにすぽりと納おさまりました。傀儡の膝関節の内側に備わるあぶみに足を掛けた彼女は、宙に浮くようにして傀儡と一体化します。

　少女の下半身は傀儡の内股にあり、少女の両腕は自在に稼働する操作腕を追随させていました。

「ロボットに化けた!?」と目を丸くするほむら。

「も、元々魔法のロボットですよ？　というより、もうあれは、傀儡と連動する外骨格では？」と驚きながらも、長篠は冷静に観察しています。

「速い。地球の業務用アシストスーツより機動性がありそうだ」と桃山。

「確かに雨乃並だわ……エクソスケルトンってことね」と鼎がさらに補足します。

　すると、《えくそすけうと》じゃナい！　と少女から抗議の声が届きます。

「ディドロ、だ！」

　赤き傀儡たちは、槍の尖せん端たんで、こちらを威嚇しながら取り囲み、さらに数を増やしました。すでに十体近く。

　その動きには人間ほどの敏びん捷しょうさは見られず、すばるの城の傀儡と大差はありません。厄介なのは相手の数と長い槍です。

「どけ」

　カララ、コロロ、と魔法で強化された歯車の嚙み合わさる、木シ製ロ打フ楽ォ器ンの連打のような音色を奏でながら、ディドロが東野の横に現れました。

　驚きであると同時に、それは東野と稲荷にとっては、かすかに見覚えのある姿でした。

　狩猟小屋からの帰路で目撃した、布をまとった大きな影───破壊され、崖から落ちたあの正体不明の人影の正体に違いありません。

「放浪者に壊されたんじゃなかったのか？」と東野。

「あれは、もう一体の、オンボロだ。だから、トラコサリスにオクレをとった。コンドはマけない」とブロンテ。「トラコサリスは、ブロンテがヤる、いいな」

「……殺すのは駄目だ。あの傀儡たちを止めるために破壊するのは、もう仕方無い。でも、人間を殺すのは駄目だからな、いいな？」

「……フン……ハナれてろ」

　東野に念を押され、不機嫌そうに鼻を鳴らすブロンテ。

　操作内腕マスターアームを大きく振り上げ、外腕をディドロの背面へやると、荷物を結ぶ荷台の太い六角柱の梁はりが、ガチッと音を立てて外れます。しっかりと保持して前へ振り出すと、梁の中央がスライドして延長し、長い棍こんとなりました。傀儡たちに向けて構えたディドロの風ふう体ていは、金剛杖を持つ僧兵か山伏のようでした。

　変形前に、大傀儡の胸に掛かっていた二枚の木札は、それぞれ左右の操作内腕マスターアームの内部に移し替えられ、保護されています。木札に嵌まった《力の石》から、角張った軌跡を描く、光の糸が幾筋も空中に伸び、それぞれの先端が操縦者であるブロンテの指先へと接続しました。

　連結され連動する、光の操くり糸。左側の生身の指先にも、そして、右側の木製の『義手』の指先にも同様に───彼女がディドロを、虚惑星製の外骨格を巧たくみに操ってみせるのは、彼女自身の肉体と、絡繰りの義手との関係とも、決して無関係ではないのでしょう。

「まあ、なんとかなるっしょ」と楽観する早瀬。「相手が傀儡だけならだけどよ」

「早瀬先輩、その弓じゃ、あいつらは射い貫ぬけないんじゃ？　前衛は俺とギャビーに任せて───」

「バーカ、頭を使えよ。それより巧、その小刀のリーチでいけんのか？」

「いざとなれば、あの槍を奪います───それにあのタイプの傀儡なら、対戦済みっすから、俺」

「すばる姫んとこで、そんなこともやってたのか」

　傀儡たちを見据える東野の落ち着きぶりに、ほむらは感じ入ります。

　剣を交える勝負の世界で鍛錬を積み、さらに虚惑星では狼の群れや火蜥蜴サラマンダーを相手にしてきた経験は伊達ではないようです。

　幅広の大木を背に、固かた唾ずを吞むほむらたち。

　彼らに向かって、じりじりと半円形の包囲の輪を縮める赤い傀儡。

　言葉も表情もなく、不気味に迫る傀儡たち。能面の突起があたかも角のようで、赤面の鬼のように映りました。

　前面に出た東野やギャビーに、それぞれ数体ずつが組みとなってにじり寄っていきます。

（相当、風雨にさらされた傀儡たち。ヨサーク二世さんにも似てるけど……いったい何処から？）

　───まず仕掛けたのはギャビー。

「やはり見当たらないか……ではまず、その得物を奪う！」

　突き出された槍をなぎ払い、彼らしい大胆な踏み込みで迫ります。

　対峙する間にいくら傀儡たちを探り見ても、彼らの力の源であり最大の弱点となる《力の石》の所在は判明せず、ギャビーはそのように判断しました。

　ずしりと重い鉄塊を先端に持つとは思えない速さで、斧槍を旋回させて突きをはじき、相手の得物が大きく浮き上がったところで、槍の柄を握る手をさらに痛打。

　指が折れて飛散します。たまらず相手が槍を取り落とし、畳み掛けるように頭部を一撃すると、傀儡は一瞬宙に浮きながら倒れました。

　動く自由を奪いさろうと、膝の関節にとどめを打ち込もうとした矢先───

「くっ……これは……」

　さらなるもう一体の傀儡がギャビーを襲います。

　その間に、倒れた傀儡は無様に這いながら得物へと向かい、そのまますぐに起き上がろうとしました。

「稲荷副部長バイスリーダー！　オオカミたちは後方へ……！」

「わかってる、危険すぎる。こらっ、退がれって初雪！」

　唸る狼たち。初雪が激しく吠え立てています。

「……ハルバードでも一撃じゃ壊せないか。やっぱ魔法で強化されてんな」

　ギャビーの手応えを傍そばで見ながら、傀儡たちの強度を確かめる東野。

　彼は、すばる姫の城での模擬試合を通して、傀儡の利点と欠点を把握していました。

　傀儡たちは、人間のような機敏性は持たないまでも、力が強く、人間のような急所を持ちません。一箇所の器官を破壊したからといって、苦痛や出血で動きを止めることは無いのです。

　なによりも予測が立たないのは、傀儡たちが一切の恐怖心を持たずに、こちらへ向かってくることでした。積極的に相打ちを狙われるような戦法をとられれば、数で劣る自分たちは不利でした。

　しかし、魔法と絡から繰くりで駆動する強化外骨格《ディドロ》を操るブロンテは一人、気を吐いています。傀儡の群れに飛び込んだかと思うと、一体を足下に踏みつぶし、振り回した金剛杖でさらに二体を高々と吹き飛ばします。

　好都合なことに、傀儡たちはディドロを標的ターゲットとしては認識せず、操縦者のブロンテ自身を執拗に狙ってきます。そのため攻撃のタイミングにワンテンポ遅れが生じるようでした。

　傀儡同士の暴風のような立ち回りのなか───吹き飛ばされながらも、しぶとく復帰した赤い傀儡が、素手のままディドロの背面に飛びつきました。

　張り付かれたまま、ディドロの胴体ごしに廻された傀儡の手が、ブロンテの顔面へと摑みかかります。

「ウッ……」

　とっさに顔をかばうブロンテ。動きを忠実にトレースしたディドロが、金剛杖を落とし、身をすくめて硬直します。その隙を逃さず前方の二体の傀儡が、ブロンテに槍の狙いを定めます。

　しかし───

　その場に駆けつけた東野が、正確な一撃で、傀儡の肩関節の隙間に小刀をねじこみます。ぎぃっと動きを止め、垂れたその腕を摑んで、ディドロに張り付いた傀儡を引きずり落としました。

　間一髪、ブロンテに視界が戻り、喉元と胴に突き込まれた槍の柄を両手でがっしりと摑みます。そのまま二体の傀儡とじりじりと力比べをしながら、少女は顔を真っ赤にして振り返りました。

「……トーヤ……ヨケイな、コト、するッな……！」

「ああ、そうかい！　っとお」

　東野は傀儡を勢いよく蹴り倒し、その場にうつ伏せに倒れた相手に馬乗りになると、既に目星をつけていた継ぎ目に全体重をかけ、小刀の切っ先を食い込ませます。

　傀儡が構わず東野ごと立ち上がろうと跳ね上がったのと、傀儡の背面からブロック状に組み合わされた木片が砕けてはずれ、その奥の空間から、赤い石の嵌はまる、細い木札が飛び出たのは同時でした。

　たちまち傀儡は動きを止め、その場にくずおれます。

「石は背中だ！　でも、先に動きを止めないと！」

「マカせろ」

　請け合ったブロンテは、ディドロを操って二本の槍を奪い取り、敵傀儡同士を激しくぶつけ合わせました。
















　───上狛と桃山の二人が、携帯オペラグラスで、周囲の森を手分けしながら監視しています。

「桃山くん、そっちどう？」

「いや、何も」

「何を捜されてるんです？」と問う長篠に、桃山が答えました。

「傀儡の持ち主を───不自然な落石もそうだし、傀儡たちだけが勝手に襲ってくるとは思えない。どこかでこの状況を観察している何者かがいるはず」

　さらに上狛が言い添えます。

「そう。仮にあたしが敵の立場で、こっちを確実に仕留めようとするなら、傀儡で逃げ道を塞いだあとは、遠くから飛び道具で射かける。前衛はどうせ人形だもの」

　飛び道具という言葉を聞いて、はっと長篠が身をすくませると、上狛は、

「もちろんそんなことさせない。あなたたちも何か見えたら教えて」

　と安心させようとします。

　前衛役の傀儡。よく目立つ赤い塗装。ならばあれだけ各所に、矢や刀の傷らしき損傷を負っているのも納得できます。しかし、この虚惑星で戦争を生なり業わいとしている者たちが存在するというのは、まだほむらには信じがたいことでした。

　素早くリュートを取り出した上狛に気付いたほむら。

「もしかして……正八面体オクタモデルの併用を？」

　と尋ねると、上狛は緊張する状況の中でも小さく微笑みました。

「そう。ほむらにしては上出来。あたしにとっては五分五分の賭けなんだけど、いざとなったらやるしかない」

「以前の日ひ吉よ坂こ高ーのミッションじゃ、ひどい目に遭いましたからね」と顔をしかめて笑う桃山。

（吟遊詩人バード特有の音階再現に特化したドデカモデル正十二面体と、気体圧力を制御する正八面体オクタモデルの、二つの多面体モデルの併用……）

　その意味するところはおそらく、

（超音波による可聴域を超えた演奏……そして旋律フレーズに、指向性を持たせる……！）

　上狛倖は以前、やろうと思えば、癒やしや精神高揚の旋律ばかりではなく、人間にとって多大な不快感ストレスを生じさせる旋律フレーズも弾くことが出来る、と教えてくれました。高周波を利用した、暴動などで市民の撃退に使われる音響装置と同じ原理なのだそうです。

　ただし、それを使う機会は限られています。上狛自身が言ったように、指向性の制御に失敗すれば自分たちも被害を負いかねません。

（私も、私もなにか───）

「あの、私ちょっと、ファイヤーボールとかで後方からの支援を……！」

「やめとけ」「やめましょう」

　上狛と長篠にたてつづけに諭されるほむら。

　さらに鼎までが、肩を摑んで念を押します。

「だめよ。傀あ儡れが火を怖がるとは思えない。接近戦に持ち込んで、たＰいトまーつチで一瞬で関節を炭化させでもしないと」

「あ、はい……」

　確かに類焼して、自分たちが火に捲かれるような事態となっては、本格的に逃げ場を失います。

　多方向に対処を迫られる厄介な状況。数に飽あかせて、踏み倒されても腕を吹き飛ばされても、執拗に何度も襲いかかってくる傀儡たち。

　ギャビーとブロンテのディドロのおかげで、敵の持つ武器を奪うことは出来ても、《力の石》を奪えた傀儡はまだ二体にすぎません。

　状況を変えたのは早瀬でした。

　それまで、細かく移動しながら安全な位置に陣取り、前に立つ三人に警告を発していた早瀬。彼自身はといえば、その手元で何か仕掛けを作っていました。

「よっと」

　湿地に育つガマの穂に似た、先端に螺ら旋せん状に白い繊維を巻き付けた矢を放ちます。

　カッ、と音を立てて傀儡の胸に刺さったその特殊な矢は、衝撃をスイッチに、樹脂製のバネ仕掛けが展開し、逆向きに開いた傘のように、細かな編み目のネットを投射しました。

　狩猟用の仕掛け矢です。以前に探検部内で話題となった、大型獣対策用の槍の小型版といったところ。

　ネットにボディを覆われた傀儡は、まったく意に介さないように見えましたが、段々と四肢を絡ませ、自分自身の身動きを封じて、しまいには転倒しました。

　一時的な無力化成功です。

「そんな便利なモノがあるなら、早く使いなさいよ、リョウ！」と叱咤する鼎。

「うっせーな。こんな数を相手に狩猟したことなんかねえから、たいして持ち矢が無ねえんだよ」

　新たな標的に向けて弓を引き絞りながら、ぼやき返す早瀬。

　どうやら彼は予備の矢の準備に時間を取られていたようです。あるいは、力の石の在あり処かが判明し、捕ほ縛ばく後ごに傀儡を完全に無効化できるようになるまで、あえて攻撃を控えていたのかもしれません。

　早瀬は、背後を取られないポジションへ移動を繰り返しながら、まだ武器を残している傀儡を狙い、味方の攻撃の合間を縫って仕掛け矢を放ちます。

　そのたびに、傀儡たちは面白いように網に絡まり、次々に倒れました。

「いい感じじゃない！───ん……？」

　早瀬のやり口に感心した稲荷は、ディドロの変形時に下に落とした荷物にふと目を留めます。

「───早瀬くん、これ使えるんじゃない!?」

　ちょうど仕掛け矢を射うち切った早瀬に、稲荷が投げ渡したのは、日吉坂高の調査で使う測量用巻き尺メジャーでした。

「おっ、サンキュー稲荷さん」

　すぐに意図を察した早瀬が、巻き尺を受け取ると素早く、繰り出します。

「巧、そっちの端を持て！　何かに縛れ、指ちぎれるぞ！」

「はい！」

　すべて繰り出され、二重にした巻き尺の両端を持った早瀬と東野。

「ギャビー！」

　準備を整えた東野が叫ぶと、汗だくのギャビーが頷きました。

「わかった！───ブロンテ、一旦退がって！　あとは彼らに任せよう！」

「イヤだ。ゼンブ、タタき、ツブす」

「いいから！」

　残る四体の傀儡。ギャビーはその四体が一団の塊になるように、手近な傀儡を突き飛ばし、その反動で跳躍しながら後退。

　入れ替わりに、東野と早瀬が伸ばした巻き尺を広げ、徒競走のゴールランナーを逆に迎えに行くかのように、傀儡たちを捉えます。そのまま二人は背後で交こう叉さ。抵抗する傀儡たちを、押し込めながら、逃さぬように引き絞り、さらに巻き尺をぐるりと巻き付けると、相手は身動きが取れなくなりました。

　早瀬のネットの矢で倒れた傀儡たちは、狼たちが群がって押さえこみます。桃山と稲荷も加わって、一体ずつ背面から力の石を取り出していくことで、ようやく全すべての傀儡の動きを止めることが出来ました。




　その後も、ほむらたちは恐る恐る警戒を続けましたが、さらなる加勢が姿を現すことはありませんでした。

　大規模な落石で危険の増したルートへの進入は避け、来た道を引き返します。目的地も日吉坂高キャンプから、旧青藍キャンプへと切り替えて向かいます。

　一刻も早く地球へ帰還するための決断です。荷物の一部は回収がかなわず、危険地帯に置き去りに。半壊した赤い傀儡たちもまた、放置せざるを得ませんでした。

　傀儡たちから苦心して取り出した《力の石》───すなわち精霊石は、ブロンテが、

「この石を、おマエたちがモっていても、シカタない。放浪者にモやされた、傀儡のタシにスル」

　と強硬に主張し、上狛の手から奪い去りました。

「それはまた一方的な───ああっ、こら！」

　そんな自分本位なブロンテを、東野がたしなめます。

「おい、せめて半分は残してくれよ。地球でだって、その石に使い道が無いわけじゃないんだぜ」

「シったことか」

　魔法式の外骨格から、再び荷運び用の大傀儡へと変形して戻ったその肩に座る、褐色の少女はまったく聞く耳を持ちません。

「ちゃんと用心棒役を務めてくれたのは感謝してるけどな、ブロンテ」

「……チッ」

　舌打ちしたブロンテは、ほんの一個ほどの石を、東野の手にぽとりと落として返しました。傀儡から力ずくで取り出そうとした際に、木札が割れて石単体で露出してしまったものです。

「あ？　一個だけかよ？」

「……ダマれ」

　と渋々、もう一つだけ石を投げてよこします。

「やれやれ……」

　溜め息をつきながら、あらためて手の中の石を見つめる東野。おそらくは準位四に相当する精霊石です。

　すばる姫の傀儡たちが持つ石より、さらに小さく感じられました。すばるの傀儡はかなり複雑な農作業をこなしますが、もしかすると、さきほど戦った傀儡たちは、戦闘を中心とした専門的な符丁を覚え込まされているのかもしれません。




　失意の道すがら、長篠は上狛に尋ねます。

「上狛部長……緊急離脱ディス・エンゲージは考えなかったんですか？　確かに大人数ではありましたが……」

「……悪い。怖い想いをさせてしまったよね。もし本当にこの地に敵がいるんだったら、そいつを見極めたかったんだ」

「そう、ですね……確かに。放置は出来ない問題です」長篠は神妙な表情でうつむきます。「結局、傀儡の操り手は現れなくて、それを果たせなかったのは、良かったのか、それとも不幸中の幸いだったのか……」

　稲荷は、あまり気の進まない様子で、匂いを辿ってオオカミたちに追跡させることも出来るとは、申し出ましたが、上狛はそれを断りました。

「ブロンテ、あとヤマイヌくんたちも、急いで城へひきあげてもらった方がいい。ベースキャンプまで送ってもらえるのは助かるし、それで本当に充分だよ」

　───やがて虚惑星の少女の予見通り、しとしとと小雨が降りはじめました。

　簡易な雨具を羽織っての、寡黙な後進が続きます。

　ギャビーも早瀬先輩も、自分の得物を収納しないまま備えています。その姿には、まだ非常事態が続いていると嫌でも認識させられました。

　以前のほむらは、御陵部長や東野が、地球の生活では見かけない珍しい武器を手にしているのを見ると、どこかワクワクしたものですが、今はそんな気分にはなれませんでした。

（私たち、また……この道を歩くことがあるのかな……？）

　そう考えると、陰鬱な気持ちにもなりますが、それでも虚惑星の秋が訪れれば、素晴らしい紅葉で愉しませてくれた思い出のあるルートです。

　降りしきる冷たい雨のなか───

　前方を行く東野を窺うほむら。

　赤い傀儡たちとの乱闘で、探検服は引き破れ、腕にはあざを作っていました。

　油断をみせずいまだ緊張を保っている、真剣そのものの東野の横顔。

「…………っ……」

　喉元まで言葉の出かかるほむらに、まだ記憶に新しい辛辣な言葉がよみがえります。




　───何も感じてないんだな？───と。




　胸のうちで、幾つもの反論が浮かんでは消えていきます。

　ただ彼を笑顔にする言葉だけは、まだ何も浮かびませんでした。
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　───冬の平日。

　本ほん馬ば技ぎ研けん。ロボット開発室。

　四階建ての施設の最上階にある、実験室ラボ。

「───そいつは、大興奮エキサイティングだったな」

　脳波スキャナの操作卓コンソールと手元のタブレットを行ったり来たり調整しながら、白衣の長身の男性が、他人事のように笑いました。

「大興奮て……こっちは死にそーになったんですけど」

「ちょっとした参加系アトラクションだ。リセットは利かないが、料金は無タ料ダだ。面白かったろ」

「ぜ、全然！　参加系っていっても私は、後ろから見てるばっかりでしたし」

　自分で言っておきながら、あらためて不甲斐なさに肩を落とすほむら。

　まだ今日は、虚惑星から地球へ帰還したばかりの翌日でした。

　しかも本来なら、探検部と学校からのはからいで休養日となっていたにもかかわらず、この失礼な大先輩、舎人とねり蒼空すかいから遠慮なく呼びだされたほむら。

　目的は、新たな機材を用いての二度目の脳波サンプリング試験。

　たしかに以前より、舎人と約束を交わしていた重要案件ではありましたが、雨乃が一緒に試験につきあってくれなければ、断固、召喚を拒否していたところ。

　眉をひそめ嘆くほむらに、舎人はまたしれっと答えます。

「なんだ、それこそ、きみやユリが学んできた魔法の見せ場だろ。相手が非生物なら、何の気兼ねもなく魔法を試せる絶好の機会だったのに」

「ちょ……そんな気易く試すわけには参りませんでしたってば！　味方に被害が出るかもしれなかったし、危険な魔法をいきなりとか……」

　あれ？　それはちょっと事実の認識からズレているような。まあそれはともかく、

「そうですよ？　舎人主任マエストロさん」と横から身を乗り出す雨乃。「だいたい、ほむらさんたちが襲われた場所には、魔法戦士の御陵部長も、魔術師ウィザードの大嵐副部長もいらっしゃらなかったんですから。もちろん、大変遺憾ながらボク自身もですが……」

　舎人は雨乃に肩をすくめてみせます。雨乃が自分をマエストロと呼ぶ時は、皮肉のニュアンスがあると知っていました。

「……つまり、魔法には頼らず正解だったって？」

「そうです！　皆さんが無事に帰還してくださったことが、何よりの証あかしです。上狛部長は最適な判断をされました！」

「くだらんな。怪我したくないんだったら、わざわざ虚惑星なんぞ行かなきゃいい。しかもなんだ、ガブリエッラも同行していたのなら、多少の負傷なんか問題無いだろ。使えるものはすべて使え」

　と、とにかく口の減らない舎人。

「ご自分の従妹いとこを、そんなふうに道具みたいにおっしゃるなんて、もうっ」

　頰をふくらませて憤慨する雨乃。

　彼女はほむらの隣で、診察用の寝台にちょこんと腰掛けています。

　そんな彼女の表情豊かな仕草を見ていると、ほむらは、随分ほっとさせられました。

　危険な綱渡りが続いた冒険の恐怖と、これからどうなるのかわからない不安を、すこしでもやわらげてくれます。

（ふぅ……でも、家に一人でいるよりは、ずっとよかったのかな……舎人さんはきっと自分の都合を優先して召喚したんだろうけど）

　共に試験を受ける雨乃は、いつものパーカーを羽織っていますが、下はぴったりとしたボディスーツです。以前、路ろ灯と沙さ毬まりが身に着けていたものと同じデザイン。体表に数ヶ所設けられているメンテナンス用カバーの形状に合わせて、スーツにも着脱式のシームがあり、部分的な露出が可能になっています。

　脳波を計測するだけのほむらは、私服ではなく、本馬技研のなかでも堂々と動きやすい学校制服を着用。虚惑星の酷暑から、日本の真冬へと逆戻りして、いつものこととはいえ体調をおかしくしてしまいそうです。

　タブレットを操作しながら、舎人が言いました。

「さっさとスキャンに入りたいところだが、一応、簡単な事前説明もしとこう」

「あ、はい。簡単な説明なら私も歓迎です。数式とか、英語の略語とか、全然入ってきませんので」

「なんだって？」

「十分な合意インフォームド・コンセントが得られなかったら、断ってもいいんですよ、ほむらさん？」

「おっけー」

「べつに大手術をするわけじゃあない。無害な検査だ。そしてこれからするのは、説明というよりは、事実の確認だ」

　椅子にふんぞりかえり足を組んでいた舎人は、手にしていたタブレットを操作卓に放り出し、体を前に倒しました。

「───こちらで独自に調べさせてもらったが、ヒノオカ、きみは過去に雨乃と直接会っているようだ。その時のことを記憶しているか？」

　舎人は直入に尋ねてきました。

「……私が？　雨乃ちゃんと？　い、いえ」ぎごちなく首を振るほむら。「私と、アメちゃんが、昔どこかですれ違ってるってこと、ですか？」

「ふむ」と舎人。「雨乃はどうだ」

「ボクは……ちょっとだけ覚えています。ほむらさんと会ったのは、まだボクが、今の沙毬ちゃんとも変わらない背格好のセカンドボディの頃でした」

「そうだったの？」

　うなずく雨乃。

「はい。最近、思い出したんです。舎人主任マエストロさんと稚鮎さんが、お話ししているのを聞かせて頂いている時に」

「へぇ、へえー！　って、じゃあなんで私は、そのことを全然覚えてないの？　やっぱり馬鹿だから？　よよよ……」

「まあまあ……あ、このタンコブですね」

　呻きながらほむらが抱えた頭を、雨乃が撫なでます。

「探査機の記憶の形態は、人間とは異なる」

　舎人が説明を続けます。

「雨乃の行動は、基本的に記録として残されている。特にセカンドボディでは、精霊石から独立したブラックボックスとして、行動記録装置、いわゆるライフロガーが備わっていた。これを調べれば、雨乃の身の回りで起きたことは全すべてわかる」

「えっ！　それって……」

　盗撮とゆーか盗聴とゆーかごにょごにょ……と口ごもるほむら。何やら大変な話を耳にして焦ります。

　しばらく前に、この日本でも（外国ではもっと以前から）、自分の行動や体調のみならず、見聞きする外部の事柄や、関わる人間すべての情報を二十四時間途切れなく継続してネット配信して公開する、ヒューマンロガーと呼ばれる人種が現れて、色々と社会問題になったのです。

　ほむらの懸念を察して、舎人は首を振ります。

「安心しろ。今はもう記録はしていない。沙毬にも同種の記録装置はもう搭載していない。最低限のテレメトリ発信装置だけだ。

　もとから俺は、ブラックボックスの搭載に反対だった。常に監視されているという意識的な圧迫は、確実に人格を歪めてしまうだろう。どのみち独立した電子部品である行動記録装置は、虚惑星では作動不良を起こすのだから、探査機としても全く不要なものだ」

「そ、そうですか……」

　と、ほむらは胸をなでおろしました。舎人が言葉を続けます。

「雨乃の成長のケースでは、その人格育成上の弊害を、国やＵＮＰＩＥＰに対して理解してもらうことが出来なかった……保安上の問題から、どうしても記録装置を搭載せざるを得なかった───保管しておいた記録そいつを、先日、チアの奴と雨乃自身の許可を得て、開封させてもらったんだ」

（なるほど……）

　藤森顧問の自宅で共同生活を営んでいる雨乃の記憶ですから、これは藤森のプライバシーにも関わってくる問題なわけです。そこに、ほむら自身が関わってくるとなれば……おのずと雨乃との接触の機会は限られました。

「ただまあ、解析するよりも早く、雨乃本人が思い出したわけだが」

　舎人の弁に小さく驚きながら、ほむらが尋ねます。

「……ねえアメちゃん？　以前にアメちゃんは、小さい頃の自分はまだ物心がついてなかった。そんなこと言ってたよね」

「はい」

「じゃあ、雨乃ちゃんは、昔のことを忘れることもある……ってこと？　記憶容量がいっぱいとかで」

「えっと、どう答えたら……」思案する雨乃。「その答えは、いいえ、なのかな。ボクは過去の経験を全すべて覚えています。一応そういうことらしいです」

「らしい……って？」

「光量子メモリとしての、精霊石の容量は極めて大きい」舎人がぽつりと言い添えます。「歴史上全人類の起こしたすべての文書情報を格納しても、まだ余りある」

「ワオ……けれどそれは、雨乃ちゃんが自由に思い出せるわけではない？」

「───そうだsi」神妙な様子で頷く舎人。「過去の日時を指定して、フィルムを巻き戻すようにはいかない」

「なので、何を思い出すかは、ボク次第なんだそうです。ボクはまだ不完全なデコーダー……そうですよね？」

「デコーダー？」

　傷ついた表情を浮かべて舎人は雨乃を見返しました。質問を口にした雨乃本人も、ハッとしました。

「俺は……お前にそんなことを教えた覚えはない、雨乃。誰が吹き込んだんだ、そいつをクビにしてやる……いや、いい。何者であれ完全な人格なんてものは、必要無いものだ───まあいい、ヒノオカの記憶の件に戻ろう。そろそろそちらも記憶を整理できてきたか？」

　おずおずと答えを口にするほむら。

「以前に……音おと羽わ中にいた頃に、私、藤森先生と会っています。学校でＩＥ適性試験を受けた時に。それは青藍高校に入学してから、藤森先生本人に指摘されてようやく思い出したことなんですけれど、でも、一応ぼんやりとは覚えていました───」

「そsうi、ヒノオカ・ホムラ。三年前の春、音羽中学に在籍していたきみは、ＩＥ適性試験を実施するために学校を訪れたチア、藤森稚鮎と接触している。藤森稚鮎は、その際に、当時セカンドボディだった幼い雨乃を同行させていた。試験のあと、きみはチアからの勧誘を受けたが、結局それは断って帰宅しようとした───その時にきみは校庭で転倒し、意識を失った。その第一発見者が、雨乃だった」

「…………」

　無意識に自分の後頭部を手でおさえるほむら。かすかなタンコブの感触。

「ベテルギウスの日……でしたね」

　今は亡き巨星の名を口にしたほむらを、舎人はじっと見つめました。

「そうだ。あの超新星爆発で、世界中が混乱に陥った。突然の昼夜逆転に驚いて交通事故も多発した。早とちりしたバカが勝手に死んだり、乱射騒動すらあったな。その日のきみについては転ぶ程度で済んだ。その時にヒノオカ、きみは雨乃と一緒にいたんだ」

「稚鮎さんは、倒れていたほむらさんを介抱して、校医さんのもとへ運んだそうです。ボクもそれに付き添った……と思うんですよね」

　と少し自信がなさそうに語る雨乃。

「そっか……あのタンコブ事件のせいで私、雨乃ちゃんのことをよく覚えてなかったのか。いつのまにか私、保健室のベッドに寝ていて、気がついたら月つゆがいて……そのあとお母さんが迎えに来たのは覚えてるんだけどな。ハハ、私も不完全なデコーダーだ」

　腕を組んで思案する舎人。

「同じ日に出会ったチアのことまでは、忘れず覚えていた。雨乃のことだけが、すっぽり抜け落ちている。それはなぜだ？　ブラックボックスには、きみが雨乃と会話を交わしている記録も残っていた。いったいその差はなんだ？」

「はあ、私、小さなアメちゃんと、何を話していたんですか？」

「他愛も無い話題だ。男に振られたとかな。そんなのはどうでもいいが───」

「どうでもって……ぐ、ぐぬぬ、私のプライバシーがっ」

　気を取り直して続けるほむら。

「そんな私や雨乃ちゃんの記憶のあやふやな出来事が、これから試験する脳波サンプリングとも関係があるんですか？」

「勿論ある」力強く言い切る舎人。「今日の試験では、ヒノオカと雨乃を同時に計測しながら、外部刺激への反応をみる。もしこの結果に相関性があれば、ヒノオカと雨乃には何らかのリンケージがあることが確実になる」

　それまで、ほむらが漠然と感じていた、雨乃とのつながりが明らかになるかもしれないとあって、嬉しい気持ちになりましたが、舎人の表情はあまり歓迎しているようには見えません。

（そ、それはそっか……アメちゃんは虚惑星探査機の代表なんだものね……）

　探査機として予測のつかない振る舞いをしたり、人間に予期せぬ影響を及ぼすとあれば、舎人の探査機プロジェクトにとっては重大な問題となってくるのは、ほむらにもわかりました。

「……その結果は、もう一つの推論を推し進める重要な根拠となるだろう。ここからは推測になるが」

　ほむらと雨乃を順に指差す舎人。

「雨乃はきみの一部をコピーして受け継いだ。そう俺は踏んでいる」

「えっ？　コピー？　私を？」「ボクがほむらさんをですか？」

　舎人の言葉にはほむらも雨乃も驚きました。

「ヒノオカ、きみが無意識に思い出さないようにフィルターしている情報を、雨乃もまた、潜在意識下に置いてアクセスを避けている。言語化しようとすらしていない───なに、人間ではよくある防衛反応だ。きみが異常者というわけじゃない。しかし、雨乃がそれを受け継いでいるとなれば、話は別だ。機構を詳しく解明しておく必要がある。

　ちまたでは、子供は親のコピーだとか言うだろう。まだ物心のつかない……飛躍的な成長を続ける不安定な精霊石は、人間の幼児と変わらない。光回路の中核カーネルを獲得した精霊石は、自己組織化を進めながら、人間の振る舞いを模倣しようとする性質がある。ヒノオカと出会った雨乃は、接触期間こそごく短時間だったが、ヒノオカから強い影響を受けた……」

　こめかみを押さえて、困惑するほむら。

「ちょ、ちょっと待ってください……えっと、でもそれは本当に短時間の話で、人格に影響を受けるとかは、それこそ親子関係だったりの場合ですよね。一緒に家で暮らしたりとか、そういう間柄でないと。だから雨乃ちゃんが影響を受けるとしたら、舎人さんか、でなければ一緒に暮らしてるモリちゃんになるはずでしょう？」

　舎人に詰め寄るほむら。

「第一、雨乃ちゃんが私の一部をコピーって？　なにを、どうやって？」

「それは当然、魔法だろう」

　平然と言い放つ舎人。

「虚惑星でもないのに!?　だって、音羽中の、校庭ですよ？」

　自分がからかわれているのかと、不満をあらわにするほむら。しかし舎人の態度はいつも通り平然として、少し人を馬鹿にしたような微笑を浮かべています。

「ヒノオカ。魔力は何から生まれるか知っているか？」

　少々あらたまってそんなことを聞いてきます。

「えっと……魔力は天体の運動と深い関係があるって教わりました。あと、人間の精神活動からもですよね？　でないと、私たちが虚惑星で魔法を使えません」

　諸説あるという前置き付きでしたが、大嵐岬はそう語っていました。同じく府立南雲の七なな久く保ぼ小さ枝えからも概略を教わりました。

「そうだな。その二つが見方を変えた同じ現象だとしたら？」

「え……？」と首をかしげるほむら。

「天体の運動と、人間の精神活動がですか？　どういうことでしょうか？」

　それは雨乃にとっても初耳だったようです。きょとんとしている二人に、舎人が続けます。

「……いや、忘れろ。魔力については、まだ仮定の話だ。それについては語らないでおく。今は精霊石の性質に注目して説明する。

　虚惑星は物質として存在しているわけじゃない。数学的な存在───言い換えるなら魔法の集合体だ。途方も無く巨大な呪文の体系だ。そして、チャンドラー爺じじいの転リ送ン環グを使うことで、物質から魔法へ、魔法から物質への相互変換が可能となった。そのなかでもっとも純度の高い結晶が、精霊石だ。

　つまり精霊石とは、文字通り、虚惑星の一部だ。虚惑星ならば魔法が使える。虚惑星上で、魔法使いが世界の一部と自然現象を改変するように、精霊石に働きかけてもおかしくはない」

「…………」

　ほむらは舎人の言葉の全すべてを理解できたわけではありませんが、彼が言わんとしていることは伝わりました。

「私が……雨乃ちゃんに、雨乃ちゃんの精霊石に、魔法を掛けた？」

「そういうことだ！　あるいはその逆なのかもしれんがな！　そいつを、これから調べてみようじゃないか」

　さまざまな不安材料を見せつけながら、舎人は自分の膝を叩いて立ち上がると、試験に取りかかりました。

　あの日、華々しく輝いて生涯を終えた巨星ベテルギウスがどう関わっているのか。その場では舎人は口にしませんでした。あえて話題を避けていたのかもしれません。

　───脳波スキャナを頭に被り、舎人から出される問題に答えたり、映像を見せられたりする心理テストのような試験が一時間ほど続きました。

「集中力がガタ落ちしてるな」タブレットを睨んで渋い顔の舎人。「一旦、休憩にする。四十五分したらまた戻って来い。アカドに珈琲でも淹いれてもらえ」

「は～い」

　舎人の表情からは、まだ試験結果の趨すう勢せいは読み取れません。




　一旦、実験室ラボを離れるほむらと雨乃。

「はぁ～～なんだか難しい魔法を使うよりも数倍疲れたよ～。てっきりアメちゃんと一緒にやるのかと思ったら、アメちゃんはほとんど別室だしさあ」

「お疲れ様でした。もうちょっと頑張ってくださいね」

「そういえば、沙毬ちゃんはどうなの？」

「毎日リハビリメニューをこなしてますよ。もうほとんど問題はないみたいですけれど、確認しておくべき項目が多くて……。メジャーチェンジに再挑戦するには、まだしばらくかかりそうですね」

「そっかぁ……ん？」

　雨乃が目くばせしながら、通路の先を指差しました。

　誘われるまま寄り道した先は、施設内のモデルルームでした。

「あっ……沙毬ちゃん？　それと……」

　ガラス張りの室内では、椅子にかけた沙毬が机に向かっていました。机には大きな書類ファイルが何冊も積み上げられています。

　沙毬に付き添っているのは、舎人の補佐役の女性技術者である赤あか土ど苳ふき子こでした。

　沙毬は、あいかわらず、その赤土が調達してくるという可愛らしいドレスに身を包んでいます。

　傍から見る室内の光景は、なんだかお嬢様に勉強を教える家庭教師ふう。さらに白衣を着た記録係の技術者が二人、その脇で沙毬を見守っていました。ほむらたちはその様子をこっそりとのぞき見ます。ガラス壁はよく防音が利いていて室内の会話は届きません。

　すると、すぐに沙毬が気付いて、こちらを振り返りました。赤土に許しを得ると、机を離れてこちらにやってきます。

　ぱたぱたと歩み寄り、ほむらたちとガラス壁越しに向かい合います。

「──────」

　ほむらを見上げて口を動かした沙毬の声は小さく、くぐもっていて聞き取れません。

　隣の雨乃が、指先でガラス壁をなぞる操作で、壁に内蔵された通話機能がオンになると、すぐに明瞭な音声にとってかわりました。

『───おおきに、雨乃ちゃん』

「沙毬ちゃん、元気？」とほむら。

『大丈夫ですぅ。ご心配おかけして、えろうすんまへん』

　ぺこりと頭をさげる少女の姿と、いつもの沙毬らしい言葉遣いを耳にして、ほむらもほっとしました。その場にしゃがんで、ガラス越しにこっそりと話しかけます。

「赤土さんと、なにしてたの？」

『ＨＯＬテストですえ』

「えいちおーえる……？」

「ＨＯＬテストはですね」とていねいに説明する雨乃。「高階述語論理High-order predicate logic試験のことで、その内容は一般化されたフレーム問題に関する判断性能テストです。ボクたちのような人工知能にとっては、基礎的でとても重要な……ええと、とにかく大切なリハビリチェックのひとつです」

　眼球をグルグルさせだしたほむらに、雨乃は説明を簡潔に切り上げました。

「そ、そーなんだ……うん。沙毬ちゃんも、アメちゃんも、それに私も、テスト三ざん昧まいだ。よしよし、お互い頑張ろうね！」

　励ましつつも、嘆息したほむらがガラスについた手に、沙毬はふと、自分の手のひらを重ね合わせました。

　それを見た雨乃もまた壁に片手を置きました。

　ほむらと雨乃に合わせ、ガラス越しに両手を置いた沙毬は、にこりと微笑みました。

　白い小さな手のひら。本当なら、もう雨乃と変わらない大きさになっていたはずの。




　───沙毬のいた部屋をあとにした二人。

　舎人主任はあんなことを言っていましたが、多忙そうな赤土女史を手間取らせるのはさすがに気がひけて、飲み物と休息場所を求めて階下のラウンジへと向かうことにしました。

　ボディスーツのまま実験室を出てきた雨乃の姿に、ほむらはなんだか気恥ずかしい想いをしていたのですが、すれちがう研究員たちには慣れた光景らしく、誰も気にしていません。

　移動中に雨乃がおずおずとほむらに尋ねます。

「ほむらさん……虚あ惑ち星らで、巧さんと何かあったんですか？」

「ん？」

「昨日、お戻りになった時もそうでしたし……それに今日、本馬技研こちらに来る時の車内でも、なんだか静かでしたし……」

　藤森顧問の運転する愛車で、本馬技研まで送り届けてもらったほむら。同乗していた東野とほむらに、ほとんど会話がなかったことを、雨乃は気にしているようでした。

　ちなみに、御陵部長と稲荷の二人は、日吉坂高の上狛たちと連れだって、部長クラスが集まる探検部の臨時ミーティングです。結局、ゆっくりと休養日を過ごせている部員が一人もいませんが、それも致し方ないこと。それだけ色々な発見と重大な事件が、先のミッションではあったのです。

　そんななかで雨乃が一番気にしているのは、ほむらのことでした。

「……ちょっとね。また喧嘩しちゃってさ」

「喧嘩……ですか」

「全然たいしたことじゃないの。私が悪かったんだけど、まだ謝ってなくて」

「…………巧さんは、そこまで根に持つ人ですか？」

　ほむらの目をじっと覗き込む雨乃。

「んん？」

　妙に鋭い指摘に、ぎくりとさせられるほむら。

「もしかして、お二人のどちら側にも納得できないことがあってそれで───」

「ま、まあまあ、今日はそんなのいいじゃない。ただでさえテストテストで大変なんだから。モリちゃんのとこに行ってみよう？　きっとラウンジだよね、私も喉渇いちゃったし」

「うーん、でもですね……」

　不服そうな雨乃を引きずってラウンジへ向かうと、見慣れた顔のそばに、どうやら初めて見る女性の姿がありました。

　ラウンジの丸いテーブルに、対面で向かい合う藤森と東野。

　初見のその女性は、東野のごく間近に椅子を寄せて、一見とても姿勢よく背筋を伸ばして腰掛けているのですが、よく見ると東野側に傾斜して肩が触れ合わんばかりになっており、東野もそれに合わせてか、露ろ骨こつに脇へ身を逃がしています。

（んん？　本馬の人じゃ……ない？　ゲストカードも提げてるし）

　ドリンクを手にやって来たほむらに気づいた藤森が、手を挙げて合図します。

「よう。そっちは終わったのか」

　なにやら会話中だった藤森も、ほむらたちの姿を見て「助かった」という表情。

「まだ休憩時間中です」

「そうか。まあ、来いよ。紹介するから」

「───日ノ岡さん？」

　藤森に促されるよりも前に、女性は立ち上がると、ほむらにしとやかに頭を下げました。御陵部長を思わせる美しい所しょ作さ。

　身長は、藤森よりはぐっと低く、ほむらよりはやや高め。ミントグリーンのシンプルなワンピースを着ています。

「初めまして、日ノ岡さん。穴太あのお刀とう花かです」

「は、はい」

　やや珍しい響きの名前には聞き覚えがありました。

「……あ、あれ？　装備課の穴太さん……ですか？　ほんとに？」

「はい。ＵＮＰＩＥＰ装備課には、穴太はわたしひとりです。穴に、太い、と書いて穴太あのおです。直接お会いするのは初めてでしたね、日ノ岡さんとは」

　少女のように若々しくも落ち着いた口調。ふんわりとした髪を、頭の上で職人風に結んでいます。どこか作務衣でも似合いそうな、ちょっと変わった雰囲気。

　本馬技研は、白衣をひるがえす技術者か、つなぎを着た機械いじり好きなボルトアンドナットガイ（またはレディ）ばかりなので、穴太のフェミニンな雰囲気は、はっとするほど目立ちました。それゆえに、ほむらも騙されそうになります。

　テーブルの下にはゴルフバッグ程もある、不釣り合いに大きな荷物が置かれていました。

（むむむ……）

　まじまじと相手を見つめるほむら。

　彼女の言葉が本当なら、ほむらは探検部のネット端末を介して、メールでやり取りを交わしたことがあります。特に、ほむらが愛用するところの熊用撃退スプレーについては、彼女からのリクエストに応じて、ビデオ通話で改良の相談をしたこともあるのですが……

（ええっ……？　あの人が、この、ふにゃっとしたお姉さん？……ま、まったく同一人物には見えぬのですが……）

　記憶の中のスクリーンの向こうにいた女性とは、まるで別人でした。

　初見時の彼女は、しゃがれた声で、髪もぼさぼさで、いかにも寝不足そうでした。口調もごく淡々として事務的で、乱暴ではないものの、とても親しみを感じられる印象ではありませんでした。

（イメージ変わりすぎ……！）

「稚鮎先輩の、今年度の教え子さんには、もっと早くお会いしたかったんですけど……」

「トーカは働き過ぎなんだよ。ワカホリなんだよ」

　藤森を先輩と呼び、藤森からはトーカと愛称で呼ばれた彼女。

「ひっでーなモリちゃんは。俺たち探検部員のために、休日返上で一生懸命やってくれてんのに。むしろ、なんでも現場まかせのモリちゃんより、穴太さんのほうが面倒見もいいし、正式な顧問ぽいんじゃないすか？」

　藤森にツッコミを入れた一方で、穴太をちょっと大げさに持ち上げる東野。

　なにか謙遜の言葉が返ってくると思いきや、穴太はぶるぶる体を震わせて、目を涙ぐませました。また東野に体ごと迫ります。

「あっ、あの、あのうっ、わたしのことは先輩みたいに、トーカって呼んでくださって構わないから、はい、ぜひに！」

「え、いや……」とたじろぐ東野。

「だから、あのうさんでしょ？」とニヤけた笑いを浮かべる藤森。

「あのうじゃなくて、あのおです！　先輩はいい加減にしてください！」

「また稚鮎さんの、後輩いじりが始まりました……」とジト目でつぶやく雨乃。

　パワハラだなんだと怒りながらも、藤森とうちとけた様子で会話している彼女───穴太の姿を見つめるほむらの脳裏に、よみがえってくる映像があります。

（あれ……トーカさんて……装備課のやりとりだけじゃなくて、確かどこかで……）

　藤森の冗談にみせた穴太の弱り顔に、ほむらはようやくピンときました。

「あっ───あの集合写真の？」

　職員室の藤森の机に置かれていた、モノクロの写真立て。写真中央に堂々と位置する若き藤森の隣で、どこか気弱そうな微笑みを浮かべていた少女。今のほむらと変わらない年頃だった───あの少女こそ、穴太刀花でした。

　ほむらが気付いた様子をみて、藤森も小さく驚きました。

「って、そっちかい!?　日ノ岡にしてはよく覚えてたな」と変な感心をする藤森。「そうだよ。トーカはあたしの中学・高校時代の後輩で、元調査官」

「モリちゃんたちと一緒にパーティを組んで虚惑星を探検してた、日本初の調査官の一人。俺たちの大先輩ですよね」と尊敬の眼差しを向ける東野。

「そんな大先輩だなんて……そんな、東野くん……」

「つまり、日本が誇るライトスタッフ！　ですね！」とさらに大仰に持ち上げるほむら。

「マーキュリー・セブンです！」と雨乃も。

「や、やめて、日ノ岡さんや雨乃ちゃんまで……」

　真っ赤になって恥ずかしがる穴太。

　ほむらたちもテーブルに加わって座ると、彼女はあらためて自己紹介を始めました。

「ごめんなさい。仕事中はわたし、目の前のことで頭が一杯で、どうしても他のことに気がまわらなくって、よく愛想が悪いとか怖いって言われてしまうの……」

（ああそれで……にしても極端……）

　穴太刀花は、藤森の一つ下の学年にあたる後輩です。藤森の言った通り、過去には惑星公団に所属する虚惑星調査官でした。当時の彼女は、なんとまだ中学生でした。

　現在では、大手精密工業会社に若手技術者として勤めながら、ＵＮＰＩＥＰ日本支部・装備課にも出向する正式スタッフとしても勤務しているそうです。

　聞くからに多忙そうな彼女。調査官卒業後の経歴は、この本馬技研で虚惑星関連の研究に従事する舎人主任にも、よく似ている境遇です。藤森と一緒に行動している雨乃とは、すでに顔見知りでした。

　その雨乃が親しげに尋ねます。

「トーカさん、今日は本馬技研に御用でしたか？」

「うん。本馬さんにもご用があったし、ちょうど稚鮎先輩たちもいらっしゃるっていうからね。ちょうどいい機会だと思って」

「……あたしと、東野がな。あと日ノ岡、雨乃も」と藤森。

「そう……と、東野くんも一緒に来るって聞いたので……あっ、こうしてる場合じゃない」

「…………」

　無言のまま藤森が、助けを求めるように、白けた目をほむらに向けてきます。

　いぶかしむ眼差しでアイコンタクトするほむら。

（それはどういうサインなんですか、モリちゃん……まあ、だいたい解ってきましたけれど……）

　穴太は重量のありそうなバッグを、隣のテーブルに軽々と載せて、頭を突っ込むようにしてその中身をさぐっています。

　上機嫌な鼻歌まで漏れ聞こえてきますし、リズムに合わせて揺れるお尻はなんだか……

（尻尾を振る動物を見てるような……）

　隙を見計らって、こっそりとほむらは東野に耳打ちします。

「ねえ、東野くんに連絡してくる時もこうなの？……トーカさんてば」

「いや、全然ちげーって……」彼女からぎごちなく顔をそむけながら、首を振る東野。「ビデオチャットだと、なんか人が違うみたいによそよそしくて、もっと無表情なんだけどな……俺も驚いてる……」

「そ、そう……じゃあ私と一緒だね」

「あっ、これ！───東野くん、みてみて、これです。前から言っていた改良版です」

　穴太が持ち出したのは、一振りの剣でした。

　ほむらにも間違いなく見覚えがある、東野の剣でした。

「ええ……トーカ、それって？」「もう交替品を鍛えられてきたんですか？」

　目を丸くする藤森と雨乃。

「うふふ───はい、どうぞ」

　穴太から差し出された剣を受け取った東野も驚いています。

「俺、装備の紛失を申請したの、昨日なんですけど？」

「はい。だから今日の朝方に、ようやく出力が終わったの。勿論、まだモックアップだけど───具合をみてくれる？　急いで柄つかを取り付けたから、ちょっと火傷しちゃったハハハ……」

「トーカ、だからあんた……いやもうなんでもない……」

　あきれ顔で珈琲をすする藤森。

　ほむらは席を立って、剣を持つ東野のうしろから覗き込みます。

「へえ、探検部の武器って、一晩で出来ちゃうものなの？」

「そんなわけないだろ。これはバランス調整用の模擬刀だ。本物の剣とは違う」と東野。「刀身は３Ｄプリンターで金属の粉末を焼結して出力してある。軽く研磨はされてるけど、刃はついて無い。柄のほうは本物だな」

「じゃあ、使い心地をみるための、サンプルってこと？」
















「ああ」

　観察しやすいようにほむらの目前に差し渡された刀身には、ＵＮＰＩＥＰの試作品であることを示す情報と、モザイクめいた二次元コードの模様がレーザー印字されています。バランス調整用の重りを固定するための、小さな孔あなも刀身各所にあいていました。

「その模擬刀は、ただ比重を合わせてあるだけの鈍なまくらだけど───昔ながらの玉たま鋼はがねを鍛たん造ぞうする本式の刀剣は、数値制御Numerical Controlされた、機械式のエアハンマーで作刀します。真っ赤に熱したところをダダダダンってね。鋼の微妙な温度変化をみるのは、まだ人間の勘に負うところが大きいので、そこは経験が必要ですね」

　まさに自分の領分テリトリーについて嬉しそうに語る穴太。

　感心してそれを聞く探検部の一年生たち。

「伝統的な刀を作られている鍛か冶じ屋やさんは、もう日本では少ないですよね。探検部の場合はカスタマイズも激しいみたいだから、装備課の手作りになっちゃうってことですか？」とほむら。

「どーだろねー」と横から口を出して首をかしげる藤森。「セルフイメージに関わってくる探検服はともかく、他はなあ……。国外の連中もたいがいだけど、トーカのせいで、日本支部の装備は偏ってると思うんだよねー」

「何をおっしゃってるんですか、先輩！　虚惑星調査はレジャーではないんですから。防護服に限らず、他の装備だって、最高のものを用意するのは当然じゃないですか。それに、いずれはロット生産できるように、規格化していくためにも必要なことです。東野くんのように、ちゃんと役立ててくださる調査官がいるかぎりは、無駄遣いなんて言わせませんよ───そうだ、軽く手合わせしてみませんか？」

　東野に向き直った穴太の、嬉々とした様子は、まるで散歩を待ちきれずにいる飼い犬のようでした。

「えっ、ここでですか？　今から？」と驚く東野。

「それなら、おあつらえ向きのお部屋がありますよ？」と雨乃。




　青藍探検部の関係者一同は、赤土女史からの許可を得て、高い天井があって都合のよい会議室へと移動しました。

　広い部屋の中央で、模擬刀を構えた穴太と東野の二人が、お互いに向かい合っています。

「まずは、大だい刀とう単体の一いっ刀とうでみてみましょうか」

「あ、はい。了解っす」

　双方、頭を下げて礼を交わすと、言われたまま東野は試作品の剣を構えました。

　初めて剣の相手をする彼女に対して、遠慮がちに動く東野。

　そんな彼に向かって、さまざまな姿勢をとらせるように、穴太は次々と狙いを変えて打ち込んでいきます。さすがに剣道の試合のようなスピードでは剣は振るわれません。あくまで慎重に手加減をしています。とはいえ双方とも鉄の塊を振り回しているのですから、受け損なえばアザくらいは出来ます。

「東野くんのほうから打ち込んできて？」

「───わかりました。じゃあ、いきます」

　それでも幾太刀かの剣を交えただけで、東野には相手の実力がすぐに解ったようです。打ち合わされる音はさらに強くなりました。

（おお……トーカさん、かっこいい……）

　たくしあげた服の袖を紐で縛り、まっすぐ正面に剣を握った穴太。

　ラウンジでの惚のろ気けた様子とも、ビデオチャットでの淡々とした彼女とも、どちらとも違う、凜り々りしい大和撫子な姿。しっかりとした二人の剣さばきには危なげなところはなく、安心して見物していられました。

　……となると、ついついお喋しゃべりが漏れてくるほむら。

「トーカさん、やりますね？　東野くんの打ち筋を見事にさばいてますよ」

「そりゃーそうだよ」平然と語る藤森。「あいつは、あたしに剣を教えてくれた師匠だもの」

「えっ、師匠!?」

「あいつの実家は、古武術の道場なんだ。そこの一人娘。でも結局、家のほうは継がなかったけど」

「コブジュツ……ほほう」

　さきほどの自己紹介ではそんな話は一言も出ませんでした。藤森が、自分の後輩である彼女から剣を教わったというのも、意外でした。

　模擬戦形式が、東野本来の二刀流に切り替えられると、穴太はやや押され気味になりました。

　時々、手を止めながら専門的な会話を交わし、重りで剣のバランスを調整したり、柄をはめ直して刀身の長さを微調整しています。虚惑星と地球では、発現される筋力が大きく異なってくるので、その想定を加えての調整はきっと面倒なものでしょう。

　しかし、穴太自身が虚惑星を経験している元調査官とあって、東野は気兼ねすることなく要求をぶつけています。応じる穴太のほうも、実にいきいきとしていました。

（…………）

　東野もまた、今日はじめての笑顔を見せて彼女と語らっていて、なんとなくほむらは面白くありません。




　剣の調整を兼ねた手合わせが一段落すると、穴太はほむらに話しかけました。

「日ノ岡さんにも大事なお話があったの」

「はい？　私にですか？」

「次のミッションから、準位三の精霊石が支給されます」

　驚くほむら。東野や雨乃も、少しびっくりしています。

「精霊石を……？　い、いいんですか？　こんなマホーツカイ見習いの見習いにくれちゃって」

「必要でしょう？　御陵さんと大嵐くんからも推薦があったの。それで、どういう運用にするかを相談しようと思って」

　さぐるようにほむらが藤森顧問をみると、彼女も承認済みらしく、うんうんと頷き返されました。

「まずは装着のスタイルなんだけど───」

　と、穴太がまさぐるバッグから、また幾つかのモックアップ品が出てきました。手品道具をみるように、雨乃が目を輝かせます。中には映画でしかお目にかからないような、ファンタジックなアイテムも含まれていました。

「こ、これは魔法の杖……？」

　手を伸ばしたのは短いバットのような木製の杖です。先端部には、イミテーションの精霊石がはめこまれています。

「精霊石は、魔法の集中と持続を助けます。だからなるべく、自分の呪文の詠唱の妨げにならないような形で身に着けるのがいいでしょう。今、日ノ岡さんが手にしているのは、杖スタッフで一番大型の部類。灘浜の花はな屋や敷しきくんが使ってます……というか、国内ではそれを使ってるのは彼だけね」

「トーカさん、これも杖つえなんでしょうか？」

　雨乃が両手でつまんでみせたのは、シンプルなデザインのリストバンドでした。柔軟なバンド素材と、手首の内側に石を留める、金属製の覆輪ベゼルとで構成されています。

「はい、そうです。精霊石を装着するプロダクトは便べん宜ぎ上じょう、杖つえと呼んでいます。そのリストバンドは、大嵐くんも使っているタイプで、国外の魔法使いクラスにも普及しています。わたしからもお薦めです」

「大嵐先輩らしい実用主義だな」と感心する東野。

「まあ、たしかに飾り気が無いっていうか……」とほむら。

「その他には、一応こういったものもあって───」

　精霊石を装備するためのＵＮＰＩＥＰ製の魔法グッズを、簡単に解説してくれる穴太。何種類かの形状の異なる杖。腕輪や指輪など。変わったものでは、頭にはめる頭冠サークレットなどもありました。

「わあ、これなんてティアラみたい。ねえねえ、どうカナ？」

　その頭冠を、試しにほむらが被ってみせると、青藍高の顔ぶれは一瞬の間をおいて、噴き出しました。東野もいかにも微妙な表情で微笑を浮かべています。

「ちょ……笑わないでくださいってば……そんなに似合わないかなあ」

　恥ずかしくも、少しほっとした気持ちになるほむら。と、そこへ、

「───ん？」

　白衣の男性が会議室に入室してきました。もちろん舎人です。

　赤面していたほむらは、「あっ、やば」と口に手を当てます。

「おい、ヒノオカ？　いつになったら実験室ラボに戻ってくる気だ。とっくに休憩時間は過ぎてるぞ。雨乃も気付いていたろう」

「えへへ……主任さんは、よくお休みだったようなので」

　自室で仮眠をとっていた舎人を、雨乃は見透かしていたようです。

　何事か反論しようとした彼は、居並ぶ面々を見て、あからさまにぎょっとして固まりました。

「うぇoops……トーカ……」

「こんにちは、舎人主任。今日はお邪魔しています」

（……！）

　いきなり、ひどく冷淡になった穴太の口ぶりに、はっとするほむらと東野。ビデオチャットの穴太の雰囲気そのままです。

「うへぇ」

　二人の旧知である藤森は、どこか疲れた顔で天井をあおぎました。

「いま日ノ岡さんと大事な相談をしていたところです。ご用件ならあとにしてくださいますか？」と言い放つ穴太。

「おい……誰だ、この物騒な刃物女を研究室に入れた奴は？　ヒノオカについては俺が先約なんだ、お前は出がらしのほうじ茶でも飲んでろ」

「赤土さんや雨乃ちゃんのような、有能な補佐役に囲まれて、大層お気楽な舎人先輩と違って、わたしは忙しいんです。先輩こそどうですか？　しばらく天国で休暇でも取られてきては？」

「なかなかいい提案だが、お前が当局に捕まる瞬間を見られないから不採用だ」

　舎人は、家にまぎれこんできた野良犬でも見るように、さげすむように穴太を見下します。対する穴太もまた、手にする模擬刀をわざわざ相手の首筋につきつけ、寒さむ々ざむとした三さん白ぱく眼がんでねめつけました。

　そんな二人の間に、藤森がおろおろとしながら割って入ります。

「ねえ。ねえってば。二人ともさあ、あたしが恥ずかしいからやめてくれないかなあ。そういうの居酒屋のみかいだけでいいんじゃない？」

　三人を苦笑いで眺めている雨乃に尋ねるほむら。

「ねえアメちゃん。もしかして、舎人主任とトーカさんて、いつもああなの？」

「いつもああですね。よく飽きないといいますか」

「それはまた……」

　やれやれ、昔は同じパーティで探検してたっていうのに……などと呟きかけたほむらでしたが、東野の横顔が目に入って口をつぐみます。




　結局、舎人には遅刻を謝り、穴太には中座の断りを入れて、雨乃と共に実験室へと戻るほむら。

　ふと思い立ち、穴太を振り返ります。

「あの……トーカさん。精霊石ですけど、首から提げてみるのはだめですか？」

　こんなふうに、と自分のうなじから鎖骨にかけて両手の指先でなぞってみせます。

「ペンダント型タイプ……？」ちょっと考え込む穴太。「……あまりお薦めは出来ませんね。野外活動中に枝などに引っかけて、首を絞める危険性もあるし。呪文のパターンを、身体のジェスチャーに連携して発動させる場合、手に持つケースが多いから、着脱が不便なのでは？」

「……そうですか」

　もっともな言いように、ほむらには返す言葉がありません。けれど、そんなほむらに穴太は微笑みます。

「でも、いいですよ。日ノ岡さんの集中しやすい詠唱スタイルを模索して、試行錯誤してもらって構いません。そのかわり精霊石はちゃんと管理して大切にしてね。一度紛失すると、なかなか替わりは用意できないから」

「は、はい……肝に銘じます……ハハ……」

　以前に、御陵部長から預けられた精霊石を一度壊して台無しにしてしまったほむら。自分の過失ではなかったとはいえ、釘を刺されたようでギクリとしました。

　部屋を離れるほむらに、東野がぽつりと声をかけます。

「ペンダントって……すばる姫の真似か？」

　穴太を戸惑わせた、思いつきのようなほむらのこだわりでしたが、彼には見透かされていました。

「そ、そうよ。悪い？」

「悪いとは言ってねえよ。……俺だって最初は師匠の真似だったしな」




　───やがて、舎人の脳波サンプリング試験を終えたほむらたち。

「本日のモルモット終了～……」

　今日もまたほむらにとっては結構な負担のかかる試験でした。

　さまざまな呪文のパターンを想起したり、バイザーを装着して映像からの視覚刺激を受けてその反応を見たり。

　結果については、また後日通知されることに。途中経過をみた舎人の反応では、何か発見を隠しているふうだったのですが、慎重を期してか、その場ではノーコメントを貫かれてしまいました。

「おつかれさまでした、ほむらさん」

「アメちゃんもねー。もう頭がスカスカのスポンジみたいで、眠くなってきちゃった」

「そこまで負荷はかかっていないはずなんですけど」と雨乃は苦笑い。

　冬の夕日が差し込むラウンジへと再び向かうと、藤森たちに、赤土と沙毬が合流して語らっていました。穴太刀花の姿は見当たりません。

「……トーカさんは？」と東野に尋ねるほむら。

「帰った。あのあとは、本馬技研と装備課で共同でやってるっていう、調査官のための装具だとか、虚惑星用の車椅子とかの相談をしてて、それが終わったらすぐに帰ったよ。あのでかいバッグかついで」

「ふうん……本当に忙しいんだ」

　入れ替わりに目前にいるのは、ちょっと興奮した様子の赤土です。

　藤森は、その赤土からタブレットの画面を見せられ、首をひねっています。こちらも一仕事終えてきた沙毬は、その傍らで椅子に座って、おとなしく一同を眺めていました。

「どうかしたんですか？　赤土さん。沙毬ちゃんのテストで何か？」

「おっと、お疲れ様でした、日ノ岡さん。さっきはごめんね───これは沙毬じゃなくて、雨乃がらみ。ちょっと写真を藤森先生に確認してもらっていたの。もしかすると、重要なことかもしれないから」

「先日の解析結果が出たんですか？」と尋ねた雨乃に、思わせぶりに頷く赤土。

「ついさっきね。朝方に設定したパラメータがうまくいったみたいで。いやー苦労させられたさせられた」

　ほむらもタブレットを囲む輪に加わります。

「……どこかの遺跡の写真？」

「ボクが夢の中で見た光景を、出来る限り、映像で再現してみたんです」と雨乃。

「夢？……って、ああ、あの時の……」

（虚惑星でアメちゃんが見たという奇妙な夢……そういえば、戻ったら調べてもらうって言っていたっけ）

「えっ、すごいね……夢を写真で現像しちゃうなんて。そんなこと出来るの？　ていうかアメちゃんいいのそれ？　プライバシー的にさ」

「構いませんよ。ボク自身が知りたかったことですから」

　タブレット上で指をすべらせ、幾つかの画像を交互に眺めながら、藤森は首を振りました。目に入ったそれは、画像周辺のぼやけた不明瞭な写真ばかりです。

「うーん……悪いけど、あたしには見覚えがない。少なくとも、雨乃の精霊石を発掘した遺跡とは違う場所だね」と藤森。

「そうですか……虚惑星の遺跡に違いないと思ったんですけど」と赤土。

「トーカはなんて？　メールで聞いてみた？」

「穴太さんもやはり、ご存じでは無いと。元調査官の方々だったら、知っているかと思ったんだけどなあ」

「ＵＮＰＩＥＰの画像ライブラリで検索できないんすか？」と東野。

　しかしそれも既に試したらしく、赤土は首を振ります。

「………………」

　雨乃自身も画像を見つめますが、無言のまま。それが、実際に自分の見た夢だという実感が持てないでいるようです。

「それじゃあ虚惑星の未知の遺跡ってこと……？」

　と藤森が言いました。それもまた雲を摑むような話で、赤土は頭を悩ませています。




　あの日、朝焼けに照らされたベランダで雨乃は、夢を見たけれど、それを思い出せない───そう、ほむらに語りました。

　後日ほむらは、雨乃は、本来は夢を見ないのだと教わりました。それは彼女が魔法を使えないことと関係があるのだと。それでも、無意識下で夢を見たというならば、それは彼女自身の記憶の一部であるはずです。

（今日の舎人さんの話……アメちゃんは見たものは忘れない。どこかでちゃんと憶えているって……けれども写真というきっかけがあるのに、それでもピンと来ないって、どういうことなんだろう？　それってつまり、自分の記憶じゃない記憶……ってこと？　あー、わかんない……）




　さてそこへ「───おい、アカド！　こいつをお前に持っていけって、そこで頼まれたぞ。俺は郵便屋じゃないぞ」ばさばさと紙束をたばさみ、もう一方には湯気の立つカップを摑んだ舎人が現れました。

「ああ、すみません、主任───あら」

　赤土より先に前に出た沙毬が、小さな手を広げて紙束を受け取ります。

「おおきに、はばかりさん」

「うん。よし、落とすなよ」と手渡す舎人。

　沙毬の手で、一枚一枚テーブルに並べられたのは、たった今、拝見したばかりの一群の画像のプリントアウトでした。舎人は、珈琲をすすり怪訝な顔でそれを眺めます。

「……なんだ？　お前たち揃って海外旅行の相談か？」

「何言ってるんですか。例の、雨乃の深層サルベージ画像ですよ。その後のデータ解析を私に一任されたの、忘れてしまったんですか？」

「ほう。これが？」

　赤土は、藤森も穴太も知らない景色を、舎人が見聞きしたはずがない。そう信じ込んでいました。が───

　一枚の画像を指差す舎人。それは浸食を受けた、奇妙な洞窟の入り口らしき画像でした。

「ディオニシオスの耳Orecchio di Dionisio」

「……っ……？」息をのむ赤土。舎人が続けます。

「───天国の石切り場Latomia del Paradiso、ロマーノ円形劇場Anfiteatro Romano、そしてこいつは、ギリシャ劇場Teatro Greco───」

　一枚、また一枚とプリントアウトに指先を置いて舎人が指摘するたびに、赤土の顔色が曇っていきます。

「───ネアポリの考古学公園。つまり、シラクーザだよ。虚惑星ではない。単なる地球の風景にすぎない」

「シラクーザ……シラクサ？　イタリアのシチリア島の!?」

「そうだsi───要するにアカド、お前の解析はまったくの無駄骨だ」

　がっくりとテーブルに倒れる赤土。

「また、やり直し……ううう……」

「おきばりさん」

　つっぷして落ち込む赤土の背に、沙毬が手を置いて慰めています。

「高階述語論理HOLテストのグレーゾーンだ」と舎人。「雨乃にはシラクサ訪問の実経験は無い。データとしての知識はあるだろうが、それは経験と切り離して自己判断できる。出来なければ確立された人工知能とは言えない───となれば、おおかた、チアの家で見た動画かパンフレットの類たぐいだろう。まだセカンドボディだった時分にな」そう言い切る舎人。

　追い打ちを食らったように、赤土ががくりと肩を落とします。心配そうに藤森が声をかけます。

「フッコ……私、なんか、悪いことした？」

「ううん」首を振る赤土。そこへ、

「舎人さん、苳子さん、ほかの皆さんも───」

　写真にじっと視線を落としていた雨乃が、神妙な様子で顔をあげました。

「でもボクは、やっぱりこの景色を見たような気がします……それが夢の中だったのか何だったのか……はっきりとは言えないんですが……」
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　───青藍高校の放課後。

　週最後の登校日です。部活もなく、久々に友人の九く条じょう織おり江えと一緒に下校できるチャンス到来、しかも半ドン！　とあって大いに喜ぶほむら。

　そんなタイミングに限って、担任教師に捕まってしまい、今後の予定について色々と尋ねられてしまいます。そんなのは、自分のほうが知りたいくらいです。

　それでも成績優秀とは言い難いほむらを心配して、教師は親身に話してくれるので、おざなりな態度もみせられません。

「あ、はい……ふつうの大学に行けたらいいかな、と」

　なるほど、進学を希望するなら、学校での補習をうまく利用するか、自宅学習用のネット教材を試してみるなど、色々と方法はありますよ、と提案してくれます。探検部の活動が忙しく、通塾や定期的な学習の時間もとりづらいのでしょう。だからこそ、短時間でも授業内容の復習をする習慣を身につけなさい。そんなふうに。

（一人っきりで勉強とか、まともにした例ためしがない……せいぜい試験前の一夜漬けくらい……）

　ようやく解放され、ほむらは昇降口へと急ぎました。

「もう、帰宅しちゃったかなあ……いつも結構さくっと置いてっちゃうから───……あっ、九条さん……？」

　望みの人影を見つけて嬉々として声を掛けようとしたほむらでしたが、その声が詰まります。

　校門脇にある大きな松の植木。その手前で、コンクリートのブロックに腰をおろしている九条。ちょうど校舎の影が切れ、ひなたになっています。

　そんな彼女と向かい合って語っていたのは、東野でした。自転車のサドルにまたがったまま、ズボンの裾をバンドで留めた片足で車体を支えています。

　平然を装ってほむらが歩み寄ると、東野は会話を切り上げます。

「じゃあな、九条───日ノ岡も」

「あ、うん」

　ぎごちなく頷いたほむらの見つめる先で、東野の自転車は坂道を降りていきました。マフラーがひらひらと揺れています。

　コートの裾をはらって立った九条に、ほむらは軽く頭を下げます。

「待たせちゃってごめんねー、九条さん」

「ううん、こちらこそ」と首を振る九条。「なかなか出てこないから、先に帰ろうとしていたのだけど、ちょうど東野くんに話しかけられたの。それだけ」

「あっそうですか、そういうご事情で……じゃあとりあえず結果オーライで……」

「東野くんとは、たいしたことは話していないわ」

「別に聞いておりませぬよ」

「そう……」

　校門を出て歩き出したほむらが違和感に気付いて振り返ると、いつのまにか九条が後方で立ち止まっていました。

「日ノ岡さん、よかったら、たまにはあちらの道から下校してみましょうか。遠回りだけど」

「皇おう子じ堂どう駅のほう───？」

　ほむらに異論はありません。




　滅多に使うことのない、普段とは反対方向の通学路。

　マラソン大会では心臓破りの難所として忌み嫌われている坂道をのぼり、狭せばまった丘の切り通しを抜けると、その先には公園が広がっています。

　九条にはなにか目当てがあるらしく、彼女に従うまま公園の遊歩道へと入ります。

「───えっ、マジで……？　すごいホラあそこ、もう桜が満開！」

　薄桃色に染まる公園の一角に目を注ぐほむら。九条も同じ花に目をとめて微笑しました。

「やっぱり咲いていたわね。でも残念ながら日ノ岡さん。あれは梅の花」

「おっと、なあんだ梅の花か。狂い咲き、って奴なのかと。でもこれはこれで綺麗だな。九条さんは梅の花が好きなの？」

「甘味のやけ食いに付き合わされたりするよりはね」

「どういう意味ですかぁ、それはぁ」

　白い息を吐いて笑うほむら。薄く曇った灰色の空を背に、予想外に濃い香りを漂わせる梅を見上げ、九条は言いました。

「梅の花は……好きというより、応援したい花かな。この木もスポーツの授業中に見かけて気になっていたの。梅はまだこんなにも寒い季節に、ひとりでいじらしく咲いて、季節の変わり目を教えてくれる。もうしばらくしたら、この公園は、桜の独壇場になって埋もれてしまうけれど」

「そうだね。もうすぐ春が来るんだよね」

　まだこの冬の日に、周囲の桜の木はつぼみをかたく閉ざしています。

「桜といえば」と九条。「日ノ岡さんの妹さん、月つゆちゃんも、サクラ咲くになるといいわね。合格発表はたしか、来週くらい？」

「うん。えっと、週明けだね。ありがとう」

　姉のほむら自身が忘れかけていたとは言い難い雰囲気。家ではいつも通り、月つゆはぴりぴりとしていますが、ここ半年はずっとそんな調子でした。

「先生たちもずっと忙しそうだった」

「───忙しい？　何が？」

「それは勿論、入学試験の採点でしょ」

「テストの採点？」きょとんとした表情から、ピンと来て手を叩くほむら。「はっはあ～、それでモリちゃん、昨日は用も無いのに私たちについてきたのか。採点の仕事をサボろうっていう魂胆だったんだ」

　昨日の藤森は、朝あさイチの授業を済ませたその足で、愛車を走らせ、ほむらたちを本馬技研へと送り迎えをしてくれました。

　藤森の方から申し出たことです。たしかに探検部の用件だったとはいえ、ほむらたちにとっては初めての場所でもなく、自力で向かっても構わなかったのです。それなら、東野と同乗するという、気まずい思いをしなくても済んだわけで。

「藤森先生が……？」しかし九条は意外そうに見返します。「それはないと思う。現国教師のノルマがあるでしょう。人手が足りなくて大変だそうだし、探検部の関係者だからって目こぼしされないわ」

「そんなもん？　ふむ。だったら尚更、なんでついてきたのかな……？」

　御陵部長と稲荷副部長の向かった部長会議には棚たな倉くらが同席しました。

　昨日だけでは終わらず、会議は今日も続いています。その結果を聞けるのは、合格発表と同じく週明けになりそうです。

　ちょうど梅の花を愛めでやすい場所にあった公園のベンチに九条は腰掛けました。

「お騒がせ者のお姉さんは、もうニューヨークの学校に戻ったんだっけ？」

「ええ。それはもうしばらく前だけど。嵐のように去って行ったわ。ついでにザグレブの国際コンクールにも立ち寄って優勝トロフィーをかっさらっていったり……」

「ひええ」

　九条の口からは、彼女の奔放な姉は、毎日遊び歩いている話ばかり聞かされていたのですが。聞きしに優まさる天才ヴァイオリニストっぷり。

「……いつか、九条さんも留学して外国へ行ったりするの？」

「…………」

　なにげなく尋ねてみたほむらでしたが、九条にとっては、それなりに身近な問題のようでした。むしろほむらの方が、自分の言葉で引き出した彼女の真剣な表情に、どきりとしました。

「正直、まだわからない……少なくとも高校生でいるうちは日本にいたい。いま師事している先生を尊敬しているし。外国で学んでいくには、言葉の問題もあるし」

「あっ、そっか。必ずしも英語の国とは限らないんだね」

　こくりと頷く九条。

　まだ高校生活は始まったばかり、そんなふうに思っていたほむら。

　教師に進路を尋ねられたり、同級生の将来の展望を聞かされたりすると、それが自分の勝手な思い込みだったように思えてきます。

　それでも高校までは日本にいたい、という彼女の言葉には、かなりほっとしました。

「ぜひそうしようよ。私との思い出づくりもまだまだこれからだしねっ！」

「…………」

「いやいやいや、沈黙はやめて。せめて駄目出しをお願いします」

「……あたしよりも、日ノ岡さん自身のほうが、先に遠い所へ行きそうな気がするわ」

「えっ、なにそれ？　ちょっと不吉なんですけど」

　そんなことより、と気を持ち直すほむら。

「ちょっと聞いてくださいよー、マドモワゼル・オリエ」

　しばらくその場を離れる様子のない九条の隣に、腰を下ろしたほむら。

　本当はデザートでも口にしながらがよかったのですが、この日の当たるベンチも悪くはありません。

「実はさぁ……」

　ほむらは、虚惑星のバレンタインデーでの、東野とのいさかいを語って聞かせました。

　おもに、探検部内での女子部員に期するところの無言の役割みたいなものがあって、それを男子はわかってくれない、という主張。

　さらに、ほむらにとって極めつけだったのは、本馬技研で穴太刀花が帰ったあと、東野が、とある貰い物を隠していたこと。見つかってしまったブツに対して、ほむらが無言の圧力で彼を問い詰めると、あんのじょう、トーカさんからの一日遅れのバレンタインチョコであるとか。「いや……世話になってる人に、突っ返すわけにもいかねーだろ」なんて、ばつが悪そうに言い訳してくれましたが、ほむらとしては全く納得のいかない出来事でした。

　しばらく黙って聞いていた九条は、

「……そんなことで、お互い無視しているの？　もっと深刻な話なのかと」

　と喝かっ破ぱします。

「じゅ、じゅうぶん深刻だってば。それに無視はしてないでしょ」と、あわてて取り繕います。「私だって、よかれと思って準備していた、ささやかなイベントだったんだよ。私たち探検部員って、お国の為とか、学術的な発見とか、いくらでも理由は考えつくけど、やっぱり楽しくなかったら続けられないから。それに来年度の新入生だって、興味持ってなんかくれないよ」

「……成る程」

　わかったような、わかっていないような曖昧な頷き。ときどき、九条織江には人の血が流れていないんじゃないかと思うほむら。

「だってホラ、九条さんにとってのヴァイオリンは、もう趣味の範はん疇ちゅうじゃなくて、大人になっても続けていけるし、お仕事として収入にもなるものでしょう？　そこへいくと探検部は三年間だけだもの。しかも完全ボランティア！」

「部活だったらそういうものでしょう。そこまでメリット・デメリットで、部活を選ぶ人はいないと思うけれど」

「うう……そうですけど……」

　虚惑星で起きた重大事件については、さすがに彼女に明かせないのがもどかしくもあります。不安に押しつぶされそうな事件の連続でしたが、だからこそ、と考えたほむらの配慮を疎うとむ言葉を吐いたのが、東野でした。

　けれど九条は鋭く、ほむらの痛い場所をついてきました。

「けれど、ほんとうに彼に言われたのはそれだけなの？　日ノ岡さんが、空気を読み誤って不謹慎な態度にみられたってこと？」

「……う……それは……」

　ほむらは、深く傷つけられたあの言葉を、自分で口にしたくないがために、遠ざけてしまっていたことに気がつかされました。きっとどこかで、自分自身、否定しきれないからこそ、まだ重く胸にわだかまっているのだと。

　なのにこんな日に限って、普段はリアクションの薄い九条が、じっくりと構えてこちらに耳を傾けています。

「な、何もね……何も感じていないんじゃないかって……言われちゃったんだ……」

「日ノ岡さん、が……？」

　頷くほむら。あの時に投げかけられた辛辣な言葉を、そのまま九条に伝えます。身のすくむような想いを押し切って。

「そう───そんなことを彼が」

「…………うん」

　九条織江という孤高の少女は、言葉を弄もてあそぶことがありません。愛想で自分の気持ちをあやふやにすることもありません。東野のがさつさに呆れる態度も、都合のいいほむらへの共感も、何も見せてはくれません。

　同情をひくポーズは、彼女には通用せず、むしろ遠ざけてしまうのも承知しています。だからこそ、ほむらが必要としている彼女に、浅はかな自分を見せたくなくて、ぎごちない言葉になってしまいました。

（そっか私……九条さんに嫌われたくなくて……嫌いにもなりたくなくて……気持ちは認めたくないのに、東野くんに言われた言葉を否定できない……でもそれをそのまま、九条さんに同じことを言われてしまったら……私はたぶんもう、九条さんとは一緒にはいられない？）

　不安なまま答えを待つほむら。隣に座る九条は梅の花を見つめながら、彼女なりの答えを胸の内に求め、そしてこんなふうに語りました。

「……あたしは、東野くんのことはまだ何も知らないようなものだけど。日ノ岡さんのことはわかるわ。多少はね」

「……へえ？」

（それはなぜ？　九条さん？）

　かすかな苛立ち。そのまま九条は言葉を続けます。

「さっきね、東野くんには日ノ岡さんのことを聞かれたの。あなたには言わないで欲しいと言われたから、その中身までは口にしないけれど。率そっ直ちょくに言って、東野くんも言いすぎたとは感じていたみたいだわ」

「それなら、私から謝ったほうがいいのかな……」

　九条の浮かべる謎めいた微笑は、やはりほむらに答えを与えてはくれません。

「……二人の意地の張り合いなら、あたしから背中を押してもいいけれど───日ノ岡さん。あなたはもう少し、悩んでみてもいいんじゃない」

「んー、放置プレイかな？　私、九条さんの言うことだったら何でも聞いちゃいそう」

　小さく首を振る九条。

「いいえ。これは、いつのまに時間が解決していたり、他人の妙案で解決する事柄ではなさそうよ。日ノ岡さんが、自分自身で出した結論であることが大切だと……思う」

　そんなふうに促うながしつつも、彼女自身もまた深い思索のなかにあるようでした。

（…………ごめんね）

　ほむらは、もったいぶるなあ、と彼女の態度を皮肉に想ったことを悔いました。

　以前に彼女がしてみせた、祈るように口もとに両指の先を添える仕草を、また再び目にして、すこし胸が熱くなります。

「……それでもね、もしまだ日ノ岡さんが不安なら、またお話を聞くわ。誰かに話しているうちに、見つかって、形のはっきりしてくる想いもあるでしょう」




　───そして週末の朝。

　なぜかほむらは、休日で賑にぎわう動物園を訪れていました。

　この市内の動物自然公園は、昨年の夏に、稲荷にかなり強引に引っ張られて、東野と共にやってきた場所です。

　さらに予想もつかないことに今回の同行者は、苫とま小こ牧まい電でん波ぱ高こう専せんの姫ひめ川かわ閑しず音ね。

「いきなり押し掛けてしまいまして、きっとご迷惑でしたね」

　と、申し訳なさそうに切り出す姫川。そんな彼女のスタイルは、ファー付きのショートダッフル。マフラーと手袋。厚手のタイツにムートンブーツ。全体として羊のようにもこもことして、ほむらの冬着よりもはるかに重装備です。

（すでに姫川さん本人が動物っぽい……）

　北国の出身で、いかにも寒さに強そうなイメージとはなんだか正反対で、意外。

「……貴重な休日だったのでは？」

　恐縮する姫川の手を握り、ぶんぶん首を振る、ほむら。

「ううん、いきなり連絡もらってビックリはしたけどさ、貴重な休日だからこそ、姫川さんと一緒にいられて嬉しいな」

　それは実際、本心からの言葉でした。たしかに貴重な休日でしたが、街へ繰り出すにもなんだか鬱うつ々うつとしてしまいそうで、気分転換にはもってこいでした。

「───そうですか？」姫川の色白な頰が赤くなります。「ありがとう、日ノ岡さん」

「私も大弱りだったしね、あの件で」

　きっかけは昨日───大いにもめて紛糾した部長会議。その結果のリーク情報が、コラボの秘密ルートを経由して、一般部員にまわってきたのが昨夜のこと。

　リークにまったく気付いていなかったほむらに、姫川が直接連絡をしてきたのが、その一時間後。

　さらに聞けば、彼女はちょうど親戚の家を訪ねて、関東を訪れていたのでした。

　いきなりのことで決断もつかぬほむらが、姫川との相談もかねて、こうして落ち合う約束をとりつけた次第。事態は青藍高あおこー、日ひ吉よ坂こ高ーのなかだけには留まらなくなっていました。

「私が適当に決めちゃった動物園でよかったのかどうかは、ま、さておきだ。そうそう動物といえば、憑格者トランスの桑くわ園ぞのくんだけど───」

「そんなことより、雨乃ちゃんですよ」

　同じ部の桑園の話題については華麗にスルーの姫川。まあそこは、ほむらもゲストの姫川の意向を尊重して、

「あっ、それ。アメちゃんが来られなくてごめんね？」

「日ノ岡さんが謝られることはありません。雨乃ちゃんのお仕事ですから」

　口調だけはさらりとしながら、がっくりと肩を落として残念そうな姫川。

（やっぱり気の毒だな……）

　休日を姫川と過ごす算段をしつつ、せっかくなら雨乃も一緒に、と声をかけてみたわけですが、そう思い通りにはいきませんでした。本日の雨乃は、急な呼び出しを受けて本馬技研です。

　舎人曰いわく、なにやら一昨日のスキャン結果に納得がいかず、その再確認を行うためだとか。だったら、ほむらが呼ばれないのは、なぜなのか。雨乃の方に異常があるのか、あえて不在の場所で原因を見極めようというのか。

「仕事か……アメちゃんもすごく残念がってたよ」

　寒気のなかで身を寄せ合っている動物たちを傍はた目めに、まずは久々に顔を合わせた姫川との近況報告。コラボのチャットでは話しにくい微妙な話題もありました。

「───えっ、そんなに春休みが長いの？　いいなあ」

「はい。でも、休みが長いとダラけてしまいますから。結構、罠ですね」

　ひなたに寄り集まって動こうとしないカピバラ。暖房のきいた飼育舎にひきこもっているオカピ。寒さをものともせずに動きまわる元気なペンギン。一年中、微動だにしないハシビロコウ。

　特に計画もなく、園内をぶらつくほむらたち。うら若き女子高生二人組にしてはテンションの低い、やや陰気な表情で。話すことも、巨大なヘラジカをどうやってさばいて保存用に加工するか、とか剣吞な内容だったり。

　聞けば、姫川の学校は、ほむらたちの学校よりも一足早く、学年末の考査を終えたそうです。その試験休みを利用して、彼女は親戚の家に来ていたのでした。本当は別の用件があったそうなのですが、昨夜の一報でそれどころではなくなってしまいました。

「昨日のコラボで廻ってきた情報ですが」

「うん。例の件ね……」

　一晩ではとても気持ちを整理できない問題でした。きっと東野も、雨乃も、衝撃を受けたことでしょう。それはなぜなら───

「───探検部の一年生だけが、のけ者ってひどいよね」

「はい。非常時の対応として、予想はされていましたけれど、いざそうなってみると……」

　淡い感情しかみせない姫川も、動揺を隠しきれません。

　出所不明の内部リーク──おそらくは部長か副部長級のだれかのしわざ──で、もたらされた情報によれば「一年生は当面のあいだ、虚惑星に出入り禁止」の方向で、会議は進行したというのでした。

　あきらかに、すばる姫の城の周辺で起きた事態の、その危険性を鑑かんがみての提案です。

　すばる姫に続く、第二の接触セカンドコンタクトとなった傀儡師については、リーク情報は語っていません。しかしそれも、すぐに一般部員たちの知るところとなるでしょう。

　なぜか不人気なマレーバクの栅さくの前で、ひそやかに語るほむらと姫川。

「すばる姫の城にも行けなくなってしまうわけですね。日ノ岡さんや東野くんたちにとっては」

「うん……日ひ吉よ坂こ高ーもまとめてそうだって言うんだから」

　ですが、その一年部員たちの活動休止案には異論をとなえた者たちもおり、放浪者への脅威に対する具体策とともに議論されました。

　そして苦肉の策として浮上したプランは……

「修学旅行みたいに？──違うか、こうなると未踏地への遠征アタックはミッションに含まれないだろうから──危険な移動の無い臨海学校とか林間学校みたいに、一年生たちをまとめて虚惑星へ送り込む……だっけ？　行ける場所はずいぶん限られてるみたいだけど」

「とにかく、虚惑星調査の実践と、経験を積む機会を、途切れさせないことが大切……という説明でしたね」

　これから受け取る正式な告知は、さらに大義名分を載せた触れ込みになりそうですが……と呟く姫川。

　───一年生たちの活動場所として、三ヶ所の候補が挙がっていました。

　まずは姫川たちの「苫小牧電波」探検部の担当区域、


「愛え媛ひめ県立鷺さぎ谷たに」、そして

「山やま口ぐち県立長なが門と水すい産さん」です。



　リーク情報内で要約されて語られていたのは、ほぼここまででした。

「苫小牧電波とまでん───鷺さぎ谷たに───長門水産ながと───の三校か」とほむら。

「苫小牧電波とまでんは、活動範囲も、活動内容も、ぐっと限られていますからね。一年生を送り込むにはうってつけなんでしょう。しかも、これからしばらくは豪雪期ですから、身動きをとろうにもなかなか……」と、ゆっくり首を振る姫川。

「でも、私、姫川さんと一緒に遊べ……あいや、探タン検ケン部ブできるんだったら、苫小牧電波とまでんがいいなって、思ってたんだけど……ほら、天体観測の合間に体を動かすウィンタースポーツも楽しそうだったし？　今日も、その予習的な話が聞けるかもって」

「とんでもないです」と言い切る姫川。「こんな機会なのですから、選べるものならば、あたしは苫小牧電波とまでん以外を希望します」

「……ふむ……言われてみればそっか」と簡単に納得するほむら。「他校の探検部の様子も、一度見てみたいわけだね。姫川さんとしては」

「はい。でも……せっかくですから、あたしも、日ノ岡さんと一緒の担当区域へ行ければ、とは思っています」

「こっちの希望が通るものなら、そうしたいよね」

　マレーバクの栅に、騒がしい子供たちが押し掛け、またふらふらと動物園の移動をはじめる二人。

「でも、実際のところ鷺谷も、長門水産も、どっちもよく知らないからなぁ……鷺谷ってたしか、あのオトナっぽい、美人な部長さんのいるところだよね？」

「古ふる町まち翠みどり部長ですね。吟遊詩人で、魔法使いの。あと、アレです。鷺谷では運がよければ、空が飛べますよ」

「えっ、どういうこと？　古町部長ってそんな魔法が使えるの？」

「安全に空を飛ぶ魔法は、まだ誰も実現できていないはずです。そういう魔法ではなくて、ゼルフィくんの噂は聞いたことがありませんか？」

「ゼルフィくん？」

「虚惑星の固有種の鷲わしにつけられた名前です。人を摑んで舞い上がれるほどの、とても大きな鷲だそうですよ」

「古町部長って、吟遊詩人で魔法使いで、そのうえ獣使いでもあるってこと？　天才すぎる！」

「そっちですか。いえ、どうやら厳密には獣使いクラスとは違うようです。でも、古町部長とゼルフィが、主人と使い魔の関係なのは確かなようですね。もちろん、鶏けい群ぐんの一いっ鶴かくと申しますか、古町部長が傑出した才人であることも疑いはありませんが。もしゼルフィに気に入られたなら、日ノ岡さんも空を飛べる……かもしれません？」

「うひょう」

（ほほう、言われてみれば、そうやって空を飛ぶ方法もあったね……！）

　ＳＡサマー・アセンブリの発表で語られた虚惑星版ライトフライヤーの開発や、以前に舎人主任と交わした会話のなかでは、なんとか魔法を駆使して飛行することばかりを考えていましたが、たしかに虚惑星には空を飛ぶ動物もいるわけです。

「鷲に乗って大空を舞う、か……自由落下のパラシュートよりはよっぽど夢があるねえ。でも私、竜たつ田た揚あげは好きだけど、べつに鳥好きってわけではないからな……」

　ちょうど大きなオウムのケージの前を通りかかっていた二人。

　浴びせられた、けたたましい鳴き声に、耳をふさぎながら退散します。

「あと、この状況のなかで部長職である古町さんが、母校の担当区域に残られるとは限りませんね」

「……そっか。そういうことか」

「長門水産は、あたしもあまり交流が無く、知識に欠けるのですが。でも、興味はあります。第一希望としては長門ですね」

「ちょっと……長門は……ちょっと……」

　候補にも入っていない口ぶりに、おや、となる姫川。

「ははあ……もしやヌメヌメがお嫌いですか。ＳＡで彼らが得意げに、うんざりするほどの写真とＣＧで発表されていた、海岸生物」

「アメちゃんは大興奮だったけどね……うう思い出してきた……もしかして姫川さんの長門希望って、アメちゃんの好みに合わせて？　よく知ってたね？」

「……っ……！」

　ハッと赤面する姫川。無自覚な選択の理由を、改めてほむらに気づかされたようです。そんな彼女の仕草を愛めでつつ、現状のわずかな情報から、頭をめぐらせていくほむら。

（三年と二年の探検部員は、きっと中心的な部員から選抜パーティを組織して、放浪者の問題を解決するために動くつもりだ。だから私たちみたいな、経験の乏しい、手のかかる一年部員の指導をめぐって議論になったんだ）

　そこには間違いなく、当事者である御陵部長や稲荷が含まれているだろうことは、想像できました。

（きっと東野くんは……大切なミッションから一年生だけがシャットアウトされて……真世先輩たちの手助けも出来ない。今頃、東野くんは、すごく無力感をおぼえてるに違いないな……）

　姫川と一緒に、子連れのオオカンガルーを眺めるほむら。母子が眠そうに横たわっています。

　交錯する想いに唇を嚙むほむら。

（……どうしよう、私、ほっとしている……）

　とってつけたような、あまりに安っぽい自責の念───それが自分の真心だなんて信じることも出来ず、また気が沈みます。

（すばるさんの顔も、とうぶん見れなくなるのに……。真世先輩や稲荷先輩が、危険な目に遭うかもしれないのに……なのに私、自分だけ、安全な所にいられてほっとしてる……誰かが決めてくれて、自分に責任を持たされなくてよかったって思ってる……）

　隣には、やはり何かに想いを馳せながら、動物を見つめる姫川。

　その姿に、ほむらはふと雨乃を思います。

（そう。それにアメちゃんは……？　彼女はどうなるんだろ。彼女は一年生扱いだけど……でも、虚惑星の調査のために生まれてきた探査機だ。無関係ではいられない。アメちゃんまでが、巻き込まれてしまうんだったら……）

　雨乃だけでなく、気になるのはギャビーもです。

　日本支部の会議に、どんな形でギャビーが参加したかまでは知らされていません。彼／彼女もまた、虚惑星で遭遇した脅威を肌身で感じた一人です。つまり、もうすでに日本の探検部内だけで留まる事件ではないのです。

　楽園と目された惑星に、平和をおびやかす存在がある、と知られたのなら……

（このまま何もせずに傍観してるようなタイプじゃないものね、ギャビーも……）

「───ん？」

　いつのまにか、ほむらの横顔を気遣わしげに見ていた姫川。

　彼女はほむらの肩にとんと手を置き、おもむろに園内の売店を指差します。

「アイスクリームでも食べませんか？　あちらの、のぼりの出ている名物濃厚味噌ソフト。あれ、美お味いしそうです」

「えっ……いいけど。勇気あるなあ、姫川さん。あと、寒かったんじゃ？」

「アイスはカロリーですよ」




　結論が出ないまま、だんだんと興味は動物たちに移り、小動物のふれあいコーナーを堪能したりしながら、ぐるりと動物園を廻ってきたほむらたち。

　はっと息を漏らしたほむらに姫川が気付きます。

「どうかしましたか」

「ポールがおもてに出てきてる！」

「ポール？　ああ、さきほどのお話の───」

　姫川を連れて、ホッキョクグマのブースに近寄るほむら。

　ここは入園して早々に向かった場所でしたが、馴染みのシロクマ、ポールの姿は無く、がっかりとしながら寒々としたブースをあとにしてきたのです。が、午後になって、ようやくその姿を見ることができました。

　アクリル製のフェンスにもたれて、のぞきこむほむら。

「元気そうだ……よかった」

　他のシロクマに交じって、一頭の若いシロクマが、青白く塗装された人工氷河の上を歩いています。

「やはり真冬のほうが調子がいいのでしょうか」と姫川。

「そりゃあ北極のクマさんですから！　あれっ？　でも北の国からやってきた姫川さんは寒いのが結構苦手だ？」

「あたしもふかふかの毛皮が欲しいです」

　ほむらと冗談を交わしていた姫川は、観衆の中に見知った顔を見つけました。

「稲荷先輩？」

　子供たちに交じり、背伸びしながらフェンスにしがみついて、ポールの遊ぶ姿に一喜一憂しているのは、たしかに副部長の稲荷直でした。

　両手を振って彼女が呼びかけると、ポールは応えるように、水面に勢いよく飛び込みました。大きな水しぶきがあがり、ブースは歓声に包まれます。

　ちょっと声をかけづらいほむらたちの存在に、ようやく気付くと、

「───いよっ」

　と口元にマスクをつけたまま、こちらに片手をあげて挨拶しました。

「ほむら。それに、苫小牧電波とまでんの姫川さんか。久しぶり」

「はい。こんにちは、稲荷先輩───目がとても赤いですね。マスクも装備で。お風邪ではなくて、花粉症ですか？」

「そうなのよ。今年もひどいったらないの」

　もごもごとマスクの下でつぶやく稲荷。

「大変なのですね……近頃は、政府の対策の甲斐もあって、スギ花粉は減少傾向に向かっていると聞きましたが」

　真面目に心配している姫川に、苦笑するほむら。実際は動物アレルギーなのですが。

「やあ。こんにちは、日ノ岡さん」

　と後ろから届いた声に、ぎくりと肩をすくめる稲荷。

「にゃっち先輩」

「そちらは日ノ岡さんのお友達かな？」

　ほむらたちに微笑む、ややぽっちゃりとしたスタイルの少女。青藍高校二年の寝ね屋や川かわ舞まいです。今では放送部の部長です。挨拶したほむらは、寝屋川を姫川にも紹介しました。

「ふんふん、姫川さん、あなたも探検部員なんだね。スナオみたいに、なにか動物と関係が？」

「いえ。特には関係ありません」と首を振る姫川。「日ノ岡さんから、こちらで落ち合う場所を、動物園と遊園地、どちらがよいかと尋ねられまして、お話がしやすいほうに」

「この時期に遊園地はないでしょーが、ほむら」

　横から稲荷に突っ込まれると、ほむらも反論。

「いいじゃないですかぁ、どっちも姫川さんと一緒に来たかったんだから。稲荷先輩こそ、元気そうなポールくんにデレデレしちゃって、アヴギスちゃんとの浮気をバラしますからね」

「ぐ、ぬ───」

　絶句する稲荷に勝ち誇り、あらためて寝屋川に向き直るほむら。

「にゃっち先輩も稲荷先輩と一緒だったんですね。先輩もポールに会いに？」

　頷く寝屋川。

「さっきまでスナオと一緒に飼育舎にお邪魔させてもらってた。以前に比べたら、だいぶ活発になったよ。あたしも嬉しい。それとあれだ───佐保って言ったかな。探検部員だったら、彼も別のブースで見かけた」

「あっ、佐保秋穂くんですか」

「呼んでみましょう」

「えっ」

　早速、端末からメッセージを送る姫川。

「佐保くんか……」と困り顔になる稲荷。「前回のミッションは待機組だったから、色々聞かれそうだ」

　そう言ってから不意に鼻をむずむずさせると、激しくくしゃみします。

　用意よくティッシュを差し出しながら、寝屋川が提案します。

「探検部集合もいいけどさ……そろそろスナオのほうが限界なんじゃない。日ノ岡さんたちも、動物園の観光だか用件だかが済んだんなら、場所を移ったらどう？」

　園内の別の場所にいた佐保は、三十秒で行く、と返事をよこしてから、やっぱりあとから合流するので先に移動しててくれとの旨を伝えてきました。




　名残惜しくポールに別れを告げ、動物自然公園を離れます。

　向かったのは、本ほん町まちの繁華街。稲荷と寝屋川が懇意にしているという和食の食堂でした。本来は夜に向けて支し度たく中の時間なのですが、ひっそりとした座敷席の一角に、特別にあがらせてもらっています。内密な話には好都合。とはいえ、佐保はまだ現れません。

「おや。このお店にも、味噌アイスがありますね。こちらはジェラートですね」

　メニューを見ていた姫川が気付きます。

「それはね、にゃっちの家のお味噌だよ。ひと味違うよ」と稲荷。

「ほほう。それは耳寄りなお話です」

　と興味をそそられ目を輝かせる姫川に、苦笑するほむら。

「また冷たいもの食べるの？───ていうか、にゃっち先輩のおうちって、お味噌屋さんだったんですか？」

「うん」頷く寝屋川。

「はああ？　百年続く蔵くら元もと寝屋川味噌でしょうが！」と声を荒らげる稲荷。

　地元民のくせしてそんなことも知らないのかい！　と居丈高に語り始めた稲荷をさえぎって、寝屋川が教えてくれました。

「蔵元だったのは三年前までね。今はもう廃業したんだ。でも、一つだけ仕し込こみ桶おけを残してあって、どうしてもとお願いされてる、昔からお付き合いのある料亭さんには、少量だけど卸おろさせてもらってるわけ」

「はあ……廃業されちゃったんですか。それは勿体ないですね」

「ハハ、これでもだいぶ粘ったんだけど、今どき、木き桶おけを使った味噌造りでやってくのはとても難しいみたいで。かといって最新式のホーロータンクには、うちの杜と氏うじの爺じいさまたちも、移る気にはなれなかった。潮時だったってことなんでしょうね」

「うう……虚惑星に腐るほどある大木を、どかどか切り倒して持って帰れば、にゃっちの蔵元を復活させられるのにぃ……」

　さばさばと実家のエピソードを語る寝屋川とは対照的に、稲荷は自分のことのように悔しがっています。

「稲荷先輩のそれは、また大胆な野望ですね」と真顔でコメントする姫川。「公私混同、公私混同」と一応突っ込むほむら。時代の移り変わりを身近に感じるお話。

「でも、伐採のための林業ロボットが虚惑星に入れるようになったら、それはそれで虚惑星は大変なんじゃない？」と寝屋川が尋ねます。

「そうですね。その通りだと思います」と姫川。「虚惑星の木材資源は、水資源と並んで潤沢なものの一つですけれど、今のロシアや中国での、人工林の窮きゅう状じょうを見せられてしまうと、あまりに豊富すぎるのも色々な歯止めが利かなくなって、やがて取り返しの付かない事態にもなりかねませんし。それに……」

　言いよどむ姫川。言わんとしたことは、ほむらにも察しがつきました。もはや、軽々しく虚惑星の資源などとは言えない事態となっているからです。

「……でもほんと残念ですね。蔵元のことは」




　小一時間後。

　集合場所の近くで迷い、ほむらの端末にヘルプの報告を飛ばしてきた佐保。そんな彼を迎えに立とうとして店外へ出ると、遅れて寝屋川が現れました。

「どうかしました、先輩？　私だけで大丈夫ですから」

「いや。あたしはもう引きあげるから。お店の人にも伝えてある。日ノ岡さんたちは、ごゆっくりどうぞ」

「えー……そうですか。なんかすみません」

　ならば、伝えるべきことに触れておかねば、と思い立つほむら。

「───そうだ。私、さっきいただいた味噌田楽で思い出しました！　昔、先輩の蔵元のお味噌、うちで食べたことあります。あんな風に、ほんのり甘い味だったの、よく覚えてます！」ただし、その先からは頭を抱えて記憶をたぐるほむら。「たしか～、貰い物の品だったのか～、それともお父さんが買ってきたのか～、ちょっとそこは聞いてみないとなんですけど……でもそれで、私、この街には古くから蔵元があって、昔ながらの美味しいお味噌を造っていたって知ったんです」

「そっか、ありがとう」

　からりとした感謝の言葉とともに、立ち去ろうとした寝屋川から呼び止められました。

「あ……それとさ、日ノ岡さん」

「……はい？」

「スナオの、こと、なんだけど───」

　彼女の問いかけには、思わず気の緩みから口に出してしまったような、寝屋川らしくない躊躇ためらいの色がありました。

（……っ……）

　ほむらはどきりとしました。きっと自分が責められるのだと、一瞬我に返ったからです。稲荷と親しい寝屋川だからこそ、ほむらに何か言おうとしたのだと。

　けれども寝屋川は、見過ごしかねない程のほんの束の間だけ、隠しきれない深い逡しゅん巡じゅんを眉間に刻んで、そして───何事もなかったようにまた、

「いやさ、これからもよろしく頼むね。あの子、けっこうおバカだから。姫川さんと佐保くんにもよろしく」

「……はい。にゃっち先輩」

　とても安心感のある寝屋川の微笑。

　彼女の視点に立ってみれば、稲荷は、東野と共に長期のミッションから戻ってきたばかりです。それもほむらのドタキャンのせいで、周囲も後から知らされるような突然な形で。そんな稲荷を寝屋川が心配していたのは、当然のこと。

（でも、それだけではないような……）




　寝屋川と入れ替わりに、佐保秋穂が合流しました。

　各校代表からは程遠いまでも、探検部三校の一年生が集まったことになります。

　そんな座敷席の顔ぶれを見回し、稲荷は顔をしかめました。副部長という立場で、昨日まで続いた会議から、帰還したばかりの彼女は、ちょっとした危機感を持った模様。

「……なんだかヤバいかもねぇ、これ」

「秋穂くんですね」「佐保くんがですか」

　と続けて返答するほむらと姫川。

「ちょ、ちょ、ちょ、待ってよ」制止する佐保秋穂。「何？　何の話？　急に呼び出しといてやめてくんない？　つるし上げられんの僕なの？」

　と憤慨する佐保。もちろんそれは冗談で、身を乗り出した佐保の腕のギプスをぺしっと払いのけて、稲荷は小さく溜め息をつきます。

「あたしはほら、派閥作りとか大嫌いだから。突っ込んだ話をするなら、ちゃんと公おおやけの場でやりたいんだよね」

「相談に乗ってくれる先輩ってことで、いーじゃないですか」と軽い調子のほむら。

「中立的なご意見がいただけるなら尚更です」さらに姫川もフォロー。

「ああそう。ふ～ん」

　寝屋川が消えたとたん、あからさまにテンションも下がり、不機嫌そうな稲荷。

（というか、むしろ可愛い）

　そんな稲荷は、会議結果の一年生へのリークについても察していました。

「───へっ？　リーク元はあたしじゃないって。まあでも、だいたい、どのへんの出所かは、判わからんでもないけど。問題はそこじゃないでしょ」

　湯飲みをとん、とテーブルに置いて、稲荷は尋ねます。

「姫川さんはどう思っているの？」

「そうですね……あたしは……」

「ゴメン。待って、その前に」姫川の言葉をさえぎる佐保。「そういう話をするのならさ──僕はべつにこの男子一人のハーレム状態に不満はないんだけども──日ノ岡さん？　東野くんは呼び出さないでいいわけ？」

　同じく一年の桑園はさすがに遠方につき、まあ仕方なしとして。

　むすっとした顔になるほむら。

「……そういう秋穂くんこそ、ユリちゃんは？」

「メッセで聞いてみたけど、ユリちゃんは『山』はイヤだの一点張り」

　一年の受け入れ候補地となっている、苫小牧電波も鷺谷も、どちらも山岳地帯の近隣です。つまり鼎結理は『海』を、ヌメヌメの長門水産をご所望のようです。

「なんで？」と横から稲荷。

「知らない」

　不満げに肩をすくめる佐保。それは彼なりに鼎に食い下がってみたあとでの、諦念の態度なのでしょう。大鷲ゼルフィのような貴重な存在に、動物好きの彼が興味を示さないはずは無く、おそらくはかなり食い下がったはずです。

　不参加の選択も含めて、身の安全にも関わる事柄です。希望だけは個別に訊ねられたとしても、実際の参加者は学校単位でまとめられるだろうことは、彼らの経験上ほぼ確実と思えました。できれば部内での意見は統一しておきたいところ。

　稲荷がぽつりと尋ねます。

「あれなの？　ほむらは東野と喧嘩してて顔を合わせづらいの？」

「ぐ……先輩……」

　さらりと暴露する稲荷を、うらみがましく睨むほむら。

「おや、そうだったのですか」と納得顔の姫川。「どうりで今日は徹底して名前を口にされないなと」

「へー、虚あ惑っ星ちで何かあったわけだねー」と佐保。

「…………たいしたことじゃ……」

　そうこぼしつつも、頭を垂れて落ち込むほむら。

「ま、それはあとでみっちり聞かせてもらうとして」

「やだってば」

　そういうことなら、と佐保はさっぱりと態度を切り替え、稲荷からの話を促します。

「まあ……呼び出さなくても、東野の考えそうなことは解るよ」

　すまなそうにほむらに顔を向けた稲荷。

「…………」

　その自信が、もともと稲荷の持つ鋭い洞察力ゆえなのか、それともすばる姫のもとで共に一ヶ月を過ごした経験からなのかは、ほむらには判別をつける勇気がありません。

　ほむらを置いて、稲荷は言葉を続けます。

「言っておくけど、部長会議の場ですべてが決められたわけじゃないよ。各部の方針と、顧問たちの意見を摺り合わせただけだから。リークされたのは、そこで出た、まだ提案レベルの内容なんだ。実際には、府立南雲のあいつ……天てん竜りゅう代表と、佐さ久く間ま顧問が持ち帰って、国連ＵＮＰＩＥＰ本部と日本政府も交えて検討してくことになる、はず。

　放浪者の脅威を明らかにしながら、事態解決の手段をさぐっていく特別なミッションは、ひとまずＳＭＡＴプログラムと名付けられた。Special Measures against ……they」

「『彼らへの特別対策』というところ、ですか。彼らとは少々曖昧な……そのまま放浪者Nomadとは訳さなかったのですね」と姫川。

　───they。彼ら。

　その場の一年生たちは、後に知ることになります。放浪者を一ひと絡からげにくくったその呼び名は、トラコサリスの頭文字もまた、掛けられていると。

「で、どう思う？　どうしたい？」頷いた稲荷は、再び先ほどの問いかけを姫川に向けました。姫川自身が、今の状況をどう思っているのかを。それに対して、

「あの、まず最初にあたしに聞かれるのは、なぜです？」と聞き返す姫川。

「うん。なぜなら、他人の会話に流される前に、みんなの率直な意見をあたしも知りたいから───特にあなたの苫小牧電波は、ペア校も無くて余計なしがらみが無い。それに、天文調査がメインで、なんとなく事態を俯ふ瞰かんしてるイメージだから」

「はあ───それでよろしいのでしたら」

　わかったようなわからないような表情ですが、姫川はもう自分なりの意見をずっと熟考していました。

「今、探検部の一年生たちが感じている不満を口にするなら、こういう風になるかと。

　他校の探検部の担当区域で、調査に加わるのは問題ない。個人の好みの差こそあっても不本意なミッションではない───けれども、上級生たちが取りかかろうとしている特別なミッションから、学年別で一ひと括くくりに除外されてしまうのは、納得がいかない……と」

「だよね！」

　姫川の言葉には、佐保も大きく頷いて同調しました。けたたましさに稲荷が顔をしかめますが、構わず佐保は続けます。

「まだ経験不足だからってのが言い分ならさ、調査官にはそのために等級制があるわけだし。だいたいホラ、虚惑星の滞在時間でいったら、東野くんなんかもう充分にクリアしてるんじゃない？　二年三年と変わらないよ。ねえ？」

　とほむらに振ってくる佐保。

「そ、そうでもないんじゃない。すばる姫の城での滞在は、いくら虚惑星の環境って言っても、未踏地の調査とは全然違うんだし」

　そう答えながらも、ほむらにも、東野が持つだろう憤いきどおりにようやく察しがついてきました。色々な一年生がいる中で、一番強い不満を抱えるのが彼だろうと。

（そう……それに、長篠さんも、きっと）

「ふんふん……で、ほむら、あなたは？」

　ほむらが他人に流されやすいと知っていて、あえて最後に聞いてくる稲荷。自分が試されている気がしました。仲間からの注目を浴びながら、おずおずと切り出します。

「私は、ですね……今は早くこのトラブルが終わってほしいと……あ、あと……」

　そして、たとえば彼の立場であるなら、

「も、もっと言えば……他校の担当区域に廻されることを、そのまま受け入れてしまったら、負けというか……自分で放浪者問題を解決する機会を放棄すると、認めてしまったことになるんじゃないかなって」

　口端をちょっぴり曲げて笑う稲荷。

「そだね。東野もそんなふうに考えそうだよね」

　テーブルに片頰杖をつき、見たことのない気落ちした表情の佐保が、独り言のように言います。

「日ひ吉よ坂こ高ー基地キャンプにも……それに、すばる姫の城にも、もう戻れなくなる。どれくらい待てばいいんだろ。僕らに出来ることって、ないのかな」

「…………」

　小さく嘆息して、稲荷は彼らの言葉を受け止めました。そしてこう言います。

「あなたたちはマヨそっくりだな……───仮に、そんなにまっすぐに訴えたところで、日本支部は『はいわかりました。善処します』とは、絶対言ってくれないって。それに、あなたたちのご家族のなかに、確実に命を狙ってくる敵がいる場所へ、我が子を送り出すことを賛同してくれる人はいる？　ご家族を説得して、口出しさせない自信は？」

　なんとも攻撃的な口ぶり。

　ほむらには、率直さのなかにも稲荷特有のポーズが混じっているとわかるのですが、佐保や姫川たちは少なからず気分を害したようでした。

「じゃあ稲荷先輩も、僕らを問題のかやの外に置きたいくちなの？」

「それは先輩のご両親だって……」と口々に言い立てます。

　稲荷は、悪かった悪かった、と乱暴な言い方を謝りながら、また神妙な顔で続けます。

「とにかく頑かたくなに反発するようなことはしないほうがいい。少なくともさ、まだその時期では無いと思う。あたしたちは高校生で、ヒーローじゃないってことは忘れないで。虚惑星と地球のため、人類のため、って頑張っても、報むくわれるわけじゃないんだよ？　世間はとても忘れっぽい。部の仲間のためにって頑張っても、三年たてばみんな卒業だ」

「……っ」

　仲間のため、という言葉に姫川がひるみました。しかし佐保はなおも食い下がります。

「関係ないっしょ。僕は好きで探検部やってるだけだもの。多少のリスクはあるよ。変なルールに従って、残り二年間の貴重な機会を、何もしないままで失ったりはしたくない」

　あっけらかんと言う彼は、ギプスで利き腕が使えず、さきほどから左手だけで飲み食いしています。もう慣れたものです。それをジト目で見ながら、

「あんたはもうちょっと体に気を遣いなさいっての」と呆れる稲荷。

「すばる姫も心配してたよ。佐保殿の怪我のこと」

　と苦笑しつつほむらが伝えると、「うえっ……」と小さく呻いて佐保は固まりました。

（秋穂くんらしい……）

　姫川の目には、どう映ったかはわかりませんが、彼は自分で言うほど無謀なわけでも、仲間への配慮が足りないわけでもありません。稲荷もそれを承知しての呆れ顔のようです。さて置き、ほむらは稲荷に向き直ります。

「それでも、稲荷先輩自身は、やる気なんですよね……特別ミッションにも積極的に関わっていくつもりなんですよね。それって、真世先輩のためですか？」

　そうほむらに問われて、ばつが悪そうに、顔をそむける稲荷。少しその頰を赤らめながら。

「あたしが、一番気に食わないのは……これを虚惑星の開拓の主導権を握るカードにしようとしている連中がいるってことだよ」

（……！）

　その苦々しい呟きには、ほむらも佐保や姫川たちも、息を吞まずにはいられませんでした。

「それが日本支部の組織の内側でのハナシなのか、国外の有力支部へ対してなのかはわからない。その両方かも───ただ、今暴れて、軽率なストライキなんかに手を出したらいけないって言うのはね、もし、この情報を事前リークした何者かが、そういう連中と同じ穴のムジナだったら、それは……」

　先を察した姫川が、言葉を継ぎます。

「一年生が冷静さを欠いて、部長たちからのコントロールも出来ないという印象を広める口実を与えてしまうことになるんでしょうか……その何者かに」

「うん……」

　と苦々しげに頷く稲荷。でなきゃそいつは……と声を低め、どこか親しみを込めながら彼女は呟くのでした。

「とんでもなく後輩たちに信頼を置いているような……バカな奴なのか……」




　───その日の宵の口。

　陽も落ちて、街はみるみると冷え込んできました。

　稲荷や佐保と別れたのち、駅まで姫川を見送ろうとしたほむらでしたが、まだ名残惜しい気持ちでいるうちに、ふと思い立ちます。姫川を連れて一緒に向かったのは、カフェのスターバックス。それは藤森顧問のマンションのごく近所にある店でした。

　少し前に、だめ元で雨乃にメッセージを送ってみれば、すでに彼女は本馬技研から退所し市内へと戻る途中で、ほむらたちが来るならしばらくそのスタバにいます───とのお返事。

「あ……ユリちゃん？　先輩も」

　店に到着してみれば、雨乃とテーブルを共にしていたのは、鼎結理と早瀬諒の二人でした。とくに活発な会話も聞こえないそのテーブルから、早瀬がこちらに気付きます。

「やあ、日ノ岡さん───って、なんだ一緒にいんの姫川さんじゃん。誰かと思った。こっち来てたんだ」

「はい。こんばんはです、早瀬先輩、それに鼎さん」と頭を垂れる姫川。

「…………」

　珈琲をすすりながら、鼎はかすかに会釈します。彼女の愛想の無さには慣れてきたほむらですが、姫川はそれどころではなく───

「こんばんは、閑音さん。動物園はいかがでした？」

　と雨乃に微笑まれると、姫川は、「う、うん、うん」と両手を前に出しながらフルフル震ふるわせました。その仕草をきょとんとして真似ながら、にこやかに手を合わせる雨乃。首をかしげ尋ねるほむら。

「……それ挨拶？　ユリちゃんたちに見送りしてもらったの？　アメちゃん」

「はい！　今日だけでなく、ときどき送っていただいてるんです。今夜もお付き合いくださってありがとうございます、ユリさん、早瀬先輩」

「そうだったんだ。ご苦労さまだ、二人とも」

　礼には及ばず、と首を振りつつ席を立った早瀬は、藤森のマンションの方角を親指で示します。

「そんじゃ、雨乃ちゃんは任せっから。よろしく」

　そう言い残して店を去る早瀬についていく鼎。飲みかけのトールサイズの容器を手先にぶら下げながら、何食わぬ顔で店を出る彼女を、ほむらは小走りで呼び止めました。

「ねえ、ユリちゃんはどっちなの？　山と、海」

「───海よ」と即答する鼎。やはり佐保の情報通り。

「……なんで？」

「なんでもよ」

　それ以上、譲歩してくれそうな様子はみじんも無く、鼎はさっさと行ってしまいました。

（……ってことはぁ……私の数少ない一年女子部員の知り合いのうち、お二人とも海コースをご希望ってことなわけね……となるとあとは……）

　肩をすくめて嘆息したほむらが席に戻ると、姫川はさっそく雨乃と盛り上がっています。熱気で顔を赤くしながら、バリカンで刈り取られる羊のように、もりもりと上着を脱ぎはじめるしだい。

「姫川さんちょっと、メエエって言ってみて？」

「めー」

「───めえぇぇ。嗚あ呼あ、ボクも閑音さんたちと一緒に、動物園のアイスクリーム食べたかったです！」

「その後のお店でのジェラートも、なかなかうめーでした」

　二人の会話にまざって追いかけながらも、すぐに首をかしげてストップをかけるほむら。

「……あれっ待って、ちょっと待って？　なんでアメちゃんがアイスのこと知ってるの？」

「おや」

　姫川は雨乃を前にぼうっとして、そんな事実には気づいていなかったふう。

「ほむらさんや閑音さんがアイスを食べられているお姿でしたら、実験室ラボのモニタリング室の、ライブ映像で拝見しましたけれど」

「へっ？」

　なにくわぬ顔で、ビデオカメラを構える仕草で答える雨乃。妙な回答に、ほむらは眉をひそめます。

「……ライブ映像って私たちのことを撮ってたってこと？　そんなことしてたの？」

「苳子さんのチームが、そちらに派遣されていたようですが……ほむらさんにはお伝えしてなかったとか？」おずおずと尋ねる雨乃。

「そ、そんなドッキリ撮影を許可するわけないでしょ？」

　店内に気を遣いながら、声をひそめて雨乃に聞いてみると───

　本日の雨乃のサンプリング試験には、ほむらが呼ばれなかったにもかかわらず、ほむらの反応の観察が不可欠で、出掛ける先に撮影チームを派遣して、ほむらの動向を密ひそかにライブカメラに収おさめていたのだとか。

「……ははあ、それで動物園から戻られた苳子さんが、今度ほむらさんに謝らないと、って申し訳なさそうにしていたのですね」と納得顔の雨乃。

「それトーサツ、立派な盗撮だから！　どうせ言い出しっぺは舎人さんなんでしょ？　あの人はもう……稲荷先輩が知ったら飛び蹴りくらわされてるよ。ねえ、姫川さんも怒っていいよこれは」

「なるほど……日ノ岡さんご自身が、被写体とされていることを意識しない状況が必要だったんでしょうか」不本意な被写体であった経験自体は特に気にした様子もなく、姫川はむしろ雨乃と関わりがあったことが嬉しそう。「それにしても本馬技研と動物園とでは、それなりに距離があると思いますが、どんな趣旨の実験だったのか───それで、何か結果は得られたんですか？」

「今、解析されてます、一昨日の結果と比較しながら。まだ途中ですが、舎人主任マエストロはだいぶ面白がってましたから、何か新しい発見があったみたいです」

「みたい、ってアメちゃん自身には自覚が無いってこと？　だったらいよいよ何を調べてるんだろ……まあその話は、もういいです。結果を待つしかないみたいだし」

　さらに声をひそめて、例の案件、出所不明の内部リークの話題に移ります。

「───えっ？　回覧のメールですか？　全然知りません」

　ぶんぶんと首を振る雨乃。

「アメちゃんははぶられたか。むむ……なんでかな」

「なんです、なんですかそれ？」

　ほむらと姫川からひとしきり、事の次第を聞かされた雨乃は、浮かない表情になり、

「……そういうお話でしたら……これは推測ですが、ボクはその臨海学校か林間学校には、ご一緒できないかもしれませんね」

　と申し訳なさそうに肩を落としました。

「やっぱりそうですよね」雨乃の言葉をさらりと認める姫川。「今は非常事態みたいなものですから、待機中のほかの先輩がたのように、雨乃ちゃんにも待機が命じられる可能性が高いですね」

　納得顔でうなずく姫川の隣で、ほむらは身を乗り出して残念がります。

「えぇー、来られないの!?　またぁ!?」

「仕方がありません、日ノ岡さん」さとす姫川。「それにこれは、雨乃ちゃんの実力が試される大事な機会かもしれませんし」

「うう～ん、私、アメちゃんと一緒だったら、海コースの方でもいいかなって思ったんだけどな……それじゃいよいよ私たちが、上級生たちののけ者にされてるみたいになってきたじゃない……」

　唇をとがらせて渋るほむら。けれども、つと静止してじっと対座席を見つめた雨乃の変化に、一歩遅れながらも気づかされ、はっと息を吞みます。

　姫川の衷ちゅう心しん。雨乃の言葉にも淡々としていた、そんな彼女の頰につたわっていた一筋の涙。

「な、泣いてる……？」

「悲しいときは涙がでるものです」

「姫川さんてば、そんな平然と言われても───」

「…………閑音さん……」

　しばし呆然と姫川を見つめていた雨乃は、静かに席から立ち上がると彼女に寄り添い、ポケットから取り出したハンカチを手渡します。

「ごめんなさい、閑音さん。ボクも残念です。ボクも泣けたらいいのに」

　弱々しい笑みを浮かべる雨乃。

　姫川はほむらと顔を見合わせます。そして、雨乃に向けてそっと首を振りました。

「雨乃ちゃんには涙は似合いません。泣いている雨乃ちゃんを見たら、とても悲しくなります。雨乃ちゃんには笑っていてほしいです」

「……はい！」

　元気よく雨乃は頷きました。

「きっとまた、虚惑星でご一緒できる機会がありますよ！」と両手をグーにするポーズで姫川を励まします。

「───はい。そうですよね。考えてみれば、あたしたちはまだ一年生なんですし」

　姫川の口にした言葉は、ほむらにとっても本心でした。

　けれど雨乃自身にとってはどうなのだろう？　そう思わずにはいられませんでした。
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　───翌週。

　西へ西へとひた走る、東海道・山陽新幹線の車内。

　移動する間も、探検部とは関係のない学校教材とノートを広げる二人。来週末におこなわれる期末試験へ向けての勉強中です。いちおう、格好だけは。

「…………」

　けれども、真面目に勉強に取り組んでいるのは隣の席の東野だけで、ほむらはまるで身が入っていません。

　とりあえず、つきあいばかりの教材をテーブルに置いてはいるものの、気がつけばまた、流れゆく車窓の景色にぼんやり視線をただよわせています。

　東野はそんなほむらのだらけた様子を知りつつも、注意もせず放置しています。

　しかし、誘惑に耐えかねたほむらが、そろりそろりと携帯へ手を伸ばそうとすると───ぴしっ！　と手が飛んできて邪念の邪魔をするのでした。

「……ぐぬぬぬ……『気分転換』は必要だって前におっしゃいませんでしたっけ……」

「『気分転換』つーのはな、長時間集中していて、根を詰めすぎてくたびれちまわないように、脳味噌の休憩を入れることなんだよ。最初から一秒も集中してない脳味噌には必要ない」

「あーそうですか。どうせ私の脳味噌は、ぜんぜん漬かっていませんよ。まだ生の大豆がごろごろしてますよ」

　そうぼやき返して、おざなりに教科書を手に取りはするものの、また視線はふらふらと車窓へとただよっていきます。薄曇りの冬の空。

（住宅地……マンション……工場……代わり映えしない、つまんない景色……山が見えてきたと思ったらトンネルばっかりだし）

　朝はやくに東京駅を出発した新幹線は、とっくに名古屋を過ぎて、京都、新大阪、新神戸の畿内の三駅を水切りのように跳び渡り、次なる停車駅の岡山へと向かっているところ。

　目的地の新山口駅までは、もう残り一時間と少しです。本州の端までと気構えていましたが、乗ってみればあっという間。

　ふぅ、と息をついた東野は、しばし手を止めて、ほむらを見ます。

「そんなに長門水産での調査活動がいやなのか？」

「いや、ってわけじゃあないけど」

「ＳＡの時のはしゃぎぶりはどうしたんだよ」

「あれは夏の沖縄で……これから行く長門市は冬の日本海ですし……出張したことあるって言うお父さんに聞いたら、カマボコとフグしかおぼえとらんって言うし……フグなんか私たちが食べれる筈ないし……カマボコって……」とどんどん座席に沈下していくほむら。

「まず食い気か。お前はカマボコに恨みでもあるのか。一応、顔見知りもいんだろ、向こうには。同じ一年だったら名な草ぐさとか、石いし見みとか───あと三年の周す防おう部長か」

「顔見知りってほどじゃないよ、まだ。長門の人たちとはね。部長の周防さんって実際どんな人なの？　東野くんが部長会議に出てた時にも、当然いたんでしょ？」

　虚惑星の無人島での、彼女の印象的な姿を思い出します。シャチのボビーを連れて現れた、水着姿の周防先輩。しかしその場では二言三言、言葉を交わした程度です。名草や石見たちとは、その後一緒にシークァーサーアイスを食べたりもしましたが。

「会議の席では、けっこうおっとりした感じだったけどな。稲荷先輩のことを少し聞かれたくらいで、それ以外は特に話したことはねえな」

「ふうん」収穫も得られず、ぷしゅーと前のめりに空気の抜けるほむら。「せめてアメちゃんがいればなぁぁぁ……はぁぁ」

「……長門水産むこうに着いたら、どうせ勉強どころじゃなくなるぜ？　今のうちに進めとけよ。教科担任から宿題ももらってるだろ」

　これみよがしに嘆息して、また勉強に戻る東野。

　窓側にもたれながら、ほむらはそんな彼の横顔をそっと盗み見ます。

（…………そういう東野くんも、人のことは言えないよね）

　一見すると熱心に勉強に打ち込んでいる彼でしたが、本当はほむら以上に気落ちしているのだと、すぐにわかりました。いつも滞とどこおりがちなほむらの自習を促うながすような気力もなく、ただ煩わずらいごとから離れて、目の前の作業に没頭していたいのだろうと。

（宿題……か……）

　そっと取り出したのは、一片の編み物。すばる姫から託された《斗ます織おり》です。

　あれからほむらは、《斗織り》を携帯のカメラに収めて拡大してみたり、重ねた紙の上から鉛筆でこすって転写してみたり……どんなふうに編まれているのか、自分なりに解き明かそうとしてみたのですが、なかなかピンと来るものはありません。やはり、どうしても一度ほどいてみないと、その独特な構造を実感することはできないようでした。

　けれど、元通りに復元しなければいけないという重圧の前に、それを行う勇気が、なかなか振り絞れないのです。




　憮然とした東野の表情から思い返すのは、週明け直後の部室棟───。

　御陵部長や稲荷副部長も交え、青藍探検部の全員が顔を合わせたミーティング。

　ほむらたちが見舞われた事件ケースをどこか予期していたかのように、顧問の藤森が一同に語りました。

　虚惑星調査官に対して、あきらかに敵対的な行動をとる存在の出現によって、日本支部は厳重警戒態勢となったと。状況が明確となるまでは、外部への発表は控えられ、まずは対策を講じるために、事態の真相究明が優先されることを。

　日本支部だけでなくＵＮＰＩＥＰ本部にも報告がのぼり、各国での調査活動への警告も発せられました。

　そういった情報の統制について、意外にも、稲荷は一定の理解を示します。

「……まあ、あれだね。希望の土地でなくてはならない虚惑星に、進んで危険なイメージを持たせたい調査官やＵＮＰＩＥＰ関係者はいない、ってか。自分の首を絞めるわけだもんな」

　自身が襲撃に遭ったにもかかわらず、どこか他人事のように語る稲荷。

「そうは、限りません、よ」御陵が口を挟みます。「さらに事態が、悪化してしまえば、かえってＵＮＰＩＥＰへの、不信感は増します。今は、その判断の瀬戸際です」

「……そりゃそうだ。でも、きっと公おおやけにさらして反応や議論の結果を待っている時間は無い」

「はい。いずれは議論と対策を同時進行と、すべき、ですが」

「……」

　先週末の部長会議にも参加した二人のやりとりを、黙って聞いている藤森。顧問であり、管理官として通達する立場の藤森は、彼女自身、日本支部の方針に完全に納得はしていない様子でした。ともあれ、時間は待ってはくれません。

「ＵＮＰＩＥＰとしても、一秒でも早い究明を求めている。ひとまず日本支部では、現状の調査活動をすべてストップして、全探検部の総力を結集して事態にあたる。言うまでもないが、この件については、青藍校あおこーと日ひ吉よ坂こ校ーの担当ミッションではなくなった」

「じゃあ、指揮をとるのも天竜代表になるんすか？」と尋ねた東野に、当然そうなる、と藤森は肩をすくめます。

　ほむらたちの帰還の直後。

　上狛のひきいたパーティが、待ち伏せを受けて襲撃されたと知り、御陵は動揺を隠せませんでした。動揺ぶりを目にした稲荷のほうが狼ろう狽ばいしていたくらいです。

　しかしすでに、稲荷とともに会議に出席し、探検部のリーダーたちとの討議を重ねた今、御陵は性根を据えて問題に取りかかろうとしています。

（……だからこそ、東野くんの取り残されちゃった感が強調されちゃうのよね……まあ、それは私もだけど。それに、ギャビーはどうしたのかな……？）

　ギャビーとは、この部室棟の転送室に戻り、共に帰還の喜びを分かち合いましたが、その後は、藤森や棚倉顧問たちに事件の顚末を報告しながら、さまざまな対応を掛け合っていました。

　ギャビーにとってもまた、野生動物に襲われたのとは訳が違う、大事件だったのです。

　今この場にいないということは、部長会議に出席した後も、バチカン本国への報告に追われているのでしょう。パートナーのネイトと共に。

　ずっと当たり前のように、毎年繰り返されていくと思っていた探検部の活動の前提がくずれ、見知った人々がつぎつぎと巻き込まれていく状況に、ほむらの気持ちもまた揺さぶられて落ち着きません。

　東野の質問に答えていた藤森が、日本支部の意向を簡潔にまとめます。

「───つまり、当面の行動はこうだ。放浪者の正体、規模、行動範囲を明らかにする。可能であれば、有効な対策を講じる。もちろん慎重にな？　そのために、二隊からなるパーティを選抜して、準備が整い次第、虚惑星へ向かう。バックアップのメンバーも青藍校うちと日ひ吉よ坂こ校ーとで分かれて待機する」

　自分たちだけでは持て余していた大きな部室棟が、ようやく本領を発揮できそうではありますが、喜ばしい事態とはいえません。

「二隊もですか……あれ、でも転リ送ン環グの魔力が、もうあんまり残ってなかったような……」とほむら。

「そいつは頭の痛いところなんだが……まずは一隊を桃山荘に送って、あとは旧青藍ベースキャンプか日吉坂キャンプから追っつけ合流……だな。さすがにまた一個、転送環を増やしてくれってのは他の国の手前、難しい。仮に今から最優先で、転送環の創造を開始しても、魔力の充塡には時間がかかる」

　頭をかく藤森。

「転送環は望み薄、です、が」と御陵。「機動力の不足は、マウンテンバイクＭＴＢも投入、して、補おぎなっていき、ます。移動コースについては、浜はま松まつ中ちゅう央おうの神かみ尾おくん、と調整しています」

「自転車兵ね。浜はま中ちゅーご自慢の。山でも谷でもどんとござれ！」

「兵隊じゃありません」

　茶化す稲荷を、御陵が、めっとたしなめます。

「やれることは全部やろうってわけですねー」

　ほむらのなにげない相あい槌づちに、御陵はつらそうな笑みを浮かべました。

「……藤森先生から、お話がありました、が、バックアップには、各校の二年と三年のメンバーが混成で、あたり、ます。ですから、日ノ岡さんと東野くん、は、一時的に活動をお休みとする、か───」

「あるいは」稲荷が説明を継ぎます。「ベースキャンプ維持の為に、他の担当区域にお邪魔してくるかだよな」と、机に広げられた探検部所在地の地図を、東から西へ、飛び飛びに指差します。「苫小牧電波とまでんかぁ、鷺さぎ谷たにかぁ、あとは、長なが門と水すい産さんか、この三校のどこか」

　稲荷は、腕組みしている藤森に向き直ります。

「ねえモリちゃん。このプランってさ、あいつの……天竜の口から出てきた案だったけど……実際のところは、どうせ佐久間顧問の差し金なんでしょう？」

　答えづらそうに口端をゆがめる藤森。

「稲荷は反対か？」

「あの探検部代表モジャモジャあたまが納得してるのなら、しょうがないって言うか……じゃなくて、こんなあからさまにガス抜きみたいな餌を差し出されたら、さすがに一年生だって気付くし、怒るよ」

　ねえ、とほむらと東野に目を向ける稲荷。

「だよなあ……」

　ちらちらとほむらたちを見つつ、藤森は溜め息をつきます。

「もう三学期も終わりだ。探検部在籍も二年目ともなれば、特別ミッションに動員される部員の保護者への対処の勝手もわかるし、それに保護者の側でも気構えが出来てきてな。ありていに言うと……厄介事が減る」

「……雨乃さんは、どうなるの、ですか？」と御陵。

「雨乃の任務はまだ保留だ。もしかすると……向こうに、すばる姫の城に常駐になるかもしれないな」と藤森。

「えっ、常駐って……」

　言葉を失うほむら。予想もしていなかった展開です。東野も険しい表情になります。

「大量の予備バッテリーを持ち込んで、限界まで滞在期間を延ばすつもりっすか？」

「そうすれば転送環の魔力も消費しないし……アメちゃんをこき使えるってこと？」

「こき使えるって、お前な、日ノ岡」

　詰め寄る東野とほむらに、まだ未定の話だぞ、と弱りながら応じる藤森。

　しかし雨乃は真剣に彼らに告げます。

「ボクは構いません。そのために色んな訓練もしてきたんですから。けれど……先ほど言った特別ミッションのなかには、交渉は含まれていないんですか？」

「…………雨乃さん」

　今度は御陵や稲荷たちが困った顔をする番でした。もう一度、雨乃が尋ねます。

「───放浪者さんとの和平交渉は、できないのですか？　それならボクは喜んで向かいます。皆さんの言葉を伝える使者として、単独で活動できますよ。皆さんを危険な目に遭わせずに済みます」

　稲荷が大きく首を振ります。

「虚惑星人ヌテラリアンは、きっと、傀儡を人間同様には見てくれないよ。すばる姫を見ればわかるでしょ？　今でこそ態度を軟化させているけれど、それはあたしたちのことを信用してくれて、そのあたしたちが雨乃に信用を置いてるって知っているからこその態度だもの。そ、それにさ……」

「そうです」

　御陵が身を乗り出します。口ごもった稲荷の隣で、その言葉を継ぐように。

「傀儡を道具として、だけで、なく、人を襲う武器として扱う放浪者たち、に、捕まるようなことが、あったら、意を尽くして、も、スムーズに交渉ができるとは思え、ません───雨乃さんを、人間同然、に扱うのは、わたしたち自身の、自己満足の側面、があります。押しつけの善意、は、雨乃さんの為、になる、とは限らないでしょう。それでも、わたしは、雨乃さんには、部員の一人、として、同行して、ほしい。大切な友人、として」

「部長……直すなおさん……」二人の先輩から説得を受けて、雨乃は恐縮して縮こまります。「……すみません。無理を言って」

　そんな雨乃の頭に手を置いて、ぐりぐりと押さえつける藤森。

「ゴーレム相手にそんな気遣いするこたーない。遠慮無く、こき使ってやればいいんだ。なまじ丁重に扱うと、自分を人間と勘違いして、どんどん図に乗るぞー」

「ちょ、ひどっ、モリちゃん！」暴言に突っ込むほむら。

「稚鮎さんはぁ～、ゴーレムって呼ばないでください！」

　怒る雨乃に、藤森は普段のままのせせら笑いを返します。本当に失礼しちゃいますね。

　真顔に戻り藤森が語ります。

「……親善大使アンバサダーが誰になるにせよ、放浪者への直接交渉は許可できない。すくなくとも、日本支部の管理官の多くはそう考えている。出来るとしたら、すばる姫に仲立ちを頼み込むことくらいだ」

「そのすばるさんが、放浪者相手では一番血気盛んだからさー」

　苦笑する稲荷に向かって、えへん、と胸を張る御陵部長。

「そこは、わたしが」

「どうだかなぁ」と笑いながらいぶかる稲荷。

　御陵はあらたまって、東野とほむらに向き直ります。

「───東野くん。日ノ岡さん。こんな予断を許さない状況、です。それでも、わたしたちの時間は限られて、います。どうします、か？　あえて地球側に残りますか？……それとも、こんな時でも、他校のミッションに参加、します、か？」

　問われた二人は、お互いの顔を見合わせます。

　ほむらは困り果て、東野もまた浮かない表情で。

「私は、実はまだ迷ってて……もし部長が私の立場だったら、どうします？」

「ハァ、まだ？」と脇から稲荷が突っ込みます。「自分で決めなさいってば。それじゃ本当に言われるがままじゃないの」

　そんな稲荷をとりなしながら、御陵はほむらの問いに応じます。

「日ノ岡さんも、納得はされていない、ですよね。探検部のみんなが同じ目的で動けない。三学期の終わりに、こんなふうに、部を引き裂くようなことがあって」

「……はい。それは、本当に寂しいです」

「わたしは、虚惑星に行ける機会があれば、その機会を逃しません。虚惑星では思い通りに行くことのほうが少ないです。悪天候で、一歩も外に出られず動けないことだってありました。それに比べれば……」

「俺は行きますよ。気持ちで割り切れなくても、何もしないことを正当化する口実なんて、俺は欲しくない。先輩の言う通り、機会が与えられたなら俺はやります。でも、これだけは聞かせてください」

　東野は逆に問い返しました。

「もし先輩たちと放浪者が遭遇して、相手が、トラコサリスが攻撃してきたら、どうするんです。相手に交渉する余地がなく、問答無用で襲ってきたら」

「…………」

　稲荷は御陵に目配せをしました。無言のまま通じ合うものがそこにあり、熟考の末に、御陵はこう答えました。

「放浪者に攻撃をされ、たら、自分たちの身を守ることを、最優先して、逃げ、ます。わたしたち、は横暴な征服者では、ありま、せん」そう言って御陵は手元に目を落とします。ほむらは御陵のその指に、緊急脱出のための転送環を見た気がしました。「……でも、あきらめは、しません。何度でも彼らと交渉、します。それに、もはや、虚惑星には、放浪者たちだけが存在しているわけでは、ありません。すばる姫もいます。傀儡師さんも、ブロンテさんもいます。まだ見ぬ、虚惑星人たちも、きっといるのでしょう。わたしたちは、彼らとの関係を、築いていけると信じています。時間は、わたしたちに、味方してくれるはずですから」




　東野はまず「鷺谷」を、次いで「長門水産」を希望しました。

　ほむらはといえば、結局、姫川や鼎がいるだろうな、という安心感だけで「長門水産」の一いっ択たくです。待ち受けるヌメヌメの洗礼には、不ふ承しょう不ぶ承しょう目をつむりました。

　さっそく希望を伝えると、先方の鷺谷から、希望者多数につき可能なら第二希望へ、と返答があり、調整の末に、青藍高校の一年生二人は長門水産へ振り分けられることになりました。

　それはまた、他校の一年生たちも、地球でくすぶっているよりも、虚惑星を訪れる道を選んだ……という事実を示していました。各自、探検部の窮きゅう地ちに思うところはあれど、もともと冒険好きな人間の集まりですから、是非も無しともいえます。

（あーあ、今さらだけど……残るって言えばよかったのかなぁ……）

　そんな後悔も先に立たず。

　慌ただしい経緯を、ゆっくりと思い返す暇も無く、ほむらたちは『のぞみ』が停車する、本州西端の駅である新山口駅に到着します。駅では、別ルートで到着した他校の調査官と合流し、在来線を始発駅から終点まで乗り継いで、ようやく最終目的地の長門市駅に到着しました。




　降り客もまばらな、閑散とした駅前ロータリーに立つほむら。

　単線の列車で、冬の山地を縫いながらトコトコと降りてきたかと思うと、すぐに濃い海の匂いが鼻をくすぐるようになりました。日本海の海岸まで、もう半キロも離れていないはずです。

「とんでもないド田舎に来てしまった……よもやこんな地の果てに人が生存しているとは、裏日本おそるべし……」

「ハハハ……お隣の萩はぎもこんな感じだけれど。あちらのほうが、もう少し観光地っぽいですかね」

　苫小牧電波の桑くわ園ぞの釉ゆうが、ほむらの失礼なボヤキに苦笑しています。

　桑園は、姫川と同じ北海道からの飛行機利用ですが、いたって普通な冬着姿です。

「ふうん。なんでみんなローカル線の木造駅舎とかで盛り上がれるのか、ちっともわからない……楽しみにしてた駅弁なんか影も形もないし……結局キヨスクのおにぎりになるなら、お母さんにお弁当頼めばよかったなぁ」

「乗り合わせたお婆ばあさんたちに、ゆでもろこしだのバナナだの、おやつ貰ってたじゃない」

　おなじく駅前の閑散ぶりに辟へき易えきした顔の鼎結理。

　昨晩は京都に立ち寄り、別件の用事で一泊したという鼎は、ほむらたちと同じ新幹線に途中乗車していました。

「くれるっていうものを断るわけにもいかないでしょ。そういうユリちゃんだって……」

　ほむらの隣で鼎結理は、なにやら口をもぐもぐさせています。

「それ、私が貰ったうでたまごなのに……」と未練がましいほむら。

「……まあまあね」

　などとひとりごちつつ、ラップでくるんだゆで卵を片手でかじる鼎。

　列車中ではずっと寝ていて、お婆ちゃんたちの話し相手はほむらに任せきりにしていた彼女。ほむらが卵の殻をむいて、あーんと食べようとした矢先に、ヒョイと手の中から奪っていきました。

　到着から十分も待たないうちに、迎えの者が現れます。

　一台の自転車に、妙な二人乗りをしながらロータリーに姿を見せたのは、長門水産高校の一年部員、名な草ぐさと石いし見みでした。

　その後方には、徒歩の同行者も見えています。大阪府立南雲の制服の男女───長篠冬たちでした。彼らは先に到着していたようです。

「二人乗りは駄目ですったら！」

　挨拶するよりも早く、南雲の長篠に叱られています。肩をすくめながら、自転車を降りた石見が声をかけてきます。

「いらっしゃい。お疲れ。みんなわざわざ美み祢ね線せんで来たんだ。そりゃ暇だったろ」

「そうでもなかったけどな。結構あっという間だったよ」と素直に答える東野。

「わざわざ……？　はて。ほかに、こちらへ来るルートは皆無と聞いたのですが。あとは夜行バスくらいだとか……」

　と首をかしげる姫川に、石見は首を振ります。

「学校のマイクロバス出して、新山口駅まで迎えに行ったのに。そっちのが早いし。探検部の関係者には、いつもそうしてるんだけどな。顧問から聞かなかった？」

「……ははぁ、犯人がわかりました」「ああ、成る程な」

　なにやら合点のいった姫川と東野が、視線を向けた先は、佐保秋穂。

　ローカル線で向かおう、と最初に言い出した当人です。列車の中でもずっと元気に喋っていた佐保は、出迎えに現れた名草や長篠たちとまた騒がしくしています。ようやくギプスがはずれたことも手伝って、なんとも陽気なものです。

　東野たちの会話を聞きながら、ほむらも納得。

（言いだしっぺの秋穂くんが、とにかくバスに乗りたくなかったのね。乗り物酔いするから）

「おい結理、何つまみ食いしてんだ。日ノ岡さんもしゃごんでないで。宿舎はすぐそこだってさ」

　と促してくる早瀬は、同行者では唯一の二年生になります。鼎と共に京都に立ち寄ってきたらしいのですが、本人も詳しくは語りません。

　探検部の一年生たちは、長門水産の案内役に従いながら、そろって今日宿泊する施設へと向かいました。

「あ、持ちます、日ノ岡さん」とこちらの荷物に手を差し伸べてくる桑園。到着して呆然としていたほむらが、疲れているように見えたのでしょう。

「ダイジョブ、ダイジョブ。そんな気を遣わないでいいって。重い装備は別便で送っちゃったし。あ、じゃあこれ持って？　ていうかあげる」

「バナナ？　あ、ありがとうございます」

　きょとんとして両手でバナナを受け取る彼。ほむらよりもちょっと小柄で、華奢な雰囲気の少年です。

（あいかわらず可愛い系……だけど、ＳＡの時よりちょっとだけ背が伸びたかな？　桑園くん）

　五校からなる探検部員が入り乱れて、ずいぶんとにぎやかになりました。合流するまでは口数も少なかった東野も、すっかり元気になり、まるで修学旅行のようでした。




　───その夜。

　就寝前に、宿舎からも近い長門水産高の校舎を訪れた一同。

　明日の虚惑星遠征に備えてのミーティングです。通されたのは、広い畳敷きの会議室。

　その直前は、一年生そろっての夕飯でした。テーブルを埋め尽くした皿の数には一同啞然。旬の魚のお刺身から、お寿司から、煮付けに天ぷら、カニ、クラゲ、酢の物etc.……と大攻勢で、食事を終えた今も皆、陸にあげられたフグのように、破裂せんばかりの腹をかかえウンウンうなっているありさまです。

　明日からしばらく日本食におさらばか、と思うと、ついつい箸が進んでしまうのは皆同じのようです。ほむらもまた同じく満腹感にあえいでいました。

「うぐぐ……い、一年分のお魚を胃に詰め込んだ……」

「無理して食べるからでしょ」と、自分はほとんど手をつけず平然としている鼎。

「わ……私だって、あんなに美味しくなければ残したんだってば……なんでもっと適当に作ってくれないのかな……それに、そういうユリちゃんは魚嫌いなのに、なんで長門水産こっちを希望したの？　ますます謎だよ」

　恨めしそうなほむらの疑問には答えず、鼎はさらりと、

「フグの唐揚げは美味しかったわ。養殖物なら、刺身てっさより好きかな」と。

「贅沢者めぇ。フグ……最後の最後にメインが出てくるとはしてやられた……」

　そんなトラップをくぐり抜けたあと───。

　食休みがてら、ミーティング前に目を通しておくように、と渡された書類ファイルの束がまた、ほむらには苦手なしろものでした。

　机の上に重なるファイルを順に物色しながら、姫川がタイトルを読み上げます。

「『沿岸動物総覧』『磯の生き物たち～岩礁棲生物リスト最新版』『超重要・毒性を持つ海の生き物』『ビーチコーミング・漂着物の分類法』……」

　それらは、虚惑星の、長門水産の調査担当エリアで発見された生物を、大判の写真と解説とでまとめた図鑑でした。虚惑星へも持ち込めるように、防水処理されて製本されています。

　おそるおそるファイルを開けば、その一発目が海岸にうちあげられた無数のナマコの群れの写真で、「うっ」と呻いて、閉じるほむら。そこへ更に、

「どうぞ、日ノ岡さん。調理担当者はこちらもですね」

　姫川から、どさり、と追加で渡される新たなファイルの束。

「ど、どれどれい……『食用となる海産物の見分け方』『有用な海藻一覧』……ですか。さすが海の王者の長門水産、至れり尽くせりですこと……」

「これだけ豊富ですと、メニューを考えるのが大変かもしれませんね」

　感心している姫川も、苫小牧電波とまでんでは主に調理役を担当しています。

「あれだ。もう毎晩、鍋でいいんじゃないかな……と言っても、向こうはまだ秋になったばかりなのか。じゃあ、まだムシ暑いかなあ」と今から頭を悩ませるほむら。「石見くんたちにも、色々相談しないとだね」と苦笑します。

「そうですね。いろいろ大変そうですけれど、新鮮な食材がふんだんにあって、あたしは結構楽しみです」

　先ほどの夕食の支度風景では、その石見も名草も、宿舎の調理師さん（地元のおばちゃんズ）を手伝いながら、巧みな包丁さばきで魚を下ろし、なかなか見事な手際を見せていました。こちらもまた水産高校の面目躍如といったところ。

（まあヌメヌメ系はイヤだけど、今回のミッション中は、大きな移動は無さそうだし、そこはラクそうでよかったな。他に一緒に手伝ってくれる人もいるしね）

　向かいの平机をみれば、このミッションには最後に参加表明をした南雲高校の一年生三人が座っています。長篠の隣には二人の男子部員、平ひら岡おかと相あい月づきが、ジャージ姿であぐらをかいています。

　長篠はといえば、彼女らしく几帳面に一頁一頁ファイルをめくりながらも、青ざめています。彼女もまたヌメヌメ系は得意ではないようですが、口元を押さえながら必死に目を通しています。他の二人の男子とは、ほむらはまだほとんど交流がなく、性格が摑めません。

　さて、そうこうするうちに、今回のミッションの中心人物がやってきました。

　先ほども挨拶でだけ顔を出した、長門水産探検部部長の周す防おう奈な々な美みです。

「はあい～、一年坊さんたち、お待たせ。ミーティング始めましょうか」

　周防に付きそうのは、長門水産の探検部顧問の上かみ郷ごう教諭。日に焼けて、引き締まった体格の、いかにも海の男という雰囲気の男性。

　さらには早瀬も同行しています。まずは顧問と三年・二年の先輩たちとで、大まかな調整をしてきたようです。

　連日の会議や、急に決まったミッションの準備で、とても多忙だったはずの周防部長ですが、疲れた様子はありません。虚惑星の礁しょう縁えんで遭遇した時と同じく、穏やかですずしげな微笑を浮かべています。

　長門水産のブレザー制服姿の周防奈々美は、ほむらより少し背は高め。海では束ねて持ちあげられていた長髪は、いまはストレートで垂らされ、前髪だけをヘアピンで留めています。よく落ち着いて、先輩らしいしっかりとした雰囲気。態度から自分たち他校の探検部員を歓迎する気持ちも伝わってきました。

「えっ……あ……？」

　そしてさらに、本日はじめて見る人物が一人。

　兵庫灘浜校探検部の部長、花屋敷でした。入室しながらカチャカチャとズボンを直し、よれよれのハンカチで手を拭く無精髭の先輩。

（魔術師……もう一人の……！）

　ほむらを含め、花屋敷の到来を事前に知らされていなかった部員たちは、意表を突かれはっとします。

　魔術師ウィザードの大嵐岬や、〝ソングバード〟愛媛鷺谷の古ふる町まち翠みどりと並んで、卓越した魔法を振るうという評判の三年生です。

　ずいぶんと背を丸めて、胃のあたりを押さえながら手近な座椅子に座ると、隣にいた桑園に断って湯飲みを譲ってもらい、お茶を啜っています。登場ぶりだけ見ると、どうにもぱっとしないイメージ。

　ほむらの隣にいた鼎などは「ちっ」と露骨に顔をそむけます。

（舌打ちって……ユリちゃん……）

　見るからに癖のありそうな三年生。

　周防部長と同じく、花屋敷部長とミッションを同行することは初めてです。ブラジルへの長々距離転移試験の際に、すれちがいになったことはありましたが、虚惑星滞在時に花屋敷の姿を見た経験は一度もありません。

　上座に座った周防が、全員揃ったのをみて語り始めます。

「それぞれの部長さんや各顧問のせんせから伺うかがっとるとは思いますけど、あらためてお伝えしときましょうね。明日からの虚惑星遠征は、これまでもペア校で行われていた調査官交換の延長的な位置づけです。かんたんに言えば、環境も、調査目的も異なる探検部で、経験を積み、各自、虚惑星へのあらたな見聞を広めようというものです。

　隊長を務めるのは、私、周防奈々美です。副隊長は、日吉坂校の早瀬諒くんとなります。そして、そこにいる無ぶ精しょうヒゲ……」

　じっとりとした周防の視線が注がれると、その当人は、

「ぶぁぁぁっくしゅぉぁ！　うぇぇい、畜生！」

　と障子窓がびりびりする大きなくしゃみをしました。

「か、風邪ですか……花屋敷先輩？」と長篠が怪訝な顔でティッシュを差し出します。

「もう治った。ちょっと飛行機で冷えっとう」

　とまたズビーっと勢いよく良く洟はなをかむ花屋敷。

「あの、ガーゼのマスクありますから、よかったら」

　と、おずおずマスクを差し出す長篠には、ぶんぶんと手を振って断ります。

「お構いなく。ワシはええんで、奈々美さんどうぞ続けてください」

「その前にマスク着用を願います、花屋敷部長。あなたは地球こっちに置いていってもいいですけれど、ここには遠征を控えた一年坊たちがおるんですよ」

「だっはっは、そのへんで売っとるマスクなんか意味ないて。インフルでもなし。しようがしまいが統計上はな───」

「マスク」

「はい」

　あくまでおだやかな口調のまま周防が釘を刺すと、花屋敷はぺこりと長篠に頭をさげてマスクを受け取り、おとなしく口元を覆いました。やや身を引き気味にしていた長篠もほっとしています。

　周防が話を続けます。

「……花屋敷部長は、補佐として加わります。あちらでチームを分ける時には、リーダーも務めますので。花屋敷部長、いちおう一言どうぞ」

「はい。一言な」

　もごもごとマスクの下で喋る花屋敷。

「ご紹介にあずかりました花はな屋や敷しき元げん太た郎ろうです。灘浜の部長やっとります。まあ、あれです。ぶっちゃけ諸君らは貧乏クジです。明日からは地味ぃ、なお仕事が待っとうで。暇しとぅもん同士、楽しくやろう」

　花屋敷の率直な言いぶんに苦笑しながら、上郷顧問が尋ねます。

「そういう花屋敷君は、無理してこっちに来てくれたんじゃないか？」

　おおげさに首を振る花屋敷。

「例の放浪者対策のほうは、メンバーも確定しましたんで。藤森さんもおどろきの猛者ばっかりですわ。あちらでの魔法支援なら、大嵐に七久保ちゃんもおりますし、あとはバックアップ役として灘う浜ちの優秀なチームがおるから充分でしょう。ワシはのんびり奈々美さんの手伝いでもしよかいなと」

　花屋敷の説明から漏れ聞こえる、探検部中枢の動向に、東野が耳をそばだて神経をとがらせているのがわかります。長篠もやはり、気になって仕方が無い様子です。

　しかし当の花屋敷は緊張を感じさせず、ニコニコと人懐こい満面の笑みを周防に向けます。

「…………」

　周防は眉ひとつ動かさずかすかな溜め息。

「花屋敷部長がぶらぶら遊んでおったら、私までタレコミよろしく……とはいえ、ずいぶんいきなり決まったミッションではありました。戸惑っているひともおるでしょうが、よい経験となるのは間違いありません。吸収していけるように、耳じ目もくを属しょくして、あたってください。

　非常時の待機バックアップチームには、長門水産から二年、三年の部員がつきます。彼らは明日も通常授業で登校しますから、出立前に顔を出してくれるでしょう。向こうでわからないこと、不安なことは、勿論私に尋ねてくれていいですし、経験者である石見くん、名草くんに聞いてくれてもいいです。二人はよろしく」

　任せとけ、とばかりに手を挙げて石見たちが応えます。以前に受けた印象からすると、率先して飛び出していきそうな二人ですが、それでもちょっぴり頼もしい雰囲気になりました。

　その後は顧問も交えながら、虚惑星担当区域での調査計画や、現地の地理を教わりました。現地滞在時間にして六日間となる、その全日程においてベースキャンプで寝泊まりする予定である、と聞いてほむらは多少ほっとします。

（がっかりしている人もいるようだけど……東野くんとか、姫川さんとか……）

　南雲の相月くんは、花屋敷部長が到着してからは、ずいぶんと落ち着かない様子でそわそわしています。同じく南雲の平岡くんは、あい変わらずのんびり。仲間の相月を落ち着かせようとして肩に置いた手を、鬱陶しそうにはねのけられています。

　そして、ほむらの隣に座っている鼎の表情は、依然読めません。

　ただやはり花屋敷を意識して、というか相当に毛嫌いしているのはわかりました。先ほどの舌打ちも見間違いではなかったようです。さすがに居眠りまではしていませんが。

　ミーティングの終わり。

　周防は後輩の調査官たちに、こんなふうに注意を促しました。

「───皆さんが探検部に入部し、調査官としての活動を始められて、そろそろ一年が経ちます。虚惑星はどこへ行ってもたいして変わらない、だなんて、根拠の無い自信が生まれてくるのが、まさにこの頃です。

　私たち長門水産探検部は、言うまでもなく、海の自然と生物に関わりの深いチームです。日本探検部の海の最前線フロントラインとして、遠くない将来に、調査官が虚惑星の海洋の世界へとこぎ出すその時のために、調査と研究を重ねて来ました。

　先輩たちが残してくれた積み重ねはありますが、過信はせず、先入観を持たずに、調査にあたってください」

　一息ついて、目前に置かれたファイルを手にかかげる周防。

「ちなみに───先ほどまで、皆さんに目を通してもらっていた目録は、命にかかわる危険な生き物も載ってます。毒のあるクラゲとかですね。明日ちょっとしたテストをします。ちゃんと覚えてくださいね」

　はーい、へーい……と浮かない返事がぱらぱらとあがります。にこやかに、しかし冷ややかに、念を押す周防。

「……お返事は？」

　はい！　と、内心震え上がり、返事をする一年部員たちでした。
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　翌日。

　ほむらたちは、虚惑星の長門水産担当地域へと出発します。

　転送の準備があらかた整ってから、虚惑星がわに日が昇るまでに、多少の時間が生まれました。そのあいだ、周防部長の案内で、彼らの学校とその周辺を、ほんの少しだけ見学もさせてもらいました。

「みんな、長門へ来たのは初めての人ばかりでしたね」

「ワシは……たしか二回目くらいやったかな」

　と、なぜかくっついてきた花屋敷部長も一緒に。

「噓です。十回は来とるって」とおおいに呆れる周防。

　水産高校というものを訪れるのは、ほむらは初めてです。自分の住む県内にも、活発な漁港があり、その近辺に水産教科を持つ高校がある、というくらいの知識はありました。高校受験時に斜め読みした学校資料のなかで「海洋科」という文字を見かけて、なんじゃらほい？　とその存在をかすかに意識した記憶が思い返されます。

　つまりはまったくの異世界。想像がつかないという点では、水産高校は、虚惑星よりも遠い世界でした。本校舎の周囲には、マイナス三十五度の超低温倉庫や、五メートルの深度を持つ潜水プール、栽培漁業のための実習場などが並び、高価な機材がおさめられているという操船のシミュレーション施設などもありました。

　生徒数も教員も、ほむらの学校に比べればぐっと少なめですが、校舎も体育館も見たかんじの規模は変わりません。

「たしかに生徒数は普通高校に比べたら、全然少ないです。けれど、漁獲制限ですとか、養殖技術の進歩ですとか、いろいろ地道な努力が実って、日本の海洋開発が活況に転じてからは、志望生徒数も増えてきとるんですよ」

　かいつまんだ説明を受けながら周防に案内される途中、教室を移動するツナギ着用の生徒たちとすれちがいます。

　大勢の男子に交じって、なかには女子生徒もおり、校外から来た生徒を見かけると、すこし気恥ずかしそうにはにかみました。

　周防の後輩となる二年生です。そんな彼女たちが、親しげに周防を取り囲みます。探検部とはまったく無関係の彼女たちも、探検服をきっちりと着こんだ周防をみて、虚惑星への出発を間近に控えているのはすぐ察したようです。

　後輩たちと会話する周防には、訛なまりが戻り、すこしくだけた雰囲気に変わりました。

（あー、やっぱり標準語、意識してたんだ）

　そんな後輩女子生徒たちが、見学者のなかに花屋敷を見つけると、いきなり視線が厳しくなります。別れぎわなど「モジャ男は帰ってこんでええっちゃ」「ぶちへんくうたれ」「はよぉいね」などと、さんざんな罵ば声せいをあびせていきます。

　しまいにはカニの殻まで投げつけられ、花屋敷部長は傷ついてがっくり頭を落としています。いったい、この学校で何をやらかしたのやら。ちょっと可哀想。

　もうひとつ、ほむらは彼女たちの残した言葉が気になりました。

「ゴアンコーオって……なんのこと？　山口弁かな？」

「しきりに呼びかけられてましたね。はて、なんでしょうか？」

　罵声にしては明るい調子でした。ほむらが姫川に尋ねると、それを聞き止めた周防がくすりと笑います。

「『御ご安あん航こうを、祈ります』。ＵＷですよ」

「───ＵＷ？」と、さらに首をかしげるほむら。

「うちの転送室に、国際信号旗が掲揚されとったでしょう？　あれは本来、船同士で使う連絡用の旗です。ＵＷの意味は'I wish you a pleasant voyage.'、あなたの航海の無事を祈ります」

「へえ。船乗りらしい合図ですね！」

「私たちも異世界へ挑む船乗り、アルゴナウタイみたいなものですからね」と嬉しそうに周防。

（……また出たぞ、アルゴナウタイ……）

　そういえば、さきほどまでいた探検部部室に、白赤と青白赤の二種の旗が飾られていました。

「御安航を祈ります、か。青藍校うちのアメちゃんの火打ち石とか、転送室の『必勝』看板みたいな縁起担ぎだ」

　感心するほむらと姫川。他の探検部員たちとも真似をして、互いに敬礼しながら「御安航を！」「御安航を！」と呼び交わします。

　やがて出発の時間が訪れます。

　いつもの転送の円陣を組んだほむらたちは、長門水産の顧問と待機チーム、そしてＵＷの旗に見送られながら、虚惑星へと跳びました。

　周防部長の隣で手を握り、ご満悦な花屋敷先輩が印象的でした。




　───虚惑星への転送後。

　雄大なる星を訪れた、男子九名、女子五名、計十四名からなる調査官たち。

　一年生たちにしてみれば、これが学年最後のミッションになるのだろうと、ある種の感慨をこめて、砂まじりの土を踏みます。

　長門水産のベースキャンプは、海からやや奥まった高台にありました。林を切り拓いた広場に、複数の機能的なバンガローが立ち並ぶ、使い込まれたキャンプです。

　到着時の諸々の確認もそこそこに、濃い海の香りに誘われるようにして、ほむらたちは浜へと向かいました。

　こちらの季節は秋期に入ったばかり。事前の天気予報通りに、現地は晴れ。海沿いの地らしく、なかなか風が強いです。

　重力は地球とほぼ変わらず。したがって、天空に架かる環の見え方も、青藍高校とほぼ同じ。ただようひつじ雲の彼方の空を横切る、白い環を見上げるほむら。

（キュクロスって呼んでいたな……あの天の環のこと。すばるさんは）

　ほむらたちの青藍ベースキャンプからは、虚惑星上の距離で西方へおよそ五千キロメートル。地球でいえばインドのお隣、バングラデシュに届くほど、または、太平洋をまたいだアラスカ州ほども離れた遠方の地です。

　それだけ離れてしまえば、もう放浪者たちの問題とも無縁となる───日本支部としてはそう考えたわけです。

　虚惑星の南国の無人島や、流氷の張り詰めた北方の海も経験したこともあるほむらですが、こちらはまた、まるで異なる雰囲気でした。




　見慣れぬ環境を、東野も珍しそうにあちこち見回しています。

「下の浜にも、似たようなバンガローがあんのか？」

　海岸へと続く、山中のゆるい坂道を降りていきながら、東野は道案内役の石見に尋ねました。この経路もまた使い込まれた経路で、はっきりと道跡が残っています。

「そう。バンガローっていうか、単なる小屋。寝泊まりには使わない。海で使う道具とか、ボートとかはそっちにしまってある」

「いいな。早く乗ってみてーわ」

「うん。天気もいいし、遠えん漕そうも出来そうだしな」

「遠漕って、ボートの航海演習みたいなもんだろ？　あー、でもよく考えたら、佐保にはきっついだろうな」と東野。

「佐保は、虚こ惑っ星ちでも船酔いするの？」

「そういや、どうなんだろ」

　石見は眉をひそめ、額を押さえながら振り向きました。

　彼は東野や稲荷と同じように、転送酔いしやすい体質でした。東野も石見も、転送経験を積むうちに慣れて、症状も軽減されてはきたようですが、それでもまだ少しつらそうです。今回は大物の装備を持ち込んだことも影響しているようです。

　転送酔いとは無縁ながら、よたよたとその後をついていくのは、名草と佐保です。二人が両端を抱えている大荷物は、新型の船舶用モーター。

　外燃式四気筒Ｖ型４ストロークエンジン。日本支部としては、初めて虚惑星に持ち込むという、今回のミッションの主役の一つです。できたてほやほやの試作品につき、まだ動作の保証はありませんが、うまくいけばボートの行動範囲は大幅に広がります。

「ファイトですよ。男子」

　同じく海を見たがってついてきた姫川が、他人事のように励まします。

　ほむらと姫川も、それぞれ下の小屋に運び入れるための荷物を、バッグに詰めて抱えていました。一行の最後尾に続く桑園も、補修用の建材を手押し車に載せて運んでいます。

「……こちらは、もっとじっとりしているかと想像していましたが、そうでもないのですね。風もありますし、日陰だと涼しいくらいです」

「日陰だったらね……」

　すでに太陽は高く上がり、姫川もほむらも強い日差しを避けて、手で目を覆っています。

　久々に目にする姫川の変身姿でした。御陵部長とおなじ精霊種。憑格者トランスとしてはウェンディゴに分類されるという、その異様。

　探検服の下の、青白く映るほどに透き通った肌がとてもまぶしく、首元と、ゆるめられた襟元から、あたかも染め柄のような不思議な紋様が浮き上がっています。

　その姿を初めて見たという佐保などは、強烈に関心を示していましたが、今は重いエンジンを運ぶのでそれどころではありません。

　ほむらはふと自分の胸元を意識します。

（私の精霊石……魔法の杖、か……）

　装備課の穴太から届けられたばかりの、真新しい装備。

　交わした約束通りに、シンプルなペンダント型のホルダーとなって、首にかかっています。ほむら個人にとっては、石見たちが持ち込んだエンジンと同じように、ミッションの主役同然に感じられるアイテムでした。

（花屋敷先輩の杖は、実際に見たらまたずいぶん奇妙な感じだったな……）

　ちなみにその花屋敷はといえば、ベースキャンプで大の字で横になって体を休めています。転送酔いとは違い、真冬の日本からの急激な気温変化で参ってしまったとのこと。先が思いやられます。

　長篠たち、南雲からの三人もやはり、ベースキャンプの寝具などを干したり、部屋の掃除をしたりと仕事を分担しています。これだけの人数がいれば、こまごまとした生活労働も、あっという間に済みます。一年間とはいえ、それぞれのフィールドで経験を積んできた探検部員たちは、少ない指示で察しよく動いていました。

　鼎や早瀬たちは、周防部長と共に、海岸方向と反対側の山林へと向かいました。近くを流れる河の上流に設置してあるという、取水口の点検と清掃のためです。

　取水口───そう、なんと長門ベースキャンプは水道を完備していました。さらには水力式の発電機も備えているのだそうです。




　他の探検部のやりかたに感心しながら、ほむらたちは浜に到着します。

　待ち構えていたのは、小屋というよりは倉庫のように大きい建物でした。簡素なつくりながら、嵐にも耐えるように作られた頑丈な木造小屋です。虚惑星で経過した数十年の時間だけでなく、先輩たちが蓄積した年季を随所に感じます。

　東野や姫川は、興味をそそられ、小屋の中をつぶさに見てまわります。釣り道具や、漁のための網、ボートのオール、ペンキの缶、潜水用の足ヒレなどなど、長門探検部の活動ぶりのわかるものが、整然と保管されています。

　中央には、大小二艘のボートが陸揚げされ、木の台座の上に鎮座していました。新参の調査官たちに、石見はそれらの道具類を紹介してくれます。

（きれいな貝殻細工……）

　実用一点張りでなく、観光地の海の家を思わせるアイテムも見つけました。美しい貝殻や、流木を彫刻したユーモラスなカービングのアートが、小屋の一角に目立つように飾られています。

　以前にほむらは、似た光景を見たことがあります。今はもう壊れてしまった旧青藍ベースキャンプの記憶がよみがえり、初めて来た場所にもかかわらず、なつかしい気持ちになりました。

　石見の話を熱心に聞いている東野たちを残し、海岸へと足を向けるほむら。小屋の前に広がる岩場の段差を降りようとすると、エンジンの運び入れで汗だくになった名草が、そこにへばっていました。

「波打ち際に降りていってもいい？」

「もっちろん」

　よっと、反動をつけて立ち上がる名草。

　彼と連れ立って岩場を降りると、下にはところどころ草地となった砂浜が広がっています。穏やかな波間には、真上からの太陽がギラギラと反射しています。

「えっと……背中のほうにベーグルがあるから、左側の崖が西で、右側の低い山が東側ってことだね」

「うん。そう」うなずく名草。

　ほむらたちは南側のキャンプから降りてきたところです。海は北側に向かって開いています。西側には灰色の高い岸壁が、東側は北方にせり出して波をさえぎる岬となっています。山稜に隠れて見えませんが、岬の向こう側には、川の河口があるはずです。

　このなかなか手頃な湾に目をつけた長門探検部の先輩たちが、付近にベースキャンプを設営しようと決意したのでしょう。

　波打ち際までせりだした岩の先には、海に向かって直線に丸太が打ち込まれ、ロープで結ばれた艀はしけがゆらゆらと浮かんでいます。

　名草がほむらに尋ねます。

「どう、日ノ岡さん。青藍の担当エリアとは結構違うカンジ？」

「そうだねえ」

　風に吹きつけられる髪を押さえながら、五感を総動員して受け止めようとする、ほむら。初めて虚惑星を目の当たりにしたあの日の、旧青藍ベースキャンプの光景を思い出しながら。

「……まず音が違うよ。波の音でしょ。それに鳥の鳴き声が全然違う。海鳥たちの声に包まれると、やっぱりとたんに海に来たって感じがする。波はずいぶん穏やかなんだね」

「ここはね。見ての通り、天然の防波堤になってるから。でも岬の先を越えると、波も出てきて、海流も強くなるから」

　さざ波の打ち寄せる浜に、スカートを濡ぬらさないように気をつけながらしゃがんでみるほむら。写真付きの生物図鑑でさんざん脅されたこともあって、おっかなびっくりです。が、砂浜は綺麗なものです。

「ひゃ……水は結構冷たいんだ。海も思ってたより青くないんだね。少し緑色がかってるみたいな。ここだけ底が浅いせい？」

「うんにゃ。この湾でも、入っていくとすぐに深くなってるよ。色が違って見えるのは、海水がけっこう濁ってるせいかな」

「濁ってるって……えっと、プランクトンとか？」

　そうそうと頷く名草。

「ふうん。なんだろ。青藍校あおこーとはゼンゼン違うけれど、あれだね。あんまり虚惑星って感じはしない。ベーグルさえ視界に入れなければ、地球の、日本の海にいるって言われても信じちゃうかも？」

「え、そう？　結構違うと思うんだけどな」

「名草くんたちは、いつも海を見慣れてるから、微妙な違いでもすぐにわかるんじゃない？」

「見慣れてないから、気付くことだってあると思うけどな」ふっと微笑み、名草は岬の先を指差しました。「あとで、みんなで山向こうの、外そと海うみのほうにも行ってみよう。あっちには養殖のイカダがあるから」

「養殖って……シャチのボビー以外に、お魚も飼ってるの？」

「うんにゃ、継続して面倒みらんないから、魚類はさすがにムリだけど───そうだなー、今ならイワガキとか」

「牡か蠣き？　マジ？」予想もしていなかった食材に驚くほむら。

「マジマジ。僕らが最初に棚をつるした三年物とかだったら、もうこーんなだよ」

　牡蠣のサイズをジェスチャで示す名草。ＬＬサイズの革靴ほどはあろうかというその大きさに驚きょう愕がくです。

「すごいな。さすが母なる海の恵みは豊富ですなあ。ゼンゼン定住できそう」

　名草はじっと海を見つめながら、独り言のように呟きました。

「……ボビーはまだ来てないかぁ」

　首をかしげるほむら。

「確かに姿は見えないけど、見ただけで、わかるの？」

「ボビーたちの群れが到着したらさ、あそこにつないである艀はしけのロープをくわえて引っ張って、合図の旗をあげてくれるんだ」

「かしこい！」

「うん。もちろん。ボビーはすっごく頭いいよ。でも遅れてるみたいだ。今回のミッションも、回遊の時期に合わせて来たんだけど、会えないかもなあ」

「そっか。心配だね」

「時期がずれるのは珍しいことじゃないから、そこまで心配してるわけじゃないけどさ」

　ボビーといえば、ほむらは周防を連想します。

　自分たちのことばかりが気になっていましたが、三年生にしてみたら、人生で最後の虚惑星滞在になるかもしれません。しかも現在のような、思わぬトラブルに見舞われ、先が不透明な状況では尚更です。

（天竜代表が提案したらしい、今回の強引なプランも、もしかしたら、そういう三年生たちの気持ちを考えてのことだったのかもなあ……）

　周防が使い魔のボビーに会える機会もこれで最後となるのだったら……、そう考えると、ぜひ彼らが無事にこの地にたどりついて欲しいと願わずにはいられませんでした。

「……けど、なんかおかしいな」

「どうかした？」

「なんか景色が妙な気がする。うまく言えないんだけど」

「え……やめてよ脅かすの。地球と変わらないとか言ったから気悪くしたの？　名草くん」

「まさか。いやでも、なんか海岸線の雰囲気がヘンなんだよ。干満の具合だけじゃなくてさ。たぶん僕たちが不在の間に、強めの嵐が来たんだと思うんだけどな……その割には、被害もたいして残って無いし……周防先輩ならわかるかな……」

　名草は腕組みしながら続けます。

「おかしいといえばさ───東野となんかあった？　喧嘩したとか？」

　名草はいきなり話題を変えて、そんなことを切り出してきました。

「日ノ岡さん、東野とほとんど話してなかったでしょ？　最初は、ひさびさに他の部の女子たちと一緒にいられて、はしゃいでるのかなって思ったけど」

（意外に鋭いぞ……ううん、こっちがあからさまだったかな）

　なかば認めながら、ほむらは肩をすくめます。

「……まあ、喧嘩するくらいはいっつもなんですけど」

「ふーん、そう。石見の奴も、ちょっと気にしてたからさ」

「石見くんも」

　姫川にした話を、ここでまた繰り返すのには、ほむらも抵抗がありました。

　しかし話題は心配していたような方向へはいかず、名草はぱっと表情を明るくして、こんなことを言いました。

「ノーヴィス・ブルーっていうらしいよ？　うちの先輩たちが言ってた」

「……なにそれ、ノーヴィス・ブルー？　ノーヴィスって、新米調査官のことでしょ」

「今頃の時期に、一年生がかかる病気だってさ───ずっと頼りにしていた三年生たちが、部から去っていくことで不安になる。虚惑星にも慣れて、部活動をはじめたころのような新鮮な驚きが無くなってくる。とはいえ、自分から目標をさだめて、新天地へ歩き出すほどの自信はまだ持てない……っていうね」

「なるほど、ね。私は自信なんかいつまでたっても、持てそうにないけど」

　じきに名草は虚惑星の鮫さめの話をとうとうとしはじめましたが、それは聞き流しながら、再びほむらは湾の先にのぞく水平線を見つめました。「新入りちゃん……か」と、ひとり呟きながら。




　ミッション初日の夜を迎えて、夕ゆう餉げの支度をするほむらたち。

　ベースキャンプの厨房には女子部員四人が並んでいます。

　厨房の使い勝手を色々とコーチしてくれる石見を「いいから、私たちにまかせときなさい？」と追い出してしまっての、かしましい雰囲気です。

　年季の入ったキャンプ地らしく、調理器具も食器も充分に揃い、さらには水道も使い放題、といたく快適です。

　食事の支し度たくは、ふだんならもっと早く、陽の残っているうちからはじめるのですが、今日は翌日の日程にもゆとりがあることと、そしてなにより、

「美しい……」

　と感嘆の声をもらし、天井に煌こう々こうと灯る電球を見上げるほむら。

　そう、充分な照明の存在です。オイルを燃やすランタンではなく、部屋全体を照らしてくれる電灯の明かりの下で調理が出来るのです。

「すばらしい……これこそが人類の叡えい智ちの輝きですよ……」

「たしかにこれは便利ですよね。ちょっと懐かしい感じもして落ち着きますし。うちのベースキャンプにも欲しいなあ……」

　長篠も同じく電球をみあげて感心しています。厨房のほかにも、電灯はベースキャンプの要所に設置されていました。そのおかげで、調理の彩りに凝っても薄暗くて皿に載っているものがなんだかわからない、というような残念な事態も避けられます。

　たった今までは、川の上流を見に行った鼎と、興味を示した姫川が発電機について話し込んでいました。

「フライ……ホイール……飛ぶ……車輪？　以前に無線機の発電で使ったダイナモの、すごい版みたいなもの？」とほむら。

「原理はそうです。地球でしたら、停電時の非常用電源としてよく使われていますね」と姫川。

　鼎たちの説明は、例によって専門的でほむらには少々難解でしたが───

　なんでもこの夜通し供給されている電力は、水車から得たエネルギーを、フライホイールという一種のバッテリーに蓄えられたものなのだとか。八十キロもあるという重たい鉄製の独こ楽まを、毎分三千回転させて運動エネルギーとして蓄積するのだそうです。

　今日のエンジンもそうですが、よくぞそんな大がかりなものを虚惑星に持ち込んで、調査官たちだけで組みあげたものです。

「日ひ吉よ坂こ高ーキャンプの発電システムよりも、だんぜん洗練されてて、興味深かったわ」と満足げな鼎。「水車の回転を自動トランスミッションでホイールに伝える機構とかね。本当はもっと高回転に持っていけるらしいけど、事故の可能性を避けておさえてあるのですって」

　さらには、虚惑星ではインバータ回路が働かないだとか、直流の送電特性がどうとか、いずれは潮力発電に移行していくのでは？　などなど、鼎と姫川の話題は尽きず。

　そろそろ長篠もついていけなくなってきたらしく、微妙な表情をほむらに向けます。

「ふむふむ。ほほう」と適当に相槌をうつほむら。

　どちらかというと、ほむらとしては、褐色の肌持つ魔人種ディアボロの鼎と、真っ白な精霊種ウェンディゴの姫川という二人の少女が、エプロンを着用して並んでいる光景のほうがずっと不思議で興味深いのですが。

　それでもとにかく、オイルの残量など気にせずに、夜の時間を有効に使えるというのは、虚惑星ライフにとっては大進歩なのでした。

「いやあ、電気サマ万ばん々ばん歳ざいだよ。この照明器具も装備課の発明品なの？　ランタンよりずっと明るいし、なんだかあったかいし、すごいな」

「発明って……ただの白熱灯でしょう？　なんでわざわざクリア球にしてるのかは知らないけど」

「───ん？」

　きょとんとするほむらの反応を目に、さらに怪訝な顔を向ける鼎。

「ヘンな顔ね」

「ほっといてください」

「もしかして、白熱灯を見るのは初めてですか」

　さらには姫川までが尋ねてきて、劣勢に。

「えっ……あっそうか、これがあの白熱電球ね！　い、いやいや知ってるよ？　知ってますとも。グ、グラハム・ベルでしょ？」

「それは電話の発明者。電球はトーマス・Ａ・エジソン」と不満げに突っ込む鼎の横で、長篠が苦笑します。

「あっ、そうですね。新しい住宅だともう、電球型にとらわれないＯＥＬ照明がほとんどでしょうから。実物を知らない人も……」

　と一応フォローしてくれますが、鼎は追及の手を休めません。

「久々に目撃したわ。あなたのそういう無頓着なところ。電球も知らないで、よく生きてこれたわね」

「いやいやいや、ホラ、よく携帯のアイコンのシンボルマークとか、マンガでピコーンと思いついた時とか、何だろう？　とは思ってたんだよ、うん。ていうか、無頓着さでユリちゃんにとやかく言われたくない」

「そ、そう、いけない。手を動かさないと」はっとする長篠。

　それぞれ食事の支度に戻る女子四人。

「どうせなら電動調理器も欲しかったわ。電気があるなら」

　サラダにする海藻の硬い根を、危なっかしい手つきで切り落としながら鼎がこぼします。

「そんなこと言うなら私、まっさきに電子レンジが欲しいよ。照明はもちろん便利だけど、なんでこんなに本格的な発電のための施設が、長門にあるんだろ？」

　ほむらに浮かんだ疑問は、すでに姫川が周防部長に尋ねていました。

「本来は灯台に使うことを見越しての発電施設だそうですよ」

「灯台……！　そっかぁ、なるほどね」

　巨大なランプと、ガラスのフレネルレンズとを組み合わせた灯台の内部なら、ほむらも見たことがありました。

「西側の岸壁の先にある、仮設の灯台まで、すでに電線はひいてあるそうです。もし、遠漕したボートが遭難して、日中に戻って来られないようなことがあったら、灯台のランプを灯して帰還の目印にすることもできる……と」

　姫川の説明には頷きつつも、ほむらだけでなく鼎や長篠も、うっと言葉に詰まりました。山で遭難するのはもちろん御免こうむりますが、夜の真っ暗な海に囲まれて、孤立してしまうだなんて、想像するだに恐ろしいことです。




　厨房の外が少し騒がしくなります。

「ん……？　秋穂くんの声かな？」

「おや、夕飯をせかしに来られましたかね。もうちょっとで焼けるんですが」

　炭火にかけた魚の火加減を見ながら、姫川が肩をすくめます。外から聞こえる声の主は、果たして佐保でした。

「……あんなたくさん牡蠣採ってきて、掃除までやらされたのに食べらんないの？　ケチ！」

「だから明日からだって言ってんだろ？　この泥棒猫が」

　などと早瀬先輩とやりあっています。

「秋穂おまえ、げんきんだな。魚介類は興味ないとかふてくされてたくせに、食べるのは別なのかよ」

「そんなこと言っときながら、早瀬先輩こそわざわざ長門水産こっちについてきて、じぶんは後輩女子を美味しくいただきますって寸法なんでしょ！　知ってんすよ！」

「はぁ？　てめえこの俺をなんだと思ってんだバカ。あの、あの周防先輩の前で、そんな真似が出来るわけねえだろ。生皮剝はがされて海にドボンだぞ。だいたい俺は、今回は鷺さぎ谷たに希望っつったんだよ、向こうにパツキン留学生来てるっていうからよ！」

　聞こえてくるえらい剣幕の怒鳴り合いに、姫川はびっくりしていますが、すでに慣れてきたほむらや長篠は、いつものことと呆れ笑いを浮かべるばかり。

「留学生……って？　金髪の？」と耳をそばだてるほむら。

「イートン校からの交換留学生が、三み河かわ寿ことぶき探検部にいらっしゃったばかりですね」と苦笑する長篠。「交流も兼ねて、鷺谷のミッションに参加してるはずです」

「むむ、それはちょっと会ってみたかったかも」

「……ちょっとあいつら黙らせてくる」と包丁をぶらさげて出て行く鼎を、ほむらたちは苦笑いで見送りました。

　数時間前には、陽が暮れるまでの間、名草から提案されたように岬の向こう側へとくりだしました。釣り道具を抱え、花屋敷をのぞく全員で。目当ては長門水産校自慢の養殖場です。

　河口近くの海に浮かんだイカダから、海中につり下げられた牡蠣を引きあげると、前もって脅かされていながら、やはり驚くほどの大きな牡蠣が大量に現れます。

　一同は肩に食い込むほど一杯になったカゴをかついで、嬉しい悲鳴をあげながらキャンプに帰還しました。

　普段の野外での食料確保では、猟の罠をしかけたり、食用になる果実を探したりと、なにかと手間がかかります。家畜の放牧も現実的ではありません。そこへいくと長門水産では、その食料調達の事情がかなり良好のようです。

「お芋いもとかは私たちも育ててますけど、牡蠣はナマモノだし、色々と大変なんじゃ？」

　と、育てる手間について尋ねたほむらは、周防部長から丁寧に教わります。

「基本的には放ったらかしです。元々、海の生き物ですから」と身も蓋もない部長のお答え。とはいえ、効率よく採るにはいろいろと工夫が必要のようです。

「別の干潟で育てた牡蠣の種しゅ苗びょうを、棒に移し替えて、イカダから海中に吊すんです。あとは海中のプランクトンを食べながら大きくなります。私の先輩たちが始めた方法ですけれど、江戸時代からの養殖法と、現代の生産方法のミックスなんですって。こちらでは緻ち密みつな管理もできませんし、さすがに商業養殖のような歩ぶ留どまりは期待できないですけど、私たちが食べるくらいなら見ての通り、あり余るほど」




　その後───すっかり遅くなっての夕食タイム。

　十四人がはじめて全員そろっての晩ばん餐さんです。野外の遠征中ではありつけない凝った手料理が、大皿に載って登場すると、男子は揃って「うおお」と唸りました。

　食堂となったのは長門高ベースキャンプでは、一番大きなバンガローで、食後には男子部員たちの寝床となります。しかしさすがに全員が一部屋に会すると手狭になりました。それでも皆ぎゅうぎゅう詰めを楽しみながら、新鮮な海うみの幸さちに舌した鼓つづみを打っています。

　こちらの部屋の天井にもちゃんと電球が備わり、部屋は暖かい光で満たされています。

　奪い合うように料理を口に運ぶ男子たちの騒がしさに圧倒されつつも、姫川が周防に尋ねます。

「あの、周防先輩？　他は木造ですが、このバンガローだけは一部が石造りなのですね。地下室もしっかりしていて驚きましたが、もしかして……」

　目ざとい姫川に周防が微笑みます。

「わかる？　そう、ここには虚惑星人の遺跡があったの」

「ほう、やはり。では遺跡からのリフォームですか」

「へえ、うちの前のベースキャンプと一緒ですね」とほむら。

　確かにコンクリート製の階段や壁が目に入りました。建物の規模こそ控えめですが、青藍高あおこーと同じ利用法です。

「地下室の石組みは、おそらく虚惑星人の浴室だったのね。すっかり埋もれていたところを、掘り起こしながら調査して、最終的にはその上に先輩たちがバンガローを建てたわけ」

「あ、テルマエ……」と記憶にある単語をとなえるほむら。

「そうそう。といっても、公衆浴場とは違って、別荘だったろうって推測されとるけれども」

「別荘なら、どうりで眺めもいいわけだぁ」

「海の景観を楽しむにはいいですけれど……暮らすには不便だったかもしれませんね」と長篠。

「陸りく繫けい島とうにある遺跡には、いつ向かわれるんです？」

　とすこし唐突に尋ねたのは鼎。遺跡の話題が出たので、気になっていた疑問が口をついて出たようです。

（むむむ……さてはそれがユリちゃんの目的かぁ？）

　と食事を頰張りながら勘ぐるほむら。

「海岸沿いの島にあるという遺跡ですよね。あたしも楽しみにしています」

　と、姫川も期待大のようですが、周防の反応はかんばしくありません。

「それなのだけど……」

　事前に頭に入れてきた地図によれば───この高台にあるベースキャンプから西側へ、海沿いに十五キロメートルほど移動すると、ぽつんとした小島が沖にあり、虚惑星人の城跡が見られるとのことでした。すでに記録写真でも目にしましたが、有力貴族の城郭あり祭壇らしき跡もあり、となかなかの規模の遺跡です。

「ボビーたちが来てくれたら、いいんすけどね」

　石見が会話に加わります。どういうことだろうと、小首をかしげるほむらたちにさらに彼が言い添えました。

「ボビーたちのサポートがあればさ、安心してボートを出しやすくなるから」

「遺跡まで陸地をたどって、歩いていくルートはどうなんですか？　それほど遠いわけでもありませんし」と長篠。

「もちろん行けるけれど、島に渡るには結局ボートがいるから」

「泳げない距離じゃないよ。実際、僕たちも泳いで渡ったこともあるし」と名草。「でも、一旦、島から離れると結構海流があって、危ない場所だからさ。ボートは必須」

　一年たちの言葉に、周防はうんうんと頷きます。

「遠えん漕そう経験者も少ないですしね。ライフジャケットを着ていても、高い波間に隠れてしまったらもう見つけてあげられません」

　そんな周防を安心させるように花屋敷がおのれの胸を叩きます。

「そんなん問題無いって。ワシが魔法でスィーっと運んだるわ」

　初めての頼もしい発言に、おお、と声があがりますが、周防は渋い顔です。

「それじゃ自発的な体験にならないし、誰でも魔法が使えるわけではないでしょう。まあ最終手段としては、それも考慮しますけども。それに……」

「もしかして……さっき名草くんと話していたあれ、ですか？」

　さぐりさぐり尋ねたほむらに、こくりと頷きかえす周防。

「なんかあったんか？　奈々美さん」と花屋敷が尋ねます。

　まだ推測段階だけれど、と前置きをしつつ、注目する一同に語りはじめます。

「私たち長門探検部が、このベースキャンプを留守にしていた四ヶ月の間に、どうやら大きな地震があったのではないかと……。とはいっても、私たちもかろうじて気付いたくらいで、初めてこちらを訪れたみんなには、きっとわからないような、微々たる変化なんですが───」

（虚惑星の地震、か……そういえば一度も揺れを感じたことないなぁ）

　ほむらはまだ、虚惑星上では一度も地震を経験したことがありません。一時期は日本でも群発性の大型地震に見舞われ、津波や、地震と連動した火山噴火で被害を被ったそうですが、それもほむらが幼少までのころ。

「海岸の様子が微妙に違ってたし」と名草。

「でも、見てわかるほどってんなら、津波が来たってことですか」と東野。

　首を振る周防。

「いえ、津波が直接の原因じゃない。それは確実。津波だったら、潮位の計測器を設置してあるから、それでほぼ確実に判別できるの。午後に養殖場に行ったのは、その確認もあってね───結果としては、二度ほど高波を観測しているけれど、それは嵐が原因で、この地域の夏季には珍しくない天候だから。でもあいにく、地震計までは設置していなくて」

「……そうなると、尚更よくわかりませんね」と食事の手も休めて考え込んでいる姫川。「初めて来たあたしたちが、気付くような地震の痕跡はありませんでしたし」

「こんなのは初めてのことだから、写真記録を持ち帰ってみて、過去のものとよく比較してみないとわからないかも」

　うーん、と頭を悩ませる部員一同。その間に、ほむらは大皿に一つだけ残っていた、茹ゆでエビを、周囲を窺いつついただきます。

「あの……原因はわかりませんけれど……」とおずおずと尋ねたのは桑園。「それって、ボビーの回遊が遅れていて、まだ姿を見せないのと関係があるんじゃないですか？」

「……ボビーたちが？」

「そうそう、先輩、僕もそう思った。もしかして迷って、たどり着けないでいるのかも」と桑園に同調する名草。

「その可能性は考えるべきですね。たしかに地震の影響が、地上だけとは限らないでしょうし……」

「そうか。心配やな」ボビーの名前が出ると、周防ばかりでなく、花屋敷も消沈した表情をみせます。「あいつら地磁気の変動には、コロッコロ影響されるからな。それでも空のベーグルを目視して、方角を測る習性をつけてるだけ偉いけどな」

「マジすか」といきなり興味を示しはじめる佐保。それまで、ほむらと同じく、目前の料理にばかり目がいっていましたが、動物の習性の話となるとひょう変します。

「ああ、せや、だからしばらく待っとれば、ひょっこり顔をみせるやろ。な？」

　と微笑みかける花屋敷には、周防も嘆息するしかありません。

　なにげなく、花屋敷の前をみると、料理をよそった皿がありません。

「……花屋敷先輩は何食べてるんですそれ、保存食？」とほむら。

「イエッース。ザ・缶詰。地下室から一個もろてきた」

「地球からの持ち込み……いや、そんなわけないですよね。栄養価が無くなっちゃうから……じゃあ虚惑星製の缶詰ですか、それ」と驚くほむら。

「ていうか、夕飯それだけっすか。そのサバ缶オンリー」と缶のラベルを読んで正体を知った東野。

　皿にも出さず、ベロンと蓋をめくった缶に、花屋敷は直接箸をつけています。横にビール瓶があれば完全に飲み屋のおっさんです。

「うまいで」

「缶詰機もあるから。皆も記念に作ってけばいいよ。ですよね、周防先輩」

「そうね。天候の悪い日の体験なら、それもおすすめかな。缶詰はゴミが出るので使える場面は限られてますけど、保存食としては一等賞ですから」

「缶詰かあ。湯ゆ煎せんも出来るし、いいかも」といたく感心するほむら。

　そんな話をしていると───

　突然、佐保が口元を押さえて、木窓へ突進。ぺっぺっと口のものを外に吐き出しています。

「なによ、秋穂くんは！　人が作った料理に、失礼ね」「……違うみたいですよ」

　口をとがらせるほむらに、調味料の容器を差し出してみせる姫川。

「───ん？」

「うぇぇ……その醬しょう油ゆ？　ショーユみたいな液体？　激マズなんだけど……腐ってんじゃないの？」と佐保はぼやきます。

「あ、わりぃ！　それ失敗作だ。試作品なんだけど、なんでここに置いてあんだ？」と首をかしげる石見。

「ごめん。それ、持ってきたの私だった」と悪気なさそうに謝るほむら。

　盛りつけの皿を捜していた途中、家でも見慣れたタイプの醬油瓶が目に入ったので考えなしにテーブルに置いたのでした。が、よくよく考えてみれば、発酵食品は虚惑星では入手しにくい貴重な調味料です。いつの間にか、すばる姫の城での恵まれた環境に慣れてしまっていたのだと、また思い知らされました。

「うぇぇぇ」と呻く佐保。

「バーカ、匂いで気づけっつーの」と笑う早瀬。

「匂いだけはなんとなく美味しそうだったの！」

「だろ？　前に塩田で塩作ったついでに、魚ぎょ醬しょう作りにも挑戦してみたんだけど、やっぱ簡単にはいかなかったな」と名草。

「くさやとか、しょっつるみたいなもんか。そんなら毒やないんやな」と平然と醬油瓶を手に取って、缶の中に垂らす花屋敷。

「…………お、これはこれでいける。塩っ気欲しかったとこやからな」

「やっ……先輩、臭いです……こっち向かないで」と思わず身を引いてしまう長篠。

「ちょ、なんや傷つくわ！　臭いのが旨味に変わるんやろ？」

　口こう沫まつを飛ばし抗議する花屋敷から、たまらず逃げようと、鼻をつまんで離れていく後輩たち。間違ったことは言ってないのに、この先輩が、長門の女子生徒たちにまで毛嫌いされている理由がなんとなくわかってきたほむらでした。




　───その夜。

　熟睡していたほむらは、耳元の音で目をさましました。

「……ふぇ……？　いたっ、いたたた！」

　顔を手でかばいながら、ほむらはベッドのなかで反射的に身をすくめました。

　窓からの蒼あおい夜明かりで、ぼんやりと照らされた部屋。真っ黒なシルエットが、自分の真上に覆い被さっていました。

「……っ……」

「ハッ……やっと起きた」

　突き放すような溜め息が聞こえ、ふっと、空中に魔法光が灯されます。さらに見覚えのある赤い角が現れ、彼女の顔の輪郭が明らかになりました。

「ユ、ユリちゃん……？」

　まだおっかなびっくり、寝具をかきよせているほむら。

　麻の繊維を詰めてならした硬めのベッドの端に片膝を乗せ、間近から見つめる赤い瞳にどきりとします。つれて頰のひりひりとする感触が鮮明になり、眠気を奪っていきました。

「何なのもう……もしかして、私のほっぺ、叩いた？」

「だから、あなた、うなされてたわよ。こっちが眠れないでしょう、うるさくて」

「……え……私が？」

　そう、と不機嫌そうに頷く鼎。寝間着がわりのＴシャツにボクサーショーツを穿いた彼女は、光をつかむ仕草で魔法光を消すと、細い尻尾を揺らしながら、自分のベッドに戻ります。

　落ち着いてくると、昼には聞こえなかった潮騒の音が、かすかに届きます。

「そっか、ごめん」身を起こしたほむらは謝りながらも、寝転がる鼎をにらみました。「……しかしだねえ、ぺちぺち叩くことはないじゃない」

「気分が悪くて、人を呼んでるのかと思ったのよ」

　それは叩いてくる理由にはならない気がしますが、うなされたままにされているよりはマシかと、納得。

「え、そんなに……？　私、寝付きはいいし、うなされるなんて滅多にないんだけど。それに人の寝言に聞き耳を立てるとか、いい趣味じゃないよ」

「知らないわよ」

　鼎はふんと、顔をそむけます。

　まだ夜明け前の暗さですが、どうやら目が覚めてしまいました。

　床板をきしませないように窓際へ向かって椅子に掛け、未明の空の星を眺めます。

（東の空に、夜明けのベーグルが昇ってきている……）

　暗い樹々のシルエットの上に、ナイフのようにするどく光の尖端が突き出ています。太陽よりも早い時刻に夜空に現れる、虚惑星の環の反射面です。奥行きを感じる、赤紫と橙だいだい色の入り交じる空模様の向こうで、ベーグルもまた、すこし不吉な色に染められていました。

「……あれ、周防部長は……？」

　女子に割り当てられたバンガローには部屋が二つあり、通路を挟み反対側の小部屋を長篠と姫川の二人が、そして今いる中部屋を、周防部長とともに、ほむらと鼎が三人で使用していました。

　夕食後、周防も同じ頃に就寝したはずですが、今ふとみるとベッドに彼女の姿はありません。

「ねえユリちゃん、周防部長は？」

「……しばらく前に、外に出ていったわ」顔をそむけながら気け怠だるげに答える鼎。

「外？　トイレ、じゃない……よね」

「べつに気にするほどのことじゃ。放っておけば」

　脚を引き寄せて丸まった鼎の気恥ずかしそうな態度で、ほむらはぴんと来ました。

「……ああ。そういうこと」

　言われてみれば、彼女の、そしてもう一人の三年生の先輩の態度には、思い当たるところがありました。

（こっそり花屋敷先輩に逢いにいったんだ、周防さん。きっと、どこかで待ち合わせて……。そうだろうな、これが最後の虚惑星の機会になるのかもだし……。それに、二人のことだけじゃない。周防さん、なんでもないような振りはしていたけれど、でもやっぱり、三年間ずっと一緒だったボビーと会えないままだったら、がっかりだし、寂しいよね……）

　だから気を許した相手の花屋敷先輩と一緒に、こっそり海を見に行ったのだろうな、と。

　未踏地を踏破するようなミッション中であれば、勝手な行動は他人を危険にさらす非難されるべきものですが、ここはベースキャンプです。とはいえ後輩たちの目や、今回来られなかった長門水産の部員たちのことを考えたら、自分だけボビー、ボビーと騒がしくするような真似は出来なかったのでしょう。

　そんな自制心ゆえの反動が、こんなちょっと雰囲気のいい夜の散歩となって表れているのだとしたら、それはむしろ人間として心のバランスがとれているんじゃないかと、ほむらには思えました。

　自分などよりもっと親身に周防を慮おもんばかっているはずの、後輩の石見や名草たちが知れば、安堵もしてくれるだろうな、と。わざわざ耳に入れたりなどはしませんが。

（同じものがたくさんあるんじゃない。いくつも探検部があって、いろんな部長がいて、虚惑星に対しても人間に対しても、いろんな関係がある……当たり前のこと……）

「当たり前のことだ……けど……」

　ぽつりと呟いたほむらは、つい周防部長と、あの自制心の鎧よろいを着込んだ御陵部長とを比較してしまいます。天竜部長との関係だって、知ったのは随分あとのことでした。正しく間違いなく生きようとしているがゆえに弱さをみせる……。そんな御陵が、今困難な事態と向かい合っていることは、ほむらにとって大きな不安には違いないのですが、彼女のそばにいま、稲荷がいてくれることが、とても頼もしく感じられます。

（……勝手な行動といえば……このヒトですよ）

　そんな思いに至り、ほの暗い景色から、部屋のベッドを振り返るほむら。くちゃくちゃの寝具の下から素足を投げ出して、うつぶせに寝ている鼎。

「……優しくなったね」

　彼女に届くか届かないかの小さな声で、ふと呟いてしまいます。もちろんわざと。

「こないだはアメちゃんも送ってきてくれたし」

「…………」

　無言のまま、否定を表すかのように、尖とがった尻尾がぱたんと反対側に倒れます。

　居心地悪そうに身じろぎした鼎は、じっと部屋の暗闇に顔を向けたまま、ぽつりと呟き返しました。

「……あなたが勝手に慣れただけでしょ。あたしのやり方に」

「ちがうよ。以前のユリちゃんだったら、私の寝言がうるさかったら、わざわざ起こしたりなんかせずに、黙って濡れ雑巾とか顔にかぶせてたよ」

「息の根が止まるでしょ？　何だと思ってるのあたしを」

　そこでようやく鬱陶しそうに唸ると、鼎は寝返りを打ち、横になったまま長い黒髪の間から、こちらを睨みました。

「……さっきのことだけど、違うんじゃない？」と鼎。

「何が」

「……どうせ、花屋敷も周防さんと一緒に出払ってるんでしょ。後輩だけの時間にしてくれたのよ。いまごろは男子の部屋だって───」

「エロトークに花が咲いてるか」

「だからそういうのじゃなくって……」

「秋穂くんも、早瀬先輩もいることだしねぇ」

　つい口がすべり気味になるほむら。けれど、

（ああ、そうか……）

　彼女が何を言わんとしていたのかは、言葉にせずとも察しがつきました。

　端的に言えば、愚痴をぶつけ合う時間をくれたのだろう、と。自分を抑えながらＵＮＰＩＥＰ日本支部に従っている先輩たちの前では、口にしにくいような、不満を語り合う場所を作ってくれたのだろうと。

　わざわざこんな時期に、探検部間の交流を企画した天竜代表の意図を、そのまま反映するような───鼎自身はどう思っているのでしょう。天竜の性格をよく知っているはずの、天竜の腹違いの妹である彼女なら。

　そして、ほむら自身は───

（…………むしろさ……私、安心してるんだものね。もう何もかも、手の届かない場所にいられて、ほっとしてるんだもの）

　むしろ気が楽なくらいで、それがまた、東野に言われた言葉がぶり返すきっかけとなって、うつろな胸が痛みます。

「……っ……」

　ふと、本当に痛むかのような違和感を、胸元におぼえたその矢先───

「ほむら───」

　唐突に鼎が名前を口にしました。

　いつの間にか身を起こしていた彼女は、ベッド端で片膝を抱えながら、こちらをねめつけています。

「それ、露骨に態度を変えるの、よしてほしいんだけど───長篠さんや姫川さんを相手にするのとじゃ、ずいぶん違うじゃない」

「そう……重い？」

「……それよ。そういう牽けん制せいしてくる感じ。嫌みのつもりなの？」

「ユリちゃん、仲良しごっこに付き合ってくれるんでしょう。前に言ったじゃない。あたしは別に損しないとかなんとか。おぼえてるよ」

「いいえ」ゆっくりと首を振る鼎。「勝手にして、って言ったの。あなたは、あたしを自分のペースに合わせようとしてる。気遣ってるふうだけど、実際はあたしのことなんかお構いなしにね」

「……どういうこと？」

　そんな自覚はまったくなく、浮かんだ言葉を投げかけていたほむら。

　ああ、こいつ───そう苛立たしく息を吐いた鼎は、こちらの鈍さにうんざりしたように、彼女自身の顔面を摑むように爪を立てました。

「───あんた、うちを誰かの代わりにしようとしてるやろ。一番、本当の自分が出せるような相手に仕立て上げようとしてはるやろ？　そんなんは知らん」

「…………」

　……どこかで手続きを間違えたのでしょうか？

　鼎結理を、気の置けない仲間だと胸を張って言えるために、自分はどの段階を焦って飛ばしてきてしまったのでしょうか？

　なんだかもう、何を言っても、紙やすりのようにザラザラとした手触りを返す彼女の態度に、憮ぶ然ぜんと、納得のいかぬ気持ちを込めて見返すしかないほむら。

「なんで、そこまで突っ掛かるのよ」

　とかろうじて聞き返すと、次に現れたのは、彼女が見せたことの無い側面でした。まるで夜の窓辺に置かれた紅玉ルビーが、取った手のひらの上で転がり、意外なまばゆさをみせたかのように。

「……嫌なものは嫌なの。あたしの母がそうだった」

「ユリちゃんの……お母さん……と？」

　鼎は口にしてしまったことを後悔し、顔を歪めながらも言葉を続けました。

「───あたしは母の付属物だった。人格なんか認められていなかった。子供みたいなあの人を、ただ慰めるだけの飾りみたいなものだった。いつもいつも身勝手に、ころころと変わる人。それでいて、他の人の前では、用意周到に接して、あたしを都合良く操ろうとする。あたしは……うちは、ロボットやない」

　そんな母の姿が、ほむらと重なってしまうのだ、と強い嫌悪をあらわにするのでした。

「……ユリちゃん」

　今また、ほむらは、不意に激情を迸ほとばしらせる鼎に惹かれていたのだと気付きます。自分のような偽物とは違う。本当の心を持っている人間として───。

　鼎結理は、決してロボットではないと、彼女自身にどう伝えたらいいのか。それを伝える資格が自分にあるのか……

「ユリちゃんが……一人暮らししてるのって、お母さんと関係があるんだよね」

　鼎は、自分を落ち着かせながら、呟くように吐露します。

「今は……もう関係ない。関係を絶つためにそうしてるんだから。あたしの母が、天竜家当主の愛人だったのは知ってるでしょ」

　愛人。天竜も早瀬もそんなふうに、はっきりと言葉にはしませんでしたが、そういうものだろうとは気付いていました。

「アタマのおかしな人だったのよ。美人だったけどね。突然、天竜の金を持って逃げたわ。勿論、あたしは置いてきぼりにして」

「……盗んだの？　いくら？」

「遠慮なく聞くじゃない、ほむららしい。さあね、詳しくは知らない。百億だか、二百億だか」

「……うっ、そんなに？」

（そっか……だから、ユリちゃんは興こう信しん所じょってヒトに見張られているんだ……そのうちに、お母さんがユリちゃんに接触してくるかもしれないから……あるいは、ユリちゃん自身がお母さんの居場所を知っていて、連絡を取るかもしれないから……？）

「どうせ表に出るようなお金じゃないわ。あの人にしたって、額なんかどうでもよかったんでしょ。単なる手切れ金で、天竜家の顔に泥を塗れれば満足だったんだわ」

　その口ぶりからすると、母の失踪以来、鼎は母と顔を合わせたことは無いようでした。

　ただ、現在も天竜家から監視され続けているという事実だけが、行方不明の母親との繫がりであり、彼女の拠より所どころとなっているのだったら……。

　母親から愛情を受けることなく、さらには、血の繫がった父親を父親と呼ぶことも許されないまま、暗闇のような孤独のなかに彼女が生きてきたのだとしたら、それはあまりにも……。

「さあ、これだけ教えれば、もういいでしょ。聞いての通り、資産家まわりにはつきものの、珍しくもないありがちな話よ。裏では有名な事件だわ。業界のゴシップサイトを掘り返せば、いくらだって記事が読めるようなね。だからもう、あたしには構わないでよ」

　熾おき火びのように押し隠された、ほむらの貪欲さに、鼎の生々しい息吹が吹き込まれ、炎となって燃え上がると、それはほむらの心を焦がして痛いほどにうずかせ、もう鎮しずめることはできませんでした。

　決して言ってはならないことを、日ノ岡穂群は口にしました。

「……ユリちゃん。お兄さんが好きなんでしょう」

　鼎は立ち上がると、床をきしませてほむらに歩み寄り、音を立てて頰を打ちました。

　ほむらは椅子からころげて、床に倒れます。

「いたぁ……いきなりだなぁ」

「構わんといて言うとるのが、わからへんの……？」

「好きなんだね」

　打たれた頰に手を添えながらも、鼎の激しい怒りを予期していたかのように、聞き確かめてくるほむらに、鼎は暗がりのなかでわなわなと震えているようでした。

「興味本位で……そんなことを聞きたくて、あたしに……なんて下世話なの、ほむら」

「……ちがう。私……ユリちゃんが───」

　起き上がろうとしたほむらをさらに突き飛ばし、肩を押さえて鼎がのしかかります。

「黙りなさいよ。御陵真世じゃなく、あたしに味方してくれるとでも言うわけ？　どこまで馬鹿にする気？」

「私は……ユリちゃんを、慰めたいんじゃないんだよ。私は───」

「まだそんな」

　殺気を迸ほとばしらせて、もう一度、掌を振りかぶる鼎に、思わず目を瞑つむり、ぎゅっと身をすくめたほむら。しかし耳に届いたのは、殴打の音でも痛みでもなく、必死に整えようとしている鼎の浅い息づかいでした。

「黙っていようと思ったけど……また優しくなったなんて言われたらたまらないから」

　のしかかったまま、鼎はほむらの寝間着に手をかけます。

「……ユリ……ちゃん？」

　一瞬、首を絞められるのかと焦るほむら。襟元を這った彼女の指は、細い革紐をたぐって、首に掛かっていたほむらのペンダントを引き出しました。

「私の精霊石……これがどうかした……？」

「うなされている時、あなた、魔法を使っていたわ。この石が発光していた」

「……！」

（眠ったまま、私が魔法を……!?）

　息をのむほむら。構わず鼎は、ほむらの寝間着の襟ぐりをぐいと下に引き延ばして、乳房の合間に指を置きます。

「石が触れていたここ、痛むんじゃない。火傷やけどか、最悪、皮膚が変質しているかもね」

　そう言う鼎の声には、ほむらに仕返しをするような、嗜し虐ぎゃくの響きがありました。鼎にのしかかられ、床に倒れたまま見下ろす自分の胸の様子はよくわかりません。しかし、魔法光の呪文をとなえて確かめる勇気も出せないままでいます。たった今、魔法で自分を傷つけたと教えられたのですから、なおさらに。

「そんな注意……穴太さんからは聞かなかったよ？　むしろ、なるべく身に着けていたほうがいいって、真世先輩も同じように……」

　思わず御陵の名前を口に出してしまい、鼎は露骨に顔を歪めて、またほむらを床に押しつけます。

「そうね。それが普通───でも、穴太刀花も、御陵真世も、直じかに視みた上狛倖までも、あなたが大火球の呪文を使ったことをずいぶん軽視しているのね。あなたは明らかに異常なのに───自覚なさい。異常なのよ、異常なのよあなたは。あの偽善者たちは、特別扱いをしたくなくて、逆に特別扱いしてる───わかってるのは、マエストロだけなの……？」

「多元ファイヤーボールのこと……？　私、また、ヤバイ呪文を唱えようとしていたとか？　じゃあユリちゃん、さっきはそれを観察していたの？　何があったの、私に」

　ろくに抵抗もしないまま、平然と聞き返すほむら。

「は……ハハッ」

　鼎はもう怒るのさえ馬鹿馬鹿しくなったのか、いかにも修羅場然とした自分たちの格好に、自嘲の笑いを浮かべます。

　襟を摑み、ほむらを引き起こすと、身振りでベッドに座るように促します。そして自分は窓際の椅子を摑んで引きずってくると、こちらに椅子の背を向ける大胆なポーズでまたがりました。

　そして少し落ち着きを取り戻した様子で、語り始めます。

「ＩＥ反応」

　───ＩＥ反応。それは虚惑星への適性を調べるために、調査官を志望する者に行われる試験で聞いた用語です。しかし鼎は、その本質的な意味について語っているようでした。

「地球から虚惑星への転送───この時に実際に起こっているのがＩＥ反応。肉体を再構成する変換に用いられる作用素オペレーター。転送環に担保された恒等写像。あたしや、秋穂みたいな憑格者トランスは、セルフイメージがいびつで外向きだから、写像が合成されて、こうして姿かたちが変わる」

「わかんない」

「…………」

　鼎は真顔のまま、すっと前に指を伸ばし、自分が張りとばしたほむらの頰を、ぽんぽんと触れます。彼女なりの謝罪のつもりなのか……それともまた、ほむらの苦しむ様を愉しんでいるのか。ほむらには後者のような気がしてなりませんが。

「まだ痛いってば……」

「いいから聞きなさいよ。核心はこの先だから。

　……憑格者トランスは、実際にはＩＥ反応を通して、自分に魔法をかけている。拡張された能力を自分自身に焼きつけて固定するイメージ。これに段階があるのが、多賀先輩のような虚惑星上で変身するタイプ。

　───その反対に、魔法使いは、自分に対してではなく、一時的に外世界に働きかけている。虚惑星のほうを変質させる。物質から直接に運動エネルギーを引き出したりする。そのための作用素が、呪文ということ。魔法使いは、巨大な呪文集合体である虚惑星世界の、メソッドの修飾子にアクセスしている。あたしの四次元多胞体を使った呪文も、基本的には変わらない……より高い次元から操作しているだけ……つまり……」

　ふと、言葉を切る鼎。

　彼女がちらりと意識した部屋の戸口に立つ、うっすらと白い人影。

「こんな夜ふけに魔法の講義ですか？」

　風通しのために開け放たれたままだった戸口には、パジャマ姿の姫川が立っていました。

　鼎はすでに来客に気付いていたらしく、薄い反応。しかし驚いたほむらは、思わず取とり繕つくろうような声が出てしまいました。

「ひ……姫川さん」

「こんばんは」と鼎。

　じっと二人を見つめる姫川。

「物音がしたようでしたので、ちょっと様子を見に来たのですが。何かありましたか」

「あはは……いやぁ、ちょっと、ね」とほむら。

　ふざけた返事ではどうにも隠しきれない、白々しい微妙な空気。

　部屋の空いたベッドを見る姫川。

「周防部長は……やはりお出かけのようですね。なるほど」

　ふむ、となにやら納得する姫川。

「魔法のお話でしたら、あたしも興味アリです。よければ交ぜて、聞かせていただいてもよろしいですか」

　鼎が頷くと、部屋に入った姫川は、ほむらと同じベッドに座りました。

　対面の鼎に向かい合うようにして、ほむらの隣に腰掛ける姫川。いつもの彼女が取るポジションよりぐっと近い距離で、ひんやりとした肩が少し触れるほど。

（姫川さん……）

　わざわざこちらを向いて気遣う様子を見せない姫川。

　それでも、そんな彼女の存在に、ほむらはじんわりと安堵させられ、そして同時に、彼女を偽っているというかすかな罪悪感を憶おぼえてしまうのでした。

「な、長篠さんはお休み中？　起こしちゃったかな」

「長篠さんは、男子部屋に行きましたよ」

「えっ、マジ」「ホント？」

　とほむらも鼎も、つい声が出ます。なにくわぬ顔で頷く姫川。

「あたしたちの部屋は、男子のバンガロー側に向いていますよね？　どうもあちらのお話が、ざわざわと聞こえてきてしまって。それだけならいいのですが、ついに大声で歌いだしたので、長篠さんが意を決して注意に向かわれました」

「ははは……ユリちゃんの言った通りだったかな。私の予想も一緒に当たったかもだけど」とほむら。そして呆れる鼎。

「寝間着のままで？　そんなの、チヤホヤ引き留められて、あいつらの餌食にされるだけなのに。長篠さんは思ったより馬鹿なのね」

「不穏な話はやめよーよ、ユリちゃん」

「まああたしは、そういう環境には慣れていますので、さほど気にもならないのですが、あちらには南雲の男子勢もおりますし、長篠さんには気を遣わせてしまったかもですね。あとであたしも様子を見に行ってきます───さて、それで？」

　姫川が話を促します。

　鼎は、就寝中のほむらの精霊石に異常があったこと、そしてＩＥ反応の原理などを、もう一度軽く語り直してから、再びさきほどの会話を再開しました。

「───ほむら、あなたには、もう一つ異なる作用素がある。何なのかはわからない。けれど、とにかくそれが精霊石に働きかけた……のだと思う」

「寝言で、偶然に呪文を唱えてしまったとかじゃないの……？」

「詠唱がそんな簡単なものじゃないのは、あなただって、もう充分知ってるでしょう───でも、本当に何もおぼえていないの？」

　首を振るほむら。

「夢、ですか……」

　思わしげに、軽く腕を組んだ姫川が、ぽつりと言いました。

「雨乃ちゃんが見たという夢……とは関係はありませんか？」

「あ……っ……」

　その言葉に、ほむらはぞくりと背筋をかけるものがありました。

　本馬技研で見せられた、映像が脳裏をよぎります。

「ディオニシオスの耳Orecchio di Dionisio……天国の石切り場Latomia del Paradiso……ロマーノ円形劇場Anfiteatro Romano……！」

　ほむらは、あの時には、ただ漠然と眺めただけの写真を、自分自身でも驚くほどに克明に覚えていることに気付きました。

　まるで自分が、つい今しがたまで、あの遺跡群を見下ろす場所に立っていたかのような既視感が、強烈な悪寒と共に、よみがえってきます。

　あの強烈な感情は、いったい何だったのだろう───

　ちりちりと胸を焦がし渦巻く、怒りや憎悪のなかにあったあれは───

「日ノ岡さん……？　大丈夫ですか」

　かろうじて首を振るほむら。

「もしかしたら……関係、あるかも……」

　ほむらはたったいま感じた違和感を、正直に二人に話しました。雨乃が見た夢。シチリア島の一都市、シラクサにあるという遺跡群を、夢の中で見たかもしれない、と。

　鼎も姫川も、真剣に耳を傾けてはくれますが、なんの事実の結びつきもみつけられないようでした。あるとすればそれは、ほむらと雨乃の間にある何か、だとしか。

「舎人主任は慎重に口をつぐんでおられるようですね。鼎さん、あなたは何だと推測されているんですか？」

「あたしは……」

　鼎はひどく言いづらそうに、自分の推測が荒唐無稽であると重々承知しながらも、思い切って言葉を吐き出しました。

「チャンドラーの持つマスターキーと、関係があると思っているわ。もちろん、到底ありえない話だけれど」

　───それが鼎の伝えようとした核心です。

「…………っ……」

　柔軟な姿勢で構えていた姫川にとってさえ意外な話だったようです。

「マスターキー……って？」

　置いてきぼりにされて戸惑うほむらに、神妙な様子で姫川が答えます。

「マスターキーは、虚惑星の軌道要素です。転送環の創造には必ず必要なもので、あたしたち天文分野の調査官にとっても、なじみの深い単語です。虚惑星の発見者であるチャンドラー博士だけが、アクセスできると言われています」

　転送環は一つの星のようなもの。その転送環が、虚惑星をめぐる衛星となって地上に接近するためには、主となる虚惑星そのものの公転の軌道を知らなくてはならない───そういうことだと、ほむらはかろうじて理解しました。

　そう、と呟き、鼎が説明を引き継ぎます。

「チャンドラーは、マスターキーを他の誰にも公開していない。それどころか、あらゆるメディアに複写を保持していないって噂もされてる。一切の記録をしていないってこと」

「記録してない……？　でも軌道要素って、確か、ものすごい膨大な桁数の数字の組み合わせなんでしょう。そんなことありえないよねぇ？　どうやって？」

「…………」

　無言のまま、姫川はほむらの額をちょんと指の先で触れました。

「……はい？」

「メディアなら、ここにあります。チャンドラー博士はおそらく、マスターキーを完璧に記憶しているのではないかと。すべての転送環の創造に、博士が立ち会う本質的な理由は、きっとそれなんです」

　スーパーコンピューターによって数週間をかけて演算されるという、転送環。その精度を極限まで高めていくために、コンピューター側から随時要請される虚惑星本体の軌道要素を、何桁目でも、何百何十万桁目であろうとも瞬時に回答する……あるいは、でなければ、チャンドラー博士自身が前もってなんらかの演算をして、あらかじめ回答を導きだし、細部の演算をコンピューターに任せている……ということになります。どちらにせよ、到底人間わざではありません。

「はぁ……」

　ほむらにとっては驚愕でしかなく、虚惑星の発見者であるという博士に対しての畏敬と神秘的な印象が深まるばかりでした。が、鼎や、姫川の神妙な顔つきをみると、どうやらそれは良い面ばかりではないようでした。




　その夜は、就寝の間だけ、精霊石を姫川に預かってもらうことにしました。万が一、発火の呪文などが発動してしまってはシャレになりません。

　気持ちが昂たかぶり、なかなか眠れないかと思いきや、やはりすぐに寝付いてしまうほむら。自分のことながら、頼もしい性分です。周防も起きている間には戻りませんでした。

（アメちゃんの夢、か……今もアメちゃんは、青藍の部室で待機しているのかな……それとも、もしかして御陵部長たちと一緒に虚惑星に来ているんだろうか……）

　まどろみのなかで、そんなことをぼんやりと想いながら、長門ベースキャンプでの、長かった一日目が終わりました。
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　虚惑星の滞在二日目。

　探検部一同はそろって海岸地帯を離れ、ベースキャンプの南方向に広がるなだらかな丘陵地帯へと向かいました。

　もちろん、周囲の環境を知っておくためです。

　出発前に聞かされていた予定では、さっそくボートで海へ繰り出すはずだったのですが、依然、海が荒れ気味であったり、ボビーの到着の遅れなどを考慮しての周防部長の判断です。長門水産担当区域といえば、やはり「海！」という期待があった一年生たちにしてみれば、やや拍子抜けでした。

　南方には広葉樹の森と、乾燥した草地が、どこまでも広がっていました。

「へえ……地平線の彼方まで、ずっとずっと草原だ……北海道みたいだなぁ」

　丘の上から景色を眺めるほむらは、ふぅと溜め息をつきます。虚惑星でこれだけの広い草地を見たのは初めてでした。

　潮しおの海うな原ばらを背後に思いながら眺める草の海。淡い色の空には、足早に駆けていくひつじ雲たちが。そしてなにより、南方の空を堂々と横断する、虚惑星の環わベーグル。

「───って、北海道の人たちがいたっけ」とにわかに思い出して振り返ります。

「あっ、そ、そうですね。ラベンダー畑で有名な富ふ良ら野のの光景にも似てますね」

　と相槌をうつのは苫小牧出身の桑園。富良野の「ふ」にアクセントがあって新鮮。

「この一帯も、ぜんぶ元は畑っすね。すっかり荒れ地に戻っちゃってますけど」

　尋ねた東野に、周防が頷きます。

「ええ、そう。ここは間違いなく、元は大きな穀倉地帯ですね。徹底的に開墾された、あきらかに人の手で造られた風景です」

　この見晴らしのよい丘の上まで、二時間ほどかけて遠征してくる間にも、幾つもの遺跡を見かけました。農場の穀物庫や、醸造所らしきあとが点々と。もちろん農家らしき住居の跡も。

「あの、細長く続いてる森───」

　周防は水平に指先をかざし、丘の麓から伸びる、黒い木々の連なりをなぞります。遠く地平線の彼方にうっすらと浮かぶ山地まで、他の森と交叉しながら連綿と続いています。

「あの、ほとんど一直線に見えている細長い森は、元は畑に水を供給する小川……用水路の跡でしょう。防風林の役目も果たしていたかもしれないですね。今はもう用水は涸かれてしまってますけれど、おかげで、この付近では珍しく大木が残っています」

　古代に生きた虚惑星人へ想いを馳せながら、調査官たちは同じ風景を眺めます。

　植物を観察していた長篠は、手近な草の穂を手に取り、しげしげと眺めました。

「まっすぐな穂……このあたりにも、野生化したオオムギが群生していますね。これなんかもう、そのまま食料にもなりそう」

「麦？　はっ、オオムギといえば……味噌だ！　麦味噌の原料ですよ！　あれも美味しいよね～」

　と妙なところで食いつくほむら。笑いながら、花屋敷が、

「どっちかっつーと、酒づくりに使つこたんやろな。オオムギばかりやなく、小麦も見つかるで───なあ、奈々美さん」

「はあ？」いきなり声をかけられ怪訝顔になる周防。

「ホラ、賭けに負けたら、うどんどんどん食わしたる言うて───」

「何かと思えば、そんな前の話を……」

　露骨に顔をしかめる周防。

「結局、奈々美さんが負けてな、あっちこっちの畑跡から小麦を集めてきて、粉碾ひいて、でかいビニール袋の持ち合わせなんぞ無かったから、奈々美さんの足で直接踏んでもろて、この塩加減が絶品でなあ……」

「あ、足はこの際、関係なかっとやろうが！」

　と赤くなる周防。そんな部長の窮地を見過ごさずに、ここぞとばかりに後輩たちが真顔で尋ねます。

「ほー、そんなことしてたんすか、部長」と石見。

「いいなぁ、僕らも食いたいなぁ。部長のどんどんうどん。部長に踏んでもらいたいなあ」と名草。

「なんの賭けですか」と姫川が率直に尋ねると、

「そいつは奈々美さんとの秘密やな。まあまだ一部続行もしとるから」

　と花屋敷はしらばっくれます。

「はあ」

　はて？　と小首を傾けて、ひきさがる姫川。




　───そんななか、東野は、集団の後方に立つ早瀬の、雰囲気にそぐわない硬い表情が気になりました。みると周囲に間断なく、視線を向けています。

「早瀬先輩……？　どうかした…………っ！」

　東野が目を剝くような、鋭い抜き打ちで、早瀬が矢を射ました。

　その弓音は、バタバタと草原を薙なぐ、強い風音にまぎれ、東野のほかには誰一人、それとわからなかったほど。

　いえ、一人だけ、桑園が兎人の長い耳をぴくりとこちらへ向けたのち、「なにごとだろう？」という顔つきで振り返りました。しかしその彼にも、何が起きたかわからないほどの早業でした。

　射られた先は、数十メートルほど離れた、何の変哲もない草地です。

　早瀬の視線を追って、東野もそちらを凝視します。

「………………」

　しかし何の変化も起きぬまま、早瀬はふっと肩の力を抜き、またいつもの飄々とした顔つきに戻りました。何事もなかったように。

「草むらにキツネがいたみてえだわ。ネズミでも狩ってたんだろ」

「キツネ……っすか」

　確かに、狐がいてもおかしくはない……と、とっさに浮かんだ問いを吞み込む東野。けれど、草原のネズミを捕食する動物だったら、木菟ミミズクや蛇ヘビ、あるいはヤマネコの一種など他にもいますが、いずれも探検部の遠征中の狩猟には向かない動物ばかりです。キツネはそもそも食用には向きません。

　そんな東野の疑念を察したのか、からからと東野に笑いかけます。

「沼貍ヌートリアとかだったら、いい晩メシになったんだけどな。魚と保存食のパンばっかりじゃ飽きんだろ？」

「そ、そうっすね。ウサギだったら、もっといいっすね」

　部長らと話すほむらたちは、そんな背後の出来事には気付かぬまま。

　高くても、腰ほどの茂みの草原で、隠れる場所のない場所です。何を焦って射かける必要があったのだろうと、無言のままの早瀬の背中に、不穏なものを感じながらも、東野は腑に落ちないものを胸に残します。




　丘の上に、ぬるい風が吹いてきました。

　それはすぐに、湿った重い風にとってかわります。野外に慣れた彼らには、それがもう何の予兆を示しているのか、言わずともわかりました。高所から逃れ、足早に移動を始めて、最後は誰からともなく駆け足になりました。

「はっしれー！　ひゃあ！」

　笑いながら叫ぶほむら。天空全体がスピーカーと化したかのように、激しくとどろく雷鳴に追われながら、探検部員たちは森を目指します。

　墨を溶かしたように、あっという間に空には暗雲が広がり、すぐに大粒の雨が、叩きつけるように降ってきました。

　彼らは間一髪のところで、傘からかさ松まつの大木からせりだした、枝の陰へと滑り込みました。ちょうど先ほどまで話題にしていた、元は用水路だったという細長い森です。

　口々に歓声をあげたり笑いながら、次々とゴールインする部員たち。

　息を整えながら、濡れた髪の先を拭いていると、雨のカーテンの向こうに、遅れてやってくる人影が二つ目に入ります。

「あれ、だれ？」

「花屋敷と……ハァ……秋穂」とだいぶ遅れてやってきた鼎が、深呼吸まじりでつぶやきます。雨滴を吸ってうねる黒髪にタオルを伸ばそうとすると、べしっと、ぞんざいに振り払われます。

「おーい、どーしたどーした！」「走れ走れ！」

　と先に着いた男子部員たちが勝手な声援を、遅れたランナーに送りますが、のろのろと、その一方が肩を貸しながら到着しました。もちろんびしょ濡れです。

「ん？……秋穂くん？」

　手を貸していたのは佐保ではなく、花屋敷部長でした。てっきり、ほむらは逆だと思いこんでいました。

「どうしたの？　まさか、怪我？」

　やはり驚いた様子で周防部長が尋ねました。そんな周防を安心させるように、花屋敷は破顔して答えます。

「ぽんぽんぴーぴーだとさ」

「───は？」

　力の入らない微妙な姿勢で大木の下にうずくまる佐保。そういえば、さきほどからずいぶん佐保は静かにしていました。

　長篠が、しゃがんで青ざめた佐保の顔を覗き込みます。

「だ、大丈夫ですか？　佐保さん？」

「…………駄目……」

　ぼそぼそと、小声で長篠になにごとかを告げます。心配そうな彼女の顔に、げんなりとした戸惑いの表情が加わります。

「あの、ウン……だ、大の方の用を足したいって……」

「ああ最低」とぼやく鼎。

　その一方で、花屋敷から佐保の腹痛の原因を又聞きした石見と名草は、驚きの声をあげました。

「えっ！　浄化槽の牡蠣を勝手に食べたの？　そりゃ駄目だよ。腹も痛くなるわけだ」

「ずっと腹痛を我慢してたのかよ……」

　呆れながらも、逆にほむらなどは感心してしまいます。

「もう、さすが秋穂くんと言うしかない……」

　へたりこんでいた彼は、やおらベルトを外してズボンを脱ぎ始めます。

「ちょ、ちょっと、こんな手狭なところで！」と慌てるほむら。

「生理現象ですから仕方がないのでは」

　と理解を示す姫川も、その言葉とは裏腹に少しあとじさり。

　苦しそうに身をかがめている佐保のそばに、花屋敷が立つと、ひらひらと手を振りながら探検部員たちに言いました。

「わかったわかったムニャムニャ急性胃腸炎ってやつか。アレルギー体質やないんやな。原因がわかれば、しめたもんや。よっしゃ、こっちは大丈夫やから、奈々美さん先に行っといて？　この並なみ木き伝づたいなら、雨ん中でも移動しやすいやろ。こっちは、佐保の容態が落ち着いたら、キャンプに戻っとるから───いっちょ頼んだわな、早瀬」

　わずかな躊躇いの間を置いて、早瀬は頷き返します。

「はい。そいつ、頼みます」

「ふぅ、そうね。了解」少しほっとしながら、周防も花屋敷の勧すすめに従いました。「花屋敷部長も、二次感染にはくれぐれも注意して───じゃあ、時間が勿体ないですし、私たちはフィールドワークを続けましょう」

　念のためにと、長篠から持参の救急キットと予備の水を預かって、花屋敷と佐保は残りました。

　がやがやと佐保の醜態や、自分の失敗談を語り合いながら、移動再開した探検部員たち。そんななかで、

「周防部長───俺、やっぱ、残ります」

「あっ、東野くん？」

　東野は、リーダーの周防に頭を下げると、走って来た道を戻っていきました。

　すれちがいざま、ほんの一瞬、ほむらと視線を交わしながら。

（……東野くん？）

　ひそかに警戒をうながすような、そんな視線を。




　───その日の午後。

　ベースキャンプ周辺の地勢や、点在する遺跡の様子を、ダイジェスト気味に観察した彼らは、正午過ぎにはキャンプに帰還していました。

　休憩を挟んで、午後は男女の二チームに班を分けての行動となります。

　男子チームはキャンプ下の内湾にて、ボート漕ぎの教習。例の新型モーターの動作試験も兼ねています。

　女子チームは、昨日の養殖場よりさらに離れた東側の海岸に足を延ばし、砂浜に流れ着いた漂着物の採集を実施───いわゆるビーチコーミングを行うことになりました。

　牡蠣に中あたり、不調をうったえた佐保は、休憩時間中には無事にキャンプに戻りました。花屋敷と東野に付き添われ、かなりぐったりとした様子で。感染を警戒して、しばらくは仲間たちとは距離をとっての安静状態です。




　激しい雷鳴を轟とどろかせていた雨雲もすでに過ぎ去り、空は晴れあがっていました。

　さわやかな海風が戻ります。砂浜へ続く砂まじりの草地を、ビーチシューズで踏みしめながら、ほむらは自分の姿をかえりみます。

「こんな真冬に、またビーコー装備になるなんて、なんかヘンな感じ」

　競泳タイプのワンピース水着に、風を遮るパーカーを羽織ったほむら。パーカーは自前ですが、水着はＵＮＰＩＥＰから支給されたものです。

　出発前に、望むなら現地まで水着のまま移動してもよい、とのお達しがあり、ほむらたちは喜んで水着に着替えました。裸身になって再度確かめましたが、心配だった胸元の肌には、なんの跡も見つからず、それより起床後、鼎に殴られた頰の腫れを隠すのに必死だったくらいです。

（まったく……）憂いを頭から振り払うほむら。

　とにかく水着での移動は助かります。海岸で探検服から着替えるのは、荷物も増えて何かと手間ですし、真水のシャワーだって使えません。

　ボイラー付きで温水も出るという、女子部員専用シャワールームの存在にいたく感激していた姫川も水着に着替えています。

「こちらはまだ秋になったばかり、というか夏の終わりですけれど」と姫川。「でもちょっとわくわくするものがありますね」

　ＳＡのレース以来の、彼女のビーコー装備を目にしました。真っ白な雪のような肌に、どこか民族衣装ふうの染め柄を思わせる、独特な紋様がうかび上がっています。

「やっぱり不思議だね、その模様」

「同感です。でも、近頃は、なんとなくしっくりしてきました」

　ほむらは、昨夜、鼎との会話中にものぼったセルフイメージについて思い浮かべます。

「私はあいかわらず、素敵で、かっこいいと思うよ？　でもさ、こんなにはっきりとした模様を、いったい誰がデザインしたんだろうね？　虚惑星の神サマ？　それとも、セルフイメージと関係があるのかな？」

「神サマ、ですか……」と思案げに天の環をあおぐ姫川。「ギャビーさんでしたら、なんと申されるかわかりませんが……おそらくは後者ですね。あたしと同じような、ウェンディゴ種や妖エ精ル種フタイプの亜種の調査官のかたたちが、コラボで発表されている分析をあたってみると、こういったパターンのほとんどは、ある種の関数で表現できるそうですよ。でたらめではなくて、規則性があるってことですね」

「パターン？……えっと……じゃあ、なにか意味があるんだ？」

「個人固有の、指紋のようなものかもしれませんね。自然そのものがでたらめの産物か否かと問われると、あたしも確信はありませんが」

「指紋、か。なるほど。そういえば棚倉先生のワークショップでも、自然界にもいろんな模様があるって教わったなあ……」

（パターンか……染め物の柄とか……編み物テキスタイルも？）

「そもそも、虚惑星にかぎらず、人類が、服飾や建築物に使った図柄は、古代の人々が自然のなかで見つけた模様を、模倣して取り入れてきたものだとか」

「ははぁ、元ネタがあるんだね？」

　そういえば、と、荷物に仕舞いっぱなしのままの、すばる姫からの宿題を思い出すほむらですが、いまのところ取り組む暇を見つけられません。




　ぞろぞろと連れ立って移動する女子部員のうしろからは、重量のあるシャベルやステンレス製バケツなどの採集道具をかついだ早瀬が、のんびりとついてきます。唯一男子である彼が、サブリーダー兼、安全監視のライフセーバー役です。

　周防部長がいるとはいえ、あれだけ海の生き物について脅されたあとでは、さすがに色々と心もとなく、早瀬の存在は心強いです。

　まあ当の本人は、いつものつかみどころの無い、ぼんやりとした調子で、周防とぽつぽつと語らっています。

「で、ユリちゃんはといえば……大あくびですか……」

　午前中のフィールドワークは、ハプニングはあったものの平地の移動がほとんどで、体力的な疲労はありません。が、鼎はそろそろ眠くなってきたらしく、しきりにあくびをしています。こちらはあまり、これからの調お査し活ご動との頼りにはならなそう。

　長篠と姫川だけが頼りです。

「頑張りましょう、日ノ岡さん。雨乃ちゃんが感激してくれるような、すごいおみやげを持ち帰れるように！」

　長柄のついた網を握りしめて、意気込む姫川。訂正、長篠だけが頼りのようです。

「はあ、そうね。まあ私も、実際のところビーコーって、何するのかよくわかってないんだけど……」




　低い丘の峰をたどり歩くうちに、海沿いの松林の向こうに海岸線が見え隠れし、緑がかった色の海が迫ってきました。

　長篠が周防たちの会話にくわわり尋ねます。

「あの、周防部長？　ここから観察できるだけでも、浜辺にかなり漂着物が多いですね。こちらの海では、これが通常なんですか？　それとも例の……」

　長篠のいうように、目につく海岸線は褐色に染まるくらい、大量の漂着物が打ち寄せられているようでした。キャンプ近くの内湾とはだいぶ様子が違います。ほとんどは海藻のようです。

　まがりなりにもビーチと聞いて、海水浴場のような綺麗な砂浜を想像していたほむらは、早くも幻げん滅めつ気味です。

「大しけの翌日とか、海が荒れたあと数日は、漂着物は増えますね」と周防。

「数日……ということは、やっぱり例外的な事態なんですね？　もしかして海底で何かが……」

「なかなか鋭いわね、長篠さん───でも、私たちが異常と感じている事態も、もしかすると、私たちが知らないだけで、大きな気象変化の周期の一部かも」

　気になる話題を、ほむらたちにも届くように、はっきりとした声で語ってくれる周防。彼女も同じく水着着用で道を闊歩しています。競泳用水着も、上に羽織ったパーカーも、長門水産のロゴ入りのオリジナル。

（周防部長って、どちらかといえば自分はインドア派です、なんて言ってたけれど、そうは見えないなあ……実際うちの真世先輩が、すごーいアウトドア派だったりするから、人は見かけによらないというか）

　パーカーの裾から、すらりと引き締まった両脚を披露する彼女は、ほかの長門水産の生徒たちと比べれば、たしかに日焼けは控えめ。学校では、海洋科学科に在籍しているそうです。

　ほむらは、そんな彼女の持ち物から、ありがたくも日焼け止めの乳液を分けてもらいました。真冬の遠征で、そんな備えはすっかり失念していて、あやうく個人的な大惨事を招くところでした。……などと、ほむらが本題とはまったく別方向に思考を向けているあいだも、周防のレクチャーは続きます。

「……といっても、私はまだ地震の可能性を捨てていないけど。むかしね、日本の東北地方が大きな津波に襲われたあとにも、遠洋へ流れだした大量の漂流物が、太平洋を黒潮で運ばれて、アメリカの西海岸にまで辿り着いたことがあったそうよ。一年余りもかけてね」

「じゃあたとえば、この外海の対岸にある大陸で……過去に何か大きな異変が起きた、とかですか？」

　興味を持ったのか、鼎が問いを発します。

「対岸かぁ……その可能性もあるわね。漂着物を丹念に調べれば、わかってくることだわ。それもビーチコーミングで得られる情報の一つなわけ」

「…………はあ」

　一応の納得はしつつも、浮かない顔で頷く鼎。

　微笑しつつ、周防が続けます。

「もっとも、あの漂着物の出どころは、海流の傾向を考えたら、西側のほうが怪しいようだけども。仮に別大陸からのものだったとしても、中国の、ＵＮＰＩＥＰ中国支部の担当区域は、なかなかそういう大事な情報をまわしてくれなくって……。色々と興味深い事実を掘り下げられるはずのコミュニケーションが、あんまりうまくいってないんだなあ……あーあ、勿体ない」

　遠く水平線を見やる周防は、そう落胆しつつも、にわかに不敵な笑みを浮かべて振り返ります。

「でもいつかは、遣けん隋ずい使しよろしく、こちらからヨットで乗り込んであげるけどね？」

「は、はい！」

　長篠は心からの微笑みを周防に送り返してうなずきました。

　そう、たとえば、小型のボートなどでなく、遠洋を航海する帆はん船せんで、虚惑星の海を制覇する。

　それは、仮にあり得たとしても、ずっと未来の成果であり、彼女自身はその瞬間に立ち会うことは決してないのですが───それでも、自分たち探検部員が、いつか虚惑星の海うな原ばらを制する将来を信じて疑わない、希望の言葉でした。




　ほどなく目的地の砂浜に到着した、ほむらたち。

「───はい、みんなご苦労さま。荷物おろして、楽にして聞いて？」

　それまで横目で眺めてきた海岸とはうってかわって、打ち寄せる波は荒くうねっています。そのおかげか、ひっきりなしに高波に洗われる砂浜は、不気味な海藻の漂着物も少なめです。

　ざわめく海原を背に、両手を腰に当てて立つ周防。

「せっかく長門エリアに来てくれたみんなに、海藻や流木を仕分けるとか、地味ぃな作業を任せるのも大たい儀ぎーですから、今日はそれ以外のものに挑戦トライしてみましょうかね」

「は？」

　ここまでやって来て、突然そんなことを切り出す周防に、ほむらたちはきょとんとします。

「ビーチコーミングはやらないんですか？」「挑戦って……まさか、ここから泳いでキャンプまで帰れとか……」

　不安がる部員に、周防は真顔で答えます。

「ビリの人はそうしましょうか？」ぞっとする女子たちに、微笑して首を振る周防。「冗談。ここらは海かい浜ひん流りゅうが複雑に接していて、見ての通り波も荒いです。泳いだりするのはもっての外ほかですが……、実はここでは面白いものが見つかります。きょうは夕方まで、それを探してみましょうか」

「面白いもの……？」「はっ、海賊の財宝とか!?」

　あいかわらず、きょとんとする彼女たちに、周防がすこしもったいぶりながら続けます。

「アラビア語では『海に漂うもの』と呼ばれて、その名前の語源となったという説があります。それから中国の古代の書物には『虎死則精魂入地化為石フースースーチンフンジュゥディーファーウェイシー』───〝虎死して、すなわち精魂、地に入りて石となる〟と記されていたそうです」

「虎の魂たましいが……石に？　もしかして宝石とか……やっぱり財宝だ？　虎、虎、虎……あっ、わかりました、キャッツアイ!?」と興奮するほむら。

「琥珀でしょ」

　呆れ気味に鼎が口を挟みます。

「琥珀？───琥珀って、海で採れるんだ？　へぇー」もちろん琥珀が正解ですが、まだ信じがたい顔のほむら。

「そう、琥珀。アンバーですね。アラビア語ではアンバール。ユダヤ系ドイツ語ならバーンシュタイン。産地としては、日本だと岩手県久く慈じ市しの琥珀海岸が有名ですね。この虚惑星の海岸でも琥珀が見つかります───」

　そこまで語った周防は、ふと波打ち際をじっと見つめると、すっとかがんで手を伸ばし、まさに琥珀色に輝く小さな塊かたまりをめざとく拾いあげました。

「ほら、もう、一個あった」

　周防は大粒のアーモンドほどもある、涙滴型の琥珀を目にあてがって、片眼鏡モノクルのようにこちらを覗いてみせました。

　わぁ……と思わず声がもれてしまう女子部員たち。

　ほむらも、姫川も、長篠までも、実物を見ると目の色が変わりました。鼎だけはどうでもよさげ。

「琥珀は、鉱物ではなくて、太古の植物の樹脂が化石化したものですから、重さもとても軽くて、比重はぎりぎり海水に沈むくらい。だから海が荒れたりすると、海底からまき上げられて、こうして浜辺にまで打ち上げられるというわけです」

「それで、この頑丈そうな網が役に立つと」と網を構えて意気込む姫川。これはこれでいいお土産になると判断したようです。

「───で、採取してどうすんです？」と素朴な問いを発したのは、後方の流木に腰かけながら、彼女たちのやりとりを、のんびり眺めていた早瀬。「集めた先の目的がわかったほうが、みんなやる気も出るんじゃないっすかね？」

「あっ、そうか。そうですね」とうなずく周防。

　しかし、ほむらは、今さら信じられないものを見たような、疑念の視線を早瀬に振り向けました。

「えっ、はぁ!?　だって宝石ですよ？　宝石なんですよ？　宝石を見つける以上の目的なんかいらないでしょう？」

「まあ、そういう考え方もあるか」

「ふふっ……実は私も気になって、前に調べてみたんだけれど」と口を挟む周防。「たとえば鶏にわとりの卵くらいの、三百カラットもあるような琥珀だったら、原石でも、時価で十万円くらいはするみたい。さすがにダイヤモンドのような宝石とは桁違いで比べものにならないけれど」

「ほら！　ビジネスチャンス！」

「いや、チャンスって言われてもなあ」

　苦慮する早瀬に同情しつつも、どこか懐かしそうな表情で言葉を続ける周防。

「私たち調査官にとっては、もっと大切な目的があります、日ノ岡さん」

「……む？」

「わかります。琥珀にとじこめられた、古代の生物を探すんですね、周防部長」

　問われた視線に応える長篠に、周防はしっかりとうなずき返します。

　ヘンな方向に逸それだしたほむらと違って、長篠は正しく乗り気です。

　姫川もまた、琥珀採取の真意がわかってきました。

「あたしもＳＦ映画で見たことあります。琥珀がまだ、分ぶん泌ぴつさればかりの樹液だった恐竜の時代、運悪く樹液の中に捕まった小さな虫が、その時代を切り取った貴重な情報と共に封じ込められている、と」

　蟻や蚊といった昆虫だけでなく、ほかにも、樹液に取り込まれた空気の泡や、植物の破片なども、古代の虚惑星の成り立ちを知る上でとても貴重な資料となる……そんな話に感心しながら、ぽつりとほむらは言いました。

「ちょっと姫川さんたちの調査にも、似てるね？」

「……苫小牧電波とまでんの天体観測と、ですか？」

　意外そうな姫川に、そうそう、とうなずくほむら。

「星の光って、ずっと昔に生まれたものなんでしょ？　それを集めるのって、化石捜しと似てない？」

「……恒星が発した光の、化石のようなものだと？」

「そうそう」と顔をほころばせるほむら。

　神妙な様子ながらも、姫川は否定はしません。

「───えっと、あとなんだっけ、タールピット？　いつだったか、ユリちゃんが言ってたよね。魔ま法ほう液えき晶しょうに閉じ込められると、その内側の時間が停止するんじゃないかって。それもよく似てない？　実際、幻肢虎のアヴギスちゃんは、成長が止まってたわけだし」

「……っ……ずいぶん、いえぜんぜん違うわよ。規模も、性質も……」と鼎。

「あれ、そうかなぁ」

　それじゃあ、そのへんで、と周防は一同の気持ちを引き締め直し、実際の琥珀採取の説明に移ります。

「さて、日暮れ前は寒くなるからそろそろ始めましょう。

　いいですか？　汗をかいちゃったから一泳ぎしようとか、いきなり海に入ったりするのは厳禁です。この浜は急に深くなってますし、さっきも言ったように海流の予測がつかないから。採取の方法は、まず私が最初に、網と熊手を使って手本を見せるので、二人一組で───」

　つと、その時、姫川が、紋様の浮かぶ白い手を持ち上げて、海を指さしました。

　ほむらや長篠も、首をかしげつつ、示す方向を目で追います。

「姫川さん、なにか？」と彼女を横目に見る長篠。

「なんでしょうか。波のなかに、一瞬、水みず柱ばしらがあがったように見えたのですが」

「水柱？」

　姫川の指摘に、なにか察した周防は、はっとして海を振り返ると、食い入るように水平線をのぞき込みました。そのまま待つこと十数秒。

　波のうねりの向こうで、再び細い水の柱が上がります。かすかにプシュッ、と空気入れのような短い音も聞きとれました。

「…………っ……！」

　周防は息を吞むと、とつぜん網をほうりだし、その場にパーカーもシューズも脱ぎ捨てて海に飛び込んでいきました。ほむらたちも啞然。

「お、おーい、周防部長、急に海に入るのは厳禁って……あーあ」

　はなからあきらめ気味な早瀬の制止も届かず、周防は高い波をぬって力泳し、水柱のあがった沖にまであっという間に泳ぎ着きます。

「もしかして……」

　海へ飛び込む寸前の、周防のこぼれる笑みからも、ほむらたちにも察しはつきました。

　虚惑星の琥珀海岸に訪れたのは、彼女の旧友であり、長門水産高探検部と縁の深い、海の使い魔でした。

「背ビレが！　あっ、また潜っちゃった……あれって、ボビー？」

「クジラのように、頭上の鼻で息継ぎをしましたから、海棲哺乳類には違いないですね」と興奮気味の長篠。

　やがて、いったん潜った周防とともに、大きな魚影が海面へとジャンプします。

　どこかパンダを思わせる白黒の模様。無人島のレースでほむらが見かけたあのシャチ、ボビーに違いありません。しかもその彼は、いっそう大きく成長しているように見えました。

　大きな背びれの脇には、泳ぐ周防がぴったりと寄り添っています。感情を爆発させるように、高々と海上へ跳ね上がったボビーの巨体は、盛大な水しぶきをあげて、また海へと戻りました。




　琥珀の採取は、予定通りに行われました。

　琥珀に含まれる内包物インクルージョンを通じて、虚惑星の古代に迫る───という壮大な触れ込みではありましたが、延々と波打ちぎわを掘り返す作業は、どうしても地味で、しかもなかなかの重労働です。

　さらには、長き回遊の旅から、シャチの群れが戻ったばかりとあって、部員たちも気もそぞろに。波間にはボビーの引き連れる仲間のシャチたちが次々と現れては、人懐こく挨拶にやってきました。

　彼らの迫力ある巨体と、鋭く並んだノコギリ状の歯に、おっかなびっくりだったほむらたちも、徐々に慣れて、直接触れることもできるように。時にはシャチたちは、彼ら特有の魔法すらも使ってみせ（！）、水鉄砲のように水流を発射してきました。
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　波打ち際から飛び上がり、憤慨したほむらが、その若いイタズラ好きな個体に網を向けてどやしつけますが、相手からはキュゥゥゥ、とからかうように笑われてしまいます。

「……気に入られたんじゃない？　ほむらのおしり」と鼎。「シャチやイルカって、人間のオスとメスをちゃんと見分けてるそうだから」

「せ、セクハラかっ。こらぁ訴えるぞ！　カマボコにするぞ！」

　……とまあ、そんなシャチたちの愛あい嬌きょうにも救われて、きつい労働ながらも、琥珀採取は楽しい時間となりました。

　周防部長も、シャチの群れの到来を喜び、戯たわむれているばかりではありませんでした。作業の後半では、琥珀採取を後輩たちにまかせ、ボビーの背を借りながら、浜の近辺を縦じゅう横おう自じ在ざいに泳いで漂着物を集め、本来のビーチコーミングに専念していました。

　そうして得られた結果は、異常事態の推測を強めることになります。

「ここに打ち上げられた漂着物は本来は、嵐が来ればまた海に戻り、海流に乗って運ばれていくものです。そうやって、遠方から運ばれてきたものかと思ったけれど、そうではなかった。推測はハズレたわ。海藻も、生物の死骸も、ほとんどこの付近で見つかる種類ばかり……しかも比較的新しい。海底面の地震で、時に付随してみられるような、深海の生物が打ち上げられてもいないし……」

　と、語る周防の手には、確かにまだ新しい、海老と蟹の死骸。

「そうすると残るは……浅い層の地殻変動、とかでしょうか」と不確かそうに語る長篠。

「それならやはり大きな地震となるはずだし……色々と不可解だけれど、でも、だからこそ興味深いわね」

「ボビーたちが、言葉を話せたら、きっと教えてくれそうなんですけれどね」

「あはは……そうね。ボビーもそろそろおじいちゃんだから、きっと話が長いわよ」とくすくす笑う周防。「虚惑星の海を回遊しながら、色んなものを見てきてるでしょうから」




　日没前までの採取の成果で、数多くの琥珀の標本サンプルを発見できました。

　少なくとも百五十個以上。個々の粒も大きく、持参したバケツがいっぱいになるほどです。

「これはヤバい……地球の琥珀相場が暴落してしまう……」

　などと目を琥珀色に輝かせるほむらは、その大量の成果をみるだけで、かなりの達成感を得ることができたのですが……

　しかし休憩をとりながら、その脇で、一つ一つ、陽光に透すかして琥珀を鑑定する周防の姿を眺めるうちに、だんだんと達成感は落胆へと変わっていきました。

　期待していた昆虫を含めたものは、結局ゼロ。

　植物の破片を含むものがわずかに見つかりましたが、芳かんばしくありません。不透明で中身の判別がつかないものや、特に大型の琥珀については、地球に持ち帰り、分析を待つことになりました。

　実のところは、これまでに虚惑星で採取された琥珀からは、小さな蟻の一匹ですら見つかってはいないのです。

　植物の破片が見つかっただけでも、上々の結果ですよ、と周防部長はほむらたちをねぎらってくれますが、やはり残念そうです。

「…………成果なし、か」

　日中のだるさも手伝ってか、熱心な作業ぶりではなかった鼎も、その結果を目の当たりにすると、ひそかにがっかりしているようでした。

（そうだった……虚惑星で古代の動物の化石が見つからないってことは、地球と同じ進化論を当てはめられなくて……ギャビーたちが所属しているカトリック的な世界観を強めることになるんだったっけ……。虚惑星が、聖書で語られるエデンかもしれない、っていうアレだ）

　ほむらは、そんなことを思いながら、海風に吹きつけられた砂を髪から払い、沈みゆく水平線の太陽をみつめます。

（虚惑星の化石、か……言ってみればこの星の思い出ってことだよね。なんで見つからないんだろ……）




　それでも、ボビーたちとも触れ合い、海ならではの充足感を得て、帰路につくほむらたち。しばらくは彼らの群れも、近海を狩り場に滞在を続けるとのことでした。

「いい絵、描けました？」

　道すがら、声をひそめて早瀬に声をかけるほむら。

「見つかってたか」

「それは勿論」

　監視役の傍ら、人知れず固形水彩を取り出して、小さなスケッチブックに絵筆を走らせていた早瀬の姿に、ほむらは気付いていました。

「ライフセーバーのお仕事、サボってちゃ駄目ですよ？　私たち結構キツかったんですから。腰痛くなっちゃった……」

　やたら偉そうに、おどけながら相手をたしなめるほむら。

「えー？　俺だって、石の選別とか砂落としとか、地味な手伝いはやってたんだぜ」と早瀬。「でも、ま、そうだな。ボビーたちも来たし、少し気がぬけてたわ。ごめんな。どうせ、座ったまま身動き取れないで、ギャルのケツを鑑賞してるだけだったら、秋穂の奴に代わってもらえりゃあ、よかったか」

「それ、きっと監視目的じゃなくなるから……で、こっちのは見せたんですから、絵の方もこっそり鑑賞させてくれるんですよね、早瀬先輩？」

「うん。やだね」




　───夜。

　電灯の灯るベースキャンプに、ほむらたちが戻ると、すでに男子チームが食事の支度を始めていました。ボビーたちの到着のニュースも相あいまって、バンガローはよりにぎやかな雰囲気となりました。

　食卓にはついに牡蠣が並び、香ばしい香りを部屋中に漂わせています。

　佐保秋穂をノックアウトしたあの牡蠣です。浄化槽で毒を吐き出させ、本来は生食でも全然ＯＫというところを、念のため焼きガキにしてのご提供。

　どうやら非細菌性の腸炎であった、と佐保の症状の推測を聞かされ、おっかなびっくりの食卓ですが……

「命に関わるかと思うと……」と長篠。

「うん。逆に美味しそうに感じてくるフシギ」とつばを吞むほむら。

　入部したばかりの頃であれば、虚惑星で病気にでもなれば、すわ未知の病原体か！　とおののかされたものでしたが、慣れてきたものです。

　虚惑星での抵抗力の上昇を実感しています。出発前は、風邪気味だった花屋敷も、すっかり体調を戻しています。

　当然の対策を怠って、犠牲者第一号となった佐保本人は、今晩までは隔離というおふれ。注意している限り、二次感染の恐れも無いのですが、こちらも念のため。食卓にも残念ながらおらず、あとで消化のよいものを届ける手筈です。

「佐保のやつ、グロってるけど、食欲だけは結構あるんだよな。差し入れのも全部食ってたぞ」

　と感心する名草。一人、キャンプに残した佐保を、男子部員たちは時折、様子を見に行っていたそうです。

「なんか、朦朧としてたのか、野良猫を見たとか言ってたぞ」と石見。

「───野良猫？」と気になる単語に反応するほむら。「このあたり野良猫がいるの？　といっても、元飼い猫のはずもないし……野生のヤマネコとか？」

「ヤマネコは、このキャンプ付近ではまず見ませんね」と応じる周防。「以前、大雨が続いて、南方の山脈で土砂崩れがあった時は、山の動物たちが草原に降りてきとったのを見たことがあります」

「そういや、土砂崩れといえばな───」と花屋敷。

「地球のあちこちで起きとる、陥没現象な。あれ、虚惑星が原因やで」

「………………」

　束の間、静まりかえる食卓。次の瞬間、えーっ！　と、いっせいに部員たちが驚きの声をあげます。

「ニュースサイトでも、ずっとトップになってるあれっすか？」「日本でも問題になってる奴じゃないですか！」

　当然のようにうなずく花屋敷。

「虚惑星と地球は、対になって対応しとるからな。無関係なはずはないんや」

　周防部長は、嘆息して額に手をやります。

「……それ、まだ未確定で、外には発表できない情報ですよねぇ」

「いやいや奈々美さん！　ワシが計算したんやから、間違いないって！」

「その『間違いない』で、わたしと日ノ岡さんは、空中に放り出されて、スカイダイビングする羽目になったんですけど……」と恨み節の長篠。

「ああ、あん時は悪かった悪かった。それだって無関係やないんやって。いってみれば、貴重なサンプルでな」

　食卓が異なる話題に移るなか、箸が止まり思案している東野に気付いた桑園が、ややおそるおそる声をかけます。

「ヒジキ、苦手なの？」

「え？　ハハッ、いや、好きだよ」

　また花屋敷たちの会話に戻りますが、やはり気もそぞろな東野でした。
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　ほの暗い部屋で、眠っている相手に飛びつき、ゆさゆさと揺り起こすほむら。

　食後すぐにベッドに横になってしまった鼎を焚きつけます。

「ユリちゃん、外行こう。夜の散歩と洒しゃ落れ込こもう」

　じろりと見返す赤い瞳。

「……いやよ。あっちいって」

　と、にべもなく断られますが、そんな返事は予想済みのほむらはまだあきらめません。

「食べてすぐ寝ると、牛になるよ？　あっ、もうツノ生えてるし」

「沙毬みたいなこと言わないで」

「なんだかね、浜辺で面白いものが見られるって聞いた！　二人以上のグループだったら、行っていいってさ！」

「勝手に行ってくれば」

「だからぁ、二人以上じゃないと……ん？　もしかして……ユリちゃん、お腹痛いの……牡蠣にあたった？」

「……うっさい。ちがう」

　と言い捨てると、寝返りを打ち、壁を向いてしまいます。

「もう、そんなに眠いかなあ……せっかくの自由時間なのに……」

　くたびれているのはほむらも同じですが、食後すぐに寝所にこもってしまう程ではなく。

　ましてや、せっかく夜の照明のあるこのキャンプで、そんなに早く一日を終えてしまうのも味気ない話。

（とは、思うんだけど……）

　寝ているあいだに彼女の尻尾をちょうちょ結びにしてやろうかと、そんなイタズラ心をもてあそびながら、寝室を離れようとしたそのまぎわ───

「……ん……っ……」

　ほむらはこめかみを押さえ、その場に立ち止まりました。

（あいた……あれ、頭痛……？　昼間に風にあたりすぎたのかな……私のほうが体調崩してたら世話ないな……）

　ボビーとも出会えたし、馴染みある仲間たちの顔ぶれで、はしゃぎすぎてしまったかもしれない。にぶい痛みをまぎらわせながら、そんなふうに振り返るほむらに、

「───ほむら」

　部屋の暗がりから肩越しに届くささやき。

「怖いの？　ほむら」

「…………」

　返事を躊躇していると、そんなない交ぜになった、ほむらの心を見透かすように、また声が届きます。

「眠るのが怖いの？　また魔法が暴走するんじゃないかって……ああそれとも、怖いのは別のこと？」

「……さあ。どうだか」かろうじて言い返すほむら。「あなただって、怖いんでしょ。私を殴るくらい、緊張して張り詰めてるのに」

　ふん、と鼻をならしてみじろぎする彼女を残してほむらは外に出ました。




　食堂兼男子のバンガロー。

　夕食後から続いている賑わいの音が、外にも聞こえてきます。姫川や長篠もその中にいるはずです。

　小屋の前にたたずみ、ぼんやりと、どこか寂しげに漏れる灯りを見るほむら。

（……本当に、一人で浜辺へ行ってみてしまおうか）

　そんなことを思った矢先───佐保を休ませていたバンガローの戸が開き、誰か現れました。東野です。ぽつんと立つほむらに気がつくと、すぐに声をかけてきます。

「日ノ岡か───ちょっといいか？」

「……あ、うん」

　できればバンガローから離れた場所を希望……などと大胆なことを告げる東野。

　昨夜の周防と花屋敷のことが頭にちらつくほむらは、戸惑いつつも、周防部長から教わったトピックと散歩の許可を伝えると、東野も賛同しました。あまり納得はしていない様子でしたが。

　キャンプから浜へと下りていく道すがら、ほむらが尋ねます。

「───秋穂くん、どうだった？」

「心配ねえよあいつなら。なんか精神的にはだいぶ参っちまって、もう帰りたいとか、一生牡蠣食わないとか弱音吐いてたけど、体の方はだいぶ持ち直してる。明日には、けろっとして戻ってくんじゃねえかな」

「そう」

　以前に佐保が脱臼をした際の、すばる姫から渋々手当を受けていた彼の不満気な顔が浮かび、ちょっと思い出し笑い。

「東野くんも面倒みいいね」

「あ？　病人なんだ、当たり前だろ。毎度ながら自業自得ではあるけど……いや、そればっかじゃねえんだけど……」

　東野のぼやきを聞きながら、ほむらもほっとします。

「食堂でみんなとゲームやってたんじゃないの？　平岡くんが持ってきた、灘浜の先輩の誰だかが考案したとかいうボードゲームとやらを」

「やってたけどよ、あいつら、やり込んでてたまんねえわ。しかもほんとに魔法使ってくるからな……あれなら、日ノ岡でも勝てるかもしれねえぞ」

「負けたのか。負けたんだ。そっか、お負けになられましたかぁ」

「うるせえ。暇つぶしなんだから勝ち負けは二の次で……」

「そんなこと言って、だんだん本気になるに決まってるのに」

　空の一角に、ベーグルの最後の輝きがまだうっすらと残る夜空。しばし無言で歩きながら、語りかけようとしたほむらは、東野の深刻な顔つきに思わず口をつぐみました。

　そんな東野が、おもむろに尋ねてきたのは、たった今、別れてきたばかりの彼女について───。

「鼎のやつ、どうしてる？」

「……え？　ユリちゃんなら、くたびれたらしくて、もう寝てたけど。だいたい元々、昼のうちの活動は向いてないし、明日はボートを繰り出してようやく島の遺跡を見に行けるみたいだから、体力温存かな。なに、ユリちゃんがどうかしたの？」

「そうか」

「なんか気になるの？」

「……ああ……まあ」

　神妙な顔つきで黙ってしまう東野。何か言いたげなのですが、踏ん切りがつかないような。

「ボートといえば、そっちの成果はどうだったの？　エンジンちゃんと動いた？」

「いや、だめだ。やべえ。明日は手こぎだ」

「え～、ちょっと」

　聞けば、エンジンのテストは、稼働はしたものの、期待していたパワーが出ず、自分で漕いだほうが早い、という残念な結果になったそうで。

「それじゃ今日は探検部の両チームとも、成果無しだったってわけか。あらら」大げさに溜め息をつくほむら。「……それにしては男子チーム元気だったけど」

「そりゃ、おまえたちも似たようなもんだろ───エンジンの方は、ほら、南雲の相月がさ」

「うん。相月くん。魔法使いクラス志望のね。ＳＡのディスカッションで一緒だった。模型飛行機用のエンジンならちゃんと動いてたけれど、ボートを動かすくらい大きなものとなると、また勝手が違うのかな……」

「あいつが、気体の性質を操作する正八面体オクタモデル系の魔法で頑張ったんだけど、いまいち圧力があがんなくってさ。エンジンはかなり頑丈に作ってあるぶんだけ重いんだよ」

　ざっと説明を受けたエンジンの原理を思い出すほむら。

「えっと……ガソリンを連続的に爆発させる内燃機関と違って、いわゆる普通の燃焼から運動エネルギーを得る外燃機関は、シリンダー内部の不活性ガス？　をどれだけ高い圧力にできるかに効率がかかっている、だっけ」

「そうらしいな。日ノ岡も多少はできんだろ？　気体の操作」

「ま、まあ……少しは……でも、正八面体オクタモデルは、他のモデルに比べて、はっきりと状態をイメージしないとうまくいかないんだよ。対象が無色透明なだけにさ……しかもえーと、モル比熱とか……断熱膨張と圧縮とか……そういうのが直感的に頭に入ってないとだめで」

「熱力学か……物理Ⅱだから、三年の教科だな」

「そうなんだよ！　数学に加えて物理まで……話が違う。ねえ、花屋敷先輩って魔法使いなんでしょ。なんとかしてくれないの？　まだ一度も魔法使うとこ見てないけど」

「いや」と首を振る東野。「こっちがボヤになりかけても、大笑いして見てたぞ」

「よくわかんない人だなあ」




　長門探検部の海小屋を過ぎて、波音の届く場所まで二人が坂道を降りてくると、すでに浜辺で起きていた異変が目に入るようになってきました。

　おだやかに打ち寄せる波音はそのままですが、その輪郭が、ほのかな光に縁ふち取どられているのでした。

「波打ち際が……真っ青だ……！」

　暗さに慣れてきた目には、はっきりとわかりました。反射ではなく、まぎれもなく波が光っていると。

「……これ、ボビーの魔法？　ううん、それともホタルイカの大群が……」

「いや、これ夜や光こう虫ちゅうだろ。師匠から聞いたことある」

「ヤコウチュウ？　って虫!?」

「虫っていっても、プランクトンだ。光るだけで全然無害なやつ。虚惑星にもいるんだ」と東野も感心しています。

「そんなプランクトンが……へえ……」

「俺も実物は初めて見たけどな。明るいせいで、夜釣りには邪魔なんだってよ」

　海岸線を縁取るブルーの光は、優美に織り成されたドレープのように渚なぎさの裾を覆い、繰り返す波音に共鳴してゆらめきながら、岬の先端まで続いていました。

　案内されるように光を辿りながら、ほむらと東野は誰もいない浜辺をそぞろ歩きます。

「どうしても、今のうちに確かめておきたいことがあって───鼎のことだ」

「…………」

　追い詰められたような彼の口調の硬さに、ほむらは身構えました。

（ちょっと……じゃない雰囲気。しかもユリちゃんのこと……か）

　東野が続けます。

「あいつ、これまでのミッションでも勝手な行動をとることが多かったろ。不可解って言ってもいいような」

「……まあ、二ヶ月間近く、謹慎になってたくらいだし」

「日ノ岡、なにか知らないか？　いや、それとも───」

　東野にしては弱気な切り出し方で、とても息苦しそうにこう言います。

「何か、隠してることないか？」

「…………ふうん」

　気の抜けた返事が日ノ岡穂群らしい……といえばらしいものの、他に何と返せばいいのやら。

　すくなくとも、この優しい青い光に包まれた夜景にはそぐわない、不穏な話でした。他人を遠ざけて話そうとした、彼の配慮にも合点がいきます。

「ユリちゃんについて、私が、隠しごと？……でも、そんなふうに思うんだったら、どうしてユリちゃん自身に訊いてみないの？　なんだか東野くんらしくないんじゃない」

　せいいっぱいの虚勢を張りながら、不満そうに尋ね返すと、東野は唇を嚙みました。

「……弱腰だとは思ってる自分でも。でも俺も、自信がない。鼎は一筋縄じゃいかないのはもう知ってる。俺が思いつくような疑問だったら、とっくに上コ狛マ先輩が厳しく尋ねてるだろ？　俺がまた訊いたところで、同じ答えを繰り返されるだけだ」

「そうかも、だけど……」

　自分の胸にくすぶるものとは違う、ぎごちのない東野の迷い───それでもなお、彼のまっすぐな気性に触れていると、また、あらためて自分のいやらしい打算と期待が浮き上がってくるようで、つい彼から目をそむけ、視線を暗い沖へと這わせてしまいます。

「……それに、冬山でのミッションの件だけれど、御陵先輩は、雪崩の直後にあいつが混乱状態になったんじゃないかって推測していたよな」

「ええ」

「先輩には悪いけど、それだって確証は無い話だろ。最大限、鼎に良心的な解釈をすればっていう。でもおまえはその時、鼎と一緒に居たって言った」

「…………うん……」

「だったら俺は、お前の言葉を信じる」

「それはどうも」

　もっとちがう状況だったなら、心揺さぶるセリフだったのかも。けれど今のほむらには東野の言葉は、盲目的な信頼と、あとの半分は、曖昧な物言いを許さない脅迫のように聞こえてしまうのでした。

（ユリちゃんのオリジナルの魔法のことも、ある……けど……

　東野くんが迫ろうとしているのはきっと、もっと根本的な……ユリちゃんの態度についてだ───動機？　そういってもいい。とらえにくい鼎結理の本心に。私はそのうちの一個に、昨夜触れた……自分勝手な好奇心で、一生、許されないかもしれないことをした）

　痛みを思い返し、記憶に刻んでおきたくて、ほむらはひそかに自分の頰を押さえます。

「雪崩に遭ったときもそうだ。そのあとの、日ノ岡が遭難しかかった吹雪のときも、あいつ、一人で何処へ行こうとしてたんだ。本当に遺跡だったのか？……俺は、鼎は神殿の遺跡を目指してるのかと思ってた。どうやってか、それをあらかじめ知っていたんじゃないかって疑ってた」

　ほむらが漠然と描いていた疑問の戸口に、東野もまた辿り着いていました。きっと彼は、ほむらが引き返した茨いばらの闇の、さらにその数歩先まで臆おくせずに切り込んで、傷ついて───それでもまだ、ほむらは日常にすがりたい気持ちを抑えることができませんでした。

「ユリちゃんは、あの遺跡のことは知らなかったって……」

「ああ───」

　ほむらには、地下の遺跡で思わず口に出た彼女の言葉が、噓だとは思えませんでした。遺跡への興味をあらわにして興奮していた鼎の態度は、好奇心旺盛な彼女の本心のように思えました。

「そうだな、確かにそう言った。その言葉を信じるべきだった……だから、俺は自分の思い込みに惑わされてた」

　気持ちを落ち着けようと、深く息を吸う東野。

「……俺は、なにか決定的なことを見落としてた気がする。すげえ遠回りしてた。もうあのミッションからどれだけ経ったよ？　三ヶ月か？　馬鹿じゃん」

「馬鹿じゃないよ。隠し事なんて誰だってあるでしょ。わざわざ東野くんが探偵ごっこみたいな……ごめん、探偵の物真似みたいなことして、どうするのよ。せっかく、青藍高あおこー探検部だって、私たち一年生だって、みんなまとまってきたのに……」

「個人の事情は超えてるって思うから、こうして日ノ岡にも相談したんだ───いいか？　俺たち、雪崩の時は死ぬかもしれなかったんだ。多賀先輩の怪我が、もっとひどかったら、一生歩けなくなったかもしれなかった。それでも、のんきに隠し事だなんて言ってられるか？」

「それって、どういう……」

「あの雪崩は偶然じゃないかもしれないってことだ。以前は俺も、そんなことは考えなかった。『山でまさかは無い』ってな。でも、こないだ傀儡たちに襲われた時から、考えが変わった」

「…………っ……」

　もたげる不安感に、思わずほむらは言葉を吞みます。

「さっき佐保とも話してきた。あの雪崩のことは佐保だって腑に落ちてない。誰もあいつの言うこと相手にしてやれなかった。俺は、佐保も信じてやれなかった」

　ほむらは、彼からそんな不満を聞いたことも感じたこともありませんでした。

　しっかりと友人想いながらも、いつも陽気で脳天気そうな佐保。雪崩の直後は、とにかく自分たちが生還した喜びで、些細なことが気にならなくなっていたのも確かです。

「見せないように隠しているけど、早瀬先輩もなんだか苛立ってる……いつもと違う。何か起きる前ぶれなんじゃないか」

「早瀬先輩が？　琥珀を採ってるときには、そんなふうには全然見えなかったよ？」

　浜辺で水彩画をたしなむ彼は、いつも以上にリラックスしているように、ほむらには見えました。

「それが早瀬先輩なんだよ。いつも鼎と一緒にいるから……ってだけじゃない。鼎の不審な行動とも、なにか……関係があるんじゃないか？」

「なにかってそんな適当な……！　そりゃあ関係はあるよ。あの二人は、幼なじみだもの。たしかに私も、あの二人には触れがたいというか……」

　下手に追及したら、こちらもただでは済まないような、漠然とした危うさを感じていました。昨日の夜の鼎とのやりとりもあって今はなおさらにそう思えてきます。

「───でもだからって、私たちを危険に巻き込むようなことに……は……」

「…………」

　また、あの彼の、自身をさいなむような、苦悶のまなざしを前にすると、はっきり胸を張って、鼎たちの潔白を請け合いきれない自分がいました。

　自分がサバイバルしてこれたのは、ただ運がよかっただけではないのです。いつも誰かに助けられていたから、こうして探検部での活動を続けられているにすぎません。自分が危険に陥おちいることで、他の誰かをさらに危険に陥おとしいれてもきました。

（そうだ……私が、どうにか前を向いていられたのは……いつも、お母さんが応援をしてくれて、お父さんや月つゆが私が安心して帰れる場所にいてくれたから……真世先輩や、稲荷先輩、それにアメちゃんから見守られて、何度も助けてもらっていたからだ。それに比べたら、私自身の強さなんて、ほんとうに小さなものだった。それに───）

　東野は苦しげに続けます。

「俺にだって、確証なんかない……そんなこと無ければって思うって。でもよ……」

「傀儡が襲ってきた事件だけじゃなくて、雪崩のアクシデントまでが、誰かが仕組んだってこと……？　だったら、私たちなんかより、真世先輩や稲荷先輩のほうが危なくない？　今、ここで私たちが、そんな波風を立てるようなことする意味あるの……？」

「わかんねえよ。意味があるかどうかなんて。だから、こんなこと日ノ岡にしか頼めない」

「……っ……て……うわぁずるい……」

「日ノ岡、おまえ、できるかぎり鼎を見張っていてくれないか。俺は早瀬先輩を───今日みたいにチームが別れることだってあるだろ。俺だけじゃ限界がある」

「見張るって……そんな、映画だかドラマだかのはかりごとみたいに……すこしおかしいよ、東野くん？　ユリちゃんや早瀬先輩だって、同じ探検部員でしょ？　青藍高あおこーと日吉坂高ひよしざかの仲じゃない」

　と東野の錯覚を正そうとするほむら。でもその説得は彼に届きません。

「ああ。勝手に焦ってるって思ってくれていい。笑ってくれて全然構わねえよ。でも、何かあってからじゃ遅いだろ？」

「いっかにも男が言いそうなセリフ……お言葉返すから。そんなふうに、相手の気持ちも確かめずに、一方的に疑って、それで相手を傷つけてからじゃ遅い時だってあるんだよ？」

「問題になった時は、俺になすりつけてくれ」

「はあ？」

　愕然となるほむら。あまりにもあまりな東野の言い分でした。

「それじゃ……それじゃ、私は東野くんのなんなの？」

「あ？　知るか。それこそ女の言いそうなセリフだろ」

「そ、そういう意味で言ったんじゃなくて！　ああもう、わかった。な、何もしないでとは言わないからさ……ただ、私も、言われるがまま、探検部員してるだけじゃなくて、なにか協力させてよ。それが真世先輩たちの助けにもなるんだったら、なおさらね。私だって、共犯にしてくれていいって！」

「……共犯？　だからよ、俺だってそういう意味で言ってるんじゃねーから───いや、待てよ……おい。なんでそんな言葉が出てくる？」

　その日一番の洞察力を働かせてくる東野。こんな時ばかり、とたじろぐほむら。

「なんで、そんなあばく秘密があるみたいな言い方になるんだよ。やっぱり何か隠してるんだな……」

　とにらんでくる東野に、思わずあとじさるほむら。

「……!?」

　───その時、砂浜の奥の林で、小さく「プフッ」と音がしました。獣の鳴き声……というよりも、まるで、何者かが失笑をこらえきれずに噴き出したような、

「えっ、誰……？　誰かいんの？」

　ボビーの呼吸音を連想した東野。寄せる波にまぎれての不意な物音は、しかし確かに陸側から届きました。暗がりの葉擦れのなかに気配をさぐりますが、なにも感じ取ることはできません。獣の逃げる足音も、夜鳥の羽ばたきも。思い切って、声をあげて呼びかけても返事はありません。

「なんだ……？　日ノ岡も今の音、聞こえたよな。ちょっと俺見てくるわ」

　剣の柄に手をかけ、俊敏に林へ向かおうとした東野は、その背後で、ふらりとよろめいたほむらに気付くのが遅れました。

「……っ……」

　漏れでた吐息に驚いて、あわてて東野は舞い戻ります。

「お、おい、どうした日ノ岡」

　前のめりに倒れかける、ほむら。駆けつけ、とっさに支えようと伸ばされた腕をおしのけ、なんとか姿勢を戻します。砂浜に突いてしまった両膝を、青く輝く波が洗っていきます。

「……今、なんかあったのか？　まさか、吹き矢とか……」

「フキヤ……？　ちがうよ、ちょっと頭痛かも……別になにもないって。大丈夫だから」

「大丈夫には見えねぇって。頭痛っていうより貧血じゃないのか？───おい、それに……おまえのここ、光ってるぞ」

　東野が、自身の胸元を指先で示してみせます。

「え……なんだろ、夜光虫が跳ねたのかな」

　一瞬そんな思い違いをしたほむらは、すぐに思い当たり、紐をたぐってシャツ下のペンダントを引き出します。

「……発光してる……」

「日ノ岡の精霊石か」

　なにか呪文を？　と視線で問う東野の意図を察し、首を振ります。

「東野くんが行こうとした方向が真っ暗だったから、魔法光ローソクを灯そうかなって、ただそう思っただけ。まだ詠唱はしてなかったし、今だって……」

　弱々しく光る精霊石は、徐々にその輝きを薄れさせて通常の状態に戻りつつあります。その輝きを見つめながら、ほむらは呟きます。

「ただね、一瞬とても嫌な気分になって……なんだったんだろ……」

「とにかく、そろそろキャンプへ戻ろう。石のことは明日、花屋敷先輩に相談してみよう」

「うん……でも、あっちで物音がしたんでしょ？　それに、まだなにか話があったんじゃ───う、ひゃっ」

　波打ち際に膝をついたまま、ぼんやりと───微睡まどろみから去りゆく夢を追うように、胸のわだかまりの輪郭をたどろうとしていたほむら。

　そんなほむらを、東野は無言で抱え上げました。抵抗してみせようにも、まさかそれほど簡単に、子供のように自分が自由にされるとは思ってもいませんでした。

「ちょっと」

「歩けるか」

「大丈夫だって、言ってるでしょ？」

　慌てて東野を押し離し、気丈にふるまってみせるほむら。

「平気だって。立ちくらみくらい、誰だってあるってば」

「……そうだな」

　一応周囲を警戒しながら、キャンプへ戻ります。

　着くまでの坂道を、東野はほむらの手を握り、腕を引いて進みました。いやがるほむらを、またぶっ倒れられちゃたまんねえ、と強引に。

　夜の闇が濃くなるにつれ、流れゆく雲間にはさらに多くの星たちが覗きはじめました。いっそうあざやかに輝き揺蕩たゆたう、青きフィラメントの汀みぎわとの競演。

　そんな浜辺の光景を名残なごり惜おしく振り返るほむらは、落ちていた大きな松ぼっくりに不意につんのめったりして、言わんこっちゃねえ、と彼に怒られる羽目になるのですが。

「やっぱ、おまえさ……わかってんじゃないのか？」

　ざあざあと海風になびく、葉は擦ずれに包まれる沈黙のなかで、東野がぽつりと呟きました。こちらに聞こえなくても構わないような、勝手に納得するような言い方に、ほむらはいらつきます。

「なにが……」

「おまえはさ、何も感じてないんじゃない。何も考えてないわけでもない。そうじゃなくて、まるで何も見聞きしなかったみたいに、自分で自分を騙だまして、偽いつわってるんじゃないか」

「…………」

　それは、彼なりの歩み寄りのつもりだったのか、言い放った言葉の棘とげの鋭さを詫び求めるものだったのか。けれど───

「って……九条さんにでも入いれ知ぢ恵えされたとか？」

「バレてたのか。九条に相談してたこと」

「バレバレだよ……だいたいそんなの、今さら訊くようなことかな」

「自分がのろまだとかは、わかってんだよ」

「そうじゃなくて……」

　───けれど彼には、自己満足な怒りも、ほむらを挑発するそぶりもなく。それはただ淡々と、胸の内を眺めただけの、心に波立つ潮しお騒さいを伝え聴かせるような行為で。

　だからこそ事実の重さで、ほむらの胸に刺さりました。

「器用だよな。なんでそんなことすんのか、俺にはわからねえ。本当にお前はそこにいんのかよ。俺は時々、お前の中に入ってる、なんかの教科書と話してる気になる」

「…………教科書って……」

　一つだって、言い分を認めたわけではないのに、彼を否定できず、なにも言い返せずにいる自分が情けなくなります。

　肌の微熱を奪う夜風。

　絡からみ合わせた指の感触だけが、熱く重く、確かな強さで感じられます。

　いつか冷たい雨の下で、彼の背を借りたことすらあった日をふと思い出します。それが今は、掌てのひらを重ね繫つながっているのに、お互いが遠く、どんどんわからなくなっていました。

　東野は、断ち切るような小さな溜め息を吐いて、また別の話題を口にしました。

「放浪者対策本部あっちのほうも、いや俺たちだって、それどころじゃないんだろうけど……稲荷先輩がさ」

「……どうしたの？」

　わずかに硬くなった指先から、彼の憂うれいが伝わりました。

　稲荷直について、御陵真世とは関係の無い場所で、これだけ真剣に語ろうとしている彼の姿は初めてみるものでした。

「ああ、実はよ……先輩の家のことなんだけど───」

「うん……」

　東野から聞かされたのは、目もっ下か、稲荷直が直面している、家庭の不和の問題でした。

　両親の離婚が、遠くない時期に現実のものとなって控えているだろうと。それも、稲荷の探検部の活動が一つの原因となって。

　しかし、稲荷自身は、そのことを仲間の部員に口外するつもりはなく、親友の御陵真世にすら明かしてはいなかったのだ……と。それをなぜか、東野に対しては口を滑らせてしまったのでした。

　雑誌編集者であり、根っからのカメラマンでもある稲荷の父親は、ほむらの記憶にも印象深く残っている人物でした。娘を心配する一人の父親の心情と、虚惑星へのあこがれを隠さずに語っていました。

　身近で、決して他人事ではいられない稲荷の秘密。

（……にゃっち先輩が、私に言いかけたのって……きっと、これだったんだ……でもにゃっち先輩は、親友のスナオの、孤独な奮闘を応援した……彼女のたくましさを信じた）

　衝撃的事実のはずなのに、それなのに、ほむらには芸能欄のトピックの一つにすぎないような、とても遠くに感じられてしまうニュース。

（私、は……東野くんを、信じてあげていられるのかな？　まるで……まるでこれじゃあ、私……やっぱり……）

　恥ずかしさに唇を嚙むほむら。

　触れる掌てのひらを通じて、彼に動揺が伝わってしまったかもしれません。けれど、それすらも、自分勝手なくだらない悩みで───。

　彼を安心させたいのだったら、自分はせいいっぱいに動揺して、心配して、稲荷に同情してみせればいいのだと、一つの正解はわかっているけれど。

（教科書って言われたばかりじゃない、私……あーあ……）

　そして、また東野はこんなことを言ってほむらを困らせるのでした。

「───先輩の気持ちはわかる。俺だって、黙ってるべきだったんだろうけどよ……でも、もしかしたら日ノ岡なら、なにか力になってやれるんじゃないかってさ……それに、俺にはその資格が無い気がする」

「……資格？　そんなものあるの……？　相手の力になれないヒトは、心配したら無責任てコトになるの？」

「俺にもわかんねえ」

　落胆に包まれながら、キャンプに戻る二人。戻ればまた、他の部員たちから、なにかしらからかわれるんだろうな、とそんな日常の些さ末まつ事ごとを厄介に感じながら。

　───不安と後悔だけが増した、なんの距離も縮まらず、前進もない、苦々しい夜。

　ただなぜか、浜辺で不意にほむらを襲い目め眩まいを起こさせた、強い悪寒に対してだけは、今もまだ漠然とした既視感をおぼえるのでした。
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　───翌日の未明のころ。

　ぐっすりと寝入っていたほむらは、またもや不本意に起こされます。

「ふぁい……？　周防せんぱい……？」

「悪いわね、日ノ岡さん。ちょっと起きて───」

「……むにゃらら……私またうなされてました？」

　首を振り、毅然とした口調で伝える周防。

「鼎さんがいないの」

「……え」

　まさに眠気が吹き飛ぶ一言。声を低めて周防は続けます。

「寝ているあいだに、何か見聞きはしなかった？　でなかったら、鼎さんから、何か言ことづてされてない？」

「い、いえ、何も」

　腕組みして思案顔となる周防は、未明の出来事を手短にほむらに伝えます。

「日ひ吉よ坂しの上コ狛マさんからも言い含められてたし、気をつけてたつもりだったんだけれど……どうやらこっそり出て行ったみたいなの、鼎さん。さっき、私が偶然に起きて、彼女の不在に気付いてから、時間にしてもう十じゅっ分ぷんは経ってる……」

「うっ、それはいよいよマズい……」

　つまり、ただ小用を足すために寝室を離れたのだとは思えない、と。

　すでにキャンプの各小屋をざっと見廻ってきた、という周防。

（ユリちゃん……）

　言われるよりも先に、わざわざ自分が起こされた理由を察したほむらは、探検服を摑んで着替えを始めます。御陵部長のような、ウルトラスピードの着替え術が欲しいと願わずにいられません。

「ただの散歩だったらいいのだけど……」と同じく探検服へと着替えながら眉をひそめる周防。

　周防自身も、昨夜は少々羽目を外してしまったこともあり、一方的に鼎を非難もできずにいるようでした。しかし、そんな彼女よりも鼎をよく知るほむらは、はっきりとした危機感をおぼえていました。




「よしっ。行きましょう！」

　身支度もゆるがせなまま、ヘアゴムで髪を縛って小屋の外へと飛び出すと、花屋敷部長がすでに、そこに待機していました。垂直に立てた自分の魔法の杖にすがるように、地べたに丸くなって座り込み、白み始めた空をにらんでいます。

「なんや、日ノ岡も起こしたんか。俺たち二人で充分やん？」

　寝静まっている部員たちを意識して、小声で周防に提案します。

「上コ狛マさんから、もしこういう事態になったら、佐保くんと、日ノ岡さんは頼っていいって聞いてるの」

「……ほうか。佐保はあの通りやからな。ほな頼むな」

「えっ、あれっ、東野くんは……？」

　と尋ねるほむらに、やや言いにくそうに返す周防。

「ん～、東野くんはね、すごくきっちりしてて、それで相手を追い詰めちゃう時もあるから……引き留めたりする役には向かないって言っとったかな」

「ぐぬぬ……性格のいい加減な順に推薦されてる……」

　と上狛の割り切った判断に衝撃を受けながらも、

「先輩……あの、早瀬先輩は？」

　花屋敷に尋ねると、彼ならば男子部屋でぐーすか寝とるわ、と聞かされ、ほむらは若干拍子抜け。

「───どうする、それとも全員起こすか？」

　どっこらせ、と立ち上がりながら、周防に向けられたその言葉を、横で聞きながら、ほむらはひるみました。思わず、口を挟んでしまいます。

「あの……ユリちゃんは、いえ、鼎さんは、気まぐれなところがあって……」

　たどたどしく、鼎を庇おうとするほむらに、二人はすぐに頷きます。

「ええ」「わかっとる」

　あまり大おお事ごとにはしたくない、というのは彼ら部長二人も同じでした。

　ほっとしながら、ほむらは意を決して言います。

「私ひとりで鼎さんを捜しに行っても、いいでしょうか？」

　彼女のことを考え内々に済ませたい心には反して、彼女を見つけるための確率を増やしたい、時間を有効に使いたい、だから調査官の原則二人行動を破ってもよいか？　そう問うほむらの意向を受け止めた花屋敷はこう念を押しました。

「わかった。ほなええか？　四十五分たったらキャンプに戻ってくるんや。ここに鼎が戻ってきとらんか確認しとくれ。それでも戻ってきとらんかったら、全員起こして事情を説明。あとは早瀬に従うのがええやろ───非常連絡用の狼煙の魔法スモーク・シグナルは？」

「いけます」

　上出来上出来、と腕組みしてうなずく花屋敷。

「見て」取り出した地図上を指先でたどりながら語る周防。「私は浜にくだって、一応ボート小屋を確認してから、それから海岸伝いに。ボビーを捕まえられたなら、彼の仲間も頼ってみる」

「ほんじゃあ、わしは川づたいの道のほうや。南に出るならあっちが早いからな」

「私は……西側の岸壁のほうを。灯台の周辺をさがしてみます。もうじき夜が明けますから、あちらの高台の側がわなら明るくて、私でも捜しやすい」

「オーケイ。ええ判断や」

　それぞれ異なる方向に走り出す三人。

「───日ノ岡さん！」

「……あっ」

　呼び止められて、声の主の周防を振り返ると、アンダースローでペンダントを投げ渡されました。昨夜、寝る前に彼女に預けていたほむらの精霊石です。

「ありがとうございます！」




　さて、自信たっぷり宣言はしたものの、何の手がかりもなく、ただ闇雲に走り出したほむら。鼎の向かう場所も方向も、押し隠された動機も思いつきません。ほむらを突き動かすのは、感情だけです。

（もうっ……ユリちゃんはぁ！）

　部長たちにみせた、彼女をかばう態度や、擁護する言葉とは裏腹に、ほむらは鼎に対する怒りに燃えていました。

（前回のミッションで、謹慎から解けたばかりだっていうのに、また問題になったらどうする気なの……!?　そんなに次から次にだなんて……いやまあ、予定外なトラブルまみれなのは、私もだけど！）

　未明の出発にそなえて、彼女は早めの就寝をとっていたに違いない、そう思い至ると、気まぐれなどではなく、これが計画的行動だという疑念も強くなってきます。

（だったら……まさか、ほんとに本気だっていうの？　ああもう、見つけたら今度は私がひっぱたいてあげるんだから！）

　しかし、ほむらや周防たちを戸惑わせているのは、おそらくは鼎が遠征の装備を持たず、探検服以外の荷物を依然そのままにしていたことです。周防部長に気付かれるのを避けて、あえてそうしたのだろうか、と。

　その心もとなさから憶測すると、鼎が向かったのは、予備資材のある下の浜のボート小屋か……あるいは昨日の小遠征中に休憩をとった場所、南の平原の遺跡の一つに設営された、長門水産探検部の中継キャンプではないか、と思えてきました。あそこなら保存食も保管されています。

　その可能性が濃厚だからこそ、両部長もそちらへ向かったのでしょう。

　しかし……仮の結論を得ても、ほむらはまだ信じたくありませんでした。

　海沿いのけやきの林を駆け抜け、時折立ち止まっては、周囲に目をくばりながら、ほむらの胸には不安がこみあげてきます。

（やっぱり東野くんに手伝ってもらえばよかったのかな……それに早瀬先輩も……あの人は、ユリちゃんのこんな仕打ちを知ったら、どういう顔をするんだろう？　怒るだろうか、呆れるんだろうか……それともまた、水彩画を描いていたあの時みたいに……）

　悲しそうに、微笑んでいるんだろうか───。

（まさか早瀬先輩……知っていた……？）

　駆けながら、ぞくりと肌が粟あわ立だちます。

　東野から告げられたばかりの言葉を思い出します。早瀬がひそかに苛立ちを見せていた、と。知りながら、あえて鼎の振る舞いを見逃していたのだとしたら……

（もしユリちゃんの行動を認めているのだったら……早瀬先輩を起こして、一緒に捜索に巻き込んでいたら……それとなく邪魔をされて、逆にユリちゃんを見つけられなくなった……？　ううん、先輩がそんな事するわけ……）

　疑心暗鬼な気持ちばかりが先走ります。昨夜、東野にむかって偉そうに反論した自分が、あまりにも安穏としていて、恥ずかしくなります。

（ううん、今はそれどこじゃ……！）

　自分の両頰を叩き、眠気と共に迷いを振り払いました。




　ひたすら海沿いの林の中を捜し続け、息を切らせて立ち止まったほむら。

　ボトルの水をあおり、早くも襲ってきた空腹をまぎらわせるべく、行動食のタフィをもどかしげに数個まとめて頰張ってかじります。

　ずっと走りつめてきましたが、体感する経過時間から言って、花屋敷部長に指示された、キャンプに戻る時刻はもう間もなくです。それらしい痕跡も見つからず、花屋敷や周防からの合図もまだありません。

　焦りが募ります。ふとほむらは、まだ捜索の手を伸ばしていない場所に思い当たります。

「そういえば……灯台？　ここから……海へ？」

　周辺の林ばかりを行き来して、目印となる灯台はまだノーチェックでした。高台にある林の海側は、険しい断崖です。仮設の灯台は、その断崖のややせり出した場所にありました。……といっても実はほむらも写真で知るだけで、直接にはまだ見ていません。

「でも……灯台だけあって、見通しのいい場所なはずだから、行ってみる価値はあるかも」

　灯台の脇からは、幅の狭い海岸へと降りていく道も作られていたはずです。

　断崖絶壁、その先は海と、どちらにせよ行き止まりには違いないのですが、ほむらは残り少ない時間を、灯台からの周囲の捜索にあてようと、決心しました。

　木々を縫って走り抜けるほむら。

　太陽はまだ、東側の岬の稜線に隠れて顔をみせませんが、周囲は、木々の枝振りがよくわかるほどに明るくなり、雲間にはすでにベーグルが白く輝いています。

　万が一にも断崖から飛び出さないように、慎重に海側へ近づいていくと、岸壁に波が打ち寄せる音が間近に迫ってきました。コンパスと、手汗でふやけるほど握りしめた地図を懐に戻します。

　木立がふつりと途切れると、視界いっぱいに空と水平線が広がりました。

「たしか、もうすこし先に行けば……右の奥のほうに……あ、あった！」

　果たして、断崖の先に、灯台のシルエットが目に入りました。

　風雨に耐えるよう頑丈に作られたＬ字型の小屋です。その前方、煙突のように突きだした四角い塔が、灯台の本体です。小屋の周囲には、三さん叉さ槍やりのように天に向けて固定された避ひ雷らい針しんも目に入りました。

　小屋の中に入れなくとも、外側にある階段で屋根へ登ることはできるようです。

「い、急がなくちゃ……！」

　そう自分に言い聞かせて、走りだそうとした矢先、ほむらは息をのんで立ち止まりました。




　向かおうとした灯台の手前───

　海を望む断崖のふちから、白んだ空へと向けて、奇妙な物体が蠢うごめいていました。

「……っ……」

　それは赤く透き通った宝石でした。

　距離感の摑みにくい、のっぺりとした質感ながら、差し渡しは優に五メートル。上下の頂点をドラッグし、縦に引き延ばしたダイヤモンドのような、ねじれた双角錐トラペゾヘドロン。

　傾きながら宙ちゅうにとどまっていた宝石柱は、こぉん、とかすかな音を立てて割れました。上下に二片に、さらに放射状に十片に、幾重にも重なりあいながら分裂し、また融合し、シャンデリアを飾るクリスタルのように、美しい花を咲かせました。

　躍る宝石たち。

「あれは……ユリちゃんの魔法……っ！」

　宝石に目を奪われていたほむらは、ようやく探し求めていた相手の存在に気がつきました。

　ゆっくりと旋回し浮遊する、宝石のモビールの支点となっているのは、見知った姿の一人の少女でした。日吉坂高校の濃紺色のセーラー服を基調とした探検服に、褐色の肌。間違いありません。

（い、いたっ、ユリちゃん……!?）

　彼女は、空に向けて高く手を掲げながら、みずから創造した魔法を見据えていました。頭部には呪文詠唱の証あかしである、鈍く輝くツノが現れています。

　まずはその姿を目にして、ほむらはほっと安堵しました。

　その直後、宝石はすぼまり、より単純な形状へと変化しながら、彼女の手に吸い込まれるように、なめらかに収縮しました。

　すう───と、深呼吸する鼎。

　小走りに近寄りながら、ほむらが声をかけようとした矢先、

「ユリちゃ……！」

　ほむらは目を見開き、息を吞みました。鼎は、たたっ、と一直線に海に向けて走り出します。眼下は高さ三十メートルはあろうかという崖。

「───ほむら!?」

　一瞬こちらに目をくれた鼎は、すぐさま前方を見据え、勢いをゆるめることなく崖縁から飛び出します。

　もはや止める手立てはなく、髪をなびかせ全力で駆け寄ったほむらは、躊躇することなく、彼女めがけて身を躍らせました。

　虚惑星にブーストされた筋力を、最大限に振るっての跳躍はかろうじて成功し、鼎の胴に荒々しくぶつかってすぐさましがみつきます。

「───ぐっ！」

　鼎の呻き声。

　海面が非情に迫る、三秒にも満たぬ瞬間。

　鼎と抱き合い、もつれながら、ほむらは学んだ魔法のすべての知識を動員します。

（気流制御──海面の蒸発──海水の成形───だ、だめだ、間に合わなぁい！）

　とっさに浮かぶ呪文はどれも、ほむらの力では効果が望めず、海面を火球で蒸発させるような真似をしても、クッションになるどころか自分たちが蒸し焼きに───。

（墜おち───）

　せめて衝撃に備えようと身を硬直させ、かたく目をつむります。

　……しかし、何秒待っても、着水の衝撃は襲ってはきませんでした。おそるおそる片目の目蓋を持ち上げると、上下逆転した水平線が目に飛び込んできました。向かい風に前髪をなぶられながら顔を上げると、間近に鼎の胸元と顎の先が目に入りました。

「……ああ、痛かった……」

　ほむらを抱きつかせるままにしながら、鼎は独りごちます。

「まったく、毎度毎度びっくりさせるわよね……」

　そんなふうに平然を装う鼎の呟きも心外でしたが、置かれた状況に、ほむらはそれどころではありません。

「……飛んでる……の……？　これ、空を飛ぶ魔法なの？」

　風切る翼。カットされた宝石で象られた双翼。

　水平に近い姿勢で二人は宙に浮かび、その透き通った翼は、鼎の体幹を中心として左右に展開されていました。

「笑わせたりしないでよ。集中が途切れて墜おちるから」

　もはや尋ねるまでもない事実として、ほむらと鼎は、大きく羽を広げた海鳥のように、海上を滑っていくのでした。

　密着した彼女から、浅い呼吸と緊張とが伝わってきます。

　魔法の機体は少しずつ高度を落として、眼下の暗い海面に、小さく映る自分たちの姿が、少しずつ近づいてきます。

「上昇気流をつかまえなきゃ───機体を傾けるから落ちないでよ」

　維持する詠唱パターンへの集中をさらに深める鼎。うまく姿勢を保てずに定まらぬほむらの視界の端で、旅客機の窓の眺めに似た、翼の後端のエルロンが下がっていきます。機械的な構造はなく、宝石そのものが変形しているのでした。

「だ、だんだん高度が落ちてない？　これ、何人乗りなの……ひゃっ！」

　がくがくとぶれながら機体は傾き、旋回をはじめます。ぐっと遠心力がかかり、振り落とされそうになったほむらは、また必死に鼎にしがみつきました。

　それでも失速せずに、機首がわりの頭を、海岸方向へ少しずつ戻していきます。

「ふぅ……固定翼で滑空してるだけよ。だからこれはただのグライダー」と鼎。

「グライダー？　でも立派な飛行機でしょ？」

　いつぞやのパラシュートにくらべたら雲泥の差です。

「動力はないから、ただ凧になって、風に飛ばされてるだけってこと。飛行の魔法だなんて言い張るには程遠いわ」

「そんなこといっても……わっ、が、崖が！」

「わかってる暴れないで。機体に足をかけても問題無いから」

「どうせなら、ちゃんとした座席を作ってよう」

「贅沢言わないで。勝手に乗ってきて」

　迫り来る断崖を見据えた鼎は、次の操作へ向けての集中をはじめました。一蓮托生のほむらも口をつぐんで、不測の事態に備えます。

（…………ひいい……）

　高空からのスカイダイブの経験もあるほむらでしたが、多少でも自分で操作が許されたあの時と違って、今回は単なる重りです。一度も走行試験をしていないジェットコースターに縛り付けられて走り出すような、自分の命運を託す恐ろしさに、ぞくぞくと背筋が凍りました。

　鼎もうなじにうっすらと汗がつたいます。

　魔法のグライダーは、じりじりと旋回を重ねながら、海岸線と平行になるコースをとり、断崖の中腹をすぐ横に見ながら、スリリングな滑空をはじめました。鼎はふらつく機体を押さえ、なんとかコースを保とうとします。

　一度は急激に機首をさげて肝を冷やしましたが、次の瞬間には下から突き上げられるようにして、ぐんと高度を増します。そのアクションを繰り返すうちに、みるみるグライダーは上昇し、最初に飛び降りた崖の縁を、眼下に見下ろすほど高くに舞い上がりました。

「───うまくいった……！」

　どっと息を吐いて、鼎が喜びの声をあげます。

　見れば、白い大きな羽根をひろげた海鳥たちが、同じ風に乗りさらに優雅に高みへと昇っていきます。

（そっか、上昇気流で）

　気流に乗りながら、ゆったりと旋回を続けるコースに移り、機体が安定すると、ようやく景色に目をやる余裕も生まれました。

　濃い蒼色だった黎明の空は、いまや夜明けの時を迎え、薄紫から淡い桃色になだらかに染まる朝焼けとなっていました。さらに高度をあげるにつれ、東の水平線にたなびく雲のシルエットから太陽も顔を出します。

　朝日を受けて、宝石の機体が輝きます。夜明けの光に頰を色づかせながら、感慨深く日の出を見つめる鼎に、ほむらは苦言を呈します。

「こんなおっかないこと……よく、ぶっつけ本番でやろうと思う、よね……」

「ぶっつけじゃない」鼎もまた不満そうに言い返します。「ＶＲヴァーチャルなフライトシミュレータで、もう何十時間も飛行したわ。この翼のデザインだって、何兆回っていうオーダーで試験飛行を繰り返して、仮想空間で自動学習しながら洗練させたものだもの……まあ、呪文唱えたんは初めてやったけど……」

「え？」

「なんでもないわ。それに、一緒にしないで。死にたがってるのは、あなたの方じゃない。どういうつもりだったの？　あたしが、崖から身投げするとでも思ったの？」

「…………っ……」
















　ほむらは言葉に詰まりました。これだけ汗だくになって駆けずりまわって、彼女を捜し求めて、さらには身を呈して助けようとしたはずなのに。なぜ、こんな不条理な詰問を受けるのか。文字通りに、身一つで空を飛んでいる自分のうわべの気持ちを、強風に吹き飛ばされたかのように───今この瞬間、さらけだされた自分の胸の奥底を、ほむらはのぞきこみました。本当に、自分が恐れていたこと、それは、

「どっか、行っちゃうんじゃないかって……ユリちゃんが……」

　彼女はほむらの言葉を笑いはしませんでした。ただつらそうに、唇を嚙んで、遠くを見つめます。

「…………そう。出来たらいいわね。そんなこと」

　わずかな時間、彼女と同じ空を見つめながらも、すぐに「……はっ！」と青ざめるほむら。

「い、いけない。勝手にほっとしちゃってたけど、そうだよ私、ユリちゃんを捜してたんだった！」

「……？　よかったわね？」などと、他人事のようにとぼけた返事を返す鼎。

「そうじゃなくて！　もう下に降りて、キャンプに戻ろうってば！」

「どうせ怒られるなら、同じでしょ───協力してよ。あなたのぶんだけ重くて、上に昇あがれないんだから」

　懲りない彼女の態度に啞然とするほむら。しかも重いと言われてカチンときます。

「何を……？　詠唱のスクラムで？」

「スクラムは無理よ。あなた、テッセラクト正八胞体は使えないでしょ……ちょ、なに、やめてくすぐったい」

「もう、しがみついてぶらさがってるの限界！　私が上になるから。あと、それに狼煙のろしの魔法を使って、部長たちに居場所を教えるよ？　といっても空中だけど……」

「…………」

　いまいましげに歯がみしつつも、鼎は否定はしません。

　うつぶせに近い姿勢で飛行している鼎の、探検服のハーネスを摑み、なんとか彼女の背に重なってもたれる位置まで移動。楽な姿勢になってようやく一息つくと、上空に向かって狼煙を打ち上げます。迷いましたが、狼煙のそれは、緊急ではなく、単にこちらの居場所を示すカラーで。煙の柱がたちまち後方へと流れていきます。

「こんな弱い上昇気流じゃ、この高さが限界。もっと高く飛べるって、確かめておかなかったら、わざわざグライダーを創った意味が無い」

「そういうもの？」

「……といっても、あたしは、この展開している機体を維持パターンでフックしながら、エルロンとラダーを操舵するだけでせいいっぱい。だから今は、あなたがエンジンになってよ。そうすれば、もっと高く登れる」

「じゃあ、気流を起こせばいいの？　どっち方向？　下側？　お尻側？」

「とにかく色々やってみて。こっちで操作しながら、具合を摑んでみる」

「……よし……」

　胸元の精霊石をたぐり寄せ、握りしめるほむら。

　心中に正多面体の詠唱モデルのイメージを想起して、特定のパターンで回転させ、自分たちを包みこんで流れる速い気流を作り出します。

　気体や液体に運動エネルギーを与える、流動体の制御に使われるのは、もっぱら、ほむらの苦手とする、限定イコサモデル正二十面体です。それでも、以前の経験と反省から、最も簡単な気流を起こす呪文だけは、練習を重ねていました。

　上昇気流を横切るたびに、ぐうん、と突き上げられるように登っていたグライダーは、今度は気流の後押しを受けて、じりじりと少しずつ高度をあげはじめました。

（さすが、準位三の精霊石……！　こんなにブーストされてる！）

「いいわ、もっと相対速度をあげて」と鼎。

「おーけぇい……じゃあいくよぉ……」

　ただ後方へ向けて吹き飛ばすだけの単純な気流なら、パターンの回転速度をあげ、詠唱を早めることも出来ます。

（Ｈｉ１プロティアム……！）

　ほむらの集中に応え、握りしめた指の合間から精霊石の輝きが漏れます。その身に加速を感じられるほど、機体は力強く上昇をはじめました。ゆるやかに旋回しながら、空中の螺旋階段を上っていきます。

「ねえ、ユリちゃん、まだやるの？　もう海岸が遠くなってきて怖いんだけど!?　風で目も痛いし！　ちょっと聞いてる!?」

「なるほどね……エンジンが見込めるなら、疑似物質の翼よく体たいに質量が無いぶん、重しバラストがあったほうが安定するんだ……これは発見だったわ」

「いまバラストって言った？───ふぁ、わ、わ、わ、わ！」

　急激に高度を落とし、加速をつけたグライダーは、涙まじりのほむらの悲鳴をたなびかせて機体をひねると、そのまま垂直に駆け上がります。

　やがて、激しい機動のテストも気が済んだのか、ようやく落ち着いて水平飛行へと戻ります。後半はもう、乱暴な操縦者にしがみつきながら、ずっと目をつぶっていたほむらでしたが……

「あれ……一体、なに……？」

　鼎のつぶやきに、そろそろと目蓋を開きます。

　頰をなぶる空気が冷気として感じるほどの高所にまで登りつめたほむらたち。その眼下に、長門水産高校の担当区域となる、虚惑星の沿岸が広がっています。

　鼎はまぶしい朝日から顔をそむけ、沿岸の西方向を見つめていました。

「……遺跡のある島ってやつじゃないの？」腕で目をこするほむら。「こんな見晴らしのいい場所へ来るなら、カメラ持ってくればよかったな……」

（あいかわらず水平線は、まーっすぐだしね……なんて大きい星なんだろう……）

「………………」

（……？）

　感慨にふける一方で、鼎の長い沈黙が気になりました。ほむらも同じ方向を向いた途端にぎょっと目を見張ります。

「あれ……なに？」と彼女の言葉を繰り返してしまいます。

　密着してもたれながら、肩を摑む手に思わず力が入ります。鼎もそれを意識することなく呆然と水平線を望みました。

　朝のかすんだ空気の彼方───。

　遠く、本来なら豆つぶほどにしかならぬ小島が、破格の存在感を持って視界に入りました。それは、夜明けの投げかける陰影をまといながら、鋭角的なシルエットで空へと突きだしていました。




　───数分後。

　出発地点の岸壁付近へと降下するほむらたち。

　もっとも、鼎結理ときたら、目撃した遠方の様子を、すぐにでも知ろうとしてグライダーを方向転換させて、ほむらを閉口させました。

　しかしながら、呪文詠唱と機体操縦による疲労は、鼎を明らかに消耗させました。呪文の通ド奏ロ詠ー唱ンが途切れた瞬間、翼体の一部であるラダーが物性を失い、粉々に崩壊する、というアクシデントが起きて、ほむらをぞっとさせます。

　それでも鼎本人は「失速しても、充分高度があるなら、また詠唱し直せばいいわ」などと平然と言ってのけます。もちろん、ほむらは堪たまったものではありません。すぐさま鼎のほっぺたをつねって抗議して、機体を引き返させるのでした。




　着陸向きの砂浜めがけて降下していくと───

　まずたなびく魔法の狼煙が目に入り、さらに海面上に小さく、一人の人影を見つけます。

「周防さんじゃなくて……花屋敷部長だ……？」とほむら。

　花屋敷はすべるように海面を移動していました。足下に岩礁が、などと云ういつぞやのトリックではありません。

　花屋敷は、目立つ赤白の硬式浮き輪を肩に抱えながら、もう一方の腕先で杖を振り、こちらに着陸場所を合図しました。

　充分に速度を落としながら砂浜へ進入したグライダーは、低空を滑空。

　まず先にほむらが飛び降りると、へなへなと砂浜に座り込んでしまいます。

「ふぁぁ……まだ体がふわふわする……」

（このための『海』希望だったわけね……安全に着陸するための……！）

　陸にあがってきた花屋敷が、からからと大仰に笑いました。

「ははーん、ついに見つけたんか！　こいつはヤベェわ。どうりで波間の上にも下にも見つからんわけやな。回転体は、正五胞体ペンタコロンか？　いや、正八胞体テッセラクトやろな」

　鼎の独自の魔法を目にして、率直な感嘆の声をあげる花屋敷。

「…………フン……」

　鼎はそんな花屋敷の反応には取り合わず、機体ごと砂浜にランディングし、魔法を終了させるターミネイトの呪文パターンを無言で唱えます。差し渡し八メートルほどに展開されていた、赤く透き通った翼体は、素早く収縮して引き戻され、鼎の両手の手首付近に戻りました。

「……見ただけで、わかるんですね」とほむら。

「方法プロセスの想像はつくで」と頷く花屋敷。「ここまでハッキリした疑似物質を創造するパターンは、ワシも見つけられなかった。次元の呪いを見事くぐり抜けたってわけやな」

「…………」

　そんな会話を聞きながら、ばつが悪そうに砂浜を歩いて戻ってくる鼎。

「先輩こそ、どうやって浮いてたんです？」

　またほむらが尋ねると、花屋敷は、ほむらの胸もとのペンダントを指差しました。

「精そ霊い石つのブーストがあれば、水上歩行は難しくない。一番コストのかからんやりかたは、ヘリカル形に……ドーナツ形の螺旋水流を循環させるパターンでな、足下に浮力を作る。ニンジャ道具の水蜘蛛に似とるかな。あとで教えたるわ」

「わ、わあ、ぜひ……ってそれどころじゃなかった！」

　と慌てるほむら。

「あの、上空から見えたんですけど、西側の遺跡の島が、ずわーって盛り上がって、全然見たことの無い地形に……！」

　そんなほむらを、じっと見返す花屋敷。

「そうか。それはバンガローに戻ってから聞こか───日ノ岡はご苦労さんやった。狼煙の連絡もな。まさか空から来るとは思っとらんかったけど。狼煙はあげたから、奈々美さんもじきに来るか、先に戻っとるやろ」

「は、はい」

「それから……こら、鼎」と、向き直る花屋敷。

　おもむろに木の杖を持ち上げ、その重い先端を鼎の頭に落とします。

　ごっ、と、相当いい音がしました。

「…………っ……！」

　たまらず押し殺した息を漏らす鼎。頭頂を両手で押さえて、体をすくめます。自分が殴られたように、ほむらもびくり。

「こいつは、奈々美さんを心配させたぶんや。次やったら承知せんからなー。ほんま出禁やで、出禁。主かず馬まに言いつけられたくなかったら、バレないようにやるか、もうすこし大人しくしとくんや。ええな」

「……ぐっ……」

「返事ぃ」

「…………はい……」

「聞こえへんで」

「はい……っ！」

　涙ぐみ、震え声で応じた鼎をみとめて、ようやく花屋敷は頷きました。

「───いっとくけど、周防奈々美のおしおきはこんなもんやない。まあ、わしが良いように取りなしといたるわ」

「……っ……余計なこと……」

　まだ不満そうに顔をそむけ、頰を赤くする鼎。花屋敷はそんな彼女にまっすぐに語りかけます。

「他ひ人とを信じようとせんのは勝手やけどな。ジブンを信じてくれよる人に、砂かけるような真似したらあかん。そんときは、ちっちゃい優越感で気持ちええかもしらんけどな、いつか必ず後悔するで」

　そう言い切ると、神妙な表情で大きく息を吐きました。人騒がせな鼎結理の雲隠れの理由、秘密の魔法の練習自体には何も意見しようとはしません。

　花屋敷先輩を先頭に、とぼとぼと朝の海岸を戻るほむらたち。灯台下から崖を登る道へと向かいます。歩く道すがら、ほむらが鼎の叩かれた頭を撫でようとすると、ぺしっと手を払われたり。

「ごめんごめん」と謝りながら、声を低めてささやきかけるほむら。「……ねえ、ユリちゃんさ、やっぱり花屋敷先輩のこと嫌ってるの？」

「なんでそんなこと教えなきゃいけないわけ……」

　見てわからないの……とばかりに、殺気のこもった眼差しで睨み返されますが、ほむらの好奇心も負けていません。

「魔法使いの先輩だから、対抗してライバル意識とか……ちょっとデリカシーに欠けるとか？……でもほら、あれでなかなか……」

　ずいぶんな言いざまが、ほむらの口から漏れてくると、鼎はまた表情を歪めました。

　猫背気味に歩く花屋敷の背を見つめ、それからまた顔をそむけて呟きます。

「……だってあいつ……か、主かず馬ま兄さんと仲がいいんだもの……。なんだか知らないけど、異様に、めっちゃ仲がええんやもの……」

「ハハッ、アハハハ、そんなこと？　あいたっ」

　天竜主馬と仲がいい、というだけなら同部の大嵐岬とのコンビぶりだって相当なものですが、鼎は大嵐に対しては逆に強い敬意をみせます。

　そんなチグハグな好き嫌いの理由も、ほむらにはなんとなく察することが出来ました。

（頭はいいけど、ちょっと頼りなかったり、失敗して隙をみせることもある花屋敷先輩は、男性として魅力的な人だものね……それに、天竜代表ともどこか似てるんだ……）

　だからこそ万が一にも、花屋敷を愛してしまうようなことは無いように、距離をとりたがっているのだろうな……と、そんなふうに腑に落ちます。鼎は自身のそんな気持ちには気付いていないのでしょうけれど。

　鼎に気取られないよう、そっとほむらは顔をそむけました。思わず浮かべてしまった寂しい笑みを、決して憐れみなどと思われないように。

（ほんとうに好きなんだなぁ、ユリちゃん……。血のつながった男ひ性となのに……）
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　朝の諸々の支度が済むと、探検部は慌ただしく海へと繰り出しました。

　本日こそ、遺跡の島をめざしての小ミッション、遠えん漕そうの日です。

　今回のメインといってもよい活動です。

　未踏地の踏破ではないにせよ、ほむらも、これがただの調査や見学では終わらないだろう、という予感は既にひしひしとしています。

　男子勢によって総出で下げ架かされ、内湾の海へと降ろされた二隻のボート。探検部一同は、おなじみのライフジャケットを着用し、二組に別れて乗り込むことになりました。

　波止場の艀はしけに横付けされた大型のボートには、先に二人の男子が乗り込んでいます。ほむらたちはまだ乗船せず、波止場にしゃがんで彼らの作業を観察していました。艀の先には、ちゃんとボビー到着を表す、青い旗があがっていました。

「うおっしゃぁー、かかったぁー！　うぉぉー！」

　エンジンの始動音と共に、南雲高校の一年男子、相あい月づき尚なお人とが気勢をあげます。ボート後部に設置された特製エンジンが、相月の魔法で軽快にその本領を発揮しはじめました。

「わわっ」

　水流が海面を盛り上げ、ガタガタと動き波止場にぶつかるボートの縁を押さえるほむらたち。相月は慌ててスクリューの回転を絞ります。

「やったね、昨日から比べたら大進歩だね～」

　と喜ぶ、同じく南雲の平ひら岡おか渉わたる。激しく揺れるボートのエンジン脇にしがみついている相月の両肩に手を置いてゆさゆさと揺さぶります。

「ど、わ、揺らすなっ、落ちるからやめろや！」

　昨日は思うように出力があがらなかったエンジンですが、今日は好調のようです。手漕ぎになるかもしれなかったところを、「もう一回やらせてください！」と相月が花屋敷にくいさがり、再度挑戦して果たした成果でした。

「よかったね、相月くん。私たちも、漕ぎ手に駆り出されないで済んでラッキーだよ」

　とオールを漕ぐ身振りをみせながら笑うほむら。

「お、おう……当然だろ、最初からこのために持ってきたんだから」

　ねぎらうほむらに、相月は照れくさそうにうなずきます。

「もしかして昨日の夜もずっと、ガスの圧力あげる練習してたとか？　やっぱ、なにかコツがあるんだね。正八面体オクタモデルの操作って」

「コツっていうかぁ……」

「そうなんだよ尚人ってば、布団の中でずっとぶつぶつ言ってて」と寄りかかってくる平岡。

「なんでお前が知ってんだよ平岡！」と騒がしい相月と平岡の二人。

　あたりには潮の香りと混じった、香ばしい香りが漂っています。燃料はキャンプのまわりから拾ってきた大量の松ぼっくり。なんでも燃料として使えるのが、このエンジンの利点です。

　一仕事終えた相月にかわって、舵を取る位置についたのは長門の石見です。今日は彼が、ボートを操縦します。

「このタンクはなんでしょうか？」と姫川が尋ねたのは赤い金属製の缶。工具箱ほどのサイズで、椅子の下に置かれています。

「そいつは予備の燃料だよ。松ぼっくりだけじゃ全然足りないだろうから」

　石見の返事に、ふむ？　と缶に顔を寄せるほむら。

「燃料って……ガソリン？　あっ、なんだか、かすかに桜餅みたいな香り……」

「ああ、それは重じゅう油ゆの缶。船舶では普通に使われてる燃料でさ。香りのほうは識別用の添加物だけど」

　重油など、ほむらは名前でしか聞いたことの燃料です。

「へえー、じゃあ最初っから重油で動くようなエンジンを使えばいいのにね」と他人事のように語るほむら。

「本当にその通りなんだけど、まだ内燃機関ではうまく動かせないらしいわ」と周防部長が花屋敷と共にボートに乗り込んできました。「重油は他の燃料に比べたらずっと保管しやすいから、虚惑星の活動で使うには向いてるの」

「なるほど。苫小牧高うちで暖房に使っている、石炭代わりのバイオコークスみたいなものですね───この虚惑星で、重油が内燃機関に向かないのは、点火プラグの問題ですか？」と姫川。

「いいえ……どっちかというと、エンジンが大きくなりすぎたり、最初の始動や整備が大変なのよね、海洋技術科の石見くん？」と目配せして話を振る周防。

「そうっすね。たぶん一日、二日ならなんとか動かせると思うけど、そのあとの整備は地獄でしょ。整備の仕事にとられて、貴重な人員だって減ると。それに比べたら、こいつはラクです。頑丈で、シンプルで、なんでも食べてくれる」

　と元気に唸りをあげるエンジンの横腹を、ぽんぽんと叩きました。




　湾を出航する二隻のボート。

　長門の部員たちが呼ぶところの船せん外がい機きを得たボートは、後方に小型ボートを牽引しながら、計十四人の部員を乗せて、力強く波を蹴立てて走ります。まずは快調。天候も晴せい朗ろうそのもの。

　往復三十キロほどの小遠征とはいえ、虚惑星の海を征くというかつてない経験に、船上の調査官たちは、胸をときめかせます。

「島の遺跡に異変があったってホントなのか？」

　と東野に尋ねられ、ふくみかけた水筒の水にむせかけるほむら。

「っぷ……み、見た感じではそうだったよ？」

「どこから目撃したんだよ。灯台の上か？」と詰め寄る東野。

「す、すごく高いところから？」

「あ？　なんだそりゃよ……これだけ距離が離れていても判る規模の変化っつったら、相当だぜ？」

「で、ですよねー」

　しどろもどろになり、つい、小ボート側にいる鼎を見てしまうほむら。

　ようやく食中毒から快復した佐保秋穂も、その隣で早瀬と騒がしく語らっています。佐保は船が大の苦手のはずですが、小屋にずっとこもっていた反動からか、今のところ快活そのもの。

　ライフジャケットのベルトに、心細げに指をかけながら長篠が語りました。

「海岸の漂着物の増加と関係が深そうですね。やっぱり地殻変動ってことなんでしょうか？　もし火山性のものだったら、いきなり噴火したりとか……ちょっと心配です……」

　しかしそんな長篠の心配をふりきり、隊長の周防が明るく言いました。

「とにかく行って確かめてみましょ。きっと面白いですから」

「はぁ……」

　先輩にそんなことを言われては、部員たちもまずは行ってみるしかありません。

　東野も少々不安そうですが、彼のほうはどうやら未知への不安よりも興味が優っているようです。

「虚惑星は地面が盛り上がって、地球は逆に陥没か……そうだ、陥没現象っていったら───花屋敷先輩、例の話、ちゃんと教えてくださいよ」

「おっ、アレか。ええで！　ほな、まずな───」

　嬉しそうに語りはじめる花屋敷。その背後で、周防がやれやれと仕方なさそうに肩をすくめています。

　内湾の外に出て、海流に逆らうように海岸沿いを走りだすと、ボートの揺れも強くなりました。船酔いを紛らわそうとしてか、佐保を見倣い、みんなつい饒舌になります。

「───実は以前から、前兆となる現象はあった。虚惑星由来の土砂やら鉱物やらが、地球に来とるんやないかってな」

「いきなりヘビーですね」眉をひそめる姫川。

「虚惑星から、ですか？」とほむら。

「せや。虚惑星から地球へ、や」

　うなずく花屋敷は、座板をまたいで、どかりと艇首座ヘッドシートに腰をおろし、後輩たちと向き合いました。

（……不測の災難みたいな転送といえば『天てん狗ぐ隠かくし』……！）

　自然現象とみられる転送にまきこまれ、虚惑星へ転送された人間がいた、という事実はもちろんほむらも把握しています。いわゆる天狗隠し───鈴蘭やすばる姫の父・義よし処ずみの身に起きた事故がそうです。さらには、傀儡師の談話によれば、まだ他にも多くの人間が虚惑星へ突発的に転送されているとのことでした。

　しかし花屋敷が語っているのは、それとは逆方向とも言える現象です。

「───その転送事故がな、最近、頻ひん繁ぱんに起こっとる！　地球の陥没現象とは一見無関係にもみえるが、わしの見立てでは相関関係がある。こいつは虚惑星の魔力に左右される、天体的規模の現象の一いっ環かんなんや！……おそらくやけど」

「先輩の提唱する、虚惑星の『龍りゅう脈みゃく』モデル！」

　いきなり興奮して叫ぶ相月に、花屋敷は微妙な顔を向けて頷きます。

「提唱ってほどやないけど、ま、そういうこと。あー、もうちょいわかりやすく喩たとえるなら、そうやな……。

　太陽の『黒点』と『フレア』って耳にしたことあるやろ？　どっちも太陽ん中をうごめいとる磁場の働きで起きとる現象や。それを虚惑星に置き換えて喩たとえるなら、黒点は地球から虚惑星へと物質を引き込む力、フレアはその反対に虚惑星から地球へと物質を吹き飛ばす力、や」

「………………」

　聴衆となる部員たちが黙り込み、ボート上に響くはエンジン音ばかりとなって静まりかえると、花屋敷は戸惑った様子で頭を搔きました。ホラ、みんな引いてるじゃない、と周防も呆れてダメ出しします。

　なんとか東野が要約をこころみます。

「……つまり、人間が姿を消す天狗隠しのほかにも、地球側で地盤の陥没した場所では、地球から虚惑星へ物質が引き込まれてる……それに対応するように、虚惑星側から地球へも物質が届いている……てことっすか？」

「そういうことやな───とはいえ地球の陥没現象そのものは、シンクホールいうて、そう珍しいもんでもない。元から崩壊しやすい地質だったり、地下水の過剰な汲み上げが原因で起きとるような、天災または人災や。虚惑星の発見以前は、区別はつかんかったけども、その中には、虚惑星と関係するものもあるようや。これは、日ひ吉よ坂こ高ーの棚倉センセや、桃山ちゃんらの分析のおかげで、いくつかは断定もされとる」

　へえ、ほう、と一斉に感心の声があがります。

「みんなも知っとるやろうけど、虚惑星由来の物質は、地球に持ち込もうとしても、完全な状態で持ち込むことはほぼでけへん。生きたまま、生物を持ち込むこともできん。無理を押して持ち込まれた使い魔もおったが、これは短時間で死んだ。かわいそうにな───いくつかの例外としては、再び虚惑星へ持ち込むことによって、元の状態に復元されるものもある。ワシらが使っとる一部の調味料とか、魔法をかけた保存食とかな」

　花屋敷の解説に、自分が担当する分野も登場して感心するほむら。

（あっ、エストレーリャさんに貰ったココアパウダーもそうか。それと……）

「そのまま地球へ持ち込めるといえば……精霊石も、ですよね。精霊石は虚惑星の一部である、って舎人主任からも聞きました」とほむら。

「せやな」

　こくりとうなずく花屋敷に、ほむらは浮かんだ疑問をぶつけます。

「虚惑星は巨大な呪文の体系で……物質と魔法を、転送環で変換するんだって。でも、こうやって実際に虚惑星へ来ていても、いまだにそういう実感がないです。自然そのものですよ」

「まったくフシギやな。しかしな、地球の人間だって、素粒子の呪文───つまりパターンを、タンパク質と、遺伝子のパターンで織り上げて、そこへ、食いもんや空気や水のパターンを重ね合わせて厚みを持たせた情報の塊みたいなもんや。それぞれ、内側にいるかぎり、矛盾があっても気づかへんってとこやな」

　さらに花屋敷はたたみかけます。

「二つの惑星間で、物質の往来に問題が生じることを、情じょう報ほう壊かい変へんと呼んどる学者さんもおる。これは、離散的なワシらの物理空間に対して、虚惑星は実数空間で構成されとるせいや、という説に登場する用語で……ああ、スマンスマン」

　おとなしく聴衆に甘んじていた部員たちですが、その目はぐるぐると揺れてきました。ほむらも急激に船酔いがまわってきたような。南雲の相月だけは、最初から先輩へのリスペクトを隠すことなく、鼻息荒い様子で目を輝かせておりますが。

「あの……でも、それだけだと惑星間の転送災害？……が急に増えたっていう理由にはならないですよね」

　そうぽつりと指摘したのは苫小牧電波とまでんの桑園でした。その脇で姫川はハッとして、なぜか悔しそうな表情を浮かべます。

　桑園が続けて言います。「───もし関連があるとしたら、僕ら調査官が、虚惑星へ行く機会が増えて、いろいろと資材を持ち込んだりしたせいなんじゃ……あの、勝手な想像ですけど……」

　桑園の発言に、力の無い微笑を浮かべて応える花屋敷。

「……いいや、勝手な想像やないで？　ここ十年の活動で、ＵＮＰＩＥＰはやりすぎやってブーブー言うとる連中はおる。次の国連本部での国際会議では、それが焦点になるかもしれん。まだわからんけども───中東とか、アフリカとか、もともと国連に反抗的な国々では、ＵＮＰＩＥＰがヘマをやらかすのを待ってたからな。バチカンとかもな」

　バチカンと聞いて、ほむらはギャビーが祈りを捧げていた姿を思い出します。

（バチカン市国もか……それはそうかぁ。虚惑星が、エデンの惑ほ星しかもしれないって言ってるんだから、当然か。転送災害も、神様からの罰……ってことになっちゃうのかなぁ）

「もう一つ、懸念材料ちゅうか……悪い噂があってな」

「え……？」

　周防が、意外そうな表情を浮かべますが、構わず花屋敷は続けます。

「どうもな、中華人民共和国チャイナさんでは、政府ぐるみで、認可を受けない転送環を創造して、そいつが濫らん用ようされとる疑惑がある。それが虚惑星絡みの、地盤陥没の原因やないか？　という見方もあってな。ちゅーか、疑っとるのはワシもなんやけど」

　穏やかではない話題に、ぎょっとする部員たち。

　まず真っ先に長篠が反応しました。

「む、無認可の転送環を造るだなんて、そんなのシュリーハリコータ条約に真っ向から違反してます！　だいたい、中国は条約を批ひ准じゅんする立場にある理事国じゃないですか……！」

　東野もまた、真剣に疑問を述べます。

「そもそも転送環って、チャンドラー博士にしか創造できないはずですよね。それが破られたっていうなら……」

「まあ、いろいろご説ごもっともなんやけども……何処の国でも、本音とタテマエはあるわけで。虚惑星監査官の女王レジーナが──あの褐色金髪ロリータがな──いっくらドカスカ言うても、直接虚惑星のキャンプに乗り込んで連中のアラを突つきまくっても、決定的なボロを出さんのは、おそらくそれが原因や」

「ちょっと、元太郎く……花屋敷部長、もうやめてよ、そんな話！」

　と周防がきつくたしなめます。焦りようから、彼女も初めて耳にする話題のようでした。一年生部員たちは、いっそう関心をそそられます。

「いやあ、奈々美さん。俺は言っとかんとあかんと思う。これから将来、実際危ない目に遭うかもしれんのはこいつらなんや。あ、あっちのボートの奴らにも教えといて」

「そう、だけど……」たじろぐ周防。

「花屋敷先輩、そのこと……うちの部長は、天竜代表はご存じなんですか？　知っていて中国の調査にも協力していたんですか？」

　困惑を隠さずに、おそるおそる長篠が尋ねます。

「せやで。最初にその可能性を見つけて、ワシに教えてくれたんは天竜や。理論面から検証しとくれってな。」

「汚ねえよ、あの国は。許せねえ」と興奮する相月。

「まだそうと決まったわけではないのでは？」と首をかしげる姫川。

「いいや、決まってるね！　インドとの国境紛争の時だって、完全に騙し討ちだったじゃないか。あの国は信用できないよ！」

「どうどう、落ち着いて落ち着いて」と平岡。

「だから、さわんな、抱きつくな！」

　騒ぎ立ててボートを揺らす南雲の男子二人はともかく、他の部員たちは、重い話題に気後れして、うまく言葉がでません。

「……複製が可能だなんて、俺、思ってもみなかった……」

　やはりショックを受けた様子の東野をちらと見てから、花屋敷は淡々と語ってきかせます。

「すでに、転送環のゲンブツは支給されとるんやから、それを逆に解析リバースエンジニアリングして複製すれば偽物は作れる。ただし、完全な複製品は原理的に不可能や───なら、あえて、不完全なものを作ればいいわけやな」

（不完全な……転送環を……？）

　ぞっとしました。仕組みはよくわからないまでも、転送環の果たす重大な役割をいやというほど実感しているほむらは、そう聞いて直感的に恐怖します。

「もっとくわしく言うとやな……ＵＮＰＩＥＰ本部で、オングストローム・オーダーの分子プリンタを駆使して、呪文が積層転写されとる転送環は、原理的には複製は可能や。そのへんはまあ、あちらさんの得意技やしな。

　けどな、同一の軌道要素を占有する転送環の模造イミテートは、これまた原理的に不可能や。すべてユニークな存在やからな。もし複製を創造したなら、その瞬間に、どちらかの転送環が破壊されてまう。だから完全な複製を作ることは、本来はできん。

　一からの創造には、膨大な演算が必要となるのが転送環や。微妙に軌道要素をずらした不正確な転送環を作ろうとしても、それは事情は変わらんのやけど、ある程度のところで妥協すればいい。近似値で満足すればな。量子コンピューター開発では、中国は他国に水をあけられとるけど、計算資源を動員した力技やったら、まだまだ世界随一やからな。民間では無理でも、国が積極的に協力してくれるんなら不可能やない」

「……偽物の転送環では、転送ができたり、できなかったりするってことでしょうか……？」

　おっかなびっくり桑園が尋ねると、衝撃的な返事が戻りました。

「ちゃうなぁ。もっと悪い。行き当たりばったりランダムや───わしの推測やけど、その転送環はまずもって片道切符やな。誤差を持った転送環は、無事に虚惑星の地表に転送できるとは限らん。パラシュートは必須やろ。そんでもって、帰還は絶対にでけへん。無理に戻ろうとすれば、拡大した誤差のせいで、真空の宇宙に放り出される。

　それでも使い捨てにすれば、多少は精度はあげられるやろけど……いくら予算がかかるかしれたもんやない。だけどな……問題はそこやない」

　転送環の使い捨て……という考えに驚くほむらでしたが、さらにその先がある、と告げられて戸惑います。その正解には、厳しい顔付きで沈思していた東野が、すでにたどりついていました。

「もしその噂が真実だったら……虚惑星に来たまま、帰れない調査官がいることになる……使い捨てだ……」

　義憤を隠さない東野の言葉に、誰もがぞくりと凍りました。花屋敷はひどく悲しそうな顔で、船上に立てた杖の上に、両手とあごを乗せて背を丸めました。

「そういうこっちゃ……つまり、未登録の調査官を虚惑星に送り込んどる。記録に残らない、幽霊調査官や」

（幽霊調査官……！）

　皆、しんと押し黙ります。そんななか、花屋敷は、疲れたのかそれとも酔ったのか、まだ口を動かしながらも、船首を背にぐったりと寝そべりました。

「ワシは、チャンドラー博士がマスターキーを独占しとる今の状況には賛成や。テロリスト国家に流出でもしたら最悪やで。しかし、それに近いことが、将来起こるかもしれん……」

「……ボビーだわ」

　ほっとしたように周防がつぶやきました。後方のボートでは、やはり姿を現した他のシャチたちを見つけた名草と佐保が、しきりに騒いでいます。佐保が勝手に、魚を彼らにあげたり。ボートには彼らに与える用の多少のおやつも用意されています（さすがにアシカを丸一頭とはまいりませんが）。

　信頼すべき、長門水産探検部の仲間たちの背びれが、近づいたり離れたりしながら、船上の調査官たちを見守っていました。




　───じきに、ボビーとその仲間のシャチ数頭に囲まれながら、彼らは遺跡のある小島へと近づきました。

　……いえ、近づこうとするずっと手前から、もうそれは見えていました。

　海上に高々と聳そびえ立つ楼ろう閣かくの連なり。

　天を刺す鋭利な尖塔、悠然と構える石造りのドーム、厳おごそかに並ぶ装飾の施された柱列。

　そこにあるのは、もはや小島ではなく、水上の城塞都市にほかなりませんでした。

　ボートに乗り合わせた調査官たちの誰もが、忽こつ然ぜんと現れた遺跡の威容と、かつて見たことのない、その稀け有うな規模に圧倒されました。

　無論、ほむらたちが空から見たものです。それでも、あらかじめ報告を受けていた花屋敷や周防ですら、驚嘆の表情を禁じ得ません。彼らは、まだ浮上する以前の小島の姿を知っていただけに、いっそうその差が際立つのでしょう。

「こ、これは……現実の光景とは……」

　以前の島については写真のみの知識で、実際には初見でしかない長篠は、ボートの端を摑み、身を乗り出さんばかりにして島を見つめています。

「すげえな……地殻の変動で島ごと地盤が隆起……っていっても、それにしたって破格のスケールだよな……」と同じく目を見張る東野。

「日本国内でも、数日間のようなごく短時間で、海岸線が十五メートル隆起した例がありましたけど……これほどの変化を起こす現象は……」と周防。

「同じ島とは思えんな。封印の呪いでも解けたんかいな？」

　花屋敷は伸ばした杖の先で、過去の小島があった場所をなぞります。それは上層部のほんの一部にしかすぎません。

　島の全体を視界いっぱいにおさめ、しばしその場に漂うボート。また絶句するほむらたち。小ボートに乗る早瀬たちがオールを漕いで、隣りにやってきました。双眼鏡を手にした名草が叫びます。

「おい石見！　あのてっぺんのほうにあるの、長う門ちの中継キャンプだ……！」

「マジかぁー！　噓だろ……！」と頭をかかえる石見。「どんだけ登んないといけねーんだよ」

　先輩に指示されるよりもはやく、南雲の平岡は、防水ハウジングからアナログカメラを取り出し、遺跡にむけてシャッターを切っていました。揺れる船上でもしっかりとカメラを構えています。

「望遠、よく見えっか？」と相月。

「……すごいね……まるで『イス』みたい」

「イスぅ？　なんだそりゃ」

「ＹＳと書いてイスだよ。ブルターニュの伝説の都市。王の娘が悪魔を手引きしたせいで、洪水に見舞われて、一晩で海に沈んだって云う」ファインダーを覗いたまま平岡はつぶやきます。「……その街は、海の底で変わらぬ美しさを保ちながら、またいつの日か蘇よみがえるんだ」

　平岡が語った伝説に「へぇー」と感心しきりのほむら。

「失われた都市かぁ……よし、ここを虚惑星の江えノの島しまとする！」

「おまえなあ」と突っ込む東野。

「……冗談だって。浮上して間もないはずなのに、もうあんなに緑に覆われてるんだね」

　もっともなほむらの弁に頷く東野。

「ああ。まるで最初からそうだったみたいにすら見える……」

　東野は今回浮上を果たした範囲───島の裾野部分に注目していました。

　広範囲に海底に埋もれていた遺跡群は、浮上しながら強い海流に洗われ、大量の泥や砂を流出させて姿を現しました。海流の下流である南雲のキャンプ方向に、漂着物が大量に流れついていたのは、まさにこの場所が発生の源であったわけです。

　推測される浮上時期は、春から夏にかけて。風で飛来した沿岸性の植物の種子は、たちまち根付いて島を緑で覆ったのでしょう。たしかに、大きな樹木などは上層部以外に見つけることはできません。流れる雲の落とす影が、草地をうねり、足早に這っていく姿はより遺跡の壮大さを実感させるものでした。

「ボビーさんの到着が遅れたのも、この海流の変化によるものだったのでしょうか」と姫川。「これにはお仲間たちもびっくりでしたね」

　ボートの側面に腰かける姫川が、そばを泳ぐボビーに向かって語りかけると、キュゥゥ……！　とまるで理解したかのように彼は鳴き声をあげました。

　ゴトゴトと揺れるボートの底の波音と、平岡の切るシャッター音ばかりの沈黙のなか、じっとその光景を凝視していた周防。

「……っ……ううっ……」

　彼女はボートの座板に手をつき、目を赤く腫らして、泣き崩れました。花屋敷はそんな彼女の傍かたわららに跪ひざまずいて、腕のなかに包んでやります。

　寄り添う二人の先輩をみて、ほむらは静かに、石見に尋ねました。

「石見くん……周防先輩は、どうして……？」

「…………っ……」ぐっと唇を結んでいた石見が、とつとつと言葉を返します。「……嬉しいから、だろうね。俺だって、感動して泣きそうだ。……でもたぶん、部長は、その何倍も悔しいんだ。たぶん」

「悔しい……？」

「ああ。だって、こんなとてつもない遺跡が、ベースキャンプの近くにあったのにさ、ずっと見逃していたこととか……それを、その調査を他人に譲り渡さないといけないことが……悔しくて仕方無いんじゃないかな」

「他人って……石見くんたち後輩に、ってことだよね」

「それでも悔しいよ。当然だよ」

　石見はうなだれました。そんなボートの舵を握る彼のもとに、「見とれてると座礁するぞ！　迂回しねえと！」と隣ボートから海底を示して、早瀬が警告を発しました。

「まだこの下に遺跡があんのか！　どんだけ大きい街だったんだよ……！」と唸る相月。

「……っ……うわっ……！」

　島に近づくにつれ、いつのまにか、暗い影となって海底からせりあがっていた石のドームが目に入り、ほむらはぎょっとします。

「ああ、スマンスマン───奈々美さんが可愛くてうっかりしとった」

　花屋敷は頭を搔き搔き、その場から立ち上がります。涙を拭ぬぐう周防部長に、顔を思い切りつねられながら、部員たちに次々と指示を出す花屋敷。

「石見、一いっ旦たん、エンジンは止めてええで。シャチくんたちも、反射音が邪魔でぶつかるかもしれん───長篠、海中の目印になりそうなものは地図に記録しといてな？」

「はい！」と早速ノートを取り出す長篠。

「相月……と名草、双眼鏡もっとる二人は、島の頂上の城郭へ登っていけそうなルートを探してみてな───ほな、あらためて、上陸と行こか」

　どん、と船首に片足を載せ、向かう島めがけて杖を振りかざす花屋敷。

　次の瞬間、ボートの真下から花火のように輝きが膨れあがり、何千という白く輝く光点となって海中に散りばめられて、周囲の海底を鮮明に照らし出しました。

「──────！」

　魔術師が一変させた、ボートごと、そして仲間のシャチたちごと空を浮遊するかのごとき光景に、船上から部員たちは息を吞み、思わず足がすくみます。

（こんなにたくさんの魔法光をいっぺんに……！）

　さらに花屋敷は船底に水流を作って操り、二つのボートをなめらかにすべらせました。




　花屋敷の魔法は華麗なものでしたが、適当な上陸ポイントを探るのは、なかなか骨が折れ、思わぬ時間をとられることとなりました。

　座礁を避けて、ようやく辿り着いた接岸場所は、流出した海底の土砂でゆるやかな斜面となっている場所です。打ち寄せる波で洗われ、草や蔦つたには覆われていません。砂地の下から、遺跡の屋根が頭を突き出しています。

　一帯には乾いた異臭が軽く漂ただよっています。元は海底にあった貝やウニといった格好の餌を、舞い降りた海鳥たちが好すき好ずきにつついていました。

　ボートが浅瀬に着くなり、上陸しかけた佐保を、花屋敷が手をあげて制止しました。

「え？　まだダメなの？」と身軽な佐保は、飛び降りる姿勢でかたまっています。

　石見たちはオールで元海底の地面をつつき、その固さを確かめました。

「レデーファーストや。ほい、気をつけてな」と彼女の手を取る花屋敷。

「そ、そんなの、いいんだってば」

　照れる周防を、長門水産の後輩たちも期待のまなざしでみると、彼女も観念し、生まれ変わった島に記念すべき最初の一歩を刻みました。

「ハイハイ、これでええっちゃろ───こう見えて、真下が遺跡だったら、崩落の危険があるかもしれない。みんな、くれぐれも注意してくださいね」

　すぐに隊長らしさを取り戻した周防が、持ち込む装備や、調査範囲についての指示を飛ばします。




　───遺跡は複雑に入り組んでいました。

　非常に人口の多い、過密な都市であったことが窺うかがえます。

　長期間、海中堆積物の下に埋没していた遺跡群は、風化による腐食を避けられ、まさにイスの伝説に語られるような良好な状態で保存されていました。

　しかし実際に探検部一行が島内へと踏み込もうとすると、狭い道に入り込んだ土砂が行く手をさえぎります。都市の傾斜面を覆う土砂は、乾燥してあちこちでさらさらと流れていますし、そのため崩れた遺跡の一部などは不安定になり、落石の危険をはらんでいるのは明らかでした。建材として使われていた大量の煉瓦も散らばっています。

「コンクリって塩水に弱いんじゃなかったっけ？」と素朴な疑問を口にするほむら。

「鉄筋が入ってなきゃ関係ねえよ」と東野。「海砂を使った粗悪なコンクリのことを言ってんだろ。手抜き工事が問題になったりしたよな」

　なるほど、と感心するほむら。

　姫川は市民の住居内に転がる、素焼きの縦長の大壺に目をつけました。罅ひびだらけですが、桑園がすっぽり入れそうなほどのサイズ。

「食品を入れる壺、ですね。ベースキャンプ南方の穀倉地は、遠方の大都市に食料を供給するための農園ではないかというお話でしたが……」

「そうですね。これはもう、この都市圏の生活を支える食料庫だったと考えて相違ないでしょうね」周防は肩をすくめながら、島の尾根を見上げました。「そんなことも気付かなかったなんて……」

　浮上前から海上にあった城郭の遺跡は、それら農園を管理する、荘園領主という推測でしたが、その意味合いも変わってきました。城郭周辺が住居ではなく森に覆われていたのも、意図的に建築物を排した庭園の跡だったと考えられます。

　海へ突きだした岬には堅固な城壁がみられ、内外の武力の存在がありありと感じられます。国王、あるいは宗教的指導者によって統治される、独立した小国がこの地に繁栄していたのでしょう。




　上陸地を探す間に、すでに正午が過ぎていました。そのため、今日の残り活動時間も限られています。島の全貌を臨のぞむポイントをさぐるため、探検部は機材を分け合い、数班に分かれます。この都市の性質が解るような遺跡──たとえば図書館──を発見できればベストです。

　東野が早瀬に声をかけ、青藍と日吉坂の五人でパーティを組むように計らいました。パーティの臨時リーダーとなる早瀬も承諾します。

　朝方の鼎の、新魔法の自主訓練……という名の失踪事件の記憶がまだ新しい周防は、別れ際に「頼みます」と言いたそうな眼差しでほむらを見送りました。一方で花屋敷などは、鼎に見えるように頭上に杖を振り上げ、にっかりと笑いながら無言の圧力。

「……フン……早く行きましょ。陽が沈んじゃう」「ちょちょ、ユリちゃん」

　しかめつらになる鼎は、ぐいとほむらの腕を引っ張って、遺跡深部へと向かいます。早瀬と東野と佐保の、男子三人は、その後をやれやれとついていきます。




　おおざっぱに浮上後の島の輪郭を表すと、南北に延びる落花生の殻の形。あるいはヒョウタン形。上陸を行ったのは、島中央のくびれ部分の東側にあたり、いざ高所から見下ろすと、その島のくぼみには過去、大きな港が広がっていたように見えました。

　他パーティとの分担で、ほむらたちは南方の頂上付近の遺跡を目指す算段となりました。おそらく日中にはたどり着けないだろう、という見込みではありますが……。

　ともかく、撮影係として、ほむらは久々にアナログカメラを構えました。

「よーし、またニュースサイトのトップを飾ってやるぞう！……ハイ、秋穂くんどいて、そこどいて。邪魔邪魔」

　すかさず前方に割り込み、したり顔で格好つける佐保を邪険にするほむら。

「どう？　僕が探検隊長っぽいノリで撮ってよ。他の者に迷惑ばかりかけおって、ちゃんと勤めは果たしておるのか？　って、すばるさんに怒られてるんだよ」

「レンズは真実を写すのだよ。ねつ造写真はお断りでーす。大丈夫、牡蠣に完全ＫＯされてるところはちゃんと残してあるから」

「えっ、いつのまに!?　やめてよ、ねえ！　誰に見せるつもり!?」

　そんな軽口を交わしながら、ほむらはふと、稲荷の父から教わった撮影のアドバイスを思い起こします。良い写真を撮るための二つのコツ、それは、

（一つは簡単なコツ……フィルムを入れ忘れないこと！）

　そりゃそうです。試験だって名前を書かなければ零点。そのココロは、機材に注意して、最低限のセッティングを忘れるな、ということです。暗所ならば露出、動きものはシャッター速度に留意しなければ、そもそもフィルムに捉えられません。

　船上での装着は無理でしたが、陸おかの上なら、越えっ中ちゅう高たか岡おか高の開発したカラー写真用のフィルターだって、ばっちり使えます。いつだかの失敗のように、キャップを外し忘れたりしなければ。

（そしてもう一つの難しいコツ。それは、ファインダーの中に物語を感じること……）

　物語───そう、物語には主役がいて、観客がいます。写真にも同様に主題があり、そこには主人公がいるのです。そして引き立てるための脇役も。観客に何を伝えたいのかを意識しなければ、それは漠然とした写真になってしまいます。そう口では言いつつも、行動にはしづらい撮影技術を意識するうちに、ほむらは自分が透明な傍観者となっていくような想いがします。

（……けれどね、私にもあんな写真が撮れたらいいな……とは思うよ）

　稲荷の父に見せてもらった、稲荷直の幼い頃の写真には、あの人の姿は無いにも関わらず、娘を慈しむ父親の存在を感じる写真が幾つもありました。今は遠い場所にいる稲荷先輩と、彼女の家庭のことを想って、今ようやくほむらの胸は痛みはじめました。

　なにげなくカメラを向けた先には、早瀬と鼎の二人が言葉少なに語り合う姿がありました。そんな二人の背中に向けて、一枚、シャッターを切り、思い出を留めます。




　島での移動中のこと。

　海上から見かけた特徴的な遺跡と照らし合わせて、位置を確認し、ところどころで写真を収めながら遺跡を征いくうちに、ほむらの足下がふらつきました。

　今度は膝をつく前に、東野がほむらを支えました。

「……またか。本当に大丈夫か？」

「え……？」彼のフォローは、ほむら本人が目め眩まいを意識するよりも早く、むしろその周到さにほむらは戸惑いました。「……ちょ、ちょっと足場が悪かっただけで……わかった、気をつけるから。あ、ありがとう」

　東野は納得しきれない様子で、鼎に向き直りました。

「なあ、鼎……こいつ、疲れてないか？　体調を崩すようなことなかったか？」

「……ほむらが？……あたしよりは元気な気がするけれど」

　ばつの悪そうな顔で答える鼎。女同士で知っていることはないのか？　というニュアンスで尋ねられたのだろう、と勘ぐりつつも、それよりも別件で思い当たるところがある鼎は、曖昧に答えます。

「そーそー、元気元気」と強がるほむら。

「……まだ日差しも強つええから、塩分やら鉄分やらは摂っといてくれよな」

「長篠さんみたいなこと言うねえ、東野くんは……」と、渋々、行動食のポーチからタブレットを取り出して口にするほむら。

　───と、嘆息する東野は、そんなやりとりの背後で行われていた、早瀬の妙な動作をぎりぎりの瞬間で目にしました。

「……早瀬先輩……どうかしました？」

「ん？　フナムシがいたんだよ。まだ潮だまりばっかで、くっせーな、ここは」

「ほんとっすね……まあでも、じきに……」

　早瀬同様、東野は平静を装いながら、注意深くそばに近寄ります。

　まだ屋根が残る建物の二階の部屋です。一階部分は半ば、土砂に埋まっています。周囲には、赤い色が退色し青みがかった屋根瓦が散乱しています。そんな瓦礫の陰に、東野は違和感を放つものを見つけました。

「これ……なんでこんなもんが……」驚く東野。

「……おっ、マジかよ」と早瀬。「どうかした？」と近寄るほむらと鼎。

　東野が持ち上げたのは、長門水産の印が入った缶詰でした。花屋敷が食事にしていたのと全く同じものです。それが、プルトップの蓋を開いた状態で、無造作に転がっていました。中身はほぼ完食されていますが、残った水分が乾燥しきってもいません。

「食べ残しだ。まだ新しいぞ……」

　それだけでなく、東野の目の錯覚でなければ、早瀬はその缶を物陰に静かに蹴り出したように見えました。まるで自分たちの目から、その異物の存在を遠ざけるように。

「きっと、長門の中継キャンプに保管されていた食料だわ」と推測する鼎。

「あらら、海鳥が食べちゃったんだね。ねえ秋穂くん？」とほむらに話を振られますが、秋穂は大いに首をかしげました。

「ん～～？　フォークランド諸島のカラカラ鳥とか、人里のカラスとか、好奇心旺盛な鳥が、盗んだ缶詰を空から落としてこじ開けたりするのは聞いたことあるけど、さ……そんなに綺麗に食べるかなあ……？」と腑に落ちない様子。

　されども、その謎の答えもすぐさま判明することになります。




　そこからしばらく南方へ向かった遺跡の角で、ほむらたち一行は、ばったりとその相手に出くわしました───銀の髪に、褐色の肌の少女。

「……ブ、ブロンテ!?」と少女の名を叫ぶほむら。

「……っ……コワラワども……」

　見間違えようのない、特徴的な容姿の少女。

　虚惑星の旅商人、傀儡師の付き人にして用心棒を務めるブロンテです。

　肩にかけたトーガの布をたるませ、その内には多数の缶詰を放り込んでいました。それまで、ほくほくと鼻唄すら口ずさんでいたような少女の笑みが、きっと険しい表情に変わります。

　少女はさっと全員を見回すや否や、たちまちきびすを返し、その場を駆け出しました。地面には取りこぼした缶がガラガランと転がります。

「逃げるなブロンテ！」

　と鋭く東野が制止の声をあげると、数歩離れた場所でぴたりと立ち止まり、野良猫のようにぎごちなく振り返ってこちらを窺ってきました。

「イ……イウなヨ……ゼッタイ、イウなヨ!?」

「誰にだよ、また傀儡師にか!?」と東野。

「ブロンテちゃんだよね!?」「どうしてここにいんの？」と驚くほむらと佐保。

「……あなた、何をしてるのここで？」と鼎も興奮気味に声を荒らげます。じっとこちらを睨み続ける少女は、立て続けの問いかけを解しているのかいないのか。

「───どうやって来たんだ？」

　とあらためて東野が息を落ち着けて尋ねると、少女はようやく「……ンン？」と総角あげまきふうに結った髪房を揺らし、きょとん、と首をかしげました。「オヨいでキタ。オヨぎは、トクイだ」

「そうじゃねえって。それは、あっちの陸地から、こっちの遺跡の島までの話だろ？　俺が聞いてんのは、すばる姫の城からここまでの移動手段だよ！　めっちゃめちゃ遠いんだぞ！」

「ヒミツだ。オシえない。商あき人うどには、商人のミチがアル。いつも傀儡師がイってル」

「商人の路みち……？　稼働するテレポーターが他にもあるのか？」

「あの、東野くん、それもすごく気になるけど……！」

「あ、ああ」と、ほむらの意図を察した東野。「一人だけなのか？　傀儡師は？　ディドロも連れてきたのか？」

　そんな東野の問いには取り合わず、少女は「ジャマ、するナ！」と激しい調子でほむらたちに叫びました。「宝たからは、ブロンテが、サキに、ミつける」

「───宝？」怪訝顔になる東野。

「フガッ」自分の口を、両手でふさぐブロンテ。

　ほむらには、『宝』という言葉を耳にした瞬間、隣の鼎がはっと息を吞んだように思えました。ただ、すぐにブロンテに呼びかけられ、意識がそれます。

「……オイ、ムスメ、〝くっき〟はナいのか。もうサカナはヤダ」とうんざりしたように。

「クッキー？　えっ、今は……材料も……」

「これしかない。探検部の保存食を盗むんじゃねーぞ？」と代わりに早瀬が、行動食のタフィーをポーチごと投げ渡しました。

　少女はぴょんと跳ねてポーチを摑むと、たちまち遺跡の屋根の上を敏捷に走り去って姿を消しました。一つの捨て台詞だけを残しながら。

「オマエたち、もうクるなヨ……コンドこそ、シヌからな」……と
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　───翌日。

「やはり私が一度、地球へ帰還して、報告をするのが一番かと」

　早朝、大バンガローに集合し、周防部長は一つの決断を、ほむらたちに伝えました。

　遺跡から戻った探検部員たちは、それぞれ情報を交換し、これからの調査プランを練りました。幾つかの案が出されましたが、いずれにせよ、残り三日間となった滞在期間中では実現の厳しいものばかりです。

　本格調査のための機材もとぼしく、残念ながら遺跡付近に滞在できる装備にも欠け、遺跡までの往復行だけでも時間をとられがちです。

　ミッション期間をある程度融ゆう通ずうする裁量は、各隊長に認められていますが、周防は、その裁量範囲を超えて、さらに日数が必要だと判断しました。であれば、管理官である長門水産顧問や、ＵＮＰＩＥＰ日本支部の許可が必要です。

「外気に晒さらされた遺跡は、徐々に風化していきます。特に、冬期を越えることで顕著になるでしょう。それに……原因不明のまま、急激に浮上した地盤についても、またいつ沈下が始まらない、とも限りません。貴重な機会を逃したくない、というのは皆さんも、同じ心境だと思います」

　一同を見回して反応を伺う周防。そして彼らと共に望む今後の対応の趣旨を語ります。

「───滞在期間の延長を。状況が許せば、調査官の増員を申請してみます」

　それが周防と、探検部員たちとで出した結論でした。

「保存食泥棒については？」と佐保。

「早瀬くんたちの前に現れたという、ブロンテのことね。当然、それも報告せざるをえませんね……でも、どこまで本気にしてくださるか」

　ブロンテを見た事の無い部員たちはくやしがりました。そんな話し合いのなかで、東野は唐突にこんなことを切り出し、ほむらをひどく困惑させました。

「周防部長、日ノ岡を、地球へ連れ帰ってくれませんか」

「───ちょ、東野くん？　ま、待ってよ」驚いて立ち上がるほむら。

　ほむらと東野を順に見つめた周防は、もう一人の部長に問いました。

「花屋敷部長。日ノ岡さんのことだけど───たとえば今回、初支給された精霊石と相性が悪い、ということは？」

　部屋の後方の椅子に寝そべっていた花屋敷が首をあげます。

「そやな……精霊石をうまく使いこなせん、ちゅう例は幾つか聞いたことあるけど。健康を害すほどの症状が出るとしたら、どっちかいうたら魔法の使いすぎやろ。本来なら精霊石はそういう負担を軽減してくれるんやけど……お調子モンはどこにでもおるしな」

「───えっ」と、心外そうに自分を指差すほむら。

　周防の帰還時刻は、虚惑星の時間で早くても一日後、遅くても二日後となります。地球側での交渉に四時間から八時間はかかる、とみての判断です。

　その間、虚惑星滞在中のパーティには転送環が存在せず、地球への帰還も緊急脱出も出来なくなります。いざという時の保険が無くなるわけで、これは調査官にとっては、かなり精神的ストレスのかかる状況でした。

「───やっぱり奈々美さんが虚惑星ここに残っとって、ワシが代わりに行った方がええんやないか？」と気がかりそうに語る花屋敷。

「……それは昨日、話し合ったでしょ？　ただの連絡役とは違うもの。ミッション中に何かあった時に、より広範囲に対処できるのは間違いなく花屋敷部長だし、私自身が交渉に向かわなければ、日本支部には本気だと取ってもらえないと思うから」

「……まあ合理的にはそうなんやろけど……後輩連中は、長門水産部長の周防さん、がいてくれたほうが心強いやろうし、ワシだってなんか心苦しいなあ」

「それは我わが儘ままです。調査活動には、真しん摯しに向き合わないと」

　自分たちの感情ばかりを優先してはいけない。でなければ、私たちには機会が与えられない───周防の浮かべる微笑のなかに、そんな声が聞こえた気がしました。ふぅ、と息を吐いて、彼女は続けます。

「───いいですか、東野くん。仲間を心配する気持ちはわかります───けれど、まず日ノ岡さん本人からの希望がないですし、虚惑星で怪我などをしても、調査活動に明白な支障が無い限りは、調査官同士で助け合ってミッションを達成するのが基本です。何かあるたびに、問題を排除して、強くて健康な人にペースを合わせていくようにしたら、あっという間にみんな脱落してしまいますからね」

　じっくりと沈思し、部長の言葉を吞み込む東野。

「───はい、周防部長。よくわかりました」しっかりと頷く東野には不服そうな態度はありません。彼は認識を改めたようです。ほむらにもその場で頭をさげました。「悪かったな日ノ岡。勝手なこと言って」

「…………う、うん」

　けれど、ほむらの胸の中の、突き放された気持ちはどうしても消えません。それ以上の返答にためらうほむらの前に、いきなり佐保が首を突っ込みます。

「そうだよ、東野くんさあ。華麗に復活したこの僕をみてよ？」と佐保。

「佐保くんは帰ったらちょっとおしおきしますね」覚悟よろしく、とばかりに光の無い目で見下ろし、指を鳴らす周防。

「えっ、やだ！　怖い！」と佐保は猫の耳をベタッと倒して青ざめました。




　重要な会議が終わり、昨日撮影したフィルムや、採取した資料を密封して、周防に預けます。スムーズに交渉が進めば、ごく短時間の地球滞在であっても、それら資料がコンピューター上で解析され、写真から合成された暫定的な地図や、島の立体模型が入手できるはずです。

　出立の直前には、周防はほむらにこんな指示を残しました。

「……そうは言っても、私も日ノ岡さんのことは心配です。今回のミッションのあいだは、精霊石は花屋敷部長に預けておいてくれますか？」と。

　ほむらは承諾し、すぐに石を花屋敷に託しました。

　───御ご安あん航こうを！　と一斉に彼女にかけられるフレーズ。

「皆さんこそ、どうぞ御安航を」彼女自身も同じ言葉を贈り返し、周防は転送の光とともに地球へ帰還しました。




　周防の不在の間も、続けて遺跡調査は進められました。

　石見や名草たち長門部員は、ボビーたちの世話をしながら出発に備えますが、やはり獣使いクラスの周防のようには意思疎通はいかないようです。

　周防不在一日目の午前の空は、やがて雲行きが怪しくなり、ついに雨が降り始めました。昨日の通り雨ほどの激しさはないものの、ずっと雨雲がたれこめ、結局、島に上陸しての調査は翌日に持ち越しとなりました。

　その頃になると調査官たちは遺跡の島を、例の洪水都市の伝説にちなんで『イス』とか『ニューイス』と呼ぶようになったりしていました。

　遺跡の登とう攀はん用具や、瓦礫などを固定するネット（漁の網を転用したもの）などを準備する男子部員たち。

　女子たちは日常の生活を維持する仕事の合間に、例の缶詰機の使い方を、石見から教わったりしました。

「控えい！　この、マイ鯖さば缶が目に入らぬかぁ！」と、銀色の缶詰めを、水戸黄門の印籠のようにかざすほむら。

「あたしは牡蠣のオイル漬けです」と姫川。

　本来必要な高温高圧の煮沸の工程を省いたので、今回のミッション中が消費期限という、なんちゃって缶詰ですが、それでもなかなかの満足感。缶詰作りは、いっぺんに大量に作らないと色々と無駄が多く、青藍の活動に採り入れるにはまだ工夫が必要のようです。

「青う藍ちだったら乾燥させて長持ちさせるほうがいいかなあ」

「そうですね。それこそ、外洋を長期間航海するような長旅が前提でなければ、もっと簡便なレトルトパウチでもいいわけですからね」と長篠。

「それはそっか。あと、やっぱり殺菌の面からいっても、電子レンジが必要だよねえ。既に電気はあるのにもどかしいなあ。ユリちゃん、電子レンジの魔法って無いの？」

「…………さあ」

　気のない返事を返す鼎。物憂げに雨降る窓の外を見やりながら、目の前の缶をフォークでつついています。

「もう食べてるし！　苦労して缶に詰めた意味ないし！」と眉をひそめるほむら。

「……別にいいじゃない。あたしたちが缶詰みたいなものなんだし」

「缶詰で缶詰」どこのツボに入ったのやら、ぷっ、くくっ、と姫川が噴き出し笑いを必死に堪こらえると、鼎は恥ずかしそうに赤くなりました。




　休憩時間中に、ほむらは東野に声をかけられ、小さなバンガローに向かいました。

　花屋敷に相談を持ちかけるためです。花屋敷は、ひとり室内の机に向かい、隊長代理として、部長日誌を記していました。

「お宝、かー」

　昨日のブロンテの件をあらためて花屋敷に相談します。

「たから？　六ろく地じ蔵ぞう先輩？」「そりゃ青藍高うちの生徒会長だろ、六ろく地じ蔵ぞう宝たから」

　と一応ほむらのボケに突っ込みつつ、東野は花屋敷に問い直します。

「なにか見当つきませんか……？」

「つくで───転移機能を持った遺跡が、どこかに眠っとると思う」

　えっ？　あ？　と思わず二人揃って驚きの声が漏れました。初めて耳にする情報が飛び込み、啞然。

「……実はな、奈々美さんの手伝いで、とか偉そうなこと言ったけど、ワシも例の島の遺跡については気になってたんや。昨晩、奈々美さんに話したら、先に言えってエライどつかれたわ」わはははは、と陽気に頭を搔く花屋敷。

「いや、それはマジで先に言ってください……」と呆れる東野。

「じゃあ、それで今回の長門水産のミッションに参加されたんですか？」とほむら。

「動機の一つとしてはな。せやけど、これはあくまで数学的、あいや、帰納的な予測で、確証は無いんや。遺跡周辺の動植物を分析プロファイルしたりとか、そういう裏付けがあるわけでもない。

　今んとこ見つかっとる、青藍の南方のトゥールビヨン遺跡と、北方の神殿遺跡、あとブラジルの劇場遺跡か。そいつの解析を進めていくうちにわかった事実で、この長門担当区域の近辺に、転移機能を持った遺跡がある蓋がい然ぜん性せいは高い……と踏んどった」

　そして、あれだけの規模の都市が浮上したことで、花屋敷が主張する説は、さらに補強されたことになります。しかし……

「ただ、懸念材料としては、島の突然の浮上が、その遺跡の転移機能と関係しとったら大オオ事ゴトやけどな。せやからワシも、もっとじっくり念入りに調査してみたいとは思っとる」

　壮大な話ですが、ほむらと東野は顔を見合わせます。

「でも、それじゃおかしいよな……」「そうだよね……」

「ん？」と首をかしげる花屋敷に、東野が説明します。

「たぶん……ブロンテはなんらかの方法で、この長門区域に転移してきたんだと思います。普通に移動するのは、時間的に言って絶対に無理です」

「空でも飛べばわからんで。なあ」とほむらに目配せする先輩。

「……う……ソ、ソウデスネ……」と言葉に詰まるほむら。東野は構わず続けます。

「でもあいつ、海峡は泳いで渡ったって言ってました。商あき人うどの路みち、って言ってましたけど、もしその話が本当なら、目当ては必ずしも転移装置では無いと思います」

「ふむ……ほれじゃその逆に、邪魔な転移遺跡を破壊、とかか？」

　花屋敷は、ドカンと爆発する身振りとともに、そんな物騒なことを言ってのけます。

　その発想は二人にはまるで無く、驚きます。去り際に彼女が、警告を発していたことも考えると、そんな可能性もあり得るのかと恐々としました。それでもやはり、宝という言葉とは不釣り合いです。

「───その件ではワシは、ブロンテの目的や移動手段よりも、ブロンテか、あるいはその主人の傀儡師が、数ヶ月前にあの島に異変が起きたことをどうやって知ったか、が気になるな。商人の路言うくらいやから、なんらかの情報ネットワークを持っとるのかもしらんけど───なんにせよ、気をつけなあかん要素は増えたな」

　しかしそれで調査を自重しようというほど、彼もまた慎重ではなかったり。そんな花屋敷の態度を目にして、思わずほむらは、

「傀儡師さんに気を許したら駄目です……！」

　と、釘を刺す一言を吐露していました。怪訝顔をする二人を前に、忠告を口にしたほむら自身が硬直します。

「……どうして日ノ岡がそう思うんだ？」と東野。「すばる姫の所でなんかあったんか？」と花屋敷も。

「あれ……いえ……あれ？」

「嫉妬かよ？　すばる姫がとられちゃう、とか？」

「違うよそんな！　あれ……？　なんでこんなこと言ったんだろう……」

　妙なほむらの態度を、冗談と体調の問題とではかりかねながら、東野は花屋敷にもう一つの相談を持ちかけます。

「実は先輩、それだけじゃなくて……」

　声をひそめ、東野は早瀬の一件を語りました。

　ブロンテとの遭遇をめぐって、解せないことがあったと。それ以外にも不可解な言動を。鼎結理についても少なからず語らぬわけにはいきません。しかし、鼎は少なくとも、遺跡の異変には本当に驚いていました。

「……そんなことがあったんか」神妙な顔で腕組みする花屋敷。「早瀬は、主かず馬まの古い知り合いやったな」

「幼なじみだって聞きました。ユリちゃん……鼎さんと、同じ」

「…………」

　居住まいを正す花屋敷。丸めた猫背を伸ばします。彼なりに、ほんのちょっと。

「わしは調査官になってからずっと、虚惑星で遊んでさえいられればいいと、逃げまわってきた男や。面倒なことはみんな、主馬や、真世さんや、大嵐たちに任せてきた。なかでも部長職なんか絶対やりとうなくてな……」

「周防さんに、一緒に部長やろうって誘われたんですか？」とほむら。

「なんで知っとんの？」

「いえ、なんとなく」

　溜め息をつく花屋敷。

「早瀬が何かするとしたら、それはミスター探検部のためやろな」

（天竜代表のために……？　じゃあユリちゃんは……？）

「天竜は本当に頑張っとった。あの厄介な顧問の下で、一年の頃からずっとな。協力して、ギャフンと言わせてやったこともあるで？　俺は、あいつの手助けが出来るのは本当に楽しかったわ。この三年間、退屈せんかった」

　楽しかった……と過去形で語られていくことに寂しさを憶えながら、二人は耳を傾けます。結局、花屋敷も、早瀬の動向には注意しておく、と東野たちに約束してくれました。

「ワシは、探検部の未来だの、日本の立場だの、今さらどうこう言うつもりは無い。けど今は力を合わせなあかん時やろ。奈々美さんにも申し訳が立たんからな」

　花屋敷の微笑みに応え、ほむらもうなずきます。

（花屋敷先輩にとって周防先輩は、大切な人ってだけじゃなくて……良心なんだ。自分に動機が無いから、それをくれる人……）

　行き過ぎれば盲信ともなる関係ですが、不思議と二人のバランスはとれているように見えました。

　時間に多少ゆとりはあるとはいえ、随分と話し込んでしまいました。花屋敷のもとを離れようとすると、彼はほむらに、一包の紙包みを手渡しました。その重さと感触で、すぐに中身を察します。

「これって……私の精霊石ですよ!?　いいんですか？」

「ワシ、無くすかもしれんから持っといて」

「で、でも……っ……」花屋敷の意図をはかりかねて、戸惑うほむら。

「周防さんは、ああは言ったけど、ワシの勘と計算では、日ノ岡の症状は精霊石が元凶ではない───そんな顔すんなボケ信じろや───しかしな、全く無関係でもないやろ。棚上げにして先送りするんやなくて、原因をさぐりたいなら、結局それがいる。だから持っとけ」

「……はい」と不承不承にうなずくほむら。この新しい、神秘的な道具に対しては、不安と、心強さの相反する感情がありました。

「精霊石はな、身につけとれば、その術者にあわせてカスタマイズされる。特に虚惑星にいる間は、持っとったほうがいい。それで命を拾うこともある」

「既に退部した先輩の、以前の持ち主の癖が残っているってことは……？」ふと思い当たった疑問を口にする東野。

「そんなら、譲渡する前に、内部のパターンは消去されとるはずやけどな。ワシの石も貰いもんやけど、なんの問題もないで。素直な奴や」

　やがて、小屋の外から府立南雲の部員たちと思われる、騒がしい声が聞こえてきました。何か軽いトラブルでも起きたのでしょう。

　東野は花屋敷に深く頭を下げて礼を言うと、様子を見に外へ出て行きました。

「……先輩、一つだけ聞かせてください。魔法って……なんなんですか？」とほむら。

「───なんや、いまさら定義の話か？……ちゃうな。ワシにとって、やな」

　しっかりとうなずくほむら。

「そうやな……魔法は、この虚惑星の、世界を変えるちからや───けど、そんなもんは誰でも持っとるもんやろ。奈々美さんかて、灘う浜ちの後輩たちかて、誰だって持っとるし使つこうてきた。単に程度の違いや」

　脇に立てかけていた杖を手に持ち、頭上に掲げる花屋敷。

「……ワシはありのままの世界が好きなんや。深く深く知りとう思っとるが、別に変えとうはない。虚惑星の魔法は、ワシにとって本気になって遊べるおもちゃやった。けど、それももう卒業やからな。これからはワシにとっては、数学が世界を変えるちからや。これはきっと卒業はでけへん。ちゅうことは、ワシにとっては数学が世界そのものや」

「数学ですか……だったら人によっては、せ、政治だったり、科学だったり」

「あるいは愛やろうな」

　そう言って、花屋敷は外の様子を見に立ち上がりました。ほむらも後に続きます。

（…………ありがとうございました。花屋敷先輩）

　ほむらは知っています。自分自身が変わることでも、世界を劇的に変えられることを。それが一番効果的で、一番難しいことを。しかし、虚惑星の魔法は、心から生まれるがゆえに、心に届いてしまう。それはやはり、とても危険なことでした。

　手元に戻されたばかりの精霊石を、ほむらは慎重に握りしめます。

（あ……そういえば、《斗ます織おり》のこと、相談しそこねちゃったな……）




　───翌日の朝となっても、周防が帰還する兆しはありませんでした。

　無論、事前にわかるようなものでもないのですが。きっと地球での交渉が難航しているのだろうと、不安にかられます。

　しかし気持ちとは裏腹に、天候は晴れ晴れと快復し、また夏が戻ってきたかのようです。昨日の降雨でぬかるんだろう遺跡も、これなら、すぐに歩きやすい状態に戻るだろうと思われました。

「当初の帰還予定が動かんようやったら、明日の夜にはワシらは帰還せなあかんからな。今日は、貴重な一日になるかもしれん。けどまあ、焦らず行こか」と出発の号令を発する花屋敷。

　一行は、出来る限りしっかりと整えた装備で、再び遺跡の島へと向かいました。上陸すべきポイントはすでに検討されていたので、今回は移動もスムーズです。しかし……

　島が間近に迫り、座礁を避けるために、一昨日に作成した地図と、海中の様子をくびっぴきで見比べていた長篠が、声をあげてボートを止めさせました。

「待ってください……前回とコースが違います……！」

　そんな長篠の言葉に、島の様子をよく観察していた部員たちは疑問を持ちます。間違いなく同じコースで、島へと向かっている……と。

　船上で議論が始まる前に、花屋敷は再び、海中を照らす魔法光を配置して確かめることにしました。すると───

「うおっと……なんやこれ……」

　強い海流に洗われながら、浮上した陸地よりもはっきり過去の街並みの面影を残していた海中の遺跡のシルエットが一変していました。その一部が大きく崩壊しているのです。

「なんだ……また地盤が動いたのか……？」と東野。

「でも、島の海岸線には、変化はないみたいだよ？」とファインダー越しの風景を思い起こすほむら。

　海中を凝視しながら、一行が押し黙るなか、船上の揺れも気にせず立ちあがり、あちこち見渡していた姫川が、ぽつりと呟きます。

「……石柱の倒れ方に規則性があります……何か、通過したあとのようにも見えますね……こう、あちらから向こう側へ……」

「や、やめてよ、閑音さんおどかさないでよ……っ……」

「閑音さんとかじゃないのです。足に摑まらないでください」

　長い耳をぺたんと倒してふるえる桑園を、姫川は叱咤します。

　ほむらは、たしかに一昨日までは存在していた海中の石造りのドームが、半壊し、半月上になって、内部の暗闇を覗かせている無残な姿を見て、またぞくりと身震いします。

「せっかく綺麗に保存されてたのに……もったいないなあ」とぼやく平岡。

「そろそろガタのきてた遺跡の一部が、ドカンと崩落して、大きな破片が転がりながら海流で流された……ってことじゃねーんすか？」

　と、それほど脅威とは感じていない相月の意見には、否定も肯定の態度もみせず、花屋敷は長門水産の二人に尋ねます。

「……石見、名草？　ボビーくんたちはどうや」

「それが、落ち着かない様子で……あまり言うことを聞いてくれないんです。周防部長がいないせいで、ちょっと不機嫌なんだと思ってたんですが」と石見は表情を曇らせます。

「そっか……言われてみれば、ここを離れたがっているようにも……見えるような？」と自信なさげに名草までも。

「えーマジ？　俺、その虚惑星人ヌテラリアンの子に会えるかと思って、Ｔシャツとサインペン持ってきたのに」とぼやく相月は、「なにしにきたんですか、相月くんは！」と長篠に叱られています。

「……どないしよかなー、早瀬」

　パーティのサブリーダーを務める早瀬に、花屋敷が意見を求めます。

「そうすっね……島の陸地の方には変化は無いように見えるから、まず一旦、陸にあがって休憩するのはどうっすか。遺跡が崩れた原因が海流なら、当然海流の早いところに集中してるでしょうし、島の地盤と関係があるなら、他の場所でも観られんじゃないすか」

　それを陸上から観察してみたらどうか、と双眼鏡を掲げます。

「さ……賛成……はやく……陸に……あがらせて……」

　息もたえだえで青い顔の佐保が、船底から弱々しく挙手します。




　一行は目的のポイントから上陸し、早めの昼食を摂ることにしました。

　その間、花屋敷は小型のボートに石見を連れて乗り込み、ざっと周辺の海を見て廻りました。花屋敷が作り出した水流で、ババババとまさにジェット推進船のように快走するボート。しかし結局、他に異変は見つからず、元より注意はしながらも、遺跡の調査を続行しようという運びになりました。

　───また数班に分かれての調査。ほむらと東野は、苫小牧電波とまでん部員の姫川と桑園と組んで、四人で行動することになりました。

　早瀬と鼎、佐保の日吉坂校の三人には、変則的ながら花屋敷が同行しました。残る南雲と長門水産をまとめた五人のパーティで、長篠にリーダー役を経験させる、という名目でしたが、とうぜん別の狙いもあるのだろうとは、ほむらたちにも推測できました。




　遺跡の中を探検しながら、ピロピロと控えめにホイッスルを鳴らすほむら。東野が顔をしかめます。

「おい……それ、合図のつもりか？　鳥寄せの笛じゃねーんだから、それでブロンテあいつがパタパタ寄ってきたりはしねーだろ。紛まぎらわしいからやめろって」

「（ピロピロ）いーじゃないの（ピロロ）なんか静まりかえって怖いしさ（ピロピロ）」

「うるせーよ！」

「その『宝』とやらが、この都市に残された、伝説的な食べ物や御菓子というオチでしたら可愛いですね」と姫川。

「いやそれはねーと思うけどな……」

　そんなふうに時折冗談を言いながらも、姫川はめざとく遺物を見つけては、発掘場所を記録し、丁寧に梱包して桑園に持たせています。おかげで、桑園のバックパックがだんだんと大変なサイズに。

　なかには、大きな黒真珠や、炎のごとくきらめく緋水晶が嵌まった高価そうな宝飾品すら見つかり、ほむらは目を輝かせます。それらは、この島でどんな暮らしが営まれ、そしてどのように終焉を迎えたのかを推測する貴重な手がかりとなります。

　負けてはおられず、ほむらも写真を撮影。

　一応、四人パーティのリーダー役として東野も、警戒を怠らず、注意散漫になりやすい彼らを先導します。そんな東野が気付いたのは、しっかりしているようで目先に意識を向けると時折不注意になる姫川を、桑園がよく見てフォローしていることでした。

「……盗掘らしい跡がほぼ無いし、ほんとに手つかずのまま沈んだみたいな雰囲気だな。ますます伝説の都市っぽいぜ」

「できれば、人骨も見つけたいところですね。納骨堂のような場所が見つかるといいのですが。墓所には、文化の特徴が出やすいですから」

「……ひぃ……」と小さく悲鳴をあげる桑園。

「じゃ、じゃじゃ、じゃあ王様のお墓を見つけよう！……ん？　ブロンテちゃんもそれが狙いだったり!?　こうしてはいられないよ、ハリアップ！」

　げんきんなほむらの様子に呆れる東野。

「おまえが盗掘者になってどうすんだよ！　これだから先が思いやられるぜ」

「……なあに、先って？」とほむら。

「もうすぐ、俺たちだって学年が変わるだろ。そうすりゃ当然、先輩になるんだからよ」

「……あーそっか。楽チンだね。たいして何もしてないのに、自動的に先輩サマになれるんだもの。青藍高あおこー探検部にも、従順で可愛い後輩が入ってきたらいいなあ」

「またそれ全部おまえの都合だっての。なんとなく、姫川はいい先輩になりそうだけど」

「そうですよね！　姫川さんはいい先輩になります！」とニコニコ顔で絶賛する桑園。

「……そう言う貴方も一応進級するのですが……とはいえ、まだまだ想像がつきませんね。探検部に限っていえば、ただ学校の上級生になるのとも、違う感覚です」

　ああ、と頷く東野は、ほむらののんきな顔を見て、ふと疑問が湧きました。

「おい、そういや日ノ岡の妹の受験はどうなったんだ？　あ、いや、言いづらい結果なら別に……」

「ん？　受かったよ？」とあっさりと答えるほむら。

「……よかったじゃん！　じゃあ来年から日吉坂高生ひよこーせいか。ていうか、教えろよそのくらい」

「だ、だって、騒ぐと怒られるんだもの」東野からそんな関心を示す反応が返されるとは思いもよらず、ほむらはちょっと動揺しました。

「ほう。日ノ岡さんの妹さんは日吉坂に進学されましたか……おや、ということは……」

　何かに気づいて、眉をひそめる姫川に、うなずくほむら。

「わかるよ、何を心配してるか───大丈夫。うちの妹は、探検部だけは絶対に入部しないって、天地神明に誓ってるからね」

「ペア校のバカ姉貴から先輩風吹かされたら、たまんねーしな」

「ちょ、なんですとぉ」

「喧嘩はやめて、先へ行きましょう。時間が……」と心配しきりの桑園。




　───昨日とは逆に、島の北側へと向かったほむらたち。北へ向かうにつれて遺跡の密集度は低くなり、建物も全体的に大きくシンプルになっていきました。

「こちらのほうが、年代的に新しい雰囲気ですね。どれだけ時代の差があるのかわかりませんが……」と推測を述べる桑園。

　やがて、島の上部に溜まった水が集まり、段差から滝のようになって流れる場所にたどりつきます。それはよく観察すると、実際、水運のための水路のようでした。今でこそ半ば砂に埋没していますが、都市が生きていた頃には、なんらかの方法で水を循環させて運河として活用されていたのです。

　その水路の一つの水面に、ほんのかすかにさざ波が走ります。

「……地震？」ぴくりと桑園の耳が動きます。「少し揺れました」

「え……？　こっちは何も……うひゃっ、東野くん!?」

　東野は壁を蹴って大きく跳躍し、さらに遺跡の屋根をつたって、たちまち手近な塔の先端に登ります。その場から身を乗り出し島の反対側を眺めると、稜線の向こうから、細く煙が流れてくるのが見てとれました。ほむらたちに向かって叫びます。

「狼煙だ！……赤だぞ!?」

「それは緊急の事態ですね」と淡々と姫川。「何があったのでしょう」

　さらに、ドーン、バラララ……と砲火のような音が届き、桑園がまた身をすくめます。完全にただごとでは無い雰囲気です。

「今の音……崩落か……っ……!?」と東野。

「あっちって、長篠さんたちのいる方でしょ!?　助けにいかないと!?」とほむら。

「……危険の合図だから、うかつに近寄るのは……！」と桑園が警告します。

　塔から飛び降り、ざっと着地した東野が、鼻をひくつかせる桑園に目を止めます。

「……どうした、桑園？」

「空気の匂いが変わったの、わかりますか？……オゾン臭みたいな……」

　部員たちは、出来事の意味をはかりかね、険しい顔の東野に向き直ります。

「最短距離で、狼煙の位置に向かいましょう。来た道を引き返すより、ずっと速いです」と姫川は主張しました。「桑園くんと、あたしだけでも先に行けば───」

「し、閑音さん……もし崩落だったら、僕たちだって不用意に動かないほうが……！」

「そんなことを言う釉ゆうくんは嫌いですよ」

「いや……駄目だ。四人で行動しよう」と鋭く制する東野。「桑園の言う通りだ。でも、長篠たちを放っとくわけにもいかない。慎重に来た道を戻ろう。なるべく急いで。崩落の兆候があったら、互いに教えあおう」

「わかりました。東野くんに従います」「うん。そ、そうだね。怖いけど……」

　うなずく姫川と桑園。

「日ノ岡、こちらから向かう合図の狼煙をあげてくれ……日ノ岡？　おいっ!?」

「……っ……」

　いつのまにか傍らの縁石に手をつき、うなだれていたほむらに、東野たちは駆け寄りました。

「───おい、また……いや違う、この異変と関係があるのか？」

「寒いの……立ってられない……！」

　しゃがみこみ、自分を抱きしめるように苦悶するほむら。そのほむらの胸元から、かすかに漏れる光を見つける姫川。

「魔法の暴走ですか……!?」姫川は、ほむらに寄り添い、手を差し出しました。精霊石を渡してくれ、という意味です。

　ぜいぜい息を荒らげながら、ほむらはたぐりよせたペンダントを、姫川に預けようとします。取り出された若草色の結晶の奥には、黄色とオレンジの光がうずまいていました。

「……あっ……ううっ、待って、返して……！」

　姫川の手に渡った瞬間、精霊石は輝きを薄れさせ、同時にほむらはいっそう苦しげに身を折りました。

「───日ノ岡さん？　だ、大丈夫ですか!?」と取り乱す姫川。

　東野と顔を見合わせ、姫川はうろたえながらも、おそるおそる精霊石をほむらの手に戻します。

　───すると、再び精霊石に光が灯り、ほむらはなんとか息を整えながら、落ち着きを取り戻します。しかしそれでも、いまだ自分の中に生じる、強い違和感と戦い続けていました。肩で息をしながら、なんとかその正体を見極めようとします。

「何か、入ってくるの……！　こんな気持ちの悪い感じ……知らないよ……みんなは感じないの!?」と、自分の胸に手をやりながら、ほむらが問います。

「いや、俺は……」と東野。桑園もまた「な、なにかの気配は感じるんですけど、それ以外は……」と。

「姫川さんも……？」首を振る姫川たちを見て、額に汗ばみながらも、ほむらはほっと表情をやわらげます。「……そう、でも、よかった、私だけなら……それなら……！」

　目眩を振り払い、唇を引き結んで立ち上がったほむらは、高く指先を振り上げて、空へ合図の狼煙を打ち上げました。

　相手の報せに応じ、救援に向かう意志の白い煙がたなびきます。

「日ノ岡……」「日ノ岡さん」不安げな東野と姫川。

「行かなきゃ……」

　ほむらの言葉に東野は無言でうなずくと、ふらつくほむらに肩を貸します。

「歩けるか？」「……なんとか」

　彼の肩を借りたほむらは、姫川と桑園にも手助けされながら、遺跡を訪れたルートを引き返していきます。

（痛みの中に……何か見えた……）

　思わず、東野の腰に揺れる剣に、目が吸い寄せられました。

（……そうだ……戦っていた、私、戦っていた……熱い血を浴びながら、砂ぼこりにまみれて……肺をふるわせるほどの群衆の声を確かに聞いた……）

　指先に残る、重々しい剣の柄の感触。どかり、と頭蓋骨を断ち割る感覚が襲い、びくりと全身が震えます。さきほどまでの胃をねじるような恐怖は、今度は猛々しい高揚感となって、ほむらを翻弄します。

　心配そうに東野がこちらを見つめますが、その生々しい感覚を、なんと言って伝えたらいいのか、わかりません。無言で堪こらえ、ただ彼の肩にしがみつきながら、自分が自分であることを確かめるほかはありませんでした。




　島を降り、海中から遺跡の屋根が林立する奇怪な岸壁が迫った時のこと───

「そっちへイくな!!」

　と鋭く彼らを呼び止める声がしました。遺跡の柱の上に、褐色の少女がしゃがんで、猫のようにこちらを見下ろしています。

「───ブロンテっ!?」

「ニげろ、コワラワども！」と少女は、腕を払って引き返すように指示します。

「あなたがブロンテさん？　今起きていること、何か知っているんですか？」

　そう姫川が尋ねても、少女はじっとにらみ返すばかり。

「……ブロンテ、その背負ってる筒はなんだ？　遺跡で見つけたのか？」と東野。

「オ、オマエたちには、カンケイない」

「あるだろ、噓つけ！」

　少女は金属製──もしや青銅？──の筒を厳重に背中に縛り付けていました。一昨日は目にすることのなかった、少女の身の丈には大ぶりな荷物です。

　ブロンテは柱を蹴って跳躍すると、彼らの目前に軽々と降り立ちます。そして、浅い息で東野にもたれているほむらを覗き込みました。

「このムスメは、どうシタ？……イヤ、コイツは、塵劫術マテマテカをツカう術士、だったナ……」

「日ノ岡さんは……」

　桑園が先ほどからの容態を告げるうちにも、少女はじっとほむらをみつめ、やにわに手を伸ばし、胸元の精霊石を露出させます。

「おい、触んな！」

「このムスメ……《サカシキの砦とりで》の封印をトいたヤツか……コイツか……」

「……なんのことだ？」東野の問いに少女は答えません。

「東野くん……震動が近づいてる……！　何か来るよ」桑園が警告します。「遺跡の崩壊が連鎖してるんですか？」と姫川。「もっとはっきりしてる。なんだろう……」

「……また狼煙だ！」

　そうするうちに、東野は空にまた新しい狼煙の合図を発見します。

　負傷者あり、尚、警戒を続けよ、という意味の緑と白、遅れてオレンジ色の煙です。

「誰か怪我をしたようですが……でも、直接の救援要請ではない、ということは、逆に言えば命に別状は無いということですね」小さく息を吐いてほっとする姫川。

　それに反して、ブロンテは何かを恐れ、きょろきょろと焦りだします。

「シカタない……力の石、ヒトツで、手をウってやる。ムスメの石をヨコセ」

「あ？……なんだと!?　駄目だ、渡せねーよ……ていうか何か知ってるのか!?」

「イヤなら、カッテに死ネ。コワラワたちのことなど、ナニもイわれてない」

「そうか、やっぱり傀儡師の指示で来たんだな？」

　はぐっ、とまたもや慌てて自分の口を押さえ、憮ぶ然ぜんとする少女に、東野は続けて言いました。

「いいか、ブロンテ───ボロボロで川に浸かって、死にそうになってたおまえを助けたのは、俺だけじゃねーぞ。稲荷先輩もだからな！　だったら、先輩のぶんの借りも、今ここで返せ！　借りは返すんだろ！」

「…………っ……」

　歯を剝むき出し、フーッ！　と吐息に怒りを込めて、東野をにらみ返すブロンテ。

　ぎりぎりと歯がみしながらも、さらに遺跡の奥へ向かって走り出した少女は、彼らに向かって手袋の手で、手招きをしました。




　少女の背を見つめて追う東野たち。

「あれが、宝……？」

　時折、背中の筒の容器から水音が聞こえてきます。中身は液体でしょうか？　しかし水筒にしては妙だ、と東野はいぶかります。

　そんな彼らに、ブロンテは移動を続けながらとつとつと告げました。

「───サカシキの砦は、生者と死者をワける砦だ。その砦の封印をトいたから、シんだハズのモノタチが、ヨミガエった……」

「蘇よみがえった？　なんなのですか、それは…」と姫川。

　ぶるる、と震えるブロンテは、無意識のうちにトーガの布の下にある自分の右肩を押さえ、歯を食いしばります。

「───巨人ダ……巨人タチ、ダ……」そして、ほむらを振り返ります。「この、ムスメは、呪われた、きっとナ。ブロンテと同じダ」

「まさか、その巨人が、襲ってきてるの？」と桑園。

「ソウだ。タブン、ナ」

「た、たぶん!?　いやだぁ……」

　ブロンテ自身もまだ直接目撃していない、という脅威を避けながら、東野たちは仲間たちと合流しようとつとめます。

　逃避行は、未知の遺跡での、困難な移動となりました。

　島の中央部分の峰、つまり浮上前の島であった方角をめざして登とう攀はんしていけば、反対側の岸に出られます。しかし東側の斜面の傾斜は険しく、西側から来る海流の陰となりほとんど流されることなく残った元海底の土砂によって、崩壊しやすい危険な傾斜となっていました。

　突き出した建物の尖塔を、八はっ艘そう飛とびしていくような移動をするならともかく、身体状態に問題を抱えたほむらを連れての突破は困難が多すぎました。そのため島の北側を大きくまわるコースを取らざるをえません。

　それでも、昨日のうちに島をあらかた探たん索さくしたというブロンテに先導され、待ち構えていた幾つもの行き止まりを回避しながら、危険地帯を迂回していくことができました。

　移動途中の遺跡では、何日間もニュースサイトを席巻しそうな、美しい都市生活の痕跡や、色鮮やかに残された壁画など、風変わりで貴重な遺物を幾つも見かけましたが、資料の採取はもちろん、写真に収めている暇もありません。また再度の調査を誓いながら、名残惜しく後にしていきます。

　視界が開けるたびに、海にも視線を向けますが、海上からの救援の気配はありません。ということは、ボートが使用不能となった、そして花屋敷部長の水上移動の魔法を使うべきではない、または使えない状態にある……という憶測が立ちます。

　周防がいれば、ボビーの仲間たちを迎えに寄越すということが出来たのかもしれませんが、石見や名草たちでは、この危険な海でそこまで彼らに強制をすることは出来ないのでしょう。

　何者かの接近を警戒する桑園には、ぱたりと震動を感じられなくなりました。ある程度の距離を確保できたのだ、と思いたいところですが───それでも、目に見えずほむらを苦しめる違和感は消え去ることがなく、いまだ脅威の存在を示していました。

　思えば、数日前からそのものは、この近海に居たのかもしれません。

「……っ……！」

　立ち止まり、東野に支えられながら、かろうじて唱えた狼煙の魔法は、煙の収束が甘く、色も薄すぎて、島の反対側へ伝わったかどうか怪しいものでした。

「東野くん……あの癇かん癪しゃく玉だまは？　湯ゆ花わ玉だま……は？」

「ねえよ。持ってこれるわけねえだろ。おい、しっかりしろって」

「じゃあ……やっぱり私がやるしかないね……」

「日ノ岡は、今は逃げることだけ考えてればいい」

「そうはいかないって……それじゃ、私、ずっと魔法使い見習いのままでしょう……何か、考えなきゃ……」




　アップダウンを繰り返して、ようやく完全に島の反対側、西側の岸辺にまで移動すると、移動は幾分と楽になりました。

　島裾には、あちこちに海流によって形成された、幅の短い砂州が姿を現しつつあり、その上を、ほとんど障害物無く駆け抜けていくことが出来ました。

　しかし当然ながら遮るものが無く、海方向へ無防備になることが東野は気になりましたが、移動時間の短縮とほむらの負担の軽減を考えて、先導するブロンテに異を唱えることはしませんでした───その計算が、裏目に出ます。

「……ウッ……」

　ブロンテが違和感を感じて立ち止まりました。

　背中に縛った金属筒をずらして両手に持つと、その腕のなかで、筒はガタガタと独りでに揺れ動きます。激しい振動で、慌てて取り落としそうになるブロンテ。

「ア……ワ、ワ……コイツッ！」

「な、なんなんですかそれ？　生き物？」とおっかなびっくりの桑園。

　筒を抱き留めながら、じっとりと汗を垂らすブロンテ。

「マズい……チカくにいル……ッ……」

「ちょ、どういうことだよ！　それじゃ、先回りされたってことか？」戦慄をおぼえる東野。「その筒で判るのか？　何処だ？　山側か、それとも海側か!?」

　筒は激しく揺れています。さらに青ざめ、詰め寄る東野からあとじさるブロンテ。そのまま、ほむらたちを置き去りにしていくのでは、と思われるような表情を見せながら。

「アイツは、コレを、ネラってるんだ……！」

「じゃあ捨てるんだ！　命より大事な宝なのか！」

「……ッ……ソウダッ！　コレがあれば、ブロンテは、ブロンテを買いモドせる！」

「……買い戻す……!?」

　姫川が東野の肩を摑んで引き寄せました。

「東野くん───！　あちらを！」
















「…………っ……!!」息を吞む東野たち。

　海面をうねらせ、ついに追跡者がその正体を現あらわしました。

　浅瀬の波を激しく蹴立て、周辺の遺跡をいともせずはじき飛ばし、まっすぐこちらに突き進んできます。

「ウ、ワッ……」ブロンテもまた驚愕に目を見開きます。

　彼らはとりもなおさず駆け出しました。

　海中より姿を現し、砂州の上をのたくるそれは、いまだかつて誰も見たことの無い異形。強いて言うならば三つ首の海竜。全身に泥と海棲生物をまとい、その口に無数の牙をのぞかせる、まさに海獣───神話上の怪物の如ごときおぞましい姿でした。

　追跡されながらでは全貌をはかりかねますが、その三つ首と、太い胴部、そして尾ひれを含めると体長は優に十五メートル以上はあるようでした。体重など見当もつきません。ただかすめるだけで、人間など、たちどころにくず肉にされるだろうとわかる、圧倒的な力がつたわってきます。氷原でセイウチに追われた経験などは、もう吹き飛んでしまいました。

　ほむらは、東野の肩を借りて駆けながらも、詠唱の言葉をつぶやきます。

「ＣｂＨｉⅡカルボディハイドラ－ＯｘＨｉオクスィハイドラ……」

「日ノ岡さん、魔法を!?」「……粘着炎、点灯夫ランプライターの呪文か!?」

　姫川と東野に頷きながら、ぐっと、その場で立ち止まり、振り返ったほむら。

「……ＯｘＨｉオクスィハイドラ!!」

　一連の高度な呪文を、素早く唱えきったほむら。

　液状に凝縮された熱エネルギーの渦流が、追っ手の海獣にふりそそぎます。

　火蜥蜴サラマンダーに対しては、ほんの一時的ではありましたが、効果が見込めました。相手が海の生物であるなら、より効果的なはずだと、ほむらは考えたのです。

　しかしそれもまた、彼らが死地に近づくきっかけに過ぎませんでした。

「……っ……ええっ！」

　凝縮され、液状となった高熱のフィールドは、確かに彼の怪物の首の根元に降り注いだのですが、わずかに白煙と異臭を発したのみで、まるで最初から何もなかったかのように減速せず追いかけてきます。

「効かない！　ま、またぁ!?　そんな……精霊石でブーストもしたのに！」

　詠唱の一時的な疲労と、なんら効果が見られなかった落胆とで、膝をつきそうになるほむらを、東野がかっさらうようにして抱きかかえます。

「……うひゃっ、ちょ、東野くん！」「四の五の言うな！」

「どういうことなんです……あんな生物がいるとは……!?」と焦りをこらえる姫川に、ブロンテは独り言のように呟きます。

「塵劫術マテマテカはキかない……あれがホンモノなら……術はキかない！」

「生き物じゃありません！　何かの機械です！」

　そう叫んだのは桑園です。

「───機械？」と眉をひそめる姫川。「なんでわかるんだ！」とさらに問う東野に、桑園が答えます。「牙の奥、なにか感覚器官があって、口が完全に塞がってます！　あの巨体で食事に不都合な器官なんてありえない。それに、この音……！」

　桑園だけには、東野たちには聞こえない、生物を否定する音が届いているようでした。

「機械……いえ、釉くん、東野くん、あの怪物───まるで大きな腕先のように見えませんか!?」と姫川。

「腕だって……？」逃げながらも、かろうじて後方を観察すると、細長い首のように見えるものは、手のひらの中央の三本の指、そして、砂に埋もれて見えにくかった下部には、親指と小指に相当するような二本の器官が確かにあり、足となって地面を蹴っているのだとわかりました。

「…………っ……」

　姫川の言葉で、怪物への先入観が薄れ、その代わりに、異なる脅威への想いが東野の胸に湧き上がってきます。

「じゃあ───巨人の腕だって言うのか？　あれが!?」

　───ひたはしる彼ら。地球の高校生の彼らであったら、とうに追いつかれてしまっていたことでしょう。虚惑星上での筋力増大に助けられ、今だけはかろうじて、距離をとっていられます。が、しかし、この砂州が途切れてしまったら、その時が一貫の終わりとなることは明白でした。島の内部へ逃げようとも、海獣は遺跡を破壊し、たちまち追跡してくるに違いありません。

「……ヤッパリ、コレカ……！」と悔しげに自分の荷を見るブロンテ。「トーヤ！　オマエたちは、あっちにニげろ！　足手マトイだ！」

「そういうわけには行くか！　囮おとりになんか出来ねえよ！」

「オマエ馬鹿ダナ！」そう言われ、心底忌々しそうに舌打ちするブロンテ。「……チッ、クレてやル！　ムこうにナげつけロ！　コイツが囮だ！」

「はい？」突然、少女から手渡された、ぶるぶると震える筒を、姫川は取り落としそうになります。それを「かして！」と桑園が抱き取ると、渾身の力をこめて、遺跡の陰となる方向へと投じました。小柄ながら、高重力下で鍛えられた桑園の筋力は、その重い筒を見事に遠ざけます。

　ところが───海獣はほんの一瞬、その場に立ち止まったに過ぎませんでした。

　彼らが、ほとんど距離を稼げずにいるうちに、筒に向かうこともなく、すぐさま追跡の暴走スタンピードを再開します。

　愕然とするブロンテ。「……ッ!?　ナンデ!?　カエせ、トってコい！」

「おまえが捨てろって言ったんだろ！　いいから走れ！」と叱咤する東野。「な、なんかごめんなさい！」と桑園が情けない顔で謝ります。

「あれが機械で、捕食のための行為では無いのだったら、あたしたちの何を追っているんです？」と再びブロンテに問う、姫川。

　少女は激しく首を振ります。「ワカラない！」




　小山のように盛り上がる砂州を駆け上がる東野たち。

　息を切らせ、体力の限界が見えはじめた東野に「もう、降ろしてくれて、いいから、東野くん！」と乞うほむら。

「ああ……でもよ……」と、東野が答えきる前に、海獣が突進してくると、小山に衝突し、大きく地面が割れました。

「───！」

　がぱりと、割れて、砂と共に落ち込んでいく、数々の巨石のブロック。

　東野たちの足もとには、広大な空間が広がっていました。砂の流入と共に、崩壊は広がり、開口部は大きくなっていきます。埋もれていた巨大なドームが、衝撃に耐えかね、崩落したのです。

　海獣はその空間に、丸ごと落ち込みながらも、もがき、這い上がろうとします。

　そうして初めて見ることのできた、海獣の全身───その全貌は、確かに途方も無く大きく、歪いびつにゆがんでしまった、人間の下椀の形をしていました。

「巨人の腕、か……！」と東野。

「……人が！」さらに下方を指差して、息を吞む桑園。「……っ……」姫川も口元を手で覆い、顔をこわばらせました。

　穴の底に広がる空間には、何百人という、たくさんの人間たちの姿がありました。身を寄せ合い、そこで命尽きたのだろう人々が、暗闇のなかで、死者となって朽ち果てていました。巨人の腕は、その亡骸を踏みしだき、蹂躙しながら、尚もほむらたちに迫ろうとするのです。

「やめて……っ……」ほむらからも呻きが漏れます。

　しかしブロンテが無情に目を見張ったのは、亡骸ではありませんでした。

「アレ、は……っ……！　こんなトコロに……!!」

　彼らの集う、祭壇のような場所に、先ほどまで彼女が後生大事に運んでいた金属の筒が、幾つも器具に固定され、立てかけられているのです。

「───やめろ、ブロンテ！　戻れ！」

　東野の制止も聞かず、流れ落ちる砂の中を、穴の中へと駆け下りていくブロンテ。

　そこへ───崩壊とともに、地面ごと落ち込み、海抜下にまで下がっていた彼らめがけて、海水が波となって押し寄せてきました。

　四人はたちまち、激しい波に揉まれ、散り散りに流されてしまいます。




　真っ暗な水中で、濁流となったうねりに揉まれ翻弄されるほむら。

　海獣の叫びにも似た苦痛が重くのしかかるなかで、彼の手を離してしまった、そう気付いた時ほむらは苦々しい死を意識しました。その、刹那───

《……ほむらさん……！　手を……！》

　それまで絶え間なくほむらを襲っていた、不快な心象をかき消すように、鮮烈な声が、胸に届きました。

　がむしゃらに濁流に腕を伸ばして、手応えのあるものを無我夢中でさぐります。

　すると、ほむらの手を、はっしと握り返す感触がありました。




　強い力で引き寄せられ、抱きかかえられると、ほむらは勢いよく水面へと浮上していきます。

　海面に浮かび、立ち泳ぎながら、向かい合ったのは意外な相手でした。

「───稲荷先輩!?」

「ハイヨー！　騎兵隊だ！」びしょぬれの稲荷が微笑みました。

　彼女の背後には、ハーネスを装着した一頭のシャチが泳ぎ、渦をまく濁流から二人を守るように力泳していました。

「ほら！　摑まって載せてもらいなさい！」

「は、はいっ！」

　ハーネスを摑み這い上がろうとほむらが試みるのを確認して、稲荷はさらにもう一人の救援者を振り向きます。

「───さあ、残りの連中も、とっとと、見つけて！」

　へっぴり腰でもう一頭のシャチにしがみついている、七久保小枝の姿でした。

「ムチャいわんといてぇな！」と稲荷に怒鳴りかえします。

　そういう間にも、姫川と桑園の二人が抱き合いながら、海面に浮上し、七久保の乗るシャチに向かって泳いできました。

「よっしゃ！　すぐ、花屋敷部長と、周防さんが来よるからな！」

「まだ東野くんと、ブロンテが！　下に！」と叫ぶほむら。

「うん！　あと二人だな！」と稲荷。

　彼女が、さらに現れた三頭目のシャチに向かって泳ぎつくと、再び共に海中へと潜ります。

　揺れる波間で、シャチの背にまたがりながら、必死にほむらも首をめぐらせて、彼の姿を探します。

　───そこへ、恐れていたものが、またもや姿を現します。

　豪快に海面を盛り上げて、あの海獣が、異形の顔をのぞかせました。

　ひゅぅぅ、と驚嘆しながらも、七久保が挑戦的に相手を睨み付けます。

「こ、こいつかい！　ボートぶっ壊してくれよったのは!?」

「ボートを？　きっとそうで……えっ？」

　ほむらと七久保たちの前に現れた海獣は、今度はこちらを追跡するような動きをみせることなく、しきりに海中へのダイブを繰り返して、周囲に猛烈な波を揺り起こしはじめました。

　シャチたちもおののいて、甲高い鳴き声をはりあげます。

「く、来るなってば！　東野くんたちを探す邪魔をしないでったら！」

　先ほどの不思議な声のあと───集中力の戻った感触を得たほむら。

（Ｈｉハイドラ……Ｏｘオクスィ……Ｍｇマグナ……Ａｒアルゴス！）

　片腕でシャチの背びれに摑まり、素早くたＰいトまーつチの呪文を唱えると、ありありと掌てのひらに反動と熱を感じながら、腕の先に紫がかった高温の炎が伸び、鋭く収束します。出現した炎の刀身を怪物を威嚇するように振りかざします。

　シャチが海獣を避けようとする、そのすれちがいざまに、腕を振り絞って刀身の先を、相手の首を切り落とさんばかりに突き立てます。プラズマの火炎でなぎ払った軌跡のまま、海獣の首の表面が赤熱します。

「…………っ……！」

　しかしまた、あえなく炎は、吸い込まれるかのように、ほんの表面を焦がすのみ。

「アホゥ！　バケモン相手に、なに遠慮しとんねん！」自分の力の無さに歯がみするほむらを、叱咤するように七久保が叫びました。「炎の剣フランベルジュはなぁ、こう使うんや!!」

　振り上げた七久保の腕先に現れる、炎の剣。

　ほむらのそれの二倍の長さはあるまばゆい刀身を、実際には触れぬまま水平に持ちかえると、海獣めがけて勢いよく投げかけました。

「どやぁ、もういっちょぉ!!」

　相手の赤熱が薄れるよりも素早く、立て続けに投射される───炎の槍フランジュビリ。

　それまで、まさに機械的に動いていた海獣が、はじめて他者の存在を認めたかのように、動きを止め、意志を持った動きで、ゆっくりと七久保を振り向きました。

「…………フッ」

　髪を濡らし、青ざめながらも、海獣と対峙しながら笑う七久保。

「こ、こっち見てますよ!?」先に姫川を乗せ、自分はシャチのハーネスに摑まったまま海中にいる桑園が悲鳴をあげます。

「よ……よっしゃ、このまま、引き寄せて逃げよ……泳ぎならこっちのもんやろ……たぶん」と七久保。

「ええっ……閑音さん、日ノ岡さんのほうへ……っ」

　そんなやりとりをよそに七久保は、威勢良く海獣に叫びます。

「見てみい、バケモン！　魔力源ならここにあるでぇ！　来てみぃ！」

　そう言って、七久保が取り出したのは、チェーンにつながれた転送環でした。

　ほんのりと青く輝く、小さな銀色のリングを視界に入れて──それが眼球であるならば──海獣はまた、ぴくりと反応を示します。

　おびき寄せるように、シャチの背に中腰で立つ七久保。

　そこへ───「ナナ！　あんまり挑発すんな！」と声を上げたのは、浮上して海面に姿をあらわした稲荷でした。東野、そしてブロンテの二人を、シャチに摑まらせています。

「東野くん！」と喜色ばむほむら。そして、ぐったりとしているブロンテの腕に、例の筒をみつけて、また血相を変えます。

　海獣は猛烈な勢いで東野とブロンテのシャチへと向かうと、首を伸ばしておどりかかりました。

「───東野！　潜れ！」と叫ぶ稲荷。頷いた東野は、迫る海獣を見据えて体をひねり、間一髪、シャチごと身をかわします。

「アーッ！　アーッ！　宝ガ！」

　思わず手の緩ゆるんだブロンテから離れた筒は、もはや海獣の牙の下にありました。

　めきめきと牙にかみ砕かれると、果たして筒の内部からは、どろりと銀灰色の液体が漏れ出します。さらに、海中からもたげた他の首たちも、同様にその牙に金属筒をたばさみ、次々とかみ砕きます。

（……あれは……！）

　外光のある明るい場所で見るのは初めてでしたが、その特徴ある動きで、漏れ出た液体が何かほむらには察しがつきました。そんな心中を言い当てるかのように、七久保が息を吞み、驚愕の声をあげます。

「なっ……『魔ま法ほう液えき晶しょう』か───！」

　かすかな緑色の燐光を発しながら、海獣の牙の合間からこぼれた液晶は、重力にさからうようにしてその怪物の体を這い、その隅々に、すべらかに浸透していきます。まるで、そこが元から、本来自分たちの居場所であったかのように、ごく自然に。

　───やがて海中にある胴体まで、その全身が光に包まれました。そして、空をあおぐように、何かを摑み取るかのように、巨体を伸ばしたかと思うと───

　バンッ、と激しい放電をともなって、海獣はその場から完全に消失しました。

「…………!!」

　海獣が占めていた空間に、勢いよく海水が流れ込み、高い水柱が立ちます。

　濡れた肌がびりびりと震えます。耳が破れるような衝撃で、シャチたちの数頭はぐらぐらと数分の間、意識を失ってしまったほどです。

「消え……た？　どこかへ転移……した？」落胆してうなだれるブロンテを抱えたまま、東野が呟きました。

「魔法液晶で転移って、それじゃ東野とほむらが転移した時と同じじゃない」と呟く稲荷。「……それに今の強烈な放電……感電して死ぬかと思ったけど……何かしたナナ？　あなた大丈夫だったの？　ねえナナ!?」

「ナナナナやかましい。うちにもようわからんわ！」




「オホン……」

　わけもわからぬまま、文字通りに、危機の消え去った海上で、シャチたちと共に身を寄せ合い漂うほむらたち。

「あー、こんな時やけどー。ええか、ＵＮＰＩＥＰ本部からの指令を伝えるで。一応、これが第一目的で来たんやからな───」

　既に打ち上げた狼煙の下で救援を待ちながら、少し疲れた様子の七久保が、一人一人彼らの顔を見つめて告げました。

「───ＵＮＰＩＥＰに所属する、全調査官に通告する。本日をもって、全すべてのミッションを中止とする。虚惑星滞在中の調査官は、可か及きゅう的てきすみやかに地球へ帰還すること。

　日本支部の放浪者対策チームは解消とし、ＵＮＰＩＥＰの巨人対策本部へと、その一部が移行される。尚、うちら一般調査の活動は……ベースキャンプ維持の入星も含め、この戒厳令が解かれるまで禁止とする。禁止措置は無期限。活動再開時期は───未定や」
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　その後。

　虚惑星の長門水産担当区域に向かった周防奈々美部長、以下、十四名の調査官たち。

　そして、急きゅう遽きょ、増援として派遣された、七久保小枝と稲荷直の二名。

　府立南雲の相月と、長門水産の石見の二人は、それぞれ遺跡の崩落と、正体不明の海獣を回避する際に巻き込まれて負傷しましたが、どちらも比較的軽傷で済みました。

　虚惑星人のブロンテは、襲撃の後の混乱の中で、いつのまにか姿を消していました。




　ほむらたちが虚惑星にいる間に、すでに地球側では最初の異変のニュースが報じられ、帰還後もまた、巨人関連の続報が次々とニュースサイトのトップを飾ることになりました。

　長門水産区域において、ほむらたちが実際に経験した、正体不明の海獣との接触もまた報道され、全国各地の探検部に在籍する高校生、部員数名が巻き込まれたことも、日本国民の知るところとなりました。

　さまざまな報道メディアにて「間一髪」「あわや大事故」「恐ろしい虚惑星の怪獣」「地球に迫る脅威!?」───そんな浮いた見出しが飛び交い、ふだん、虚惑星をまったく意識せずに生活している人々の目にも触れるようになります。

　せっかくの長門水産の大発見、巨大都市遺跡の浮上の報告もかすんでしまいました。

　ニュースは日本だけでなく、南米ブラジル、北米アメリカ合衆国の担当区域からも発せられていました。各地に鮮明な痕跡が残されていたのです。

　特に鮮烈に視聴者や読者の目に残ったのは、ブラジル連邦共和国のマナウスを拠点とする、南米合同チームの担当区域。虚惑星の低重力地帯で目撃された、異形の怪物の姿でした。

　───そう、過去にほむらたちが転移試験によって向かった場所です。

　遠方から撮影された、やや不鮮明な望遠写真。楕円形の劇場遺跡に重なる、ワニの様な、は虫類を思わせる野太いシルエット。

　高さ三十メートルはあるというコロセウムの外壁を、うねりながら乗り越え、たやすく破壊していくその怪物の姿が、連続写真として撮影されました。

　撮影後に、劇場遺跡へと向かった調査官たちが見たものは、遺跡の内部で忽然と姿を消したとおぼしき、もぬけの殻の姿でした。

　どこからか忽然と現れた怪物は、また続けて何処いずこかへ転移したのです。

　他の担当区域においても、累々と樹木をなぎ倒しながら長距離を移動する、巨大生物らしき痕跡が見られました。それもまた、その本体は忽然と姿を消しているのです。




　あの遺跡の島にいたほむらたちの元に、稲荷と七久保が迅速に現れたのは、そんな怪物の痕跡をいちはやく確認し地球に戻った、南米チームのエストレーリャ二等調査官からの報告を受けての行動でした。彼女もまた、ほむらたちの命の恩人……ということになります。エストレーリャは、過去の花屋敷との議論で、長門水産区域に転送遺跡の存在の可能性があると直接知っていました。




　気の早い無責任なメディアが、一連の出来事は怪物による地球への侵攻である、と騒ぎ立てましたが、地球においては、異形の怪物の姿は目撃されてはいません。

　しかし、かねてからの地盤の陥没現象は、この虚惑星でうごめく怪物と、さまざまな憶測で結びつけられ語られるようになります。

　中華人民共和国の担当区域においても、同様の異変が起きている、という噂がまことしやかに流れますが、中国支部そして政府当局も沈黙を貫き、あるいは記者団から投げかけられた推測を完全に否定しました。




　───そして、虚惑星の帰還から、数日後の夕方。

　帰宅したばかりのほむらへ、藤森稚鮎からの控えめなメッセージが届きます。

　世界的な事件を受けて、ＵＮＰＩＥＰ日本支部の管理官として多忙になり、学校での授業時間も自習となっていた現国教師の藤森からです。

　今夜、ちょっと時間がとれそうか？───という、なんだか個人的な雰囲気の連絡。

　彼女に気を遣って、手をわずらわせることを避けていたほむらは、そんなメッセージを目にして、遠慮無く折り返しの音声電話をかけました。

『ああ、きみか』

「モリちゃん、顧問やめちゃったのかと思ってましたよ？」

　と多少なりとも、不満を込めて電マ話イ口クに詰め寄ります。

『ごめん。言い訳できん。なんだが……実は頼みがあってな』

　久々に自宅に戻っているところだ、と話す彼女。

『女王レジーナのヤツが、きみに会いたいってさ。せっかく日本に来てるから、一度会って挨拶だけでもしときたいんだと』

「レ、女王レジーナって……み、ミス・チャンドラー!?　メイヴェルさんが!?」

『そう。今、うちに寄ってるんだ。あたしのマンションは知ってるよな。そいじゃ、よろしく』

「ちょ───」

　と一方的に藤森は用件を告げて、電話を切ってしまいます。




　決心したほむらは、在宅中の母に、外出の断りをいれました。

　ほむらの両親と家族は、すでに藤森顧問からの直接の連絡を受け、安全が確認されるまで、虚惑星への調査は行われない旨が伝えられています。

　加えて、ＵＮＰＩＥＰ日本支部の通達してきた基準は、四等以下の調査官の虚惑星への入星禁止でした。虚惑星の滞在期間の問題で、国内には三等以上の一年生は一人もおらず、ほむらたち一年生は、全員が自動的に門前払いです。

　またもやその藤森からのお呼ばれ、と聞いて、母は少し寂しげな表情を浮かべました。けれど、

「行ってらっしゃい。遅くなるときは連絡してね」

　そう微笑んで、ほむらを送り出してくれました。




　国連監査官メイヴェル・シュリニヴァーサ・チャンドラーが、東京で行われるＵＮＰＩＥＰの特別な会合のために来日している、という話は、すでにほむらもニュースで見聞きしていました。

　詰めかける多数の報道カメラに向かって、涼すずやかに受け答える、メイヴェル。そのかたわらには天竜代表、そして大嵐岬副代表の姿もありました。

　次々と差し向けられる、不安を煽るような問いかけに、流暢な日本語を駆使して、事実を正確に述べ、憶測はあくまで憶測に過ぎないと釘を刺し、そして、日本を代表する天竜主馬が、いかに信頼に足る優秀な調査官であるかを、ほがらかに語ります。

　ミスター・テンリュウ、ミスター・オオゾレが、このタイミングで日本にいたことは素晴らしい幸運であり、彼らの力を得て、必ずや事態を収束に向かわせることができるでしょう、と希望を示しました。

　高校入学前のほむらのような探検部や虚惑星にまったく関心の無かった国民でも目にするくらいに、一気に国内での露出が増えた彼女。その特異なプロフィールや、虚惑星調査とは関係のないあどけないスナップ写真までもがネットやメディアにあふれ、一躍、美少女アイドルのような扱いです。スクリーン越しにでも、メイヴェルと会話したことのあるほむらは、ちょっとだけ誇らしい気持ちになったものです。

　……が。




　藤森のマンションに着いて、ドアを開けると「２２１Ｂ」の文字とヴィクトリア調のドアノッカーが描かれた黒い玄関マットがほむらを出迎えました。

「こんばんは、アメちゃん……メイヴェルさん……もういるの？」

　玄関の三た和た土きの端に、ワインレッドの小さなパンプスが目に入ります。ひっくり返って転がっていたそれを、きちんと直しながら、雨乃はにこやかに出迎えます。

「ハイ！　いらしてますよ。ほむらさんは、こちらへいらっしゃるの初めてでしたね。なんだか嬉しいです」

「あ、うん、そうだったね。アメちゃんも今度、うちに来るといいねぇ」

「はいぜひ。今日は泊まっていかれるといいですよ！」

「それは、モリちゃん次第かな……」

　ちょっと緊張気味のほむらですが、廊下の奥のリビングからは、随分と騒がしい音声が届きます。

「……映画でも鑑賞中なの……？」

「いつものことですから。女王レジーナがいらした時は」

「───ん？」

　と首をかしげながら、ほむらは奥に通されます。




　部屋に入るなり、待ち構えていた女王からの洗礼にほむらは啞然となりました。

「ヤダヤダヤダヤダ、あーもーやってらんなぁーーーい！」

「ぶははははっ！」

　癇かん癪しゃくを起こすメイヴェルを、藤森もまた豪快に笑い飛ばしました。

　彼女の正装であるところの、インドのサリー衣裳を着たメイヴェルが、リビングの真ん中で、それはもう見事なだだっ子ぶりを披露中でした。

　ソファからずり落ちながら、ごろごろとカーペットの上を転がり、素足でフローリングをばったんばったん鳴らします。

　すごく高級そうなサリードレスはしわくちゃになり、ぽんぼんと宙を飛び交うクッションが、部屋に飾られたアンティーク品を襲いますが、そのたびに雨乃がはしっとキャッチして、事なきを得ます。

「日ノ岡さあ、ちょっとこのガキンチョの相手してやって」と藤森。

「ええっ」

「あたしちょっと急ぎのデスクワークがあるから、手が離せなくってさ」

「はいぃ？　サクリファイスぅ!?　ちょ、モリちゃん……！」

　よもや、メイヴェルがほむらに面会を希望、というのも、藤森のでっちあげなのか……！　と緊張が走るほむら。

　そんなほむらの心配をよそにメイヴェルは、

「紅茶だけ出されたって、意味ないでしょーがー……」

　と恨み言を吐いて、こちらを、じとーっ……とねめつけます。そこでようやく、ほむらの到着に気付いたかと思いきや、女王陛下の号令が。

「ホムラァー！　アイス買ってこーい！」

「あ、あの、えっと、アイ・アム・ミス・ヒノオカ……」

　と戸惑いつつ、自分を指差し、なけなしの確認をするほむら。

「ピィノ！　ピィノ買ってきて！　ダッシュ！」

「は、はいっ」




「女王っていうより、わがまま王女だよね……」

　ぼやきながら、最寄りのコンビニからほむらが戻ると、さきほどマンションを訪れた時には、暗がりで気付かなかった、ものものしい黒塗りのリムジン車が目にとまります。

　ほむらがロビーの自動ドアを通過すると、周囲で配置につくスーツの男性が、なにやら小声で無線に指示を送っていました。

（ひぇぇ……ＳセキュリティＰポリス付きだ！……そ、それはそうだよね……国連からの大事なお客様で、あのチャンドラー博士のお嬢様なんだものね……）

　虚惑星のマスターキーを左右する立場にあるチャンドラー博士の家族が、誘拐やテロといった政治的な危険にさらされないはずがありません。ほむらのことも当然チェックされているのでしょう。

（そんな、国をあげての賓ひん客きゃくに、アイスをパシらされる私……）

　誇らしいのか情けないのか、よくわからなくなってきました。

　再び、藤森のリビングに戻ると、床にはサリーや下着が無造作に散らかり、メイヴェルも藤森も姿を消していました。

「い、いない……まさか、裸一貫で虚惑星へ行ってしまった……!?」

「メイヴェルさんでしたら、お風呂に入っていただいてますよ？」と雨乃。

「うん、知ってた」

　と仕方なさそうに、衣服をつまんで畳むほむら。

「あははっ。今日は一日中、会議に、その合間の取材に、政府関係者との懇談会にと、とてもお疲れだったみたいですから……」と雨乃。

「でも、ホテルとかに戻らないで、モリちゃんのとこに来たんだね」

　浴室からは、彼女のハミングが聞こえてきます。多少は機嫌が直ると期待。藤森本人は、さきほど言ったように書斎に引っ込んでしまったようです。ちょっとメイヴェルのサリーを拝借して、セーターの上から軽くまとってみたりするほむら。

「ちよっとは女王レジーナっぽいかな？」

「……女王らしいかどうかはともかく、ほむらさんはなんでも似合いますねえ」と雨乃は羨ましがりました。

　人心地ついて、初めて目にする藤森の部屋を見回してみると、それはもう一貫して英国関係のグッズばかりが目に入ります。

　英国好きな藤森の趣味がぞんぶんに表れた、ここだけ彼の国の不可侵空間なのでは、と思われる内装です。それでもなかなか雰囲気のある、居心地の良い部屋となっていて、ほむらは藤森をちょっと見直します。

「これって自分で揃えたんだろうな……このくらいセンスを発揮できるなら、あのがさつなスタイルはなんとかならんものかね。一年中ジーンズだし、さっきシャツなんか男物だったよ？　適当すぎる」

「稚鮎さんの私物がある部屋は、もうちょっと混沌としてますけれどね？」

「ほほう」目を輝かせるほむら。「……でもそれってきっと、迂う闊かつに侵入したら、あとでひどい目に遭う系の部屋だね？」

「はい、そうですね。でも、メイヴェルさんにだけは、昔から許しているみたいですけれど」

「いったい何があるのだ……」




　───入浴後、藤森から寝間着を借りて、髪をおろしたメイヴェルと共に、軽食をいただきます。食事をとるにも、雨乃と差し向かいでは、一緒に食事という雰囲気になりにくいものですから、ほむらが同席してくれたことを雨乃自身も喜んで、こちらをにこにこと眺めています。

　話題は、好きな音楽アーティストのことだとか、モリちゃんの悪口とか、駅前にある不ま味ずいけどなかなかつぶれないカレー屋さんの話だとか、かなりどうでもよさげな世間話。

　お喋りしつつ、こうして、制服からも正装からも離れた彼女の姿をあらためて見ると……、身長も妹の月つゆとあまり変わらず、年齢は月よりもさらに一つ下にあたるはずで、メディアから受ける印象とはうってかわって、こんなに小さな女の子だったのかと感慨がこみあげてきます。

　ついつい探検部の話や、世間を賑にぎわせている怪物の話題が口にのぼりそうにもなるのですが、それをまた慌てて吞み込みます。

　さきほどの彼女の、鬱うっ憤ぷんの発散ぶりを見たばかりのほむら。旧知の藤森のもとへ、羽を伸ばしにやってきたのだろうメイヴェルを、また厳しい世界に引き戻してしまうのは心苦しいです。それでも彼女はこんなふうに言ってくれましたが。

「あなたと、お話ししてみたかったのは本当だわ、ファイヤーガール」

「はあ……こんな話でよければ……」

　結局、藤森宅に一泊する旨を実家に伝えてまたリビングに戻ると、仕事をすっかり終えた（ことにしたらしい）藤森が、またリビングに合流していて、メイヴェルご所望の日本のアニメ鑑賞会が始まっていました。

「いつも同じの観てない？」とほむらがぽつりと口にすると、

「これは第三期ですよ！」「きみはこの作品の良さが全くわかってないな！」と雨乃と藤森が揃って憤慨したり……、

「アハハハ、これ、この悪役だかなんだかわかんない人、舎人主任にそっくりでおかしいったらないの」とほむらがウケると、

「本当ね……。アニメとはいえ、あんな変人が二人もいると思うと不思議」とメイヴェルも大いに同意。しかしふと横を見ると、なぜか藤森と雨乃が無言で顔をそむけたりするなど……

　そのうちに、鑑賞会はそっちのけで、またお喋りに戻っていくのですが、メイヴェルも藤森も、とても多忙なはずなのに、よく笑いよく食べ、実にエネルギッシュで、ほむらは先にうつらうつらと眠くなってきてしまいます。

　耳にぼんやり届く、藤森とメイヴェルとの、ぽつぽつとした会話のなかには、シラクサ、という単語が何度も聞こえてきました。

　結局、ほむらがソファに轟沈してしまう前に、印象に残ったメイヴェルとの会話はこんなふうでした。

「───私はね、ホムラ。十八歳になったら……虚惑星へ行くことが許される、最後の一年になったらね、国連監査官をやめるの。一人の調査官として、一年間、世界中のポータルから虚惑星を訪れて、自由に冒険をするの。自分の足も、モーターサイクルも、外洋船も、飛行船も、転テ移レ装ポ置ー遺タ跡ーも、ぜんぶぜんぶ使って、虚惑星を飛び回るのよ───そのくらいのご褒美はあってもいいと思うでしょ？」

「は、はい、もちろん！　飽きるまで、ずっと行っちゃってもいいくらいじゃ？」

「…………っ……」

　そんなふうにほむらが調子よく請け合ったその傍らで、藤森は言い淀み、少し寂しそうに目を細めました。

　人類初の虚惑星への旅行者として───厳密に言うならば転送環による転送成功者となってから、父と共に、波乱の人生を歩んできたメイヴェル・チャンドラー。

　大いなる才能と幸運に恵まれた少女。藤森稚鮎や棚たな倉くら博ひろ介すけのような、黎明期の調査官たちと共に、虚惑星を冒険し、調査の足がかりをつくり、やがて彼らを統率する象徴的な立場になっていった虚惑星の女王。

　そんな彼女はいま、どれだけの重責をその身に受け、どれだけのしがらみに縛られているのか。ほむらにはまだ、ぼんやりと想像することしかできません。

「あっ、でも……その時はもう、私、探検部を卒業しちゃってる？」

「あれ、そうだった？　そんな残念なことってないわ？」

　同じ年頃の調査官と探検をしたことが、ほとんど無い、と語った彼女は、またギャビーの境遇とも重なります。

「ボクが一緒に行きますよ！」と雨乃がメイヴェルの手をとって励ましました。「その時には、ボクもどうか連れていってください、メイヴェルさん」

「ええ、ありがとう、アメノ。一緒に行きましょう！　誰もみたことがない神秘を発見して、遺跡の一番奥深くからどっさりと財宝を持ちかえって、一番高い山に登って朝日の光を浴びてやるの。誰も知らない虚惑星人とお友達になって、北極にだって行くんだから！　行くんだから、私は！」

　そう高らかに宣言して、大の字に寝転がるメイヴェル。

「あっはっは！　そりゃあ、いいな！　ポンコツのゴーレムと珍道中だな！」

　と藤森は少し涙ぐみながら大笑いし、雨乃は頰をふくらませて藤森に抗議します。

「それはそうと！　あなたとセイランの仲間たちとのお話を聞かせてくれない、ホムラ？　テンリュウはいつも冗談ばっかりで、ちっともきちんと話してくれないんだもの」

「はあ、ＯＫですけど……それって主に私の失敗談になりそうだな……」




　頰に触れた冷気に気付いて、毛布の下から身を起こすと、サッシ窓の外のベランダに、雨乃が立っていました。

　まだほの暗い、夜明け直前の時刻です。寒さに震えながらベランダに出ると、階下を見下ろす雨乃が手を振る先で、ちょうどリムジンが走り去っていくところでした。

「ごめんなさい、起こしてしまいました」と雨乃。

「ミス・チャンドラーは、こんな早くにご出発か……お別れの挨拶、できなかったな」

「……謝っていらっしゃいました。ほむらさんたちが、虚惑星へと向かう道が、閉ざされてしまったことを」

「そんなの、メイヴェルさんが謝ることじゃないのにね……」

「でも、このままでは解決もしませんよ。あの素敵な人が、やらなければいけないことなんです。ボクも手伝います」

　白んできた空を眺めながら、おぶさってきた毛布を伸ばして、雨乃の肩にもかけるほむら。一緒に夜明けの空を眺めながら、ぽつりと気になっていたことを伝えます。

「───海で溺れそうになった時、聞こえたぞ？」

「じゃあボクの声、届いたんですね」

「あれ、やっぱりアメちゃんだったの？　ワオ、ビックリ」

「ボクはその時、天竜代表や御陵部長たちと一緒に、すばる姫の城にいて、ちょうどすばるさんから《斗ます織おり》について教わっていました。それで、ほむらさんの声が、うっすらと聞こえたような気がします、とお伝えしたら……あやつめ、宿題に真面目に取りかかっておらんな、とボヤいておられましたよ？」

「…………あ、はい、スイマセンでした」

（よもや、そんな絡繰りがあったとは……！　すばるさん……）

　より深刻そうな顔で雨乃が語りかけました。

「それとですけど、ほむらさん……ボクも見て、しまいました。あの光景を……」

「…………そっかぁ、アメちゃんもかぁ……どうしようね、これは。やっぱりシラクサっていう所と関係があるのかな……？」

「そうなるんでしょうかね……？」

　と、白い息を吐きながら、かしげた頭を、ごつごつと互いにつき合わせる二人でした。
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　───二月の最後の週を迎えた放課後。

　暖房の効いた部室で、まったりとする青藍高あおこー探検部員たち。

　とはいっても、ほむらたちは目前に控えた期末試験のための勉強中です。窓際では、雨乃が冷たいガラス窓に手をついて、冬の曇り空を見上げています。

　また手を止めているほむらに気付いて、東野が声をかけます。

「……なに読んでんだ？」

「ギャビーから探検部宛に届いたお手紙……というか絵ハガキだけど。ほら」

「手紙とはまた古風だな……うぉっ、これローマなのか？　真っ白じゃん。初めて見る景色だ」

　絵ハガキの写真には、積雪で白く染まった、煉瓦積みの遺跡が写っています。その前にたたずみ、ハートの形に固めた雪玉を持って微笑む、修道女姿のギャビー。隣にはパートナーのナサニエルが、完全にそっぽを向いて、面倒くさそうに立っています。

「十何年ぶりだかの大雪だって。交通が麻痺しちゃって大変だけど、いつもより街中が静かでいいってさ」

　写真をちらりと見た稲荷が口を挟みます。

「フォロ・ロマーノの金のマイル標石ストーンだね。別名ローマの臍へそ」

「フォロ・ロマーノは桃山先輩からも聞いた名前だけど───へそ？　ハハッ、それって有名な遺構なんすか？」と東野。

「もちろん。『全すべての道はローマに通ず』って言うでしょう？　そのローマ街道の出発点がここ。ってことは大ローマ帝国の中心、すなわち世界の中心だったってこと」

「世界の中心ハート・オブ・ザ・ワールド……です、ね」と御陵も口を添えます。

「あっ……そういうことか」ともう一度写真を見直し、納得するほむら。

「そんなことより、スナオちゃん。勉強に集中、しない、と」

「はいはい、失礼しましたぁー」

　と、こちらは御陵が監督役となって、稲荷の勉強をみているようです。

　窓から振り返った雨乃が、そんな彼らに尋ねます。

「皆さん、暖かいお飲み物でも淹れましょうか？　なにがいいですか？」

「じゃあ紅茶よろしく」「私はココアがいいなぁ」「珈琲たのむね」「緑茶、を……」

「せめて二種類くらいに絞りましょうよ」

　と、銘々勝手な注文に苦笑する雨乃。

　あいこでしょ！　あいこでしょ！　と四人が注文オーダーの勝ち抜きジャンケンをしているところへ、顧問の藤森が現れ、勝手に参加して優勝。

「で、これなんの勝負？　ティーブレイク？　じゃあミルクティーだろ」

　その後、藤森は脇に抱えてきた梱包材でくるまれた細長い荷物を東野に手渡しました。

「ほれ、装備課からだ」

「ありがとうございます」東野が顔を輝かせ、うやうやしく受け取ります。

「装備課って穴太さん？　じゃあ、東野くんのオニューの剣？」とほむら。

「ああ」

「……長門には、仮の古い装備を持って行ってたんだね」

「そうだ。まあ、逃げるのに精一杯で、結局使う場面なんか無かったけどな」

「……無くて、よかった、です」「そうだよ。あんたとブロンテ、引きあげようとしたら重くてかなわなかったよ」

　御陵は胸を押さえてほっと息を吐き、稲荷はちょっと呆れています。

「そこは感謝してますけど」と東野は苦笑い。

　椅子にどかりと腰をおろして、淹れられたばかりのミルクティーを、さましさまし啜すする藤森。

「ブロンテか……三人目の虚惑星人ヌテラリアン……」と眉をひそめます。「その小さいの、怪物に襲われたあとは、もういなくなってたんだな」

「周防さんとボビーたちが到着して、一旦、島の浜辺にあがって怪我を確認しようとしていた時にはもう、どっかへ消えてました」

「そうか。神出鬼没だな」

　すばる姫以来の虚惑星人となる、傀儡師とその付き人のブロンテについては、まだ世間には公表されていません。傀儡師自身がそれを望んでいないことが第一ですが、彼については、公表するにもほとんどデータらしいものがありません。

「きっと……あれを取りに行ったんだと思うんだよね。私、あとから気付いたよ」

「ああ。俺もそう思った」とほむらに同意して頷く東野。

「『魔法液晶』……です、か」と御陵。

「───はい。後から見つかったほうの金属筒は、ぜんぶあの、ヒュドラみたいな怪物が喰っちまったけど。どこからかブロンテが持ってきて、桑園がぶん投げたほうの筒はまだ残っていたはずだから」

「そんなに大事なものなのかね」と稲荷。「あの子がなんで傀儡師にくっついて危険な目にばかり遭わされるのか、よくわからない……用心棒って言ったって……」

　腕を組む藤森。

「しかしまあ……ブロンテと傀儡師、今回はその二人がいてくれて助かったのかもしれない。トラコサリスの情報も提供してくださったわけだしな」

　一旦言葉を切って続ける藤森。

「実は先日、御陵と一緒に、小お野の恵え里り香かに会いにいった」

「鈴蘭ちゃんに？」と目を輝かせるほむらに、こくりと御陵が頷きます。

「まず放浪者のことを。それと鈴蘭も傀儡師を知っている、と聞いて、なにか教えてはもらえないかとね」

「ほうほう。ねえ、モリちゃん？　鈴蘭ちゃんに、一時的に青藍高探検部うちに来てもらって、協力してもらうとかできないの？」とほむら。

「鈴蘭はまだ中学生だからな。本人が望んでも無理だ。まあ、ここが日本以外だったらわからなかったろうけどな」

「でもー、今って結構、探検部のピンチですよね？　ちょっとくらいなら……」

　久々にあの子の顔を見たいという気持ちもあって、ほむらはつい、そんな都合を優先した希望を口にします。それには御陵が首を振りました。

「探検部も大変です、が、鈴蘭にとっても、今は大切な時期、だと思い、ます」

　本当は、放浪者の件で訪ねて、鈴蘭にすばる姫の身を心配させるようなことすら、したくはなかったのでしょう。これから待ち受けるだろう苦難に彼女を巻き込みたくない、という気持ちが御陵の態度には滲みでていました。

　鈴蘭から教わったという、放浪者や傀儡師の話を聞く部員一同。初めて耳にする情報もありましたが、その談話中にはブロンテの名前は登場しませんでした。

　その後、藤森は、現在の流動的な状況について、部員たち同士の確認をはかりながら、話を進めます。稲荷が藤森に尋ねました。

「ねえ、モリちゃん。報道ではさ、怪物怪物って連呼されてるけど、ＵＮＰＩＥＰ内では一貫して巨人対策って言っているのは、何か根拠があるの？」

「ああ。まさに見た目はグロテスクな怪物だが、やはりあれは非生物だろう、というのは各国で共通した見解なんだ。付着物とみられるもの以外には、はっきり怪物由来とわかる体組織も見つかってない」と藤森。

「つまり、大型の傀儡の線が濃厚だってことか……それに」と東野。

「はい」と請け合う御陵。「すばるさん、も、確かに、おっしゃいました。青銅の巨人、が、目覚めたと───」

「……巨人か。あれが巨大な傀儡のなれの果てなら……ずいぶん惨めな姿になっちまったな」と東野。

「……なんだか、かわいそうですね」と雨乃も肩を落とします。

　心を備えるからこそ巨人なのだ、とすばる姫は語りました。あんな恐ろしい姿になっても、まだそこに心が宿っているのなら、語り合う余地もまた残っているのかもしれません。けれどほむらには───あの海獣の振りまいた憎悪としか思えぬ、強烈な悪寒に見舞われたほむらには、それはとても信じがたい道程でした。

　そして最後に、藤森は一番気になる情報を口にしました。

「各地のデータをまとめて、ＵＮＰＩＥＰの技術部と、大嵐や花屋敷たち各国の魔術師クラスにも協力してもらって検討してるんだが、どうやら怪物の行き先が絞り込めそうなんだ。ちょっと今は具体的には言えないが……」と、やや白々しさの混じる藤森の弁。

「……っ……あ……いやっ……！　ホ、ホントですか!?」

　つい、思い当たる地名が飛び出しそうになったところをなんとか吞み込むほむら。

　雨乃が苦笑いする横で、藤森は腕組みして首をかしげます。

「……怪物たちは、どうやらでたらめに動き回っているわけじゃない。一箇所に集まろうとしているんじゃないか……って、そういう推測が出ている。まだ、確証はない。でもその予備的な調査を始める必要はあるんじゃないかってな。もしかすると、怪物に遭遇した調査官として、青藍高うちにも協力の要請が来るかもしれない」




───その日の午後は、探検部の部員五人揃って寄り道をしました。試験期間中にもかかわらず。なにしろ下校時から妙にもじもじとして離れがたそうな御陵真世から、

「たまにはどうです、か……？　わたし、がオゴります、から……」

　とおずおず申し出られてしまっては、彼らも断れるはずがありません。勿論ほむらなどは、大義を得たとばかりに部長の腕を引いてエスコート。

「こんなこともあろーかと、前から目星をつけてたとっておきのスウィーツヴァーイキングの店があるのですよ！　ちょっとお高いですけど！」

　口には上のぼらせませんが、こんな多難と不安の時だからこそ、という想いは誰の胸にもありました。ほむら自身はメイヴェルの垣間見せた奔放さに影響されたのかもしれません。

　宵の口の街をにぎやかに移動し、暖を求めて入店したカラオケ店では───あらたまったほむらがマイクを握り、雨乃との間に一瞬ながらもはっきりと互いの声が届いた瞬間があった……と告げると、呆気にとられた稲荷や東野たちから「そんな重大事はもっとちゃんとした場所で報告しろ！」とマイク越しで怒鳴られ、呆れさせます。

　相好を崩して笑うほむら。

　待望の気分転換……けれど。

（嗚呼……）

　そんな待ち望んだはずの憂さ晴らしも、ほむらの胸底にくすぶり身を焦がす、ほの暗い火を鎮しずめてはくれません。

（嗚呼、やだ。やだな……もう保もたないのかな……また私、誰かを、傷つけずにいられないのかな……）

　親しい人々の笑顔が遠ざかり、霞かすんでいく感覚。嫌で嫌で仕方がないのに、それでも何処どこか懐かしさすら覚える、怠惰で薄情な体の芯をじくじくと疼うずかせる、あの気け怠だるさが、ふっと還かえってきます。

　稲荷を誘った雨乃が聞き覚えのあるアニメソングを二人で熱唱するうちに、ほむらは食べ過ぎで気分を悪くしたと装いながら、ついと個室を離れました。

　そんなほむらを気遣い、追って姿を見せた御陵にそっと声をかけられます。

「大丈夫です、か……？」

　休憩スペースのソファにいたほむらは、顔を青ざめさせていたかもしれません。

「……大丈夫じゃない、かも……です。ハハハ……」

「日ノ岡さんは、臆病ではない、と思い、ます」

（……え……？）突然の告白に息を吞むほむら。

「日ノ岡さん、は、本当の自分、と向き合おうと、して、います。それは、とても、時間のかかる、こと、です───」

　とつとつと紡つむがれる御陵のいたわりの言葉。それは東野との仲なか違たがいの件を、稲荷から聞いてのものだと、すぐにほむらは察しました。不意にぶつけられたそんな自分を見透かす態度に───はからずも、激情がこぼれました。

「何も、知らないくせに……っ……私のこと、何も知らないくせに……！」

　そう口走ってしまってから即座に毛が逆立つほど猛烈な後悔がほむらを襲います。

「……っ……ご、ごめんなさい……先輩に……」

　気にしていません、と御陵は静かに首を振り、隣に腰掛けました。

（……近寄らないで……貴女みたいな強い人、そばに来ないで……）

　もし今この瞬間に触れられていたら、こんな醜い自分に触れられてしまっていたら、激しく彼女を拒絶していたことでしょう。けれど御陵真世は、孤高の瞳のまま、その静寂の中からほむらを見守っていました。

「知りま、せん。本当のあなた、は、あなたに、しか解り、ません───」

　彼女もまたうつむき、苦しげに肺から息を絞り出しながら、ほむらに訴えかけます。

「日ノ岡さん。わたしも、堪こらえて、います。みんなが不幸、になる、夢を見て、泣きながら目覚める、ことも、あります。それでも、なんとか踏みとどまって、いられる、のは、わたし自身の勇気です。誰に貰ったものでもありません。これだけは、わたしのものです」




　───皆と別れて後、帰宅してからもまだ、ほむらの心臓は高鳴っているようでした。

　悶々として勉強など手につかないほむらは、ベッドに寝転がりながら、別の宿題、すばる姫から預かった《斗ます織り》を取りだし眺めます。

「…………はぁー……あーあ……」

　稲荷直の家庭問題も、東野巧を煩わずらわせる苦悩のことも、雨乃や沙毬が立ち向かう使命も、もちろん青藍探検部の未来も。到底、ちっぽけな自分には手に負えないことばかりです。

（……えーい、もう知らん！）

　と、糸を引いて、一気に斗織りをほどいてしまいます。結局、他の誰にも満足に相談することもかないませんでしたが、これはこれでせいせいしました。




　───翌日の放課後。

　御陵部長も、稲荷も、雨乃も消えてしまった部室。

　彼女たちは、日ひ吉よ坂こ高ーの棚倉顧問や上狛や多賀との会合へ向かいました。

　残された東野とほむらは、また試験勉強にいそしみます。ほむら一人ではどうせサボってしまうので、誰かと一緒のほうがいいわけですが、その日はちょっと失敗でした。

　ほかの話し相手も減ってしまい、黙々と勉強に専念している東野は、言葉少なく、どうにも話しかけにくい雰囲気です。海獣の襲来とほむら自身の不調のおかげで、探偵ごっこも不発に終わった早瀬と鼎の件など、とても持ち出せそうにありません。

　少々、息苦しさをおぼえたほむらは、「ちょっと、屋上でてくるから」と席を立ちました。陽も落ちて、外はもうだいぶ寒いはずですが、ちょうどいい眠気覚ましです。そうして待機室を出ようとすると、肩越しに東野が言いました。

「俺、そろそろ帰るぞ」見ると、東野はすでに帰宅の支度を始めています。

「はいはい、戸締まりね───と言ったってさ、照明を切るくらいで、あとは自動ですけどね。じゃあね」

「ああ」

　外はすっかり暗くなっていました。

　試験期間前の校庭は、グラウンドを照らす照明もなく、調子っぱずれのブラスバンド部の演奏も聞こえません。わずかに職員室から漏れた灯りだけが、校庭に落ちています。

「もしかすると、ここからの景色も、しばらく見納めかなあ……」

　藤森顧問と御陵たちが、巨人対策にかかりきりになった場合は、一年生がおいそれとこの部室棟に入れる状況ではなくなるでしょう。例の行く先不明のミッションの件も考えたら、なおさらです。

　───と、その時。携帯に着信がありました。表示された番号は、初めて受信する相手を示していましたが、付随する通知には見知った名前がありました。

「───乙おと丸まるくん？　おや、久しぶり。端末じゃなくて、こっちに電話くれるとは」

「こんばんは、日ノ岡さん。携帯の番号は姫川に教えてもらったんだ。気に障ったら謝るけど」

　電話の主は、金沢浅あさ野の高校探検部の一年、乙おと丸まる弦げん也やでした。めったに使ったことのない天体観測ドーム脇の階段に腰をおろします。

「ううん、全然構わないよ───それで？　あっ、鷺谷の方のミッション、どうだった？　井い口ぐちさん元気？　ゼルフィ可愛いかった？　交換留学生ってどんな子なの？」

「ああうん、えっと……その前に一応確認なんだけど、端末のコラボアプリ起動してない？　もししていたら落としてほしいんだ」

　妙なことを言ってくるな……と思いながらも、ほむらは端末を取り出し、電源を落としました。探検部支給の端末は、電源を落としてもバッテリーを抜かない限り、一部の機能は稼働し続け、緊急性の高い着信だけは常時受け付けます。

「はい、ＯＫ。どうぞ」

「わるいね。本当は、姫川さんが連絡役だったんだけど。彼女、自分が日ノ岡さんに聞くのは公平でなくなるって言ってさ、だから俺と代わったんだ」

「───？」いまだ事情が摑めないほむら。「なにか込み入った相談ごと？」

「ああ。実はそうでさ───」

　乙丸が語ったのは、少々不穏な内容でした。簡潔に言えば、虚惑星に入星禁止となった一年部員たち同士で、内密な連絡網を作ろうという提案。

「……東野くんには？　私から伝えたほうがいいの……？」

「こうなると各校の部活単位じゃなくて、本人次第だから。東野には姫川から訊いてもらってる。だから、日ノ岡さんも自分で判断して。悪いけど、いますぐ返事が欲しい」

　そうしたらあとから、とある方法で、連絡網に接続する方法と、その入室鍵を教えると。

「……っ……」さすがにほむらも戸惑いを隠せません。「私、そういうの、あまり詳しくないけど……でも、コラボが利用できないのはなんで？」

「どうもコラボにバックドアが仕掛けられてるみたいなんだ。漏れるはずのない情報が漏れてる。クローズドな会議室とか、もしかすると個人のメール内容とかも」

「……っ……」衝撃的な話に、ほむらは息を吞みました。

　探検部有志によって作成され、メールや掲示板、データベースの機能を持つコラボ。

　ハッ、とほむらが思い当たったのは、鼎結理でした。彼女は以前、探検部のコラボツールの改良に匿名で参加し、劇的に使いやすくした、と自分から認めていました。

「俺も鷺谷のミッション中に聞いてびっくりした。しかも教えてくれたのは、その留学生だ。国内の誰も気づいてなかった。でも、考えてみると確かに、思い当たるところがあって……」

　乙丸の話を聞きながら、思わず周囲をきょろきょろと見回してしまいます。

　ほむらは、その一年生独自の連絡網作りを進めてるのは誰か、そしてメンバーとしては誰を誘っているのか、と問いました。

「ちょっとそれもまだ言えない。俺と姫川は勿論だけど。できれば一年生、二十九人全員がいいんだけど、それは無理かも」

　重々しい話に、だんだんほむらの胃が痛くなってきました。風はあまり無いとはいえ、屋上の寒さが身に沁みてきます。

「で、でも……それってなんだか、まさに派閥作りっていうか、秘密主義っていうか……そこまでする意味……ある？」

「……実は俺、七久保ナナ先輩から転送環を預かった。これを、俺たちだけで独占するわけにいかない」

（転送環……ウファラの浜の……！　魔力がたくさんプールしてあるあれ……！）

　その実物を、ほむらは目にしたばかりです。海獣に向かって、七久保が振りかざしていたあの転送環に違いありません

（非常事態に備えて、転送環を持って来たのだとしても……七久保先輩は海獣が魔力を欲しがるって予想していたの？……それに、あの転送環の持ち主は本当なら……）

「もしこの転送環を使ってさ、自発的に虚惑星へ行くようなことがあったら、コラボに近い環境がないと十分な調整ができないでしょ？」と乙丸。

「う、うん。確かに……でも、七久保ナナ先輩が、そんなことを……それ、ちょっとしたレジスターだよ？」

「…………それを言うならクーデター？　のこと？」




　すっかり体が冷え込んでしまい震えながらコートを羽織り、部室棟を出ると、玄関の照明の届く場所に東野が立っていました。

（おや東野くん、待っててくれた……んじゃないのか……）

　どうやら通話中だったらしい端末を上着におさめる仕草をみて、ほむらははっとします。

　見れば、上履きから履き替えたスニーカーすら、まだ履き途中のままです。

「もしかして……姫川さんからの電話？　東野くんにも？」

　少し遠回しなほむらの問いに、ためらいながら東野は答えました。

「……いや、姫川からの連絡は、部室に来る前に来てた。連絡網……の件だろ」

　こくりと、うなずくほむら。

「なんて答えたの？　私は、さ……」

　かすかに期待の滲むほむらの問いに、しかし東野は答えず、逆にこんなことを聞き返してきました。

「……日ノ岡、おまえ、本当に鈴蘭を巻き込んでもいいとか思ってるのか？」

「って、何かと思えば昨日のこと？　それは、ごめんなさいって真世先輩にも謝ったでしょう。悪かったってば」

「…………だよな。俺も、わりぃ」唇を嚙む東野。「……長門で周防部長から注意されたことがまた気になってさ。俺、鈴蘭を子供に見過ぎてたのかもしれねえ。本当は力を借りなきゃいけないのは、俺たちなんじゃねーか……とかな」

　そう言って気まずそうに頭を下げる東野。ほむらの思いつきにすぎなかった鈴蘭の件を語る彼は、真面目で、いつも真剣で、何でも全力で取り組んで───

「一年の連絡網の件は、確かに一度、承諾の返事をしちまった……だけど、やっぱり俺は断ることに決めたよ」

「……えっ？　キャンセルってこと？」

　驚くほむらの前で、あとで姫川に連絡しておく、と申しわけなさそうに東野は告げます。髪をがりがりと搔きながら、暗い夜空をあおぐ東野。

「あ？　あーあ、雪降ってきたぞ！　これ、姫川の怒りじゃねーか？」

「ほんとだ……いつの間に」

「早く帰らねーと……とっ……」

　トントンと靴先を地面に突き、教材をおさめた自転車用のザックを、勢いよく背負い直そうとした東野。と、その拍子に、つるの先をひっかけ眼鏡を落としてしまいます。

　勢いよく飛んだ眼鏡を踏まないよう、避けようとした東野は、はきかけの靴で足下がおぼつかなくなりました。

　いいからいいから任せて───と東野をおさえ、かがみこんで眼鏡を拾うほむら。

　レンズに傷が無いのを確かめ立ち上がると、壁に片手を置きながら靴をはき直そうとしていた彼に返そうとします。差し出された手は無視して、間近な場所に立ち、彼の顔に直接───そうすることで、ヘマをした彼に少しでもお姉さんぶろうと、きっとそんな気持ちで。

　そんな彼の前で、つい手が止まってしまいます。

「東野くん……すこし、背伸びた？」

「おまえが縮んだんじゃねーか？」

「あのねえ……私だって成長期なんですけど」

　ほむらは、意地悪をするように、差し上げた眼鏡を少し戻します。彼が自分から下げてきた顔から、持ち上げた眼鏡を離して、また、ひょいと。

　少し怒った彼の顔を、こんなふうに間近に見るのは、いつ以来でしょうか。ほむらを探検部に勧誘し、ゲームじゃねえと憤っていた時……それとも、さらわれた御陵部長を追跡しようと、二人の意見が真っ二つに割れて激しく口論をして以来だったでしょうか。

　ほむらにイタズラを許しながら、ふぅ、と東野は嘆息し、白状するように言いました。

「今さっきの電話、天竜代表からだった。俺、正式に三等調査官になった」

「……えっ……？……天竜代表……から……三等……に？」
















　───おめでとう、と。そう、祝福の言葉を彼に贈ってあげたいほむらでしたが、どうしても唇が動きません。

「真世先輩についていって、先輩を護ってくれって頼まれた───だから、俺はもう、一年の輪には入れねえよ」

「それじゃあ、東野くん……」

　愕然とするほむらに、東野は続けて打ち明けました。天竜から、彼に直接くだったという指示の、その中身を。

「ああ、もしかしたら俺も、真世先輩たちと一緒に、イタリアへ行くことになるかもしれない。シチリア島の、シラクサへ───」








つづく。







[image: ]










あとがき




星空めてお






　ファイヤーガール３「青銅の巨人」の中巻をお届けいたします。

　シリーズ計六冊目となりました。総頁数は怖いので数えたことがありません。

　行き当たりばったりの旅のような、あちこちに寄り道をしながらも、少しずつ前進し、その道ばたで意外な発見もある。そんな面白さを目指してみましたが、いかがだったでしょうか。お楽しみいただけましたら幸いです。




　近未来が舞台の本作は、まあＳＦよりも、ジュブナイルやファンタジー寄りだと思っていますが、昨今の世相の動きには恐々とすることもあります。

　ホラ、あれですよ。アメリカ合衆国で同姓婚が合憲とされたり、グーグルの人工知能が夢をみたり、本作とも関わりの深いギリシャが大変なことになったり……現実の変化についていくのに四苦八苦です。もし、近いうちに超新星爆発が起きたりしたら、それはファイヤーガールのダイレクトマーケティングって奴ですので、便乗宣伝よろしく。

　現実になるといえば、ほむらのフィギュアも発売が決まったそうです。立体物は初ですか？（……いや、二・五次元！　経験値さんのラバストが！）。こちらもよろしくお願いします。




　いつも素晴らしい挿絵を用意してくださる、BUNBUNさん、そして浪人さん。小説開始から、そろそろ三年目のおつきあいとなりました。お二人とも、いよいよ脂が乗ってこられたと申しますか、この迫真のビジュアル、活き活きとしたキャラクターたちに、文章がついていけてるのかしら？　と不安になったりも……。

　また今回、作中に登場する傀儡デザインを、かねこしんやさんにお願いいたしました。挿絵では部分的ですが、こちらもとても興味深いデザインですので、いずれ全身図を公開できる場所があったらいいなと願っております。

　BUNBUNさん、浪人さん、かねこしんやさん、どうもありがとうございました。




　さて、次巻はついに最終巻となります。ほむらたちのひとまずの旅の終わりももうすぐです。どうか最後まで、よろしくお付き合いください。




　余談。

　歯が割れてしまいました。治療したばかりの例の歯が、ふとした拍子にバキッと、真っ二つに。めておは学んだ。歯は割れるもの！　タバスコは飲み物！
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